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は じ め に 


この 辞書 は 、 現 代 日 本 語 の 基本 語 の 中 で も 、 特 に 多義 性 が 高く 、 包 括 的 
な 理解 が 困難 で ある と 思わ れる 語 を 選び 、 中 心 義 を 中 心 と し た 語義 の ネッ 
トワ ー ク を 示し 、 学 習 者 お よび 日 本 語 教師 に 対し 、 語 の 理解 を 深め 、 運 用 
を 容易 に する こと を 目的 に 作ら れ て いま す 。 同 時 に 本 辞書 は 、 日 本 語 辞 書 
に お ける 新しい 記述 の 方 法 を 提案 する も の で も あり ます 。 第 1 巻 で は 名 詞 
121、 第 2 巻 で は 形容 詞 ・ 副 詞 84、 第 3 巻 (2012 年 春 予定 ) で は 動詞 104 
を 選び 掲載 し て いま す 。 


従来 、 語 功 は 授業 で 扱わ れる こと が 少な く 、 語 或 学 習 は 辞書 な ど を 用 
いな が ら 、 学 習 者 が 自分 で 行う こと が 少な く あ り ま せん で し た 。 初 級 の 学 
習 者 は 教科 書 巻 末 の 単語 訳 や 対訳 辞書 、 中 級 以 降 の 学習 者 は 電子 辞書 な ど 
日 本 人 向け の 大 辞典 を 利用 し て 、 独 学 で 語 臣 学習 を 行っ て いる こと が 多い 
と 思い ます 。 そ の よう な 中 、 学 習 者 が 一 人 で も 語 功 学習 を 進め られ る よう 
な 有効 な 辞書 は ほとん ど 開 発 さ れ て きま せん で し た 。 日 本 語 の 教員 も 語 薬 
を どの よう に 教え た らい いか と 日 々 悩み つつ も 、 参 考 と すべ き 辞 書 を 見 つ 
け 出 せ ず に いた の で は な いで し ょ うか 。 


いわ ゆる 日 本 語 や 国語 の 大 辞典 と 呼ば れる も の は 、 語 義 を 古い 順 か ら 
記載 し た り 、 例 文 も 日 本 語 母 語 話 者 用 の も の で あっ た り し て 、 学 習 者 の 理 
解 や 運用 に 十分 供する も の と は 言え ませ ん で し た 。 増え 続け る 語義 を た だ 
比 列 す る こと は 語義 の イン フレ ーション を 招き 、 学 習 者 に さら な る 負担 を 
与え る の み で 、 意 義 の 関連 や 全体 的 な 意義 像 を 示し えて いな い の が 現状 で 
す 。 

と り わ け 基 本 語 革 は 数 多く の 語義 が 辞書 に 掲載 され て お り 、 学 習 者 は 
中 心 義 の み を 覚え て その 他 の 派生 義 は 一 向 に 覚え を ない 、 母 語 の 対応 語 が 有 
する 語義 は 覚え ん る が 、 そ う で な い 語 義 は 覚え られ な い 、 教 えら れ た 語義 は 
覚え を る が 、 そ の 他 の 語義 は 覚え られ な いな ど と いっ た 困難 を 感じ て きま し 
た 。 さ ら に その 語 が 持っ て いる 文化 的 な 背景 知識 な ど に つい て は ほとん ど 
学ば れる こと な く 置 き 去 り に され て いま し た 。 


そこ で 私 た ち は 多 義 語 に 関す る 認知 言語 学 の 理論 を 用 いて 、 学 習 者 に 
と っ て 真 に 重要 な 基本 語 の み を 厳選 し 、 そ の 上 で 、 中 心 義 は 何 か 、 派 生 義 
に は どの よう な も の が ある か 、 語 義 の 派生 は どの よう な 理由 で 展開 し た か 
を 明示 する こと で 、 複 雑 な 多義 語 の 意味 を 「 意 味 の ネ ットワーク 」 と し て 
一 まとめ に 記述 する 辞書 を 編集 し まし た 。 こ れ に より 、 学 習 者 は 上 述 の 語 
葉 学 習 の 困難 点 を 克服 し 、 中 心 義 か ら 派 生 義 に 至る 語義 全体 を 見 通す こと 
が 可能 に な り ま す 。 併 せ て 本 辞書 で は 例文 も 学習 者 の 視点 か ら 使用 頻度 や 
コロ ケー ショ ン ( 共 起 )、 難 易 度 を 考慮 し て 選ば れ て いま すか ら 、 読 ん で 
理解 し や すく 、 か つ 実 際 の 言語 運用 に すぐ 用 いる こと が で きま す 。 ま た 現 
代 で は 用 いら れ な く な っ た 用 法 や 、 学 習 者 に と っ て ニー ズ の 低い 用 法 な ど 
は あえ て 掲載 し な いよ うに し て いま すか ら 、 最 も 効率 よく 語 臣 学習 を 進め 
て いく こと を 可能 に し て いま す 。 さ ら に 必要 に 応じ て 語 の 説明 の 最後 に は 
文化 ノー ト や 用 法 ノ ー ト を 付 し 、 そ の 語 が 持っ て いる 文化 的 な 背景 知識 や 
注意 すべ き 文法 項目 も 知る こと が で きる よう に な っ て いま す 。 


私 た ち 編 集 委員 は この 試み を 極め て 意義 ある も の と 提 え 、 出 版 元 で あ 
る 株 式 会 社 ア ルク の 全面 的 な 協力 の 下 、4 年 の 月 日 を 費やし て 世界 中 の 学 
習 者 お よび 先生 方 に 歓迎 され る 辞典 を 作成 し た いと 考え 本 辞書 を 執筆 し 
て まい り ま し た 。 最 後に な り ま し た が 、 こ の よう な 執筆 の 機会 を 与え て 下 
さっ た 株 式 会 社 アル ク 日 本 語 書籍 編集 部 の 大 塚 武 司 氏 、 田 柔 有 美子 氏 に 心 
か ら 感 謝 い た し ます 。 


森山 新 (主幹 )・ 荒 川 洋平 ・ 今 井 新司 
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本 書 の 構成 


見 出し 語 
基本 形容 詞 ・ 副 詞 の うち 、 多 義 性 の 高い 形容 詞 ・ 副 詞 84 か ら な る 。 


見 出し 語 の レベ ル 
見 出し 語 の レベ ル を 5 段階 に 分 け 、 
易しい も の か ら 順 に ⑤-ー(① で 示す 。 


技術 や 考え 方 が 未熟 
お 


3 
顔 に 血の気 が な い 


ネッ トワ ー ク 図 


漢字 

見 出し 語 に 対応 し た 漢字 を 表 
示し た 。 太字 の 漢字 は 、 見 出 
し 語 の 意味 を 最も よく 表し て 
いる も の で ある 。 漢字 の 上 の 
[・] は 、 常 用 外 漢字 で ある 
こと を 示す 。 


読み 

上 酸 の 太字 の 漢字 に 関し て 、 
音読 み は カ タカ ナ 、 訓 読み は 
ひら が な で 示し た 。( ) 内 
は 読み の 例 を 示す 。 

な お 、 見 出し 語 が 音読 み の 場 
合 は 、 こ こ に も その 音読 み と 
例 を 示す 。 


ー つ 一 つの 語義 が 中 心 義 か ら ど の よう に 派生 し て いる か を 矢印 で 図示 し た 。 実際 の 派生 は ここ 
で 示し た も の より 複雑 で ある が 、 学 習 辞典 と いう 性 格 上 、 主 要 な も の を で きる だ け 簡 略 化 し て 


平易 に 図示 し た 。 


中 心 義 : 略 置 で 示し た 。 現 代 語 に お ける 語義 の うち 、 中 心 的 で 派生 の 起点 と な る と 考え られ る 


語義 で ある 。 


ー 次 派生 義 : 中 心 義 一 計 か ら 拡 張 し た 主要 な 語義 。 画 還 衣 習 訂 習 の よう に 数 字 で 示し た 。 

二 次 派生 義 : 主要 な 語義 、 す な わ ち 中 心 義 一 軒 お よび 一 次 派生 義 画 還 本選 か ら 拡 張 し 
た 語義 。 意味 変化 が 比較 的 小さき く 、 独 立 し た 派生 義 と する に 及ば な いも の な の で 、 
I EE 史記 馬 財 に 属す る 下位 の 語義 と 考え 、 [0al [1a] [1b] [1c] の よう に 数 字 に 


abc の アル ファ ベッ ト を 添え て 示し た 。 


語義 上 位 概念 と の 関係 


ネッ トワ ー ク 図 の 枠 内 で 示し た 語義 中 心 義 馬 置 か ら 一 次 派生 義 が どの よう に 派生 
を ここ で も 示す 。 し た か に つい て 解説 し て いる 。 
語義 は 英語 、 韓 国語 、 中 国語 に 翻訳 し 、 二 次 派生 義 に つい て は 一 次 派生 義 か ら ど の よ 
学習 者 が 理解 し や すい よう に し た 。 うに 派生 し た か に つい て 解説 し て いる 。 


し 4 し り ょ し まん っ 
考え ・ 思 慮 が 不 十分 だ 
overly optimistic (thinking) 。 章 引 - 計 当 靖夫 思考 吉 導 虚 得 不 周到 , 千晶 


(@ 者 答 さ が 足り な いよ うに 、 考え が 足り な い 


例文 
SN ・ あ ん な 入山 に 伏 あ な ん で 、 孝 ぇ が 革 い ょ 。 各 語義 に 対応 し た 例文 を 
に 


・ 見 通し が 甘 す ぎ て 、 リス ク の こ 育 え が 及 ん で いな い 。 ンー 
お 示す 。 
* 世の中 を 甘く 見 て は いけ な い 。 


唱 あま ちゃ ん : 世間 に 対す る 考え 方 が 二分 で は な い 人 


包 刻み が 革 い : 移 を 誌 ち カ が 十分 で ある こ と か ら 、 推 測 し た り 、 合成 語 、 慣 用 表現 な ど 
理解 し た りす る 力 が 科 い パ 学習 者 に 知っ て お いて ほ 
仙 わずか 半年 で こん な に 円 高 が 進む と は ……。 読 み が 甘かっ っ 

ゝ 合 な 
= し い 合 成語 や 慣用 表現 な 
ど を 列挙 し た 。 


イラ スト 

語義 の 説明 を 補足 する た め の イ ラス ト を 掲載 し た 。 

原則 と し て 例文 の 中 で 最初 に 示さ れ て いる も の を イラ スト に し て いる 。 

同時 に 、 ほ と ん どの 見 出し 語 で は 、 イ ラス ト 全 体 を 見 渡す こと で 、 そ れ ぞ れ の 語義 が 共有 し て い 
る 共通 の 意味 (スキ ー マ ) を 抽出 し や すい よう に 工夫 し た 。 


口 状 た 男 : 以前 と は 異な る 、 別 の 名 日 本 と 中 国 は 新た な 関係 を 落 こ うと し て いる 。 
各 語 義 の 中 で 述べ きれ な 
い 合成 語 、 慣 用 表現 、 転 
成語 な ど を 記載 し た 。 


|  。 用 肖 ノ ー ト 

” 見 出し 語 に つい て 、 使 い 
分 け や 、 使 い 方 に 注意 を 
要する 場合 は 、 こ こ に 語 


用 法 ノ ー ト グ 名 詞 の 前 で は 「 き よい + 名 詞 」 より も 「 き よら か な + 和 名詞 」 の ほう が 多く 。 
使わ れる 。 


叶 きた な い (p113)、 き れい な (p124) 


ーーーーー 載 し た 。 
文化 ノー トク 条 し い 有 用法 と し て 、「 今 、 秋 業 原 が 答 い 」 の よう に 「 人 気 が あ る ] 「 流 行 し | 
て いる 」 と いう 意味 で も 用 いら れ て いる 。 文化 ノー ト 
Nu (D30、 き むい p154) Ne 見 出し 語 の 背景 に 存在 す 
る 日 本 文化 特有 の 背景 知 
_ 識 な だ に つい で 記載 し 
参照 が 


本 書 に 掲載 され た 見 出し 語 の うち 、 参 考 に な 
る と 思わ れる 類義語 、 対 義 語 な どの 語 と その 
ペー ジ を 記載 し た 。 


画 漢字 の 使い 分 け に つい て 


「 見 出し 語 」 に 対応 する 漢字 が 複数 ある 場合 ( 例 「 あ っ つい 」 一 「 熱 い 」「 暑 い 」)、 そ の 使い 分 け に つい て は 、 
各 派 生 義 の 例文 を 参考 に し て ほし い 。 ま た 、 特 に 重要 な 使い 分 け で ある と 思わ れる も の に つい て は 、 
補足 説明 (*) で 触れ た 。 


画 イラ スト に つい て 
対比 な ど ( 例 、 以 下 の 「 大 きい 車 と 小さ い 車 ]」 の イラ スト )、 一 つの イラ スト 内 に 複数 の 要素 が ある 場合 、 


基本 的 に は 語義 を 表し て いる も の を 右側 に 、 ま た は 濃く 示し 、 場 合 に よっ て は その 両方 の 措置 を 用 
いて いる 。 (以下 参照 ) 


騙 介 サイ ズ が 上 回 っ て いる 


large/big (size, area) ダヨ 2|2| 見 呈 笠 足 甘 避 四半 胃 辻 


tt 


お お ね ん ぴ お る 
・ 大 きい 車 は 燃費 が 悪い 。 


+ 。 赤 が 引 く て 手足 が 引 い 人 に は 、 大 きい ペッ ド の ほう が 向い で 
る 3 
よこ づな お お 
・ や っ ぱり 要 。 綱 は 大 きい な あ 。 


革 
半 
8 


語義 玉置 | サイ ズ が 上 回 っ て いる ] を 表し て いる 。 


。 同 レベ ル 、 入 れ 替え 可能 な も の を 並列 する 。 人 0) 目頭 を 熱く する ノ 目 頭 が 熱く な る 
= 類義語 
[ ] 省略 可能 を 表す 例 ) 幸 [が ] 薄い 


品詞 の 表示 に つい て 


口 で 示し た 「 合 成語 な ど ]」 に つい て は 、 以 下 に 従っ て 品詞 名 を 示す 。 


自動 詞 (2 グル ー プ 動詞 ) 
不 規則 動詞 (3 グル ー プ 動詞 ) 


Structure of This Book 


Entry 


84 basic adjectives and adverbs with many meanings are presen#ed as target Words. 


Difficulty level 

Each entry is assigned a difficulty rating Kal 
of 1 to 5, with 5 being the easiest. Kin epreseatationl ct he 
entry are listed here. The one 


in boldface best expresses 


the entry's meaning. Kanji 


青い 、 蒼 い 


uu 2 くら 
セイ (青春 )、 シ ョ ウ ( 緑 青 )、 あ お ( 青 二 才 capped with a dot are not 


る Jeye Kanji. 
ーー 
植物 な どの 緑色 野菜 の 緑 の 葉 の 部 分 
リィ J Readings 
用 ーー ニー 1b ト - The readings of the boldface 
な と の 3 スタ が kanji are listed in katakana 
for on-yomi and in hiragana 
for kun-yomi. Examples are 
願 に 血の気 が な い given in parentheses. 


Os | 


When the entry is a kun- 
yomi word, it is listed here 


again, along with an example. 


Network diagram: The way that each meaning derives from the core meaning is shown with 
arrows. The actual derivations are more complicated than indicated, but have been simplified 


where possible in keeping with this book's design as a learners dictionary. 


Core meaning: This is the meaning in modern usage that is considered the central meaning 
from which other meanings derive. It is marked with ME . 

Primary derivatives: These are the major meanings that derive from the core meaning。 四 叶 . 
They are marked with numerals,as in 1 5 ; 

Secondary derivatives: These are extended meanings that stem from the core meaning or 
the primary derivatives. Since they represent comparatively slight differences in meaning that 
do not qualify as stand-alone derivatives, they are subordinated to mE, [CC, , etc. 
and are marked with letters of the alphabet, as in [Oa], [1a], [1b], [lice]. 
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Meaning 


Each meaning presented in the boxes in Relationship with superior meaning 


This Hine describes how the meaning 


the network diagram is listed here again. 
derives from the core meaning or the 


To facilitate understanding, translations are 
3 
provided in English, Korean, and Chinese. Primary derivative. 


| り ょ eA 


| [Bb] 考え ・ 思 慮 が 不 十分 だ 


overly optimistic (thinking) 分 介 ・ 人 本 オ 時 震 叶 中 思 聞 誠 衝 炭 得 不 周到 、 始 息 


Example sentences 

Example sentences are 
か っ こう や ま の ぼ か ん が あま 

・ あん な 格好 で 山 に 香る な ん で 考 る が 甘い よっ provided for each meaning 

* 見 通し が 甘 す ぎ て 、 リ スク の こと ど 寺 考 え が 及 ん で いな い 。 

・ 世 の 申 を 甘く 見 て は いけ な び 。 


| の 培 替 さく が 皿 り な いよ うに 、 考え が 足り な い 


Presented. 


口 あま ちゃ ん : 世間 対す る 考え 方 が 十分 で は な い 人 
Compounds, idiomSs, etc. 


箇 読み が 甘い : 先 を 読む 力 が 不 十分 で ある こと か ら 、 推測 し た り 、 
Compound words, idioms, 


理解 し た りす る 力 が 簡 い 
は ん と し えん だ か す 前 よ あま 

例 ) わずか 半年 で こん な に 円 高 が 進む と は ……。 読 み が 甘 か っ and other expressions the 
た 。 learner should know are 


also given. 


Illustration 
An ilustration is provided to clarify the meaning. 
For most entries, the frst example sentence is used as the basis for the illustration. 
Also, for most entries,the illustrations can be used as a quick guide to the common meaning 


(schema) shared by the various meanings of the entry. 


関連 語 名 ] 


あら いぜん こと べつ に ほん 5e う 3 ごく あら か ん けい きず 
新た 議 : 以前 と は 異な る 、 別 の 例 ) 日 本 と 中 国 は 新た な 関係 を 築 こ うと し て いる 。 


Related expressions 

Extra compound words, idioms, transmuted 
words etc. that werent covered in the meaning 
spaces are presented in these separate boxes 
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用 法 ノ ー ト ク 名 詞 の 前 で は 「 き よい + 和 名詞] より も 「 き よら か な + 名詞] の ほう が 多く 
使わ れる 。 


喧 きた な い (p113)、 き れい な (p124) 


あき は ばら 


文化 ノー トノ 新しい 用 法 と し て 、「 今 、 秋 葉 原 が 熱い 」 の よう に 「 人 気 が あ る 」 「 流 行 し 
い ぁみ も ち 
て いる | と いう 意味 で も 用 いら れ て いる 。 


あたたか い (p31)、 さ むい (p154) 


Cross-reference 
Other entries that can be of reference 
(synonyms, antonyms, etc.) are listed here 


with their page number. 


Distinctions in kanji usage 


Usage notes 
Distinctions in usage 
and other pointers on 
usage of the entry are 
given here. 


Culture notes 


" This section provides 


background information 
on how the entry is 
used in the context of 
Japanese culture. 


In cases where an entry has multiple kanji listed for it (e.g., あつ い : 熱い 暑い ), users should refer 


to the example sentences to gain an understanding of the distinctions in usage between those 


kanji. Particularly important distinctions are explained in the supplementary information (marked 


with asterisks). 


Ilustrations 


In iustrations that contain multiple elements, such as contrasts (as in the large car/small car 


ilustration shown below), the element that depicts the target meaning is generally placed on the 


right and/or rendered in darker shading (see below). 


うわ まわ 
本 湖 サイ ズ が 上 回 っ て いる 
large/big (size, area) | 品 還 足 舎 紀 中 誠二 超 辻 


あお (まま ね ん げ ぁ る 
* 大 きい 車 は 燃費 が 悪い 。 
せ 。 な か て あし な が 0 と お お を 
* 背 が 高く て 手足 が 長い 人 に は 、 大 きい ベッ ド の ほう が 向い て 


いる 。 
よこ づな お お 
・ や っ ぱり 横綱 は 大 きい な あ 。 


6 


This iustration conveys the target meaning サイ ズ が 上 回 っ て いる . 
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名 1dioms, proverbs 
* 


Supplementary information 


ぐ Antonyms 
= 


(人 


eference 


Parts of speech 


For compound words, etc. (marked with [] ), the following symbols are used to indicate the parts 
of speech. 


AZ-adjective N 


回 


Adnominal 
Suru-verb 
U-verb (Group I verb) 


Az-verb(Group II verb) 


= 


Irregular verb (Group III verb) 


13 


0| 羽 可 〒 


荘 天 01 
2 翌 き 針 時 早 針 者 引 付 , 本 引 介 91] 豆 84 | 引 翌 語 人 時 早 針 呈 本 91 紋 寸 . 


正 列 01| 相 漠 
評 放 19 ol 正 圭 5 呈 腹 評 時 守 9 。 基き 
CE 立 刻 lol 草本 記 電 言 十 


外相 包 寺 詩人 言 史 引 せ オ オ 
テー ーー 記 笠 釣 1 名 本 時 外す を 

sh 1 財 針 財 王 入 外 ol 呈 付き 笛 
- 外 外 dhd 半 可 記 赤間 
引 [・] 含 秘 9] 下旬 計 此 中 、 


titso 


植物 な どの 緑色 


斉昭 2| 

谷 呈 放言 言 外相 電 秋 
9 外人 る 村 , 全 号 引 ビ す モ オオ 
時 オオ 呈 , 埋 結 村 モ ガ 千 モ 
< 中間 財 呈 主計 水中 .( ) 
旨い 9 を オオ 引 付き 避 言 寺 目 届 
中 . 

人 中 立 諸 919] 半井 
半 外 全局 叶 | 計 下 。 


で to 7 タカ た Uk 
技術 や 考え 方 が 未熟 


こ 


時 臣 別 ヨコ 丘 公 : 下 弄 1 引 玉 早 9] 可 四 狂信 名 可 評 時 | 理 | 寺 名 記 2 村谷 下 店 四 
出 旨 中 社 玖 記 | 呈 中 呈 翌 電 芽 旬 了 〒 到 言 オオ 2 中 主 舎 人 9] 村 昔 分 そる 理世 


全社 星川 貴信 計 叶 旬 。 


千 名 sll : 弁 置 下旬 計 光 中 . 理 還 | 引 対 区 9| 記 引 可 引 可 者 , 人 オ 谷 圭 視 和 g] 可 鏡 | 2 
和 用] 中 介 介 本 引 可 引 叶 . 

妄 和 相 紅 SIn| : 才 守 引 可 | 硬 軒 ら 王 時 日 村人 千 子 8 引 可 . 画 国 衣 居 馬 時 斗 せ c] 大 人 中 虹 
旬 生沢 呈 . 

0| 対 可 胃 lnl: 季 & 引 可 , 千 守 引 可 S1 硬 軒 半 人 千 寸 引 可 S!| 属 軒 周 半 医 罰 ミエ 日 
村 胃 叶 引 可 . 引 可 引 時 好 可 豆 人 人 9| 芋 引 叶 寸 久 引 可 豆 呈 2| 当 2 相 5 に 
引 引 呈 引 杏 社 和 子 引 9 [0al[1al[1b][1c] 外せ] 大 1 堂 半 現 合 芋 99 下旬 訓 中 . 


ョ II 谷 久 九 置 填 引 天下 


引 呈 用 ヨ 中信 $Hel 樹 旬 四 可 可 言 相 る 神馬 計ら 語 半 明記 計 本 人 光 可 外 年 
21 9 評 2| 用 計 肌 革 8 可 所 旬 司 言 旬 軸 的 叶 。 
正 計 舎 人 | 9 一 言 理 Z| 守恒 , 8 , 貴 填 計 司 記 名 可 理 早 旦 g] 計 本 錯 引 可 人 オ 


NU a ak la 聞 少 恒 測 司 合名 司 引 H 久 十 . 


ふし e5 


考え ・ 思 慮 が 不 十分 だ し | 
overly optimistic (thinking) / 包 寺 ・ 外相 馬 計 g 思考 吉 考 中 得 不 周到 、 希 息 | 


《@) 増 往 が 足 りな いよ うに 、 考え が 足り な い 


中 
AO ・ あ ん な 物 好 で 山 に 徐 る な ん で 考 ょ が せい よ 。 oe | 名 可 可 避 号 計 計 相 旦 
る ロ 見 道 し が 革 す ぎ で 、 リス ク の こ ど 掌 え が 及 ん で いな い 。 TL 


© 
合 利 旬 生 肪 叶 . 
・ 世 の 牛 を 革 く 見 て は いけ ない 。 芝生 


せ け ん AV A か た 3 ぶん ひと 
[ ロ あま ちゃ ん : 世間 巡 対 する 考え 方 が 十分 で は な い 人 


名 読み が 則 い : 先 を 読 ち カ が 十分 で ある こ と か ら 、 失 六 し た 内 名 01, 革 当 冬 習 写 
理解 し た りす る 力 か 敵 い a 生 佑 外 旬 店 9] 吾 9] co 語 
例 わずか 半年 で こん な に 円 高 が 進む と は ……。 読 み が 甘かっ 

人 8 昔 計 1 時 韻 下着 全 当 
久 引 肪 寸 . 


に ロビ 

| 可 引 呈 寺 居 較 合 訴 古 記 避 豆 早 列 釣 邊 弘 呈 、 

当 天 入ら 号 烈 絢 記入 舎 外 可 全 下 呈 牌 習 計 見 中. \ 

ユエ 下剤 1 引 誠司 全 王 神 刑 言 董 9] 兄 渋 舎 可 , オオ 名 引 可 言 9] 41] モ 笠 号 妃 包 可 (人 
列 可 ) 7| 省 信 本 下 号 エ k&+ 見 中 。 


関連 語句 
あら 2 こと に ほん 、 53 ご く あら 科 けい きず 


ょ る 、 別 の 全日 本 と 中 国 は 新た な 関 


苦 圭 01〒 
オオ alml9] 介 叶 電 引 中 
人 2 舌 香 gl , 民 き 
至誠 , 9] 仁 狼 計 
aA. 


うと し て いる 。 
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用 法 ノ ー ト み - 短 o 草 ca [きよ い + 条 商 ] より も 「 き よら か な + 多 測 ] の ほう が 用 く 半 人 

使わ れる 。 人 胃 見 侍 き 朋 引 年 引 
本 oF 引 王 下剤 引 モ , 引 
| 引 人 剤 | 名 選 生沢 寸 . 


we きた な い (p113)、 き れい な (pl24) 


TTP 9% う こう 


文化 ノー ト み 藻 Lu 租 と し で 、 今 、 本 放 がい 」 の よう に [所 が あ る 」 叶 行 
て いる 」 と いう 意味 で も 用 いら れ て いる 。 


し a 
\N 挟 基 計量 
tw あたたか い (p31)、 き むい (p154) 、 冬 矯 9 名 引 % 科 乾 生 


しい 時 中 自生 引 中 
| 久信 2| 用 計 所 本 
幸 ネ 


9] 型 引 政利 媒 正 列 9] 者 , 符 刃 外 本 避 村 エエ 4 人 オ 
避 モ 年 引 9 , 時 可 富 引 林 9|24 言 | 腹 計 氷 呈 、 


娠 | 〒 還 思 Ol 印 避 

「 幸 剤 中 」] 硬 号 村 記 入 外 2 ト 引 絢 引 ガ 千 引 記 ( 引 「 あ つい 」 一 「 熱 い ] [暑い 」 ), 人 オ 年 記 名 可 光 

結合 妊 豆 足 了 〒 習 副 誕 旬 合 引 2| 叶 叶 時 . 号 引 務 引 避 八 和信 生 副 9F 下記 正 憶 飼 呈 圭 理 根 (*) 飼 
史 呈 朱 叶 . 


El 中 
nl を (of , oll 「 寺 2 を 寺門 
正 料 圭 キモ | 半 計ら 豆 コ mlol 司 届 司 王 旬 可 人 中 合 @ 叶 徐 9 細 玉 計上 和音 凡 ら 評 呈 時 


骨 以 中 . 4 叶 村 介 記 平 旬 2| 届 習 信 豆 隊 旬 合 引 2 豆 肌 叶 . (9 ト 引 コ 習 含 笠 季 ) 


うわ まわ 
サイ ズ が 上 回 っ て いる 
large/big (size, area) / ヨ | ト 中 叶 有 中 9 中 ン 汗 門 辻 


ET (3# ね ん び わる 
・ 大 きい 車 は 燃費 が 悪い 。 


せ 。 た か て あし GM OE ちな を 
* 背 が 高く て 手足 が 長い 人 に は 、 大 きい ペッ ド の ほう が 向い て 
いる 。 
6) よこ づな お お 
ゃ ・ や っ ぱり 横綱 は 大 きい な あ 。 


/ 


引 ロ 一 軒 「 サ イズ が 上 回 っ て いる 」 合 呈 村 コロ エ 選 革 . 
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較  ” せ 38, せき 理 , 合 写 


[ ] 釣 呼 オ を 電 避 9] 例 ) 幸 [が ] 薄い 


音 All 芋 人 ll 印 副 


円 坪 立 旬 委 「 堂 弘 9] を 」 普 恒 付記 , 本 含 半 儲 9l 和 普 人 再 舎 冬 旬 生沢 寸 . 


凡例 


週休 
由 基 本 形容 庁 、 副 周 中 逃 出 多 叉 叉 項 迷 多 的 s4 條 形容 周 、 副 週 移 成 


字 奈 的 進 易 度 
字 条 的 秦 易 度 分 成 5 條 等 銀 , ⑧~ 況 字 
① 導 月 自 易 到 准 。 ーー” 滋 字 与 講 条 相対 皮相 体 況 


字 天 最 妨 秦 接地 表 送 了 激 字 
意思 的 。 況 字 上 面 的 * 
表示 殆 況 字 妨 不 色 常 使用 況 
字 。 


青い 、 蒼い 壮 。 
セイ (青春 )、 シ ョ ウ ( 緑 青 )、 あ お ( 香 二 才 ) 


は ひ そら うみ 
野菜 の 緑 の 葉 の 部 分 


送 音 

上 面 一 排 的 粗 体 奴 字 , 音 其 
用 片 優 名 酸 示 天天 用 平 優 
名 来 酸 示 。( ) 内 表示 区 遼 
音 的 挙 例 。 

不 対 。 加 果 字 体 久 音 若 , 送 
里 也 列 出 下 庁 的 音 送 和 挙 例 。 


3 
顔 に 血の気 が な い 


准 : 用 笛 共 表示 一 介 一 人 週 叉 是 如何 入 本 叉 派生 出来 的 。 笑 陸 的 派生 要 比 本 語 典 列 出 的 更 
鍋 算 奈 , 基 干 本 週 典 是 学 羽 語 典 送 一 特 点 、 主要 的 都 尽 量 地 科 易 明 了 地 用 箇 共 表示 。 


本 尺 : 以 及 時 表示 。 一 般 是 指 在 現代 週 遺 中 外 考 中 心 位置 面 叉 是 引 起 派生 的 週 叉 。 

第 一 派生 叉 : 人 本 又 琶 置 了 永井 来 的 主要 拍 又 。 以 還 軒 叉 急 匠 時 数 字 来 表示 。 

第 二 派生 叉 : 人 主要 河辺 、 也 就 是 本 叉 硬 置 、 以 及 第 一 次 派生 又 還 罰 蓄 急 牙 久 水井 来 的 河 又 。 
意思 変化 比較 小 、 又 不能 成 妨 独 立 的 派生 叉 所 以 一 般 込 妨 是 次 耳 玉置 
橋 習 的 河 叉 , 像 [0al[1al[1b][1c] 那 模 在 数 字 后 面 加 上 ab.c 等 小 写 字 母 来 表示 。 
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週 叉 与 上 一 屋 概 念 的 英 系 


茨 隊 岡 権 内 表示 的 週 叉 在 送 里 志 本 解 現 第 一 次 派生 叉 中 名 何 公 本 又 一 軒 派生 出 
示 。 来 的 。 
詞 叉 都 禄 成 英 吐 、 罰 域 、 波 衛 、 以 解 魂 第 二 次 派生 叉 又 是 如何 凡 第 一 次 派生 叉 
方 便 学者 理解 。 那 里 派生 出来 的 。 

レレ 


7 し り ょ ふし Le うぶ ん 
[Sb] 考え ・ 思 慮 が 不 十 分 だ 
| overly optimistic (thinking) / 望 桂 ・ 外相 Li / PAM 思考 或 考 虚 得 不 周 到 、 息 


= 挫 符 さ が 息 りな いよ うに 、 考 え が 足 りな い 


例 句 
Ne ・ nei RY i ーー 表示 的 例 名 与 各 鉛 叉 相 
* j| き リス ク の と 
< 中 見 通し が 甘 ぎ て 、 る ん で いな い 。 対応 。 
* 世の中 を 甘く 見 て は いけ な い 。 
[ ロ あま ちゃ ん : 世間 に 対す る 考え 方 が 二分 で は な い 人 
| 殺 共 み が 財 い : 発 を 詩 む 力 が 不 十分 で ある ご と か ら 、 失 位 し た り 合成 週 、 慣 用 表現 等 
| 理解 し た りす る カ か 強い | 列挙 了 希望 学 如 者 了解 
例 わずか 半年 で こん な に Lu mm 。 読み が 甘かっ 的 合成 沿 、 條 用 表現 人 
合成 週 、 


た 。 


園 解 

印 有 図 解 、 以 社 充 聞 明 週 又 。 原 旭 上 在 例 名 中 最早 出現 的 以 還 解 来 吐 示 。 

同時 、 多 現 所 有 的 団 解 。 ルル 平 対 所 有 的 周 条 上 都 考 虚 得 入 仔 獲 。 非常 容易 抽出 各 介 周 叉 所 共有 
前 相同 的 意思 。 


関連 語句 


新た 太 : 以前 と は 異な る 、 別 の 人 日 本 と 中 国 は 新た な 関係 を 築 こ うと し て いる 。』 生れ ES 
w で 酸 示 了 各 週 叉 中 解 竹 不 
的 合成 記 、 慣 用 表現 、 週 
性 乏 変 面 来 的 。 
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且 ノ ー ト ク 負 の 前 で は 「 き よい + 委 宙 ] より も 「 き よら か な + 争 加 ] の ほう が 学 く 』 使用 方 法 注 衝 

使わ れる 。 7 可 条 的 区 別 使用 、 用 法 , 
如 有 提 清 注意 時 一 般 都 
写 在 送 里 。 


叶 きた な い (pl13)、 き れい な (p124) 


a ti 


文化 ノー ト み 敬 し い 触 と し で 光 拓 欠 が 雪 い 」 の よう に 「 人 気 が あ る 」 [流行 し 


て いる 」 と いう 意味 で も 用 いら れ て いる 。 NN 文化 方 面 注 各 
gw あたたか い (p31)、 さ せい (p154) 、 介 劉 潤 条 背 后 所 存在 的 
i 日 本 文化 固有 的 背景 知 
| 払 。 


参照 
本 帯 列 出 的 週 条 中 以 罰 偵 得 参考 的 近 叉 
週 、 反 以 週 等 鹿 番 就 印 在 送 一 層 里 。 


美 王 況 字 的 区 別 使用 
如果 与 “同和 休 ” 相対 広 的 没 字 有 久 数 以上 的 活 ( 例 如 “ あ つい” っ “熱い” “暑い ”)、 其 区 別 使用 方 法 , 
靖 参 考 各 人 派生 叉 的 例 句 。 男 外 , 入 妨 特別 重要 的 用 法 区 別 在 社 充 解 笑 里 己 作 解 種 (*)。 


有 共 団 解 
対比 等 ( 例 、 下 面 的 “大生 和 小生 ” 図解 )、 一 不 図解 内 有 久 数 以上 的 要素 存在 的 活 , 一 般 表 基 周 
叉 的 放 在 右側 , 或 者 加 深 顔色 、 有 肘 也 同時 米 用 送 世 和 措 施 。( 参 照 下面 ) 


サイ ズ が 上 回 っ て いる 
large/big (size, area) “2 邊 半生 豊 | 中 応寺 超 辻 


(Gt ね ん び げ 


ロ 大 き い 、 車 は 鬼 費 が 着い 。 


。 昔 が 薔 く て 手足 が 長い 人 に は 、 大 きい ベッ ド の ほう が 向い て 
いる 。 
よこ づな お お 
・ や っ ぱり 横綱 は 大 きい な あ 。 


週 双 硬 置 表示 「 サ イズ が 上 回 っ て いる ] 
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1 場面 ・ 情 況 的 社 充 例 ) 幸 [が ] 導い 


美 千 河 性 的 表示 


以 口 表示 的 「 合 成 週 等 」 週 性 名 称 如 下 所 示 。 


一 語 
人 体 同 ( 介 


スル 
丘 区 同 て 1 外因 ) 


上 
す 


“ a 


ee 


不 規則 効 週 (3 組 効 河 ) 
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あお い 


ろく し ょ う 


セイ ( 青 き 春 ) 、 ショ ウ (緑青) 、 


ゅ どり 


野菜 の 緑 の 葉 の 部 分 


技術 や 考え 方 が 未熟 
3 


顔 に 血の気 が な い 


は ひ そら 5 うみ 0 
騙 凡 晴れ た 日 の 空 や 海 の よ うな 色 
blue (clear sky, sea, ctc.) / 叶 名 中 中 村 言 引 時 叶 中 針 谷 舎 対 プ 像 晴天 的 天空 及 大 海 那 梓 的 顔色 


な っ 7 あお そら 5 うみ だ いす 
て ・ 夏 の 青い 空 と 海 が 大 好き で す 。 
~~ あお と り し $b よ 
・ 青い 鳥 は 幸せ を 呼ぶ と 言わ れ て いま す 。 
i Pe 9 の あお 。 いろ すず a 
a | ・ 青い 色 は 涼し い 感 じ が し ます 。 
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あお い 
ぁみ どり いろ 


古 胃 植物 な どの 緑色 
green (plants, ete:) 公 芋 言 引 芋 人 ヨプ 植物 等 那 翌 的 舞 色 


ちか みどり いろ ぁ 5 わ あお みどり 


(@ 連 に 近い 緑色 も 表す 。 昔 は 青 と 緑 を 区 別 し な いで 章 と し て いた か ら 


が つ あお わか ば 52( 
e 5 月 は 青い 若葉 が 美しい 。 
あお あお し げ 


° 青々 と 茂っ た 森 が た が っ て いる 。 
* 書い りん ご "は 甘酸っぱ い 。 


さい ぁみ どり 


3| 野 業 の 緑 の 葉 の 部 分 


greens (leaves of leafy vegetables) 9F 刑 引 芋 党 計 早 是 プ 薫 菜 的 近 叶 部 分 
さ 


も 食べ られ る 部 分 で 、 緑 色 を し て いる 部 分 を 指す 
きみ あお も の な 
* 君 は も っ と 青い 物 を 食べ な いと いけ な い 。 
か し ふゆ お の 7 
。 普 は 、 冬 に な っ て も 青い 物 が 食べ られ る よう に 、 
さい ほ そん 
藤 を 保存 し た 。 
あお も の は い み め し ょ く よ く ま 
e サラ ダ に 青い 物 が 入っ て いる と 見 た 目 も いい し 、 食 欲 も 増す 。 


* 9 の 用 法 で は 、「 青 い 物 」「 背 物 ] と いう 形 で 使わ れる こと 
が 多い 。 


を 082 が が か た み U9 

1 技術 や 考え 方 が 未熟 だ 

| inexperienced, immature グフ | 土 9| 呈 人 H 介 9| 可 言 桂 叶 グ 技 森 及 想法 不 成 熟 , 嫌 
み 


 @ 実 が 系 し て いな いと 緑色 を し て いる よう に 、 十 分 に 成長 し て いな いこ と を 表す 


・ お まえ は まだ まだ 青い 。 も っ と 修行 し ろ 。 


あん な 質問 に 正直 に 答え る な ん て 、 お 前 は まだ 青い よ 。 
か れ あお た いせ つ Dok ま か 
彼 は まだ 青 す ぎ て 大 切な 仕事 を 任せ られ な い 。 
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あお い 


ひか り 煙 の : 月 な あお じ ろ 


2 BE な どの 青白 い 色 


bluish white 9 smoke, moon, etc.) 晃 ・ 中 2| ・ 号 司 引 壮一 合 填 包 ノ 光 、 畑 、 月 高等 那 梓 的 青 


白色 
ひか り むり つき し ろ いろ すこ 
@ 光 ・ 煙 ・ 月 な どの 白い 色 が 、 少 し 青み が か っ て 見 える こと も ある か ら 


く な ず ま 


・ 暗 間 に 普 い 科大 が 走っ た 。 
0 す 
。 簿 い 煙 を 吐 ま な が ら 、 た ば こ を 吸う 。 
き 9 う ほ あお -* } DOD かり 
。 砂丘 に 細く て 青い 月 の 光 が き し て いる 。 


匠 時 顔 に 血の気 が な い 
pale 羽 可 弁 包 外 所 叶 ノ 肌 上 花 白 
(@ 低 さ や 麗 怖 で 顔 か ら 赤 み が な く な る と 、 実際 は 白っぽく な る が 、 赤 の 反対 の 色 と 考 え 
られ て いる 「 青 」 が 使わ れる よう に な っ た 


か お あお だ いじ r う 京 
。 顔 が 青い よ 。 大 丈夫 ? 
し き か の じ ょ 。 か お あお 
。 そ の 知ら せ を 聞い て 、 彼 女 の 顔 は 理 く な っ た 。 
\ れ お ぉ ど み あお & だ 
。 彼 は と て も 和 驚い て 、 す っ か り 青 く な り 、 ぶ る ぶる 震え 出し た 。 


関連 語句 
あお じ ろ 


5 か お あか よう す 。 ぁ 5b た いち ょ う わる か お いろ いち じ て き 
青白 い 訪 : ふだん か ら 顔 に 赤み が な い 様 子 を 表す 。 体 調 な ど が 悪く 、 顔 色 が 一 時 的 に 
あか 3 ば あい あお っ か 
赤み を 失っ て いる 場合 は 「 青 い 」 を 使う 。 呂 回 


占 物 ぁみ どり いろ は も の 


品田 物 回 : 緑色 の 葉 物 野菜 gy 
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あか る い 


明る い 


メイ (証明 )、 ミ ョ ウ ( 光 明 ) 、 あ (明か す 、 明か り 、 明 く 、 明 くる 、 | 
明け る )、 あ か (明る む 、 明 らむ )、 あ き ( 明 ら か ) 


ひか り じゅ うぶ ん 


光 が 十 分 に ある 


ふせ い 。 ふ あ ん し ん ば い 
トド 正 ・ 不 安 ・ 心 5 
よく 知っ て いる 不正 ・ 不 安 ・ 心 配 が 


し まう らい 


将来 に 不安 や 心配 が 


94 を 


元気 で 生き 生き と 
し て いる 


ひか り じゅ うぶ ん 


配 居 が 十分 に ある 
bright (Hight) / 青 9] 井 号 計 叶 明 豪 


。 窓 か ら 明 る い 光 が 入っ て く 4 
< 空 に は 明る い 月 が 浮か ん で いた 。 
。 重 が 明る く 光 っ て いる 。 
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あか る い 


いろ あざ に 
色 が 鮮やか だ 
bright/vibrant (color) / 記 9] 舎 計 村人 色 彩 光 館 


9# り じ e う ぶん あ 


@ 光 が 十 分 に 当たっ て いる よう に 色 が 鮮やか な こと を 表す 


・ 色 紙 を 右 か ら 明 る い 順 に 並べ て くだ さい 。 
こと ね な っ あか あお いろ ふく 
剛 央 回 [| ・ 信 年 の 夏 は 明る い 背 色 の 服 が は ゃ っ た 。 
か れ か み あか ちゃ いろ 
・ 彼 の 髪 は 明る い 茶 色 で す 。 


ひか り み 
光 が あ っ て よく 見 える 
well-lit 思 9] 駅 可 社 早 9] 呈 / 有 光 亮 , 看 得 清 林 


@ 光 が 十分 に 当たっ て いる の で 、 よ く 見 える こと を 表す 


。 ろ うそ く で 部 屋 が 明る く な っ た 。 
あか だ が 3 潤 だ 硬 , び め 。 わる 

明るい 所 で 本 を 読ま な いと 目 が 草 く な り ま す よ 。 
よる し ょ うめ い あか み 

。 後 で も 照明 で 明る い の で ボー ル が よく 見 える 。 


し 
よく 知っ て いる 
knowledgeable 。 営 叶 熟 舌 、 遂 知 


人 よく 見 える と よく 分 か る よう に 、 も の ご と を よく 知っ て いる こと を 表す 


で や 1 は 人 計 に 10 委 作 ん で いた の で 、 規 国事 憶 に 前 る い 。 
に < ほう りつ も ん だ い あか ひと し 
/N * だ れ か 法律 問題 に 明る い 人 を 知り ませ ん か 。 
[< ) GY か れ まち = ちり あか き < 
イン 9 * 彼 は あの 町 の 地理 に 明る い の で 、 聞 いて みて くだ さい 。 
* 革 用法 で は 、「 一 に 明る い 」 と いう 形 で 使わ れる 。 
叶 くらい] 


26 


あか る い 
得 ・ 欄 紅い 
wholesome/happy (society, etc.) / 凍 対 ・ 昔 +・ 放 9] 鹿 叶 光明 正大 、 信 人 放心 
@ は っ きり 見 えて 分 か る よう に 、 隠 され た 悪い こと や 不安 ・ 心配 が な いこ と を 表す 


し ゃ か い 


* 不正 の な い 明 る い 社 会 を 目指 し た い 。 
* 犯 誹 の な い 、 明る い 街 を みん な で 作り まし ょ う 。 


し ょ うら い ふ あん 


‘We 
[5 交 来 に 不 護 や 心配 が な い 

| bright (future),promising / 谷本 引 芋 SHgl 呈 ol 毛 叶 前 途 光明 、 明 肢 、 不用 担 心 
し ょ うら 
[ 


6) 将来 の こと が は っ きり 見 える よう で 、 心配 が な いこ と を 表す 


eml で . 玉 の 日 本 経済 の 見 通し は 骨 る い 。 
* 明る い 未 来 を 信じ た い 。 


200 20xx 


。 彼 は 将来 に 明る い 希 望 を も っ て いる 。 


げん き い い 
芽 軸 元気 生き 生き と し て いる 
cheerful, upbeat 当 2] 以 エ 告 2| 守 中 プ 富有 萌 気 、 有 精神 


ん ん 


@ 光 が 明 る く 輝 く よ うに 、 元気 で は つら つと し て いる こと を 表す 


あか せい か で し 9 うし ょ ( お も 
e 明る い 性 格 の ほう が 就職 し や すい と 思い ます 。 
も すめ げん き あか お ん な ew せい ちょ う 
。 娘 は 元気 で 明る い 女 の 子 に 成長 し た 。 
あか え が お せん せい いさ っ 
。 トム さ ん は 、 明 る い 人 笑顔 で 先生 に 挨拶 を し た 。 


・ 音 が 元気 で 楽し い 感じ が する 


| OO (voice, song, etc.) 人 癌 人 紋 ・ 全 本 2 年 2| 膨 エ 音 久 季 名 9] 下 叶 / 声 音 他 満 、 汗 人 快 未 | 


@ 声 の 調子 が 元気 で 生き 生き と し た 感じ が する か ら 


・ ト ム き ん は 明る い 声 で 試験 に 合格 し た こと を 先生 に 報 千 し た 。 
・ 彼 女 の 明る い 声 を 聞く と 元気 (が 出る 。 
* 悲し いと き は 月 る い 曲 を 聴い て 元気 に な り た い 。 


噂 くら い (p131) 
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あさ い 


底 ま で の 距離 が 短い 奥 ま で の 距離 が 短い 


程度 が 小さ 2 軽い 。 けい けん 
$ ヵ 
の 経験 が 十分 で な い 


り か い か ん が 


理解 ・ 考 え が 
十分 で な い 


色 の 濃 さ が 


Le うぶ ん 


十分 で な く 薄 い 


そこ きよ り 2b か 
馬 計 底 ま で の 距離 が 短い 
shallow (vertical depth) 中 号外 2 引 刀 可 人 置 叶 グ 高 謀 部 的 距 高 入 短 


みち あき あな に 
道 に 浅い 穴 が で き て いま す 。 
あき か わ き あぶ 
浅い 川 で も 気 を つけ な いと 危な いよ 。 
そこ あさ な べ りょう り 
底 の 浅い 鍋 で 料理 を する 。 

きず あき な お 
* 傷 が 浅い の で すぐ に 治る 。 

まえ 。 じしん し ん げん あき 、 ゆ 

* この 前 の 地震 は 震源 が 浅かっ た の で 、 け っ こう 揺れ た 。 
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あさ い 


お く き ょ り 、 放 か 
大 罰 内 まで の 距離 が 短い 
shallow (cave, etc.), narrow, not far back プ 計 徐 外 2| 引 2 本 到 叶 人 外面 到 内 部 深 久 的 距 高 視 短 


た て あな 


@ 縦 江 の 場合 は 底 ま で の 距離 で ある の に 対し て 、 横 穴 の 場合 は 奥 ま で の 距離 に な る か ら 


= WN ・ この 測光 は 北 そう な の で 、 入っ て みよ う 。 


いえ お < ゆめ 


。 家 の 奥行 き が 浅い 。 


久生) ・ 閑 の 穫 2 華 いか と うか 人 か ら な い 。 


じ かん Ub 
記 居 時 間 が 短い 
early/not long (in a certain period) 人 社 9| 谷 呈 時 同 短 。 辻 了 不 久 
そこ きよ ょ より か MD は じ 、 。 し か ん か $5 
| 底 ま で の 距離 が 短い よう に 、 始 まっ た と きか ら の 時 間 が 短い こと を 表す 


・ ここ へ 来 て か ら ま だ 日 が 小 い 。 


i ・ 私 の 大 だ は 朋 史 が まだ 浅い で す 。 
た い へ い ぎ ん ゆき し ろ か が や 
。 秋田 の 3 月 と いえ ば 、 春 は まだ 浅く 、 太 平山 は 雪 で 自 く 輝い 
た る 


bw うぶ 
匠 程度 が 小さ く 、 軽 い 。 十 分 で な い 
slight, meager insufficient エト 千 刃 旬 骨 叶 . 委 量 引 2| 没 呈 / 程 度 不 深 、 不 充分 


くう か ん て き 


(@ 浅い と 空間 的 4 な 深 さ が 十 分 で な いよ うに 、 程 度 が 十分 で な いか ら 


・ 年 を と っ て 耶 り が 誌 く な っ た 。 

・ 内 符 が 溢 い の で も っ と 掘り 下げ た 議論 が 必要 だ 。 

・ 座 秩 を する と き は 浅い 呼吸 で は な く 、 ゆ っ くり と 深い 腹 式 時 
吸 を する 。 
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あさ い 
| [8a] 経験 が 十分 で な い 


limited (expericnce) プ 鹿 9| 早 村 ス | 各 叶 プ 色 維 不足 
be3 ぷ ん ふか けい 


@ 十分 な 深 さ が な いよ うに 、 経験 の 程度 が 十分 に な いか ら 


・ に 5 肖 ncc すか ら 
だ い が く し し 5 う し ょ 
・ 天 学院 を 出 た と し て も 、 日 本 語 教育 の キャ リア が 浅い と 就職 
りか 
が 難し い 。 
わか “= れき あさ ほう ふ 
・ 着い うち は プロ グラ マー 歴 は 浅く て も 、 ア イデ ア が 豊富 な ら 
十分 や っ て いけ る 。 


ーー りか い 。 か が が 。 Uw うぶ ん 

[3b] 理解 ・ 考 え が 十分 で な い 
limited (understanding),immature (thinking) / 引 証 ・ 人 釣人 9| 豆 介 中村 理解 不 深 、 考 虐 不 周到 
be ぷん 


ES 理解 考え の 程度 が 十分 で な いか ら 


bn 
か い あき と し. 層 と ま か ふ あん 
・ 理解 が 小 す ぎ て この 仕事 を 任せ る の は 不安 だ 。 


に ん し き 


認識 が 浅く 、 こ と の 重大 き を 理解 し て いな い 。 


た あき は きょう あい て すい りょう 5 か 5 よわ 
名 読み が 浅い : 状況 や 相手 の こ と を 推量 する 力 が 弱い 
あき 
例 ) 韻 は まだ まだ 読み が 浅い ね 。 


ーー 

[3c] 色 の 濃 さ が 十分 で な く 薄 い 

| pale/light (color) / 介 引 エト 香草 結 ス | 登 エ 所 叶 ノ 顔色 液 度 不肖 。 浅 淡 
いろ と く あお みどり 人 こ て い ど Ue うぶ ん は 

| 9 色 (特に 青 や 緑 な ど ) の 濃 さ の 程度 が 十分 で な いか ら 


あき ぁみ どり いろ き も の じょう ひん す 
凡 < 浅い 緑色 の 着物 は 上 品 で 好き で す 。 
いろ あき そう し ゅ ん や ま 寺 葛 め 4 
° まだ 色 短 い 滞 春の 由 で は 、 や っ ら 本 々 の 非 が 出 た ば か 9 が 
あき ひら 5 さき いろ 
。 浅い 紫色 は 昔 は 身分 の 高い 人 だ けが 着る こと が で きた 。 


呼 ふか い (p240) 
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あたたか い 


暖か い 、 温 か い 
あたたか い | ( 給 只 )、 ぁ た た ( 織 か 、 謙 まる 、 


えき た い お ん ど 。 て きど 
液体 の 温度 が 適度 に 


い 


2 


お ん と 


物 の 温度 が 適度 に 服 な ど で 敵 度 な 体温 
温度 が 適度 に ある 高い が 保 た れる 


き も 
気持 ちがい い 


赤 に 近い 色 を し て 
いる 


思い や り の ある 


か ん きょう ふん い 


思い や り の ある 


た い 


態度 ・ 様 子 


お ん ど 


騙 計 空気 の 温度 が 適度 に 高い 


warm (air temperature) / ぞ ノ | 引 人 を 2 は 引 候 時 気温 知 当 高 


。 春 に な っ て だ いぶ 暖か く な っ た 。 
。 外 は 寒い が 、 こ の 部 屋 は 暖か い 。 
。 や っ と 暖か い 務 節 に な り ま し た ね 。 
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あたたか い 


[Oa 自 差 し が あっ て 温度 が 適度 に ある 


warm (from sunlight) / 弄 軌 舎 半 9| 人 エ 人 | 2 人 写る | 企 叶 有 了 明光, 気温 造 度 


て きど 


@ 自 差 し が 導 度 に ある の で 、 光度 も 適度 な 高 さ に な っ て いる こと 


* を で も 時 骨 は 日 款 し が 由 か い 。 
・ ここ は 萌 晶 が 落し て 明か い 。 
* 明 か い 大 陽 の 光 が 部 屋 に 注い で いる 。 


液体 の 温度 が 適度 に 高い 
LM hot (qn) ノ ズ 杏 刻 包 名 豆 外 放 評 | 等 本 / 液 体温 度 富 当 高 
(@ 特に 液体 の 温度 が 適度 に 高く て よい こと を 表す 


・ 温 か い ス ー プ を 飲む 。 
・ 温 か い 風 呂 で あたたまる 。 
に ほん し ゅ ひと は だ あぁ た た 
。 日本酒 は 人 肌 に 温か くす る と お いし く な る 。 


お ん ど 
2 物 の 温度 が 適度 に 高い 
warm (object) / 理 剤 引 名 豆 旬 対 は 引 童 け ノ グ 物 体温 度 造 当 高 


お ん ど 


の) 特に 物 の 温度 が 適度 に あっ て よい こと を 表す 


[2a] 服 な ど で 適度 な 体温 が 保 た れる 


warm (clothing, covering, etc.) / 英 き 選 香 九 名 | 2 避 本 芋 4 選 中 服装 等 能 哲 当 保温 


6 騰 な ど で 体 、 体 の 一 郎 を 従う こと で 体温 が 適度 に 保 た れる か ら 


。 彼 は 暖か そう な 格好 を し て いる 。 
け が た た 
。 毛皮 の コー ト は 暖か い 。 
ま ご た た 
。 マ フラ ー を 巻く と 少し 暖か く な る 。 
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あたたか い 


る る 
気持 ちがい い 
warm/affectionate (feelings) | 足 9| 圭 叶 心情 告 盾 、 感 到 温 暖 
し 


じょう お も 
* 導 


が 5 た 。 8 た た き も 。 あ し ん せつ し ん り て き が た 

(@ 体 が 温か く な っ て 気持 ちがい いよ うに 、 愛情 ・ 思 いや り ・ 親 切な ど で 、 心理 的 に 温か く 、 
き も あ 5 わ 
気持 ちがい いこ と を 表す 


れい い dd き も 
* お 礼 を 言わ れ て 、 温 か い 気 持ち に な っ た 。 
あ た た ここ 2 づか か ん どう 
* 温か い 心 遣い に 感動 し た 。 


8 た た お も 7) 、 た いせ つ 2 
* 温か い 思 いや り の 心 が 大 切 だ 。 


[3a| 思い や り の ある 行動 
kind (act) グ 呈 笑 土 9| 二名 憧 二ノ 温 殴 的 行 効 
も 


@ 心理 的 に 温か く て 気持 ち が よ く な る よう な 、 


愛情 ・ 思 いや り の ある こと を 表す | 


あ た た せい えん 

* ファ ン か ら 温 か い 声 援 を も ら っ た 。 
か いじ ょ う あ た た は くし ゅ お 
会 場 か ら 温か い 拍 手 が 起 こっ た 。 
また た し えん か いし ゃ 、 を た な お 
温か い 支 援 に より 会 社 が 立ち 直っ た 。 

あぁ た た し ふく こと ば か ん げき 
* 温か い 祝 福 の 言 葉 に 感激 し た 。 


[3b| 思い や り の ある 人 
warm-hearted (person) / 相 信 9] 叶 美 店 外 寺 人 ズ 体 貼 的 人 
し ん り て き ぁ た た き も デ あい じょう お も ひと あ 5 わ 
2 心理 的 に 温か く て 気持 ち が よ く な る よう な 、 愛 情 ・ 思 いや り の ある 人 を 表す 


れ が た ひと が ら す 
は 温か い 人 柄 な の で 、 み ん な に 好 か れ て いる 。 
た た か ぞ く か こ し か 
* 温か い 家 族 に 囲ま れ て 辛 せ だ 。 
むら 5 。 ひと が た 
・ この 村 の 人 は みん な 温か い 。 


[J 
きこ ふき 


思い や り の ある 環境 ・ 紛 囲 所 


外 ズ 温暖 的 丈 境 及 和 気 


いや り の ある 拍 境 や 懇 囲 気 を 表す 


warm/tender (environment, atmosphere) / 串 医 詩 寺 有 ・ 号 
NM 


計 | 
し ん り て き あぁ た た き も RE あい じょう お も 
@ 心理 的 に 温か く て 気持 ち が よ く な る よう な 、 愛 情 ・ 思 
あぁ た た か て い そ だ 
* 温か い 家 庭 で 育っ た 。 
あ た た ふん い き 
e この クラ ス に は 温か い 雰 囲 気 が ある 。 
が くせ い せん せい な か ぁ た た が っ こう コ 
e ここ は 学生 と 先生 の 仲 が よく 、 温 か い 学 校 だ 。 
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あたたか い 


[Bd] 量 い や り の ある 態度 ・ 様 子 


cordial/tender (attitude, look) 呈 谷 引 王 ・ 豆 舎 信 人 温 明 的 恋 度 及 欄 子 


| 心 百 て き こ 温 気 も な う な 、 あい じょう 量 い か ん ら 9 よう | 
@ 心理 的 に 温か く て 気持 ち が よ く な る よう な 、 愛 情 や 思い や り が 感じ られ る し ぐさ ・ 様 

上 す 。 た い ど あ 5 わ 

| 子 ・ 態 度 な ど を 表す | 


か また た な ざ そ 
。 赤ちゃん に 温か い 眼 差し を 注ぐ 。 
みち た ん うん どう か い お や こ ども あ た た め み まる も 
。 幼稚 園 の 運動 会 で は 、 親 が 子供 た ち を 温か い 目 で 見 守っ て い 


あか 。 ちか いろ 
芽 還 に 近い 色 を し て いる 
warm (color) / 尊 谷 引 外 外 名 亡 島 四 了 近似 氏 色 的 顔色 


(6 赤 や 黄色 は 火 の 色 で あり 、 温 度 が 高い こと を 連想 させ る か ら 


。 赤 や 黄色 な ど 明 か い 色 を 使っ た 絵 が 好き で す 。 
あぁ た た いろ ふく き 

。 隊 か い 色 の 服 を 着る 。 
あ た た いろ づか た み ここ みろ 

。 明か い 色 使い の 絵 を 見 て いる と 心 が な ご み ま す 。 


関連 語句 


4 と こる が た た か ね 
名 懐 が 温か い : お 金 が た くさ ん ある こと 


用 法 ノ ー ト グ ① 「 暖 」 に は 日 偏 が あり 、 日 に 照ら きれ た 「 冠 気 が あ た た か い 」 こと を 実 
す の が も と も と の 意味 で ある 。「 温 ] に は さん ずい が あり 、「 水 が あ た た 
か い 」 こと を 表す の が も と も と の 意味 で ある が 、 そ こ か ら 「 物 に 触っ て 
あたたか い 」 と 感じ る と き に も 使わ れる 。「 思 いや り 」 な ど は 「 温 」 を 
使っ て 「 温 か い 思 いや り 」 と 書く 。 こ れ は 、「 思 いや り 」 は 触る こと は 
で き な い が 、 触 る こと が で きる 物 に 例え て いる 。 
⑦ 湯 か い 気 持ち ・ 熱 い 気 持ち : 人 情 や 優し さ な ど を 表す 場合 に は 「 温 か い 気 
持ち 」 の よう に 「 温 か い 」 を 使う 。 「 熱 い 気持 ち 」 と は 「 強 く 情 熱 的 な 
気持 ち 」 を 表す 。 


時 あつ い (p37)、 き むい (p154) 
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あたら し い 


、 あ ら ( 新 た ) 、 に い ( 新 妻 ) 


時 間 が あま り 経 っ て 
いな い 


騙 罰 時 間 が あま り 経っ て いな い 


new (thing) | 社 9| 当 叶 人 イス | 合 叶 時 則 迷 没 辻 去 多久 


・ 計 に 凌い マン ショ ッ ガ 信 っ た 
* 新しい ニ ご バー の が 飛び 込ん で きた 。 
“= 新しい シャ ッ を 買っ た 。 

* 新 し い 友 達 が で ぶさ た 。 


硬 目 食べ物 ・ 飲 み 物 が 新鮮 だ 
fresh (food, drink) 含 信 ・ 飼 足 2 介 討 計 中 食物 、 居 料 新鮮 
食べ 物 な ど が と れ て か ら 、 ある い は 、 で き て か ら あ まり 時 間 が 経っ て いな い の で 
こと を 表す 


し ん せん 


あたら > さい 
。 新 し い 野菜 の ほう が お いし い 。 
ひ づけ み 。 あたら ぎゅ うに % う か 
・ 目 付 を 見 て な る べく 新しい 生乳 を 買う 。 
。 ワ イン は 新しい も の より 、 古 い ほ うがい い 。 
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あたら し い 


へ ん か ち が 
変化 し て 、 違 う も の に な る 
new (period of time), novel (thinking。 etc.) 中 村 叶 9 呈 革 人 4 中 変成 田 一 和 泰 丁 


@ 以前 の も の が 変わ っ て 異な る も の と な っ て か ら 、 そ れ ほ ど 時 間 が 経っ て いな いこ と を 


A HAPPY 


NPV el 2" 新しい 年 が 始ま る 。 
ふる せ だ い あたら せ だ い た いり っ 
。 油 い 世代 と 新しい 世代 は 対立 し が ち だ 。 


あたら 5 か ん が か た 
e 新しい 考え 方 に は つい て いけ な い 。 


関連 語句 


ち 59 うごく 


あら い ぜん と と べつ に ほん あら か ん けい きず 
口 新た 還 : 以前 と は 異な る 、 別 の 例 ) 日 本 と 中 国 は 新た な 関係 を 築 こ うと し て いる 。 


叶 ふる い (p248) 
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あつ い 


月 ぶ ペリ 、 忌 は げ お こ 
っ 2 数 
が 強 い 激しく 怒る 


相手 に 対し て 熱心 だ 


本 物 の 温度 が 高い 


hot (object) / 飼 刑 引 難 エ テト 笠 中 物体 温度 高 、 党 得 秋 


あつ きわ 
a * 熱い や か ん に 上 棚 っ Mk の 20 人 37 る 8 
こ s コー ヒー が 熱く て 飲め な い 。 
と 


て つっ っ お く 
知 鉄 は 熱い うち に 打 て : 手遅れ に な ら な いう ち に や る べき だ 
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あつ い 


くう き は 


届 還 空気 の 温度 が 高い 


hot (air temperature) 2| 


19 
"ie 
Hn 
了 
也 
た 
語 
壁 


か か ん 


(@ 手 で 触っ た 物 の 温度 が 高い よう に 、 体 で 感じ る 空気 の 温度 が 高い こと を 表す 


・ 今年 の 夏 は 特 | < 暑い 。 


・ こ の 部 屋 ! は 窓 が な く て 暑い 。 


よう ほう 


* 攻 還 の 用 法 で は 、 漢字 は 「 著 」 を 用 いる 。 


た い お ん 


居 体温 が 高い 


hot (body temperature) 対地 9] 笠 叶 体温 高 


お ん ど 


を ば 物 の 温度 が 高い よう に 、 体 の 温度 が 普段 より も 高い こと を 表す 


か 5 だ あつ 
・ ラ ン ニ ング を し た の で 、 体 が 鍛 く な っ た 。 
れ ね っ ち 


| ・ 熱 の せい で 体 が 熱い 。 
@ 熱中 症 の と き は 、 熱く な っ た 体 を 早く 冷や すこ と が 大 事 だ 。 


感情 が 高 ぶ り 、 思 い が 強 い 


excited, passionate 人 社 計 9] 馬 台 避 9] 用 盲 社 委 己 下 中 /※ 脊 、 規 中 、 火 失 、 才 烈 


(@ 物 の 温度 が 高い よう に 、 気 持ち が 高ぶっ て 胸 の あたり が 熱く 感じ る こと を 表す 


ひ か はなし あつ 
2 Ya ソン a。 。 ぁ の 人 は 多 り の 語 と な る と すぐ 熱く な る 。 
(な) ~ か れ 。 せい じ 。 た い あつ 。 お も も 
@ ry | * 彼 は 政治 に 対し て 熱い 思い を 持っ て いる 。 


し ょ うち い ゆめ あぁ っ か た 
* 将来 の 夢 に つい て 熱く 語る 。 
せん き ょ あっ た か く 0 ひろ 
* 選挙 で 熱い 戦い を 繰り 広げ る 。 


名 脂 が 郊 く な る : 用 が 老 く な る 感じ が いく 感動 する 
殺 目頭 を 熱く する / 目 頭 が 熱く な る : 感動 し て 涙 が 出 そ う 7 な 


38 


あつ い 


[3a| 激しく 怒る 

| raging angry / 環 刈 対人 時 中 プ 節 火 

|) 物 の 温度 が と て も 高く な る よう に 、 と て も 激しく 怒っ て 、 感 情 が 激しく 高ぶる こと を 
| あら 5 わ 


。 彼 は すぐ 熱く な っ て 怒鳴 り だ す 。 
ぁ っ な 
。 熱く な っ て 人 を 殴っ て し まっ た 2。 


[3b] 相手 に 対し て 熱心 だ 


| loving, supportive 相田 可 盆 9 販 補 | 中 プ 対 対 方 息 払 情 
ま 
か ん じょう た か 5b 


| @ 物 の 温度 が 高く な る よう に 、 相手 に 対す る 気持 ち ・ 感 情 が 高ぶる こと を 表す 


\ れ h の じ ょ あぁ あつ 8 
の ・ 彼 は 彼女 に いつ も 熱い 視線 を 送っ て いる 。 
| \ ce お うえ ん だ ん あつ ん こさ た も 2 
4 や 9 < 応援 団 の 熱い 声援 に 応え て 、 チ ー ム は が ん ば っ た 。 
/ ハ に 


ぁ っ た みよ 
・ 熱い メッ セー ジ が 多数 寄せ られ た 。 


親密 だ 


intimate, ardent / 刊 出 計 ロ グ 邊 落 密 


か ん 


(@ 親密 に な る と 、 互 い の 気持 ち を 強く 感じ 合う こと に よっ て 、 心 が 熱く な る よう に 感じ 


ふた り 。 な か あっ だ れ は Lr 
* 二 人 の 仲 が 熱く て 、 誰 も 入り 込め な い 。 
よ ふたり いま あっ か ん けい 
・ 二 人 は 今 、 熱 い 関 係 に ある 。 


関連 語句 


か お あっ TN 1 か お あか ぁ っ か ん 
向 顔 が 熱い : 恥ず か し い ※ 恥 ず か し いと 顔 が 赤く な り 、 熱 く な る 感じ が する か ら 。 


文化 ノー ト 新しい 用 法 と し て 、「 今 、 秋 葉 原 が 熱い ] の よう に [人気 が ある 」 | 流行 し 
い み も ち 
て いる 」 と いう 意味 で も 用 いら れ て いる 。 


中 あたたか い (p31)、 さ むい (p154) 
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あつ い 
ヽ ・ 篤い 


コウ (濃厚 ) 


りょう めん 。 あい だ 


両面 の 間 の 隔たり が 
大 きい 


邑 や 雲 が 濃い 


信頼 で きる 情け 深い 


りょう めん 


騙 計 市 面 の 問 の 隔たり が 大 きい 
thick (object) 汗 理 外 9l1 当 社 有 9] ヨゴ 叶 グ 物体 机 面 之 周 的 同 隔 入 大 


時 GR 


Z ア | 。 この 池 は 冬 に な る と 厚い 水 が 張 っ て 、 ス ケー ト を する こと が 
で きる 。 


。 警 が 厚い の で 隣 の の 部 屋 の 音 と が まっ た く 気 に に な ら な い 。 


40 


あつ い 


st か さ そう りょう めん へ だ お お 
出 凡 積み 重なっ た 層 の 両面 の 隔たり が 大 きい 
thick (layer) / 多 君 9] 壇 可 圭 舎 9] 時 合 刻 谷 員 引 社 用 gl ヨ 叶 グ 推 和良 黄 辺 同 隔 入 大 
(@ 特に 重なっ て いる 層 の 一 番 上 と 一 番 下 の 隔たり が 大 きい こと を 表す 


・ 落ち 葉 が 厚く 積もっ て いる 。 
・ 人 危険 物 を 入れ る 容 剖 は 鉄板 で 厚く 何 宣 に も 保護 され て いる 。 
。 彼 女 は いつ も 化粧 が 厚 す ぎる と 思う 。 


じゅ うぶ ん 


[a | 1a| 機能 が 十分 あっ て 強い 


strong (in function) 寺 是 填 | 含 仙 手 9] 人骨 寺 中 功能 全面 弾 

あつ Ue うぶ ん こ きのう Uw うぶ ん つよ ぁ 5 わ 

@ 厚 さ が 十分 ある よう に 、 機 能 が 十分 で 強い こと を 表す 
か いし ゃ けい ぴ あつ 
* この 会 社 は 警備 が 厚い 。 
は ん し ゅ 。 そう あつ 
* あのー ム は 選手 の 層 が 厚い 。 
む だ 

* 相手 チー ム の 入 FD が 厚い と こ ろ を 責め て る も 無駄 だ 。 


な か み お 


お 
計 選 中 身 が 多い 
stuffed with / 合 量 9] 違 叶 プ 里 面 装 得 視 多 


な か は い も の お お い も の あつ に 
@ 中 に 入っ て いる 物 が 多い と 入れ 物 が 厚く な る か ら 


・ あ の 人 の 財布 は いつ も 厚く で うら や まし い 。 

・ 半 婚 式 で 、 地 元 の 名 士 か ら 厚い ご 祝儀 條 を も ら っ た 。 

・ 普 は 厚い 給料 袋 を 直接 手渡 し て も ら っ て いた ん だ が 、 今 は 銀 
行 振り 込み な の で 実感 が わか な い 。 


守 罰 本 あく も こ 
匠 時 却 や 雲 が 濃い 
| thick/dense (fog, clouds, etc.) | 呈 子 言 9| 妃 釣 外 叶 / 云 雰 太 液 


@ 物 の 厚み が ある よう に 、 気体 の 層 が 厚い と 濃く な る か ら 


包ま れ て いる 。 


、 松 
$$ ・ 厚 v い 雨 宏 ほ に 大 陽 が 代 Et ら れ て いる 。 
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あつ い 


し ん らい 
農民 信頼 で きる 
frm (trust, friendship, etc.) 礼司 外 電 中 / 芋 得 住 
@ 十分 な 厚み が ある と 安定 する よう に 、 人 に 対す る 理解 が 十分 に あっ て 、 信 頼 で きる こ 


あつ 


ひと じん ば ぽう だ れ し た 
あの 人 は 人 望 が 厚く 、 誰 か ら も 慕 われ る 。 
た が し ん らい あつ と り ひ き 
互い の 信頼 が 厚い か ら 、 取 引 が うま くい く 。 
ふた り あつ ゆう し じょう も の た り か ん どう 
二 人 の 厚い 友情 の 物語 に 感動 し た 。 

じ も と あつ し じ 和 せん きよ り っ こう は 

* 地元 の 厚い 支持 を 受け て 選挙 に 立候補 し た 。 


| な さ ぶ か 
[4a| 情け 深い 
| fervent, devout 29| 壁 叶 的 情 深 厚 、 邊 二 友情 
9 特に 信じ る 気持 ち ・ 他 人 へ の 思い や り が 強い こと を 表す 
で ち か し し ん ぶっ し ん こう あつ ぶし う た 
* この 寺 は 昔 、 神 仏 に 信仰 が 厚い 武将 た ち が 建 て た 。 
じ も と あぁ っ 3 
* 地元 の 厚い も て な し を 受け た 。 
と うほ く ひと じょう あっ い 
。 東北 の 人 は 情 に 厚い と 言わ れる 。 


deep (gratitude) プ 村 癌 舎 婦 9| 社外 邊 呈 / 感 凍 之 情 強烈 
| と く か ん し ゃ き も っ よ あめ 5 わ 
@ 特 に 感謝 の 気持 ち が 強 いこ と を 表す 


た い ぐ 


て あっ いで ぐう ん びょう いね い L ゅ うぶ 
手厚い 回 : 待 過 や 看病 な ど が 丁寧 で 十分 で ある 
こう む いん て あつ し ょ て あて 
例 公務 員 は 手厚い 諸手 当 が ある らし い 。 


叶 うす い (p60)、 こ い (p143) 
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あぶ な い 


危な い 


あぶ な い 


キ (危険 )、 あ や (危う い 、 危 ぶ む ) 


自然 が だ め に な り 


制度 ・ 組 織 が 壊れ 
そう だ 


場所 が 害 を 与え そう 
だ 


いひ 


行為 が 害 を 与え そう 
内 


信用 で き な い 


期待 通り で な く な り 
そう で 不安 だ 
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あぶ な い 


人 が 害 を 受け そう うだ 
っ Ne (to ones safety), (life is) in danger / 旬 張 9] 一 言 生 和子 司 外 駅 本 人 有 可 能 受 害 


に 第 


ゃ ここ は 子供 た ち に に と っ て 危な い 町 で す 。 

一 人 暮らし の お 年 等 り は 振り 込め 詐欺 に 狙わ れ や すい の で 衝 
な い 。 
言わ れる と お り に し な けれ ば 命 が 危な い 。 


名 首 が 急 な い : 解 属さ れる か 0 な 
あぶ 
例 ) この 事業 ! = 失敗 し た ら 、 自分 の 首 が 危な く な る 。 


も の 
物 が だ め に な り そ う だ 
at risk (of being harmed) 合 社 | 甘 汐 溝 午 可 2 絢 中 物体 有 可 能 損 二 


(@ 特に 物 が 害 を 受け て 、 壊 れ た り 、 役 に 立た なくなっ た り し そう な こと を 実 す 


。 セ キュリ ティ ー ソ フト の 入っ て いな い パ ソコ ン は 危な い 。 
お お じ し ん お ふる いえ あぶ 
上 簡 "大 きい 地震 が 起き た ら 占い 家 は 危な い 。 


* 壁 に か けた 絵 が 落ち そう で 危な い 。 


ーー 
[1a] 自然 が だ め に な り そ う だ 
| endangered (wildlife, environment, etc.) 全 9| 割 科 習得 本 旬 駅 同 / 自 然 有 可能 適 到 破 老 


@ 特に 自然 が 害 を 受け て 、 壊れ て し まい そう な こと を 表す 


< 虎 境 破壊 に ょ いり 、 熱 生 林 が 危な い 状態 に に ある 。 
ほっ きょく こおり あぶ 
・ 温 明 化 の 影響 で 、 北極 の 水 が 危 な い そう だ 。 
< 。 海 の 汚染 で 沖縄 の サンゴ が 危ない 。 
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あぶ な い 


5] 制度 ・ 組 織 が 壊れ そう だ 


in danger of (collapse, bankruptcy, etc.) / 到 ・ 和 49| 時 科す ケト 史 叶 制度 和 外 銀 可能 遭 到 破 


| 


せい ど そ し き う 


9 特に 制度 や 組織 が 害 を 受け て 、 だ め に な り そ う な こと を 表す こ 


|: 


dangerous/threatening (person, animal, object etc.) 一 言 当選 千 可 2 以 中 可能 会 引 起 牧 害 
と < が いあ た が わ 5926< が い 。 あ た 。 げん いん 99 も 
(@ 特に 害 を 与え る 側 に 注目 し て 害 を 与え る 原因 に な り そ う な こと を 表す 


6 あの 犬 は 危な いか ら ら 近 寄ら な い ほ うがい い 。 
・ 理由 も な く 人 を 傷つけ る な の 最近 は 危な い 人 が 多い 。 
。 車 は 便利 だ けど 、 時 に は 凶器 に も な る か ら 危 な いよ 。 


場所 が 害 を 与え そう だ 


dangerous (place) 一 語 包含 生 可 2 釣 定 す 人 を | 中 プ 某 企 協 所 可能 会 9 
ば 


中 逢 
an | 


と く 。 が いあ た _ 
特に 書 を 与え る 側が 場所 の 場合 | 


ロ > と 危な い 。 


2 へ ん あぶ だ 2 お お 03 
・ この 辺 は 危な い 所 が 多い の で 注意 し な く て は いけ な い 。 


ーー 
行為 が 害 を 与え そう だ 
dangerous (act) / 蛋 言 人 千林 フト 史記 層状 引 中 ン 某 企 行 騙 可 能 会 引 起 傍 害 


が い 合 た 


の 特に 害 を 


ば あい 


える 行為 の 場合 


・ 飲 洒 自転 は 非常 に 危な い 。 

。 公園 で 花火 を する の は 危な いか ら や め な さい 。 
じ て ん し ゃ 
自 


= 車 の 人 乗り は 危な い 。 
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あぶ な い 


[2c] 人 用 で き な い 

| risky dubious / 全 営 キ 羽 叶 / 集 不 住 
| が いあ だ 。 52 まう 

| 吉 を 与え そう で で 信用 で き な いこ と を 表す 


・ あ の 人 に 3 誠人 な ん で 乱 な いか ら や め た ほう が いい 。 
* その 話 は 危な いよ 。 気 を つけ だ まう が いい 。 
。 危な い 、 危 な い 、 も う 少 し で だ まさ れる と ころ だ っ た 。 


内 DDS DAYUUD 2 
華 動作 が 不安 定 で 不安 だ 
unsteady/wobbly (movement, method) き 舎 9| 時 ト 副 付 曹 H 計 上 / 効 作 不穏 信人 担 心 
@ 動作 が し っ か り し で いな い の で 、 害 を 受け た は き 与え た り し そう で 不安 に な る こと を 
も 


* 時 っ た 人 が 党 な い 電 取 り で 具 い て いる 。 
* 危な い 手つき で 料理 を し て いる 。 

る の つか か た が 1 
。 工 具 の 使い 方 が 危な い 。 


[8a| 交 特 周り で な く な り そ う で 本当 だ 


doubtful, uncertain グ 21 可 理 財 計 叶 言 妥 谷 9H 芋 L 計 中 期待 可能 会 落 室 信人 不安 


き ぽう は ん 


| 期待 や 希望 に 反する こと に な り そ う で 不安 ・ 心配 な こと を 表す 


あし た 
* 明日 の 天気 は 危な いみ た い だ 。 
ほう あん せい りつ 


* 法案 の 成立 が 沈 な い 。 
ょ う あぶ 
・ 単位 が 足り な く て 、 卒 業 が 危な い 。 


関連 語句 


乱 な っ か し い 回 : 危な い 感じ が する 
じ て ん し ゃ の は じ りす め じ つ あぶ 
例 自転 車 に 乗り 始め た 娘 は フラ フラ し て 実に 危な っ か し い 。 
が あぶ か ん か くじ っ 
笹 な げ な い 園 : 危な い 感じ が し な く て 確実 で ある 
か くし た あい て あぶ か 
例 ) 格下 の 相手 と の ゲー ム は 危な げ な く 〈 く 勝つ こと が で きた 。 


文化 ノー ト グ 粗 手 に 危険 を 知ら せる と き に は 「 危 な い ! 」 と 叫ぶ 。 
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あま い 


甘味 料 )、 あ ま ( 甘 える 、 甘 や か す ) 


くち 


口当たり が いい 


匂い が 砂糖 の よう だ 


ノ 


ri DS Ny 
ER 


ンー 


み に 悪 いこ < 


NT 
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あま い 


馬 必 績 の よう な 味 


sweet (taste) / 鍵 昧 填 倫 委 其 像 砂糖 那 欄 的 味道 


6) ・ 疲れ た と き は 甘い 物 が 食べ た く な る 。 
4 こども あま か し た 
®@ mA 周子 伝 に 特 い お 提 子 を あま り 食 べき させ て は いけ な い 。 
みせ あま 
@ 馬 ⑧ * この 店 の デザ ー ト は 甘 すぎ る 。 
[0al 匂い が 砂糖 の よう だ 
| sweet (aroma) / 崇 奈 斗 奉 人 選 剤 オオ 時 叶 気味 似 砂糖 一 般 (年 客 ) 
| @ 甘く < て お いし いよ うに 、 匂 い が 甘く て いい と と を 表す 
あま か お 
* バラ か ら 甘 い 香り が する 。 
か の じ ょ こう すい 。 あま に お 
。 彼女 か ら 香 水 の 甘 い 匂 い が す る 。 
し あま か お + 
* 私 は あま り 甘 い 香り が 好き じゃ な い 。 


くち あ 
口当たり が いい 
delectably mild eo] 引 引 其 中 グ 克 口 、 口 感 好 


あま くち あ は 
@ 甘 さ が ある と 口当たり が いい か ら 


* 私 は 潤い 酒 よ り も 甘い 酒 の ほう が 好き だ 。 
0 。 沙 が 甘い と いう の は 、 お いし いと いう こと で す 。 


a 次 が いい 


| 
| sweet/pleasant (sound) / 全 本 外 ト 苦 2] 圭 叶 音色 征 美 
| 


@ 味 が まろ や か で お いし いよ うに 、 音 が 快い こと を 表す 


8 


女 は 甘い 声 で 電話 に 出 た 。 
* 時 歌声 が 店 の 中 に 者 い て いる 。 
か の じ ょ 
* 1 女 の 吹く フル ー ト か ら 、 甘い メロ ディ ー が 流れ て きた 。 


し 
\ に つ だ 2 
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あま い 
fea 
[Tb 光 野 ・ 表 情 が いい 
sweet/gentle (scene, facial expression) / 詩 3・ 笠 9] 豆 2| 等 叶 プ 外 表 、 表 情 金 人 感 到 征 美 
味 が まろ や か で お いし いよ うに 、 見 て いる と 快く な る 光景 や 表情 を 表す 


か お 


e 甘い マス ク で 、 女性 を 誘惑 する 。 * | マスク]| = 顔 
あ み 
。 あ いつ の 甘い 見 か け に だ まさ れ て は いけ な いよ 。 


み わく て き 


こぅ い 
凡 因 行為 が 克 惑 的 だ 
sweet/appealing (act) / 翌 多 2 ト 可 埋 邊 引 叶 行 富 有 叔 力 」 信 人 陶酔 


@ せ < て お いし いも の が 人 の 心 を ひき つけ る よう に 、 行為 が 人 の 心 を ひき つけ る こと を 
表す 


お く 


早く 結婚 し て 甘い 生活 を 送り た い 。 

みみ も と あま 

邊 元 で 甘く きき さや か れ て 、 う っ と りす る 。 
こい びと あま か 

・ 恋 人 た ち は 甘い キス を 交わ し た 。 


© 
Y 


上 こと ば た く わる さそ 
|2a | 言葉 巧み に 悪い こと に 誘う 
sugarcoated/sly (words) プ 豆 呈 填 召 呈 時 岩 当 朴 過 村 旨 9] 上 本 人 / 花 謀 巧 滞 地 遂 惑 別人 働 老 事 | 
9 本 当 は 悪い こと が ある が 、 表 面 的 に は 快 く 、 人 を ひき つけ る 言葉 や 誘い で 、 そ れ が 分 
さそ ぁ 5 ゎ 
か ら な いよ うに し て 誘う こと を 表す 


・ 革 い 誘い に 気 を つけ な けれ ば な ら な い 。 
よ な か あま は な し 
・ 世の中 、 そ ん な に 甘い 話 が ある も の か 。 


あま 。 こと ば だ ま 
* 甘い 言葉 に 騙さ れ て は いけ な い 。 


殺 甘い 汁 を 吸う : 他 者 の 力 で 生ま れ た 利益 を 自分 の も の に する 
例 世 の 中 に は 苦労 し な いで 、 甘 い 汁 を 吸っ て 金持ち に な っ て 
いる 人 も 多い 。 
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あま い 


し お か ら ふ じゅ うぷ, 


匠 時 辛 さ 塩辛 さ が 不 十分 だ 


dully Havored, not spicy/salty enough 中 介 基 ・ 告 中 9| 時 和 圭 計 中 凍 昧 、 成 味 不足 


9 「 六 い 」「 塩 壮 い 」 は 、「 甘 い 」 の 反対 と 考え た か ら 


この 味噌 汁 は まだ 甘い の で 味噌 を 足し まし ょ う 。 

お あま りょう つか あじ さ 
この 塩 は 甘い の で 料理 に 使っ て も あま り 味 が 濃く な り ま せん 。 
。 こ の 漬物 は まだ 塩 が 甘く て お いし く な い 。 


あま くち こと も あま くち す 
口 甘 口 回 : 壮 く な いこ と 例 ) 子供 は 甘口 カレ ー が 好き だ 。 


口 圭 蘭 回 : 塩辛 く な いこ と 
例 ) 今晩 の お か ず は 革 塩 の サケ を 焼い た も の だ 。 


じ W う 3 


[3a] 機能 が 不 十分 だ 
dull/insufficient (function) | を 9| 呈 条 引 上 呈 / グ 功能 婦 控 得 不 充分 


し お か ら 


@ 塩辛 さ が 足 リ な いよ う に 、 本 来 あ る べき 機能 が 足 り な いこ と を 表す 


。 の こぎ り の 切れ が 革 い 。 
じ て ん し ゃ あま あぶ 
e この 自転 車 は ブレ ー キ が 甘い の で 人 危ない です 。 
あ + ん 
。 こ の コン ピュ ー タ ー は セキ ュ リ ティ ー が 甘い の で 危険 で す 。 
この 写真 は ピン ト が 甘く て ぼけ て し まっ た 。 


名 騰 が 寺 い : 相 拉 で 脇 を 分 に 新 め て お か な いと 、 下 か ら 手 を 
入れ られ て 不利 に な る こと か ら 年 り が 不 十分 だ 
例 ) 彼 は 脇 が 甘い か ら 、 2 く 、 に 醒 い や つ ! に つけ こ まめ も 


[3b] 考え ・ 思 慮 が 不 十分 だ 


overly optimistic (thinking) / 8 介 ・ 人 ト 可 7 早 符 叶 中 思考 考 或 考 虚 得 不 周到 始 息 


トー 考え が 足り な い 
か っ こう や ま の ぼ ぽ か ん が あま 
s あん な 格好 で 山 に 登る な ん て 、 考 え が 甘 いよ 。 
と お あぁ か ん が お 
や ・ 見 通し が 時 す ぎ て で 、 リス ク の こと に 考え が 及 ん で いな い 。 
。 世 の 中 を 甘く 見 て は いけ な い 。 
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あま い 
あま ちゃ ん 回 : 世間 に 対す る 考え 方 が 十分 で は な い 人 


知 読み が 甘い : 先 を 読む 力 が 不 十 分 で ある こと か ら 、 推 測 し た り 
か い ちか ら わ 
理解 し た りす る 力 が 弱い 

えん / 


例 わずか 半年 で こん な に 円 高 が 進む と は ……。 読 み が 甘 か っ 
が 


間 ーー 
|3c| 厳し さ が 足 りな い 
lenient 〆 紀 計 え | 圧 千 呈 / 不 導 亡 、 害 松 


し お か ら 


ら 増 半 さ が 中 りな いよ うに 。、 相手 に 対す る 厳 し さ が 足 りな いこ と を 表す 


。 どこ 親和 に は 甘い も の だ , 
・ 語 、 子供 に 甘い 親 が 増え て いる 。 
ん が くせ い あ て ん すう 
。 あの 先生 は 採点 が 甘く て 、 特 に 女子 学生 に は 甘い 吉 数 を つけ 
あ o 
わた し ん さ あま む だ 
。 わ いろ を 渡し て 審査 を 甘く し て も ら お うと し て も 無駄 だ 。 


口 圭 えん 坊 回 : 甘え る 傾向 の 強い 子供 の こと 


ふ じゅ うぶ ん 


[8dl] 行為 の 結果 が 不 十 分 だ 


insufcient/slack/slipshod (action) 習 紳 名 妊 半 人 草 短 赴 引 叶 / 叙 得 不 符合 株 准 


ons 行為 の 結果 が 十分 で な いこ と を 表す 


R oe 
a EH | 古 ° この 袋 は 疑い 方 が 甘い の で すぐ に 彼 れ る 。 
。 ネジ の 締め が 甘い 。 
和 詰め が 紅い : 相手 が 逃げ けら れ な いよ うに する の が 「 詰 め ] で 、 
それ が 不 十分 な こと か ら 、 最 後 の 仕上 げ が 不 十分 で ある 
卿 あい つ は 仕事 が 早く て いい ん だ が 、 詰 め が 甘い か ら 、 結 果 
が 出せ な いん だ 。 
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あま い 


< 
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答え る 男 : ① 物 を ね だ っ た り 、 か わい が っ て も ら お うと し た り し て 、 な れ な れ し く 
お ま 
振る 舞う 例 あい つ は 親 に 甘え て ば か り い る 。 
ひと し ん せつ えん り ょ み い し ん せつ あま 
② 人 の 親切 を 遠慮 な く 受 け 入 れる 例 あ り が た < ご 親切 に 甘え させ て いた だ きま す 。 
あま = あま 
甘やかす 回 時 : 甘え させ る 例 ) 子ども を 甘やかす 。 
あま ず あま あじ す あじ ま あじ あま ず 
甘酸っぱ い 詩 : 甘い 味 と 酸っぱ い 味 が 混ざっ た 味 例 甘酸っぱ い ミ カン 


か らい (101)、 に が い (p219) 


荒い 、 粗 い 


コウ (荒廃 )、 あ ( 葉 れる 、 荒 ら す ) 


は げ 


動き が 激 し < で らん ぽう は な か た 、 ら ん ぼう 3 
知れ て いる 使い 方 が 乱暴 だ 話し 方 が 乱暴 だ 


ーー へ 
肌 の きめ や 織り 自 が 
し 細かく な い 


bp 
や り 方 が お お ざっ ぱ 
し で 雑 だ J 


要因 動き が 激しく て 乱れ て いる 


rough/violent (movement) / 各 包 当 9] 久利 芯 エ 呈 | 英 村 グ 効 作 同 烈 、 素 乱 


きょう 


に * 今日 1 の 洲 は 昨日 より 発 い 。 
諾 人 wR 2 走っ て きた の で 呼吸 が 売 く な な つか 
ご マッ S 


・ 株 が 上 が っ た り 下 が っ た り 、 値 動き が 発 か っ た 。 


に 4 
も 
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人 貞和 か 革 い : 纏 気 で ある 。 自信 が ある 
ぎ いん 


人 あの 人 は 新しく 国会 議員 に 当選 し た ば か り で 、 鼻 息 が 党 い 。 


[| 


らん ぼう 


風 旧 使い 方 が 乱暴 だ 
rough/reckless (usage) / | 呈 時 中 操作 方 法 粗 暴 


@ 物 の 動き が 激しい よう に 、 使 い 方 が 激しく て 丁寧 で な いか ら 


ング ちち うん て ん あら いっ し ょ = の ね 
(4 / ・ 移 の 信 革 は 荒い の で 一 緒 に 乗っ て いる と 怖い 。 
山田 さん は パソ コン の 使い 方 が 荒い の で 壊れ な いか 心配 だ 。 
これ は 精 審 機械 で 、 扱 い が 荒い と すぐ に 壊れ て し まう の で 注 
意 し まし ょ う 。 


5 
> 


らん ぼう 


| 詳し 演 が 六 時 だ 


harsh/coarse (manner of speaking) / 豊 早 | 4 入 中 現 法相 禁 
| と く こと ば つか か た て いね い あら 5 わ 
@ 特に 言葉 の 使い 方 が 丁寧 で な いこ と を 表す 


時 KT さ u 言葉 遣い が 荒く て 怖い 感じ が する 。 
あら く ちょ う か れ せ 
@ 荒い 口調 で 彼 を 責め た 。 
語気 が 荒い : 言い 方 が 乱 果 で ある 例 ) 社長 が 語気 を 荒く し て 
ひ し ょ し か 
秘書 を 叱っ た 。 
要 選 気性 が 激しい 


Sn: (temperament) 舎人 オ 洲 寺 計 ノ 有 気 粗暴 


は げ 


@ 物 の 動き が 激しい よう に 、 感 情 が 激しく 変化 し 、 怒 り っ ぽ いこ と を 表す 


Kr あの 大 は 性 格 が 荒い の で 気 を 付け て くだ さい 。 
し z(t ば せい か く あら ひと こま 
e 職場 に 性 格 が 荒い 人 が いる の で 困っ て いる 。 
むす こ きしょう あら し ん ば ぱい 
N ・ 息子 の 気性 が 荒い の で 心配 で す 。 
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あい が 9 
行為 が 度 を 越し て いる 
rough/harsh (behavior) / 型 判 人 オ 互 言 人 | 呈 須 中 人 得 填 分 、 乱 来 
@ 動き が 激しく て 乱れ て いる よう に 、 行為 が 激しく て 常識 的 な 程度 を 超え て いる こと を 
あら わ 
表す 


・ 部 長 は 人 使い が 荒い の で 部 下 は 皆 と て も 疲れ て いま す 。 
ひと "ね づか あら 
・ あの 人 は 金 遣 い が 荒 い 。 


つぶ お お 
粒 が 大 きく て ざら ざら する 
coarse, large (grains, etc.) 堂 人 9| 2 百 豆 早 己 習 2 英 叶 中 粒子 大 面 粗 締 


ひょう めん 


区 き が 激しく て 天 き く 基 れ て いる よう に 、 粒 が 大 きく て 、 表 苗 が 滑ら か で な いこ と を 


表す 


か わ す な うみ ペ す な あら 
* この 川 の 砂 は 海辺 の 砂 よ り 粗 い 。 
ふる が ぞう あら あたら か か 
* 古い テレ ビ の 画像 は 粗い の で 、 新 し い の に 買い 換え た ほう が 
いい 。 
あら 。 ひ あじ 0 
e 粗く 引い た コー ヒー は 味 が よく 出る 。 


* 民 軒 の 用 法 で は 、 漢 字 は 「 租 | を 用 いる 。 


すき ま も よう お お 
隙間 や 模様 が 大 きい 
coarse (pattern。 etc.), large (mesh, etc.) / 言 9| 財 早 ヨ イオ ヨプ 岡 眼 ルル 大 、 花 作 粗 


も よう ひと 


(@ 動き が 激しく て 大 きく 乱れ て いる よう に 、 隙 間 ・ 模 様 の ー つ ー つ が 大 きい 


め あら いく た 
* 目 の 粗 いざ る は あま り 人 役に立た な い 。 
か の じ ょ 


員 < 網 の 目 が 粗い と 小さ い 魚 が 逃げ ば て し まう 。 ぐ 目 が 細か い 
0 60 6 0 か あら も よう 
A ・ 彼女 は 粗い チェ ッ ク 模 様 の スカ ー ト を は いて いる 。 


うほ う か ん じ も ち 
* 還 の 用 法 で は 、 潤 字 は 「 粗 」 を 用 いる 。 


55 


あら い 


ee 

[5al 肌 の きめ や 織り 目 が 細か く な い 

| rough/bumpy (texture) / せ る ol 9 外 人 き 6] 理科 中 肌 理 不 攻 臓 、 原 地 相 交 
ら わ 


|@ 特に 肌 の きめ や 織り 目 が 細か く な いこ と を 表す 


な ・ 物 - に な る と 衣 の きめ が 灯 く な る 。 


で も めん 0 ひょう めん あら 
・/ e 木綿 の タオ ル は 表面 が 粗い 。 
あら 上 の 
て レン s 粗い 布 で ハン カチ を つく る 。 
よう ほう か ん セ も ち 
* [5a| の 用 法 で は 、 漢 字 は 「 粗 」 を 用 いる 。 


| [55] や り 方 が お お ざっ ぱ で 雑 だ 
| rough/sloppy (way of doing) 所 対 司 外 引 舎 エエ 各 谷 叶 中 手法 粗 村 、 粗 枝 大 叶 | 
| ⑫ 大 きす ぎ て 隙間 が ある よう に 、 や り 方 が 雑 で 、 細 か な と ころ に 気 を つけ な いこ と を 表す 


が よう し も さと 。 あら 
・ あの 美容 師 は 仕事 が 粗い 。 
せい ふ いう らち いう  。 と ね ん きん あら けい さん 
* 政府 は 、 将 来 受 け 取 る 年 金 に つい て 粗い 計算 を し た 。 
ぎ 


あら 。 ぎ 2 ろ ん つ か さき か い ぎ 。 すす 
* 舞い 議論 を 積み 重ね て も 、 会 議 は 進ま な い 。 


よう ほう か ん し も ち 
* [5b] の 用 法 で は 、 漢 字 は 「 粗 ] を 用 いる 。 


関連 語句 


口 業 っ ほ ぽい 太 : 今 い 感 じ が する 。 乱暴 だ 爺 着い 人 は 運転 が 荒っぽい 。 “ 
[ ロ あら 十 名詞 : 名 詞 の 前 に 付い て 、「 お お ざっ ぱ で ある 」 「 こ ま か で な い 」 と いう 意味 を 実 す 
あら すじ 回 : 物語 や 本 な どの 大 ま か な 内 容 
あら か た 園 : ほぼ 全部 例 ) 部 屋 の 片づけ は あら か た 終わ っ た 。 
あら まし 回 団 : 大 体 の こと 印 事件 の あら まし を 説明 する 。 
あら けず り 回 : 仕上 が り が 大 ざっ ぱ で ある 名) 粗 削 りな 文章 
あら 探し 話 本 : 人 の 欠点 を 探す 
万 人 の あら 捜し を し て いる 暇 が あっ た ら 自 分 の こと を 反省 し ろ 。 
口先 を し い 一 : と て も 荒い 感じ が する " 
例 東北 生ま れ の 彼 の 版画 は 、 荒 々 し い 北 の 海 を よく 表現 し て いる 。 


こま か い (p147) 
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いた い 


痛い 


ツウ (頭痛 )、 い た (痛む 、 痛 め る ) 


どう じょう 


と て も 同情 する 


に く た いて き 
記 具体 的 な 苦痛 を 感じ る 
painful (physically) 信和 贅 対 Ql エ を 舎 外 本 肉体 上 感 到 疫 痢 


。 ころ ん で ひざ を けが し た の で 、 痛 い 。 
か ぜ の ど いた 
e 風邪 を ひい て 只 が 痛い 。 
ゆび いた 
。 や けど を し た 指 が 痛い 。 
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いた い 


トニー で 
[Oa] 原因 が あっ て 苦痛 を 感 MA 
| painful (due to certain cause) 相思 娠 19 足 馬 生 合 己 下 中 グ 某 衝 原因 造成 痛 苦 


| fle 


。 病 院 で 痛い 注射 を 打 た れ た 。 
・ あ の 歯医者 で の 治療 は と て も 痛い 。 
< 手 に 刺さ きっ た バラ の と げ が いつ まで も 痛い 。 


せい し ん て き 。 くつ う 
選 精神 的 に 苦痛 を 感 2 
painful ーッ "信人 ら 呈 刃 号 島 列 叶 精神 上 感 到 痛 苦 


に く た い て き いし ん て き 


(@ 肉体 的 に 苦痛 を 感じ る よう に 精神 的 に 苦痛 を 感じ る こと を 家 す 


びょう き くる こ ども は な し き ここ か いた 

* 病気 に 苦し む 子 供 の 話 を 聞く と 心 が 痛い 。 
か な えい が けつ まつ むね いた 

* 悲し い 映 画 の 結末 に 胸 が 痛く な っ た 。 


条 頭 が 痛い : 悩む 

名 痛い と ころ : 科 点 例 彼 に 私 の 主張 の 痛い と ころ を 突 か れ た 。 
位 呈 が 痛い ・ 開き た く な いこ と を 言わ れ て 困る 

殺 胸 / 心 を 痛め る : 心配 する 


し ん て きく つう 


せい 
EE 原因 に より 精神 的 昔 痛 を 感じ る 
| blow/shock (from certain cause) 相思 剤 19 豆 講 利 贅 1 台 量 合 己 列 村 プ 某 衝 原因 造成 精神 上 痛 き 
|  ( 表 、 移 ) 


| 9) 特に 精神 的 な の 原因 を 表す 
せん げっ むす こ 5 りょう ひ いた 
e 先月 。 三 子 が 則 『 を 折っ た と き の 治 * 費 が 痛かっ た 。 
き e う 0 りょう ぴ ま え し ゅ っ ぴ 
* 和 和 日 前 の 出 偶 は 背 い な あ 。 
し あい し ぁ う りょう ちょ く 前 ( 
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いた い 


し ん て き えい きょう 


[5] 精神 的 な 影響 が 大 きい 


strong/deep (emotional impact) / 計れ 対 A1 計 生 9| ヨング 精 神 上 影 遇 科大 
勝 の あたり に 基 し さ を 感じ る ほど 、 感動 し た り 、 心配 し た りす る こと を 表す | 


・ 如 か ら 初め て プレ ゼン ト を も ら っ た と き に は 、 基く 感激 し た 。 


・ 先生 の 言葉 に と いた く 感 争 を 受け た 。 
うし ょ う ここ あ きず 
e ネッ ト で の 心無い 中 傷 に いた く 心 を 傷つけ られ た 。 


* [15| の 用 潜 で は 、「 い た く 一 」 の 形 で 用 いる 。 漢字 は 「 痛 く 」 
で は な く 、「 甚 く 」 を 使う 。 


「 
と て も 同情 する | 
deep (sympathy) を を る 飼 己 下 叶 非 常 同情 | 
脇 の あ た り に 苦し さ を 感じ る ほど 同情 する こと を 表す | 


(6) 。 彼 の 悲惨 な 話 を 開い て 、 痛 いく らい に 同情 し た 。 
み あき も いた わ 
i 着 の 気持 ち は 痛い ほど よく 分 か る 。 
2 の へ 言い た いこ と は 痛い ほど 伝わっ て くる 。 
* [1e| の 用 法 で は 、「 ほ ど 」「 く らい ] と 一 緒 に 用 いる 。 


] 関連 語句 


品 痛む 回 : ① 体 に 痛み を 感じ る 叶 本 中 例 風邪 を ひい て 喉 が 痛む 
りょう し ん 


Or ・ 良心 が 痛い に 1 | 
いた ぶん わる きのう し あい あし いた 
円 痛め る 固 : 体 の 部 分 を 悪く する 例 ) 昨日 の 試合 で 足 を 痛め た 。 


叶 くる し い (p135) 
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うす い 


薄い 


ハク (薄弱 ) 、 う す ( 薄 まる 、 薄 め る 、 


りょう めん あい だ 


両面 の 問 の 隅 た り が 
小さ い 


積み 重なっ た 層 の 両 
面 の 隔たり が 小さ い 
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な か み すく 
中 身 が 少な い 


あま た いい 


が 濃く な い 


PA 


信頼 で き な い 


し 0 うぶ 


機能 が 十分 な く て 
弱い 


3a 
却 状 の も の の 濃度 が 
低い 


色 が は っ きり し な い 


プ 


ニー テー ニート 


あま り 味 が し な い 


3e 


あま り 匂 い ・ 矯 り が 
し な い 


3f 


りこ 
毛 が 少な い 


= 


うす い 


い 


あま り 関 心 が な い 
Re 


3k 


あま り 関 係 が な い 


人 が 江 
いら ーー ニー ーー ニー ニー ーー 
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うす い 


りょう めん 


琶 計 両面 の 間 の 隔たり が 小さ い 
thin (object) / 笠 忌 人 T9| 2] 社 用 9| 介 中 物体 内面 之 同 的 同 隔 入 小 


。 こ の ノー ト は と て も 薄い 。 

うす 。 こり 。 うえ ある あぶ 

洗い 水 の 上 を 具 ぐ の は 郊 な い 。 

璧 が 薄く て 隣 隣 の 部 屋 の 音 が う る さい 。 


a か さ 90 の う 0 ん 。 の だ ちい 
OSA り が 小さ い 
thin (ayer) / 有 有 有 9| 内 可 を 時 合 剤 忌引 社 放 9| 谷中 プ 堆 税 屋 辺 同 隔 入 小 


いち ば ん うえ 。 いち ば ん し た 


(@ 特に 重なっ て いる 層 の 一 番 上 と 一 番 下 の 隔たり が 小さ いこ と を 表す 


の ここ の 地層 は 上 に 行く ほど 薄く 2 かき 
・ 地 球 の 周り に は 薄い 大 気 の 層 が ある 。 


U9 うぶ 


[1a 機能 が 十分 な く て 太い 
| weak (in function) | を 9| 可 香 店 9 時計 中 功能 委 控 得 不 充分 、 邊 弱 


| @ 厚 さ が 十分 な いよ うに 、 機 能 が 不 十分 で 弱い か ら 


か いし ゃ けい び うす 
e この 会 社 は 警備 が 薄い 。 
せん し ゅ そう うす 
* あの チー ム は 選手 の 層 が 薄い 。 
。 相手 チー ム の 等 F『 り が 薄い と こ ろ を 狙 お う 。 


な か み すく 
蓄 中 身 が 少な い 
nearly empty, skimpy / 起す 言 9] 人 中 里 面 装 得 入 少 
な か は い も の すく い も の うす 5 
⑥@ 中 に 入っ て いる 物 が 少な いと 、 入 れ 物 が 薄く な る か ら 


か な 


た し いふ うす 
。 私 の 財布 は いつ も 薄く て 悲し い 。 
も か し は じ う と きゅう りょう ぶ ( み うす 
。 等 、 初 め て 受け 取っ た 給料 袋 は 薄かっ た 。 
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うす い 


えき た い こ 
液体 が 濃く な い 
dilute (iquid) 紋 剤 1 て 計 2| 登 叶 液体 不 洲 


《) 厚み が な いと 物 が 透け て 見 える よう に 、 液体 が 透け て 見 える こと か ら 、 濃 く な いこ と 
を 表す 


じっけん うす し ょ くえん すい を 

* 実験 用 に 薄い 食塩 水 を 作っ た 。 
い し ゃ ち うす い 

・ 医 者 に 血 が 注い と 言わ れ た 。 


rs 3 YO 
霧 状 の も の の 濃度 が 低い 
light/wispy (fog, smoke, etc.) / “+ 言 引 を エ 人 | 思 凸 ER 間 


液体 が 濃く な く て 授け て 見 える よう に 、 霧 状 の も の ( 霧 ・ 雲 ・ 煙 な ど ) が 濃く な く て | 
、 透け て 見 える こと を 表す | 


和 〒 場 の 煙突 か ら 煙 が 注 く た な び いて いる 。 
冠 は 藻 い 雲 に 覆 わ れ て いる 。 

うす きり つつ 

薄い 霧 に 包ま れ て いる 。 


ーー 
気体 の 濃度 が 低い 
thin (air), dilute (gas) | 刑 引 を 崇 中 気体 液 度 入 低 
えき た い の う ど こ さ き た い の う ど ひく Ue うぶ ん あらわ 
(@ 液体 の 濃度 が 濃く 生 . の に さ 気体 の 濃度 が 低く 、 十 分 に な いこ と を 表す 


e ii の te で す ぐ 息 が 苦し く な る 。 
< 商 く な れ ば な る ほど 空気 は 薄く な る 。 
@ ここ は 酸素 が 薄く て 苦し い 。 


|3c | 色 が は っ きり し な い 
pale (color) 侍 9| 舎 時 結 ス | 登 叶 グ 顔色 不 量 著 
( 濃度 が 二分 で な いと 色 が 濃く な く て 自立 た な いか ら 
も ゎ た し うす くち べ に も 、 に あ ネ 
e 私 に は 薄い 口紅 の ほう が 似合う 。 
うす す 
s バラ は 潤い ピン ク の ほう が 好き だ 。 
うす まさ 
s シャ ツ に 薄く 汚れ が つい て いる 。 
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うす い 


Bo ーー a 
あま り 味 が し な い 
dull (flavor) 中 | る 有 叶 グ 滋 仕 味 道 , 清 淡 


えき た い bw うぶ ん 


9 流体 の 濃度 が 十分 で な いよ うに 、 味 が 十分 で な いこ と を 表す こ 


。 こ の ジュ ー ス は 薄く て お いし く な い 。 

ステ ー キ は 薄い 塩味 で 焼く の が ちょ うど いい 。 

この 味噌 汁 は 味 が 注い の で 、 も っ と 味噌 を 足し た ほう が いい 。 
・ 母 の 料理 は 味付け が 薄かっ た 。 


に お か お 
あま り 匂 い ・ 香 り が し な い 
weak/light (smell, aroma, etc.) 選 剤 ・ 慕 ブフ | 9 叶 中 中 / 没 仕 色 気味 及 香味 


(@ 液体 の 濃度 が 十分 で な く て 味 が 十分 で な いよ うに 、 匂 いや 香り が 十分 で な いこ と を 表 


な 


ET 色 は いい けれ ど 、 奉り は 沿い で す 。 
大 、 あ る い は 敬い 匂い の クリ ー ム が 好き で す 。 
a 薄く 桃 の 符 り が 付い た トイ レッ トペ ー パ ー が ある 。 


[8 老 が 少な い 
thin (hair), balding 軒 9| 本 / 毛 交 稀 少 


えき た い の う ど 


@ 液体 の 濃度 が 十分 で な いよ うに 、 毛 の 密度 が 十分 で な く て 毛 が 少な いこ と を 表す 


。 交 の 髪の毛 が 薄く な っ て きた 。 
ゎ た し うす 
た いも う うす ひと 
。 シェ ー ビ ン グ が めん どう くさ く て 、 体毛 が 若 い 人 が うら や ま 
し い 。 


3 江 
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がり 。 かげ ーー 
[8 光 や 及 が は っ きり し な い 
dim (light), faint (shadow) プ 思 9| 財 合計 9| 是 時 計 え | 人 叶 プ 光 影 浅 淡 
りょう Us うぶ | 


⑥ 湾 度 が 十分 で な いと 色 が 濃く な な いよ うに 、 光 の 量 が 十分 に な く 、 色 が 濃く な | 
また 、 その 影 も 濃く な いこ と を 表す | 


So ・ 雲 が 出 て き て 叉 が 薄く な っ た 。 
・ 疹 か ら 光 が 滝 く 貞 し 込ん で きま す 。 
。 レ ント ゲン で は 肺 の あたり に 薄い 影 が 写っ て いた 。 
名 影 が 薄い : 存在 感 が な い 
例 ) あの 人 も 昔 は 僅か っ た ん だ ろう けど 、 こ の ご ろ は 影 が 洪 
く な っ た ね 。 
[3h| 情報 量 が 少な い 
。 short on (substance, information) / 記 時 民放 本 / 全 候 旦 視 少 
の う ど Un うぶ ん じょう ほう 0 うぷ ん 
© 濃度 が 十分 で な いよ うに 、 情報 が 十分 に な いこ と を 表す 


= Si 
な か み うす ほん か ん 
。 こ れ は まっ た く 中 身 が 薄い 本 で 、 買 っ て 損 を し た 。 


a 」 いん し ょ う 。 か ん 


3i | 所 象 や 感じ 芳 が 問い 
lh 9 9 中 印象 及 感 党 不 深 


weak (impression、sensation, etc.) 
渡 度 が 十分 で な な いよ うに 、 印象 や 宇 び びな どの 程度 が 喘い こ と を 表す 


ss か れ いん し ょ な まえ 
"A ・ が 深く て な か な か 久信 えて も えな い 。 

4 A た っ せい か ん うす 

2  。 プロ ジェ クト は 終わ っ た が 、 人 達成 感 は 薄かっ た 。 


っ の CS y くろ う と tk し 
(いう ・ 普 労 が 伴わ な けれ ば 喜び も 注い 。 


うす い 
[ PS か ん し ん 
[3j| あま り 関心 が な い 
| 
little (interest in something) / 帳 足 菩 避 9| 塵 叶 ン 不 大 甘 心 、 倫 淡 


@9 濃度 が 十分 で な いよ うに 、 関 心 が あ まり な いこ と を 表す 


。 子供 と 比べ て 夫 に 対す る 愛情 が 薄い 。 

。 近頃 は 他人 へ の 関心 が 薄く な っ て き て いる 。 

・ 以前 は すてき な 人 だ と 思っ た が 、 今 は 彼 を 男性 と し て 意識 す 
る 気持 ち も 薄 く な っ た 。 


8 て か ん けい i 
あま り 関 係 が な い 
weak (relationship) / 財 現 圭 多 凶 呈 ノノ 没有 件 久美 系 


@ 濃度 が 十分 で な いよ うに 、 関 係 が 弱い こと を 表す 


。 私 は 曰 井 き ん と は 関係 が 薄い 。 
ぶん うす わ 
。 その 分 野 に つい て は な じみ が 薄い の で 、 あ まり よく 分 か り ま 
せん 。 
ひと ひ ょ か か うす た が む か ん し ん 
。 人 と 人 と の 関わ り が 薄く な っ て 、 互 い に 無 関心 に な る 。 


じ つ げ ん か の う せ い ひく 


| 31 | 実現 の 可能 性 が 低い 
low (probability) 当選 條 を 介 9| 千 呈 プ 准 以 笑 現 


U9 う ぷん き 


(@ 濃度 が 十分 で な いよ うに 、 期 待 や 望み が 実現 する 可能 性 が あま りな いこ と を 表す 


CY ・ 勝ち目 は 薄い と 思う 。 
CO』 3 の ・ う まく いく 見 込み は 薄い 。 
リ せい こう の うす 
めく 5) ・ ど うし ょ う 。 こ の まま だ と 、 上 成功 の 望み は 薄い よね 。 
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うす い 


か れ  H&L し ん の: う せ い うす 
* 彼 の 話 は 信 如 性 が 薄い 。 
いち りつ こん き ょ 


一 律 に 禁止 する べき と いう 根拠 は 薄く て 、 実 効 性 も 疑わ れる 。 
た が し ん らい うす と り ひ き 
・ 富 い の 信頼 が 薄い か ら 取 引 が うま くい か な か っ た 。 


Us うぶ ん 


@ 物 が 積み 重なる と 厚く な る よう に 、 効果 が 十分 出れ ば 厚く な る が 、 そ うな ら な いこ と 


・ 売 っ た 数 は 多かっ た も の の 薄い 儲け し か な か っ た 。 
か ね わり ご うか うす 
。 お金 を か けた 割 に は 効果 は 薄かっ た 。 
り は ば うす ば あい た いり ょ う う し ょ うば ぱい 
* 利幅 が 注い 場合 は 、 大 量 に 売ら な いと 商売 に な ら な い 。 


| 関連 語句 
回 っ すう っ す 団 : だ いた い 推 測 で きる 
あい て じ ぶん す き 
例 相手 も 自分 の こと が 好き だ と いう こと は 、 う すう す 気 づい て いた 。 
ー うす ぎ き ふく うす まい すう すく 
目 薄着 回 : 着 て いる 服 が 薄い 、 枚 数 が 少な い 
よう ち えん 5 ふゆ うす ぎ と お か ぜ 
例 あの 幼稚 園 の 子ども た ち は 冬 で も 薄着 で 通し て いる の に 風邪 を ひか な い 。 
す か か れ 。 ち うす r く 。 た 
目 薄っぺら 回 : 少な い 。 価値 が な い 例 ) 彼 の 知識 は 薄っぺら で 、 役 に 立た な い 。 
うす わら わる か ん が 『 > の わら は ん に ん うす わら < 
目 藻 笑い 回 : 悪い こと を 考え な が ら 少し 笑う 例 ) 犯人 は 薄 笑 い を 浮か べ て いた 。 
は っ こ ふ こう きち うす い 
回 薄幸 回 : 不幸 な こと 。 「 幸 [が ] 薄い 」 と も 言う 
ゆう めい さっ か じ つ は っ こう じん せい 
例 ) あの 有名 な 作家 も 実は 、 薄 幸 な 人 生 だ っ た 。 


礎 あつ い (p40) 
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うつ くし い 


美しい 
うつ くし い | と 


1 |1al 
どう さき り そう て き ま ち が けっ て ん 
だ 動作 な ど が 理想 的 で 間違い ・ 欠 点 が 


どう と く て き すぐ 


道徳 的 に 優れ て いて 
よい 


が いけ ん すぐ 
馬 叶 外見 が 優れ て いて よい 
beautiful (appearance) 娠 足 樹 9| 虹 相 呈 誕 等 叶 . 外 表 人 美 


と ・ こ れ は と て も 美しい 花 で すね 。 _ 
に ・ 秋田 は 美しい 女性 が 多い こと で 有名 で す 。 


。 機 能 的 に 優れ で て いる だ け で な く 、 美 し く な けれ ば 売れ な い 。 


どう さ り そう て き 
四国 動作 な ど が 理想 的 で よい 
beautiful/exquisite (movement, style, etc.) / き 舎 を 9| 引合 條 9 中 プ 効 作 行 光 等 叉 理想 駿 好 


と く どう さき り そう て き すぐ あ 5 わ 
@ 特に 動作 な ど が 理想 的 で 、 優 れ て いて よい こと を 表す 


。 ア ナウ ン サ ー の 話し 方 は 美しい 。 


Se ンー モデ ル の 歩き 方 は 美しい 。 
7 QQ き どう めい じん し ょ さ な ey 
2 ee s 茶道 の 名 人 の 所 作 に は 無駄 が な く 、 美 し い 。 
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うつ くし い 


Es 
[1a| 間違い ・ 欠 点 が な く て よい 

Perfect, Hawless 圭 ・ 妊 和 用 9| 鹿 9| 筆 叶 ンプ 好 得 没 徐 , 没 鉄 点 
@ 商 違 い ・ 欠点 が な いと 、 理想 的 に 見 える か ら 

すう し き 2〈 
・ この 数 式 は 完全 で 、 美 し い 。 
と と, 紐 ん で は な 
。 あ の 留学 生 は 美しい 日 本 語 を 話す 。 
か ん べき う 2《 まる か か 

。 完 壁 で 美しい 丸 を 描く の は 難し い 。 


beautiful (sound, voice) / 全 可 ・ 音 介 9] 鹿 呈 剤 等 呈 / 声 音 佐美 、 喋 子 好 
いけ ん すぐ お と こえ すぐ 550 
の 外見 が 優れ て いる よう に 音 ・ 声 が 優れ て いる こと を 表す 


。 美しい コニー ニラ スズ の 声 に うっ と りす る 。 
きょう か い う 2〈 お ん が く き 

e 教会 か ら 美 し い 音楽 が 聞こ えて くる 。 
な ん ご く こと り う 2〈 < 4 な 

* 南国 の 小鳥 は 美しい 声 で 鳴く 。 


どう と く て き すぐ 
道徳 的 に 優れ て いて よい 
Pure (morally), upright プ 互 可 伸 S1 軸 引 | 香 号 計 中 道徳 高尚 


が いけ ん すか た せい し ん めん  # が た 


LZ 外見 の 姿 が 優れ て いる よう に 、 精 神 面 の 姿 が 優れ て いる こと を 表す 


彼ら の 美しい 友情 は 死ぬ まで 続い た 。 
つら いま う 2〈 お も 8 の こ 
辛い こと も あっ た は ず な の に 、 今 は 美しい 思い 出 だ け が 残っ 
て いる 。 

お も うぅ 2( に ほん つく 
s 思い や り の ある 美しい 日 本 を 作ら な けれ ば な ら な い 。 


回 きれ い 回 : 話し 言葉 で は 「 う つく し い 」 より も 、「 き れい 」 を 用 いる こと が 多い 。 


と 
と 


時 きれ いな (p124) 
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うま い 


※「 芝 い ] 「 上 手 い | は 特別 な 読み 方 


本 計 味 が よく て お いし い 


delicious / 中 9] 季 呈 美味 可 口 


・ と っ て も うま く て 、 つ い 食 べ 過 ぎ て し まっ た 。 

。 う まい 料理 と うま い 酒 が あれ ば 、 そ れ で 幸せ だ 。 
みせ い 

e あの 店 、 け っ こう うま いよ 。 行っ て みる ? 


*「 う まい 」 は 話し 言葉 で 、 特 に 男性 が 使う 。 


skillful / 社 結 呈 高明 、 高 掃 、 巧 妙 、 
あじ すぐ に ぎ Ue2 すく < ぁ 5 も 
6) 味 が よく て 優れ て いる よう に 、 技 術 が 優れ て いる こと を 表す 


6 ン 字 ・ う ちの 所 は 秋田 生ま れ で すか ら 、 ス キー が うま いん で す よ 。 
w え か 
も 。 う まい 絵 を 描き た いな あ 。 
ンタ 


ぼ ぽう えき が いし ゃ 


。 彼女 は 英語 が うま い の で 、 貿易 会 社 に 就職 し た 。 
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うま 


good (situation), opportune, well-timed プ 憶 首 ・ 齋 | 2 午 呈 好 事 、 有 好 邊 


@ 味 が いい よう に 、 都 合 や 具合 が いい と と を 表す 


うま い 話 に は 気 を つけ ろ 。 
ぐ あい き 
。 う まい 具 谷 に 、 ち ょ うど バス が 来 た 。 
けい か さく お お も う 
この 計画 が うま くい け ば 大 儲け で きる 。 


あじ あま に ほん 


回 うま 味 回 : 五 つの 基本 の 味 (甘味 ・ 酸 味 ・ 塩 味 ・ 苦 味 ・ う ま 味 ) の 一 つ で 、 特 に 日 本 
045 り 【 ぁ う よ う 


料理 で 重要 と され る 味 


中 まず い (p257) 
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うる さい 


く かえ ふ か い 細か いこ と を 
り : だ き 


本 咽 音 が 大 きく て 不快 だ 


noisy loud / 全 本 フト 旭 人 ] 闘 刑 計 時 只 隔 得 止 人 礁 受 


きのう よる か お と ね な 
e 昨日 の 夜 は 、 下 の 音 が うる さく て 眠れ な か っ た 。 
お と 
e コン ピュ ー タ ー の ファ ン の 音 が うる さい 。 
き か いし つ ひと た は な ご た き と 
。 機械 室 は うる さく て 、 人 の 話し 声 が 聞き 取り に くい 。 
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うる さい 


| く 。 か え ふか い 
繰り 返さ れ て 不快 だ 
annoyingly persistent ブ 叶 号 避 e] 昔 選 結 呈 / 次 数 多 得 念 人 応 類 


ひつ よう いじ ょ 3 お お お と ふ か い らら ひつ よう い じょう く あえ お お ふ か い か ん 
@ 必要 以上 に 大 きい 音 が 不快 な よう に 、 必 要 以 上 に 繰り 返し が 多い こと で 不快 に 感じ る 
か ら 


・ 親 の 小言 が うる さい 。 
か の じ ょ で ん わ きら 
・ 彼女 に うる さく 電話 し すぎ て 、 嫌 われ た 。 
つか が めん つぎ つぎ で こう 
* フリ ー ソ フト を 使っ て いる と 、 画 面 に 次 か ら 次 と 出 て くる 広 
こく 
告 が うる さい 。 


= き 
細か いこ と を 気 に す る 
fussy (about details) / 千 各 9 可 3 健作 中 / 在 平 哲 融 、 挑 別 、 精 通 


く 繰り 返す よう に 、 必 要 以 上 に 細か いこ と まで 気 に し た り 主 張 し た りす 


。 あ の 人 は ワイ ン に うる さい 。 
に ほん じん 。 じ か ん れい ぎ e い 

* 日 本 人 は 時 間 や 礼儀 に うる さい と 言わ れ て いる 。 
が っ こう きょう いく お や お お 

この 学校 に は 教育 に うる さい 親 が 多い 。 


いろ か き お 
色 ・ 飾 り が 度 を 越し て いる 
loud (color), excessive (ornamentation) / 忘 な ・ 刻 社 o] 慰 引 呈 / プ 顔色 花 哨 、 装 短 辻 分 


ひつ よう い は 3 ひつ よう い じょう 


169 音 が 必要 以上 に 大 きい と 不快 な よう に 、 色 ・ 飾 りな ど が 必要 以上 に あっ て 不快 だ か ら 


・ 彼女 の ヘア スタ イル は ご て ご て と し て いて うる さい 。 
いろ づか は で 
e 色 使い が 派手 で うる さい 。 
か ぎ お お 
e 飾り が 多 す ぎ て うる さい の で 、 も っ と シン プル に し て ほし い 。 
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fussy too strict 人 | 財 東 誕 羽 邊 叶 / 近 手 導 格 


ひつ よう いじ ょ ) お お ひつ よう い じょう 


9) 必要 以上 に 大 きい 音 の よう に 、 必 要 以 上 に 厳し い の で 不快 な こと を 表す 


。 近所 の 目 が うる きく で 、 ミ を 捨て る の に も 気 所 を 使う 。 
* 目 が うる さい = 他 の 人 に いつ も 見 られ て いて 、 と が め ら れ 
そう な 気 が す る 

高校 に は うる きい 決ま り が た くさ ん あっ た の に 、 大 学 に な る 
と 急 に 自由 に な っ た 。 


口 小 う る さい 玉 : あま り 重要 で な いこ と まで 注意 する 
人 普 は 近所 に 小 うる きい お じき ん や お ば きん が いて 、 地域 で 子供 を 育て た も の だ 。 
口 日 うる さい 事 : こう た く 和 意 す る 
人 一 人 墓 ら し を 始め て 口うるさい 親 が いな く な っ て せい せい する か と 思っ た が 、 か 
えっ て 寂 し い 感 じ が し た 。 


文化 ノー トク 「 息 の 音 | は 雑音 と し て 「 う る さい 」 と 感じ る より も 、 風 流 と 捉え る ほう 
お お ょ し る た い お と た た 
が 多く 、[ 虫 の 声 」 と も 言わ れる 。 ま た 、 そ ば や う どん は 音 を 立て て 食べ 
た ほう が お いし そう で いい と され る 。 
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得度 が 強い ・ 大 きい 


ひと すぐ りっぱ 
騙 計 人 より 優れ て いて 立派 だ 
geat/admirable (person) 時 号外 内 時 叶 選 引 け エ 音 号 計 叶 比 他人 佑 秀 、 出 色 


3 の 

@ PD あの 方 は みん な か GR 僅 い 指導 者 な の で す 。 
@ N * 町 1 英 世 の よう な 伴い 学者 に りな さい 。 
人 A 2 


® 先生 と 呼ば れる 人 が みん 本 ‘わけ で は な い 。 


風 地位 や 身分 が 高い 


high (position/status) グズ 居 呈 介 直 9| 伴 プ 地位 高 及 身 傍 高 折 
| よく ち い み ぶん た か ひと ほか ひと ぐ お お ェ 
(6 特に 地位 や 身分 が 高い 人 は 、 他 の 人 より 優れ て いる こと が 多い か ら 


ひき さき 


* 取引 先 の 会 社 の 催 い 人 を 出 迎え た 。 
ロ 政府 の 伴い 役人 に は わが ま まな 人 が 多い 。 
® 彼 は プロ ジェ ク ト を 成功 させ た 後 、 特別 昇進 話し て 偉く な OSo 
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用 程度 が 強い ・ 大 きい 
very much る エト 村 叶 ・ ヨ サ 疾 重 、 所 害 、 不 得 了 
ひと すぐ と ふ だ ん て い ど つよ お お あら わ 
@ 人 より 優れ て いる よう に 、 普 段 の 程度 より 強い こと ・ 大 きい こと を 表す 


きょう 


・ 今日 1 は 昨 旧 と 比べ て えら く 寒 か っ た 。 6 
・ えら い 和 創 幕 で し か られ た 。 
。 絵 を 描い た ら え らく ほめ られ た 。 


* 馬 旬 の 用 法 で は 文末 に は 使わ れ な い 。 


に に 0 なら か 1 
[2a| 程度 が 強い ・ 大 きい の で 困る 
| awful の モエ 2| 分 叶 2 財 玉 人 記 井 計 叶 程度 高 得 赴 人 受 不了 、 只 不 消 


@ 程度 が 強い ・ 大 きい の で 、 そ の 結果 と し て 困っ た こと に な る か ら 
。 道 を 歩い て いた ら えら り 旧 = あっ た 。 
。 論文 の 資料 を な F く し て し まう な ん て 、 え らい こと に な っ て し 


まっ た 。 
。 君 、 を らい こと を し て くれ た な 。 ど 


どう 足 任 を 取る つも りか ね ? 


* [2a] の 用 法 で は 文末 に は 使わ れ な い 。 


文化 ノー トク 「 ち ゃ ん 、 え らい ね え 」 と 子供 の 行為 な ど を ほめ る と き な ど 、 目 上 の 人 
め し た ひと た い つか に し に ほん に く た い て き せい し ん て き 

が 目下 の 人 に 対し て 使う 。 ま た 、 西 日 本 で は 、 肉 体 的 ・ 精 神 的 に 「 き つい 」 

と いう 意味 で 「 え らい 」 を 使う 。 
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か ず りょう 
馬 因 数 ・ 量 が た くさ ん ある 
many, much グチ ・ 9] 嘩 中 数 量 入 多 


i 軒 ・ 槍 華 原 の 歩 重 天 国 は 人 が 多かっ た 。 
8 間 ぎっ よう ほん ら 


* 雑用 が 多く て 本 来 の 仕事 が は か どら な い 。 
と し お お 
RR 。 今 年 も 雨 が 少な を い が 、 そ れ で も 夫 年 より は 多い 。 


* 二 つ を 比べ て 多少 に つい て 言う 場合 に は 、 数 ・ LA 
上 同 っ て いれ ば 「 多 い ] と 言え る 。 だ か ら 、- : 般 的 に 
数 ・ 量 が 少な い 場 で あっ て も 、 の 間 っ cu 
[多い 」 と 言え る 。 


旬 気 が 多 い : すぐ に 異性 の こと が 好き に な る 性 格 
人 0 あの 人 は 気 が 多 すぎ て 、 一 人 の 人 に 決め られ な い の で 、 い 
つま で た っ て も 結婚 で き な い 。 
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お お い 


わり あい 


出 則 割合 が 大 きい 


most the majority / ( 千 対 千世 ) 本 儲 | 等 中 比率 大 


か ず りょう 


(@ 数 ・ 量 が た くさ ん な の で 、 全 体 の 中 で 占め る 割合 も 大 きい か ら 


き ょ ね ん せん き ょ みん し ん と う と う 0 ょ う ひと お お 
< ・ 去年 の 選挙 で は 民 新 党 に 投票 し た 人 が 多かっ た 。 
か いし ゃ きつ えん し ゃ ほう お お 
寺 。 ・ うち の 会 社 は まだ 喫煙 者 の 方 が 多い 。 
じょう ほう か 65 し ん よう ば あい お お 
・ マス コミ の 情報 で あっ て も 、 必 ず し も 信用 で き な い 場合 も 多 
い 。 


ひん ど た か 


頻度 が 高い 
frequent 中 エ 2 等 叶 疾 率 高 
と 


@ 数 ・ 量 が た くさ ん ある よう に 、 回 数 が 多く 度数 が 高い こと を 表す 


記 の まこ の あ 、 菩 は 遅刻 が 多 す ぎる ぞ 。 
こん げ つ 。 あめ 。 ひ お お 
s 今月 は 雨 の 日 が 多かっ た 。 


こう き て ん きい きん こう つう じ ご お お 
・ この 交差 点 で は 最近 、 交 通 事故 が 多い 。 
関連 語句 


[ロロ 愛 く の + 名 詞 : 「 多 い 」 を 名 詞 の 前 に 置く 場合 は 、「 多 く の 」 と いう 形 に な る 。 
お お ひと て ん らん か い い お お ひと て ん らん 人 かい い 
〇 多く の 人 が 展覧 会 行き まし た 。 x 多い 人 が 展 監 会 に 行き まし た 。 
お お お お 
口 多 さ 回 : 多い こと 


叶 お お きい (p79)、 す く な い (p167) 
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お お きい 


お お きい | ん 5、 科 第 、 ぉ ぉ 層 い に 、 凌 
⑤ 


サイ ズ が 上 回 っ て いる 


お ん リ ょ 


音量 が ある 


ど りょう き た い 


度量 ・ 期待 が 
大 い に あ る 
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お お きい 


駅 罰 サイ ズ が 上 回 っ て いる 


large/big (size, area) “ ヨ 2| 2 早生 和正 舎 避 叶 尺 寸 机 直 


(る ま 


・ 大 き い 十 は 燃 紅 が 悪い 。 
+ ・ 背 が 高く て 手足 が 長い 人 に は 、 大 きい ベッ ド の ほう が 向い て 


いる 。 
や っ ぱり 横綱 は 大 きい な あ 。 


りょう 


風 還 数 ・ 量 が 多い 


large/great (number amount) 年 ・ 立 9| 必中 数 大 量 多 


も の か ず りょう お お ぜん た い ま お お っ 
@ 物 の 数 ・ 量 が 多い と 全体 の サイ ズ が 大 きく な る か ら 


お お 
* 8 は 3 より 大 きい 。 


〇 
ぶ 9O) ・2000c ょ り 拓 和 が 洋 き い 音 は 科 金 帝 く な る 。 
OO/  。 交 米 が 突き すき る と 、 ク レジ ッ ト カ ー ド で は 支 赤 い が で きま 


せん 。 


お お な いち まん えん きつ こう が く し へ い 


大 規模 だ 


big (scale) / 半 品 外 ト ヨロ ノ 規 模 大 


| @9 物 の サイ ズ が 大 きい よう に 、 出来 事 の 規模 が 大 きい こと を 表す 


原 が ・ 週末 に に 大 きい コン サー ト が 開か れ た 。 
tr M ・ 毎年 、 京 都 で は 大 きい お 祭り が 開催 され る 。 
NR 0 。 こ の マラ ソン 大 会 は 1 万 人 も 参加 する 大 きい 大 会 で す 。 
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お ん りょう 


|1b] 音量 が ある | 
]oud (sound) プ 合 司 9| ヨプ 音 量 大 


お ん りょう 


@ 物 の サイ ズ が 他 よ り 大 きい よう に 、 他 に 比べ て 音量 が ある こと を 表す 


4 ン ・ スピ ー カ ー の ボリ ュー ム が 大 きい 。 


eK ・ ラ ジオ の 音 を 大 きく し て 聞く 。 


。 も っ と 大 きい 声 で 話し て くだ さい 。 


な か み 


中身 が 多い 
large (container vessel) 相生 時 9] 避 中 内 含量 多 


< 一気 に 大 きい ジョ ッ キ を 飲み 手 し た 。 
だ い か ぞ く お お な べ ま か ら 
・ うち は 大 家族 な の で 、 大 きい 鋼 で も あっ と いう 間 に 空 に な る 。 


ゆう し ょ う 


< 横綱 は 優勝 の 祝賀 会 で 大 きい 杯 を 一 気 に 飲 み 寺 し た 。 


2a | 組織 の 人 が 多い | 
big (organization) / 到 用 引 1 邊 9| 登 叶 ンプ 狙 須 拘 成人 員 多 
いん お お 


入れ 物 の サイ ズ が 大 きい と 中 身 が 多い よう に 、 組 織 が 大 きい と 構成 員 が 多い か ら | 


し % う し 


・ 族 職 する な ら 、 や ゃ っ ぱり 大 きく て 安定 し て いる 会 社 の ほう が 
あん し ん 
安心 と 思う 3 o 
Ww 。 1 と ち 
< 学生 が 40 人 も いる 大 きい クラ ス な の で 、 先生 の 目 が 行 「 き 届か 
な い 。 


うん どう けっ か いち ば ん お ば うり ょ (だ ん 。 か いさ ん 


・ 市 民 連 動 の 結果 、 日 本 で 一 番 大 きい 暴 団 が 解散 し た 。 
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お お きい 


て い ど つよ お も 
芽 罰 程度 が 強く 、 重 い 

heavy (impact, etc.), great (degree) / 計 豆 外 な 和 引 叶 , 入村 摩 重 、 重 大 
@ 物 の サイ ズ が 大 きい よう に 、 程 度 が 他 を 上 回 っ て いる こと を 表す 


ふる 。 いえ じ し ん ひ が い お お 
* 訓 い 家 は 地震 の 被害 が 大 きか っ た 。 
(る ま は い か ん きょう あ た 26 えい きょう お お 
* 車 の 排ガス が 環境 に 与え る 影響 は 大 きい 。 
みち きき お お みぎ ま 
ゃ この 道 は 、 そ の 先 で 大 きく 右 に 曲がっ て いる 。 


= Uw う よう 


[3a] 重要 だ 


| important プ ぞ 品 村 中 重要 


| と く Ue うぅ よう せい て い ど ほか うわ まわ あら わ 
| 紛 特に 重要 性 の 程度 が 他 を 上 回 っ て いる こと を 表す 


| 
| 


2 。 今 月 に 入っ て か ら 大 きい ニュ ー ス ば か り 続 いて いる 。 
ゆう し ょ う か れ か つや く お お 
eR 。 う ちの チー ム が 優勝 で きた の は 、 彼 の 活躍 が 大 きか っ た 。 
) か いし ゃ 。 し ん 


8 お お や くわ り に な 
に 会 社 の 新 プ ロ en ト で 大 きい 役割 を 担っ て いる 。 


ね ん れい た か せい 5 ょ 3 
年 齢 が 高く 、 成 長 し て いる 
grow bigger/older |2 ト 吉丸 人 3 寺村 中 年金 大 、 年 胡 


年齢 が 高い と 、 成 長 し 、 体 も 大 きく な る か ら 


あか ぼう (0f ゅ ま 。 お お 
* 赤ん坊 だ っ た 娘 も 、 あ っ と いう 間 に 大 きく な っ た 。 


・ 僕 の 大 きい 見 は 高校 生 で す 。 
ーー 


。 わ た し は 大 きく な っ た ら 、 整 宗 飼 に な り た い 。 


ど りょう き 


度量 ・ 期 待 が 大いに ある 


broad-minded, great (expectations) 所 寺 ・2| 本 オヨ 中 度量 大 、 期待 高 
) 物 の サイ ズ が 大 きい よう に 、 度 量 ・ 希 望 ・ 期 待 な ど が 十分 に ある こと を 表す 


。 室 くじ を 買う た びに 、 い つも 大 きい 期待 を 持っ て し まう 。 
し ゅ じん ど 5 ょ う お お し っ ぱい ゆる 

。 主人 は 度量 が 大 きく て 、 ど ん な 失敗 で も 許し て くれ る 。 
か れ し ょ うら い お お き た い 

。 彼 は 将来 を 大 きく 期待 きれ て いる 。 
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お お きい 
関連 語 全 


お お めい し 。 まえ お お は こ 。 お お 。 は こ 9:5 は ほう  #A ち 5 か の う お お 
大 き な 圏 : 名 詞 の 前 で は 「 大 きい 箱 ] 「 大 き な 箱 ] の 両方 の 形 が 可能 。 た だ し 、「 大 き な 」 

けい よう し れん た い し ぶん まっ は こ お お い ちい 
は ナ 形容 詞 で は な く 、 連 体 詞 な の で 文末 で 「 箱 が 大 きだ 」 と は 言え ない 。 ぐ 小さ 
な 


大 きい 前 を する : 何 も 芝 れず 、 自 分 勝手 に ふる まう 
お お か お ほう だ い っ ぱい 

例 ) あい つ は 大 きい 上 顔 を し て や り た い 放題 だ が 、 い つか きっ と 失敗 する ぞ 。 
お お くち お お い じ ぶん じ つ り ょ く か ん が ひ げん じ つ て き い 
大 きい 口 を きく / 大 きい こと を 言う : 自分 の 実力 を 考え な いで 、 非 現実 的 な こと を 言う 

お お 《 ち じ っ こ う と し ん よう 
多 大 きい 日 を きい て も 実行 が 伴わ な いと し まい に は 信用 を な くす 。 
気 が 大 きい : 細か いこ と を 気 に し な い 

校 し き お お だ れ けっ 
例 ) 私 は 酔っ て 気 が 大 きく な る と 、 誰 に で も お ご っ て し まっ て 、 結 
る 。 


か い 


の 日 に 後悔 す 


きつ ぎ 


お お い (p77)、 た か い (p182)、 ち いさ い (p.194)、 ひ ろ い (p236) 


お か し い 


※「 可 笑 し い 」 は 特別 な 読み 方 


お か し い 


ふ つう ち が へ ん 
騙 叶 普通 と 違っ て 変 だ 
strange, unusual 信 分 計 1 谷本 中 村 王 中 プ 和 一 般 不同 、 信 人 奇怪 、 不 正常 


。 ノ ー ト パソ コン の 調子 が どう も お か し い 。 
あめ P コ は きょう て ん き 
。 南 が 降っ た り 晴 れ た り 、 今 日 の 天気 は お か し いで すね 。 
か れ に ほん ご じ し k う ず 
。 彼 の 日 本 語 は 上 手 な ん で すけ ど 、 ど こ か お か し いん で す よ 。 
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お か し い 


“ せい し ん じょう た い yj 


a 休 調 ・ 科 状態 か 変 た | 
wrong/strange (physical/mental condition) / 理 ・ る 人 分 刑 2 ト 9| 盆 叶 中 身体 状況 及 精神 状 灰 出現 昇 | 


常 
3 和 が 普通 と 違う よう に 、 体 調 ・ 精 神 状態 な ど が いつ も と 違っ て いて 変 な こ 


表す _ 


今朝 か ら ど う も 胃 が お か し い 。 
Ck 
カラ オケ を し すぎ て 声 が お か し く な っ た 。 


こう どう 


op 様子 ・ 生 動 が 楼 だ 


8 (behavior) 下谷 ・ 型 9| 9] 谷村 中 プ 欄 子 及 行 効 不正 常 、 反 党 


| @⑳ 特に 人 の 様子 ・ 行 動 が 普通 と 違っ て いて 変 な ご こと を 表す 


。 あの 男 は 、 家 の 前 を 行っ た り 来 た り し て いて な ん か お か し い 。 
きょう か の じ ょ うす 
。 潤い た か と 時 \ っ た ら 笑っ た り 、 分 日 の 彼女 は 様子 が お か し い 。 
だ 
急 に 会 社 を 辞め る と 言い 出す な ん て お か し い 。 


2 ん り も む UA 
論理 が 矛盾 し て いる 
strange (logically),erroneous プ 芯 可 | 呈 将 作 引 中間 相 上 前 后 出現 矛盾 


1 物 が 普通 と 違っ て いる よう に 、 論 理 が 正常 と 違い 、 矛 盾 し て いる こと を 表す 


awkward, unfitting 召 天 2| 合 叶 / 次 者 不 相 配 


つう じょう 


! @ 組み 合わ せ が 通常 と 違っ て いて 不 釣合い な 


こと を 表す 


。 お まえ 、 水 著 に へ ヘル メッ ト は お か し い だ ら | 
そう ふ 
< 発 式 に 自 い 服 は お か し いで す よ 。 
ろう どう じ か ん 0 うり ょ う な に 
。 こ の 労働 時 間 に こ の 給料 な ら 何 も お か し く は な い 。 
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お か し い 


お も し ろ 
面白 い 
funny, amusing / 玖 可 駅 司 / グ 可 笑 、 滑稽 


(@ 普通 と 違っ て いて 面白 い 


+ < 彼 の 顔 が お か し く て 笑っ て し まっ た 。 
CN か れ みな 5 
| FD) ・ 彼 の ジョ ー ク は いつ も お か し く て 、 皆 を 笑わ せる 。 
/ ノ わら と 
き \ ・ お か し すぎ て 、 笑 い が 止 ま ら な い 。 


関連 語句 


お か し な 固 : 名 詞 の 前 で は 、「 お か し い 話 」 「 お か し な 話 」 の 両方 が 可能 。 し か し 、 ナ 
まゆ 


けい よう し れん た い し ぶん まつ Ii239 い 
形容 詞 で は な く 連 体 詞 な の で 、 文 末 で 「 あ の 話 は お か し だ 」 と は 言え な い 。 


文化 ノー トク 「 お か し い 」 は 「 お も しろい] と 似 て いる が 、「 お も し ろ い 」 の よう に 「 興 
み ぶ か い み に ほん ぷん か じゅ きょう 
味 深い 」 と いう 意味 が な い 。 そ の た め 、 | 日 本 文化 の 授業 は お か し い 」 と 


きょう み 


、 ネ ん に ほん ぶん か 。 じゅ ぎょ 3 ま か 、 い み 8 ゎ 
いう 文 で 、| 日 本 文化 の 授業 は 興味 深い ] と いう 意味 を 表す こと は で き な い 。 


86 


お そろ し い 


お そろ し い キョ ウ ( 的 怖 )、 お そ ( 恐 れる ) 


② 


村橋 いと 感じ る 


fightening 時 対生 含 中 中 ン 感 到 害 


~~ あ ね お そ きょう そう ど な 
A で さぶ ヾ 、 ・ 姉 は 恐ろし い 形 相 で 怒鳴 っ た 。 

ご 胃 どう わ お そ か いぶ っ で HCL お お 
り ) ・ ヨー ロッ パ の 童話 に は 麗 ろ し い 怪 物 が 出 て くる 話 が 多い 。 


4 。 こ の 映画 の 結末 は と て も 英 ろ し いも の だ っ た 。 
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お そろ し い 


・ 声 が 怖い 


ょ の じ ょ 


女 は 部 ろ いい MO 吉 『 を あげ て 逃げ た 。 
恐る し い 悲 鳴 が 時 間 か ら 聞こ えて きた 。 
れ た ピア ノ が 欧 ろ し い 音 を 放つ 。 


2 
Re 


ES 


て い ど 868 
程度 が 甚だ し い 
tremendous る 2 ト 可 字 玉 計 中 昼 人 的 程度 


きょう ふ な み は ず 


《6) 麗 怖 を 感じ る ほど 程度 が 並外れ て いる こと を 表す 


お そ {4 む 
。 欧 ろ し い ス ピー ド で 車 が こっ ち に 向かっ て きた 。 
\ れ へ や お そ た な 
。 彼 の 部 屋 は 護る ろ し いく らい 汚い 。 
お ちか ら も 
。 トム さん は 、 世 ろ し い ほ どの 力 を 持っ て いる 。 


serious/dreadful (disease, situation, etc.) プ 天井 村 中 産 重 
きょう ふ 


(@ 宙 怖 を 感じ る ほど 深刻 だ 


お そ びょう き ひと 
* 現代 社会 に お ける 葉 ろ し い 病 気 の 一 つが 、 が ん で ある 。 
お そ い や ん せい 
s た ば こ に は 恐ろし い 依 存 性 が ある 。 
か ん きま ょ う は か い つづ お そ し ょ うら い ま 
* この まま 環境 破壊 が 続け ば 、 恐 ろ し い 将 来 が 待っ て いる 。 


叶 すご い (p169) 
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お も い 


ふく 


)、 え (八重 桜 ) 、 か さ ( 重 な る 、 重 ね る ) 


)、 チ ョ ウ ( 重 


体 (の 部 分 ) が 重く 
感じ る 


2 
病気 ・ け が ・( 精 的 
な ) 傷 の 程度 が 大 きい 


3 


ふ た お 


担 が 大 きい 


動か し に くい 


悩み ・ 心 配 が あっ て 競技 で 攻略 され 
: に くい 


雲 な ど が 消え に くい 


|4d| 
消化 し に くい 
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お も い 


じゅ ぁ う りょう そう と う 


本 貫 重量 が 相当 ある 
heaw (weight) / 理 鹿 外 分 写 叶 中 有 相 当 的 重量 


s この か ば ん は と て も 重い 。 
さい き た いじ 9 う 。 お 

。 最近 、 体 重 が 重く な っ て きた 。 
りく じょう いち ば ん お も どう ぶつ ぞう 

。 陸 上 で 一 番 重 い 動物 は 象 で す 。 


が 5 た 。 ぶさ ん 、 お も か ん 
体 ( の 部 分 ) が 重く 感じ る 

heavy/languid (feeling in the body) / 理 ( 引 当時 ) 9| 台 有 エエ 下村 ン 身体 (一 部 分 ) 感 到 入 泊 え 重 、 

不 和 釘 惣 


も の 。 お も ee 9 時 ぷ ぶん 、 お も か ん しき あ 5 わ 
(@ 物 が 重い よう に 、 特 に 体 (の 部 分 ) が 重く 感じ られ る こと を 表す 


か 5 だ 


4 まり まお る も 
? 。 鉛 の よう に 頭 が 重い 。 
ー を か ぜ か 5 だ お も 
&Y ・ 風 閉 で 体 が 重い 。 
条 口 が 重い : あま り 話 さき ない 


て くち 3 も する ミコ は な き 
例 ) あの 人 は 口 が 重く て 、 人 前 で 話す の を 聞い た こと が な い 。 
お ね む 
殺 まぶた が 重い : 眠い 
る お も 
例 ) 尽 ご は ん の 後 は いつ も まぶた が 重く な る 。 


上 3 き せい し ん て き きず 。 て い ど お お 
病気 ・ け が ・( 精 神 的 な ) 傷 の 程度 が 大 きい 
serious/severe (illness, injury emotional pain, etc.) / 朝 ・ 早 倫 ・( 和伸 中 ) 祭 利 引 8 挟 介 中 叶 。 


病 得 重 、 伏 得 不 経 、( 精 神 上 ) 受 到 入 大 打 市 
お お お も も の お お びょう き お お か 5 だ 、。,、 お お 
@ 大 きく て 重い 物 の よう に 、 大 き な 病 気 や 大 けが を し て 、 体 へ の ダメ ー ジ が 大 きい こと 


お も 75 き 
* 重い 病気 に か か っ た 。 


@ 
PS じ けん 2 お も きず お 
* 事件 に よっ て 心 に 重い 傷 を 負っ た 。 


(すり お も さく さ よう 
この 薬 に は 重い 副作用 が ある 。 
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お も い 


ふ た ん お お 
諾 紀 負担 が 大 きい 
heavy (burden) 時 号 9| ヨ 中 負担 重 


(@ 年 い 物 は 体 へ の 負担 が 大 きい よう に 、 


し っ ぱい せき に ん お も 
見 失敗 し た 責任 は 重い 。 
こ ども りょう し ん き た い お も た い へ ん 。。 
* 子供 た ち は 両 親 か ら の 期待 が 重く て 、 大 変 だ 。 
まわ お も Pe 
* 周り か ら の 重い プレ ッ シ ャ ー を 受け と め る こと が で き な か っ 


た 。 
ーー 
税金 が 多い 
heavy/high (taxes) 介 言 9| 登 叶 プ 税金 多 
お お 


© 大 きく て 重い 物 の よう に 、 税金 が 多く て 負担 に 太 じ る こと を 表す 


お も ぜ い き ん 


* 重い 税金 が 湖 き れる 。 


e 

cd3 
hd 
3 
Vr 
忌 3 
8 
則 
と いう 
$* 
ぶ 
(て 
Ry 

3 

No) 

す 

nk 

o 


本 うー うー てい 、 お お 
ji の 和 区 きい 
heavy (punishment) / 到 ・ 中 引 3 エ 人 F ユ 叶 / 晶 情 族 重 、 邊 纏 亡 審 


⑫ 大 きく て 重い 物 の よう に 、 軒 ・ 六 の 程度 が 大 きい と と を 表す 


た いき ん 


. 生島 ん で 凍 い 俳 に に 問わ れ た 。 


けい び ぴ 。。 じ け ん は ん けつ で 52 
軽微 な 事件 な の に 、 予想 よ り ず いぶ ん 重い 判決 が 出 て 、 驚い 
て いる 。 


か い が い RUD2D ま は ん お も ば っ う 
* 海外 で は 、 麻 楽 の 所 持 は 日 本 より ずっ と 重い 浪 を 受け る 。 
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お も い 


っ 


FE= く 

[3c] 深刻 だ 

| heavy/serious (issue, topic, etc.) 人 合計 中 況 重 、 重 大 、 峯 重 
し ん こく ふ た ん 

| 9 深刻 な こと は 負担 に な る か ら 


。 あ の 二 人 に は 、 な に か 重い 雰囲気 が た だ よっ て いる 。 
は な あ お も 
この テー マ は ここ で 話し 合う に は 重 す ぎる 。 
えい が せん そう ぁ っ か お る さく ひん 
この 映画 は 戦争 を 扱っ た 重い 作品 だ 。 
か く も ん だ い お も う る ひつ よう 
・ 核 の 問題 に つい て 重く 受け 止め る 必要 が ある 。 


う ご お そ 
動き が 遅い 
slow-moving, hefty (data file) / 秋 2 有 計 9| 三 可 時 / 効 作 送 重 
@ 重く て 動き に くい 物 の よう に 、 動 き ・ 進 度 が 遅い こと を 表す 


お も し な と 計 おお 
* パソ コン が 重く て 仕事 が 進ま な い 。 
て ん 1 お る = そう し ん 
* 添付 ファ イル が 重 す ぎ て 送信 で き な い 。 
か れ みさ お も か ん 
e 彼 の ダン ス は 動き が 重く 、 リ ズム 感 が な い 。 


[4a] 動か し に く い 

| hard to move / 音 人 引 2| 憶 言 中 人 礁 以 移 効 、 拍 効 、 抑 | 

| @) 重い 物 の よう に 、 動 か そう と し て も 動か し に くい こと を 表す | 

。 自転車 の ペダ ル が 重い 。 

。 ドア が 重く て 押し て も 開か な い 。 

・ ハ ンド ル が 重く て 切り に くい 。 *「 ハ ンド ル を 切る ] = カカ 
を 加え て 方 向 を 90 度 変え る 。 

< 仕事 が うま くい か ず 、 重 い 足 取り で 家路 に つい た 。 
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[45] 織 披 で 攻略 され に くい | 
powerful (skill/technique in sports) 2| 引 人 | き 必 写 叶 2| 引当 時 比 養 中 進 以 被 十 到 | 


@ 重く て 動き に くい 物 は 、j 必中 も し に くい か ら _ 


・ あ の 力士 は 春 が 重く て 安定 感 が ある 。 
・ あ の 投手 は 重い 球 を 投げ る 。 
Um う どう せん し 9 。。 か は ん し ん お も か ん た ん な 
* あの 柔道 選手 は 下半身 が 重い の で 、 そ うそ う 簡 単に は 投げ ら 
れ な い 。 
雲 な ど が 消え に く いい 
thick (clouds, etc.) プ 〒 登 号 9l 符 作 革 |2| 司 叶 去 等 徐 軍 着 、 准 以 消失 


い どう 


き に くい 物 は 、 移 動 し て 消え る と と も 難し いか ら | 


* 空 に 室 が 重く 垂れ 込め て いる 。 
° さっ きま で 晴れ て いた の に 、 気 が つく と 、 あ た り 一 面 に 雨雲 
が 重く 垂れ 込め て いた 。 


|4q| 消化 し に くい 
| heavy (on the stomach) プ 全 膨 2 ト 相 選 人 準 以 消化 


@F 動か ず 、 変化 し に くい 物 の よう に 、 食べ 物 が 消化 され に く いと と を 家 す 


* 後 遅く に 天井 の よう う な 重い 食事 を と る の は 体 に よ く な いで す 


よ 。 
eS あさ お も 
ーー * 朝 か ら ト ンカ ツ は 重 すぎ る 。 


。 重 いも の を 食べ 続け る と 、 胃 が も た れる 。 
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お も い 


や し ん ば い ゆう 3 っ 
回 国 悩み ・ 必 配 が あっ て 憂鬱 だ 
depressed (from distress/anxiety) エ 中 ・ 計 入ら 中 征 飼 填 叶 燃 居 、 担 心得 使 人 郁 賠 


@ 重い 荷物 が ある よう に 、 悩 み ・ 心 配 事 が あっ て 、 愛 鬱 な 気持 ち に な る こと を 表す 


に 


恋人 と 別れ て 気分 が 重く 、 何 も や る 気 が 起き な いん で す 。 
の 仕事 を や る の は 気 が 凍 い 。 
の 言っ た 一 言 で 、 彼 女 の 心 は 重く な っ た 。 


@ 


ミィ 7 


か れ 


に 


お と びく ふと 
左 計 音 が 低く て 太い 
low/heavy (sound) プ 全 本 2 鞭 エ 詩 時 声音 低 激 粗 が 
お お お も か ん トド お と あぁ 5 わ 
@ 大 きく て 重い 感じ の する 音 を 表す 


ふか お も 。 ね いろ 
* この チェ ロ は 深く 重い 音色 だ 。 
か れ こえ ひく お も 
* 彼 の 声 は 、 低 く 重 か っ た 。 
お も も 大 な DA 
es 重い エン ジン 音 が 鳴り 響い て いた 。 
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お も い 
関連 語句 

お も お も CL じ 5 う だ い お こそ か ん 

四 重々 し い 鏡 : と て も 重大 ・ 茂 か な 感じ が する 
し ちょう お も お も く ちょ う た いか い か いか い せん げん 

例 ) 市 長 が 重々 し い 口 調 で 大 会 の 開会 の 宣言 を し た 。 

お ふん い き くら いん うつ か ん 
上 午 共 し い 玉 : 気 が 時 く 、 陰 馬 な 感じ が する 

3 こく ま ん か い U ょ う お も くる ふん い き つら 
例 ) 自国 の チー ム が 負け て し まい 、 応援 会 場 は 重苦しい 究 囲 気 に 包ま れ た 。 
お も て い ど 
目 重 さ 回 : 重き の 程度 
お も か 

例 この パソ コン の 重 さ は た っ た の 900 グラ ム で 、 と て も 軽い 。 
1 お も お も お も お な つか お も は な ひと し ゅ か ん 
中 重たい 田 : 「 重 い 」 と 「 重 た い 」 は 同じ よ ょ うに 使え る が 、「 重 た い 」 は 話す 人 の 主観 

お も か ん き も つよ あぁ 5 わ 

(重い こと を 感じ て いる と いう 気持 ち ) が より 強く 表 さ れる 。 

ご ポポ を ね き 9 う お も 
狼 だ っ こし て いる 子供 が 竣 る と 急 に 宣 た く な る 。 


し うだ し こと ば 


口 潮 み 四 : 重い 感じ 。 重 大 。 価 値 が 高い 全 あの 人 の 言葉 に は 重み が な い 。 


し ょ うき ょ (て き 


庁 訂 が 重い : 何 か を する こと に 消極 的 で な か な か 行動 に 移さ ない こと 。「 尻 が 重い 」 も 同じ 。 
「 尻 が 軽い 」 は 積 板 的 な 行動 に は あま り 使 わな い が 、 浮 気 の 意 味 で 使わ れる 

例 役所 が 腰 が 重い こと は みん な よく 知っ て いる 。 

重い 腰 を 上 げ る : 普段 は 何 か を する こと に 消極 的 な 人 や 組織 が 、 よ う や く 行 動 を 起こ 
すこ と 

人 新聞 で 取り 上 げ ら れ て 、 よ う や く 役 所 も 重い 腰 を 上 げた 。 

筆 が 重い : 書く 内 容 が 思い つか な か っ た り 、 ま と ま ら な か っ た りす る た め 、 す ら す ら 
文章 を 書き 進め られ な い 様 子 を 表す 。 反 対 の 意味 は 「 華 が 軽い ] で は な く 、[ 筆 が 速い 」 
思い う 

例 ) 原稿 の 締め 切り が も うす ぐだ と いう の に 、 筆 が 重く て 仕事 が は か どら な い 。 


上 記 か る い (p104) 
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か た い 


硬い 、 堅 い 、 固 い 


コウ (硬度 ) 


気持 ち が 揺るが な い 


4 


し っ か りく っ つい て 土 り が し っ か り し て 
いる いる 


関係 が し っ か り し て 
いる 
本 湖 力 を 加え て も 変形 し に くい 


hard/rigid (object) 音信 2 記 旬 列 下 習 避 2| 人 中 ノ 用 力也 不易 変形 


es この アイ スク リー ム は 便 す ぎる 。 
。 硬い ベッド に 寝 た の で 背中 が 痛く な っ た 。 
。 こ の 肉 は 硬く て 、 か み 切 れ な い 。 
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か 5 た ま 
体 が 曲げ に くい 
stiff (body) / 理 9| 生計 計 ス | 深 同 / 身 体 誰 以 答 曲 


か 5 た じ e う な ん せい 


@ 物 が 曲げ に くい よう に 、 体 に 柔軟 性 が な く て 曲げ に くい こと を 表す 


大 人 に 
A 欠 ・ 和則 ポー ル は 投げ られ な い 。 
・ 指 が 硬い 人 は ビア ノ を 弾く の に 音 労 する 。 


] - どう さ ひょう じょう 


| |1a| 動作 ・ 表 情 が ぎこちない 


tense/stiff (movement, facial cxpression) き 伸 ・ 半 9| 引 2H 千 中 プ 効 作 表情 不 自然 、 拘 導 


きん ちょ う きん に く か た どう さき ひょう じょう 中 あぁ 5 わ 
(@ 緊張 な ど で 、 筋 肉 が 硬く な る の で 、 動 作 ・ 表情 が きこ ちな いと と を 表す 


° A 社 の 最終 面接 で は 渦 張 し すぎ て 硬く な * っ ちゃ っ た 。 
* 初め て の 試 人 な の で 選手 の 動き が 便 い 。 
* 写真 を 撮ら れる 時 は いつ も 表情 が 硬く な っ て し まう 。 


0 が A が 。 か た be うな ん 

牟 軸 考え 方 が 柔軟 で な い 

l obstinate, stubborn 介 伸 引 章 杏 人 対 9] 包 圧 / 思 考 方 式 信 化 
し e う な ん せ | 


@ きえ 方 が 固く て 変わ ら ず 、 秒 軟 性 が な く 融 通 が 利 か な いと と を 表す 


か た い 


。 そ ん な に 問い こと ば か り 言 うな よ 。 
か た ひと いっ し ょ 
。 固 い だ け の 人 と は 一 緒 に いて も つま ら な い 。 
か た お 
。 あ ん な に 固い や つ だ と 思わ な か っ た 。 


9 うな ん せ 


旬 頭 が 固い : 考え 方 に 未 性 が な い 。 融通 が 利 か な い 


例 ) あい つ は 頭 が 固い か ら 、 受 協 す る と いう こと が で き な い で 、 


損 ば か り し て いる 。 
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か た い 


ひ ょ う げ ん せい し き 


a 実現 が 正式 で 崩れ な い 」 
formal/stiff (language) / 笠 記 9] 鹿 用 村 エ き 芋 本 9| 毛 叶 表 送 生 便 


か ん が 。 か た 


@ 考え 方 が 変わ ら な いよ うに 、 規範 的 で 正式 な 表現 が 崩れ な いこ と を 表す 


へ ~ 四面 基 丈 | * 彼 の 書く 文章 に は 硬い 言葉 が 多い 。 
困 果 応報 へ | ・[ 一 で ある 」 は 「ー で す 」 より 硬い 言い 方 だ 。 
へ 我 田 引 K| 役所 の 文章 は 使 す ぎ て 、 分 か り に くい 。 


りょう げん な いよ う 


[2b] 表現 ・ 内 容 が 面白 く な い 


formal/stiff (expression), serious/straitlaced (content) 芝居 ・ 山 合 9| 玉 可 留 中 / 表 基 、 内 容 枯 召 元 味 


@ 表現 が 変わ ら ず 、 自 由 さ や 面白 み が な いこ と を 表す 


5 ゆ 

[2c| 許さ な い 

| strong (prohibition) / 相 きす 村 | 避 叶 彦 禁 、 固 辞 

9 考え が 変わ る こと が な いよ うに 、 決ま り を 変え て 許す と と を し な いこ と を 表す 


5 ・ ご 州 の な い 方 の 駐 凍 は 回 く お 断り し ます 。 
・ 試験 中 の 不正 行為 は 固く 禁ず る 。 
・ 衛 者 様 か ら の 医師 ・ 者 護 師 へ の 金品 は 固く : 退 させ て 頂い て 


お り ま す 。 


。 ま だ まだ デッサン の 線 が 健 い な 。 
じ か ょ う せ つ ひょう げ み Let か た U ょ う か 
。 初めて 書い た 小説 は 表現 が 未熟 で 硬い と 評価 され た 。 
さけ せき か た は な し お お た の 
。 お 酒 の 席 で すか ら 、 硬 い 話 は や め て 、 大 い に 楽 し み ま し ょ う 。 


き も ゆ 
気持 ち が 揺るが な い 
frm/resolute (belief conviction、etc.) 可 侍 中 音 言 骨 9| 鹿 中 プ 少 定 、 泡 決 
6 


Q 物 に 力 を 加え て も 状態 が 変わ ら な いよ うに 、 気 持ち の 状態 が 変わ ら な いこ と を 表す 


か れ い 。 も か た ゆう わく ぜったい ま 
* 彼 は 意志 が 固い の で 誘惑 に は 絶対 負け な い 。 
Fe 


。 固 い 信念 を 持っ て いる 。 “ 
。 あ の 会 社 の 将来 の 復活 を 固く 信じ て いる 人 が た くさ ん いる 。 
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か た い 


証し っ つか りく っ つい て いる 
tightfirm (things joined together) 選 呈 | 芋 9] 以 相 プ 緊 紫 地 眼 着 、 粘 着 


旨く っ つい た 状態 で 離 そ うと し て も 離せ な いよ うに 、 し っ か り 結 合 し て いる こと を 襲 す 


・ 瓶 の ふた が 固く て 開け られ な い 。 
。 人 入り 口 の ドア を 固く 閉ざす 。 

。 鞭 の 紐 を 固く 結ぶ 。 
固い 提 手 を 交わ す 。 


ーー ニュ ーー ュー ニー 
4a| 守り が し っ か り し て いる 
| solid/close (defense),guarded プ 味 引 2 逢 人 4 計 プ 防 守 入間 
| し っ か りく っ つい て いる よう に 、 し っ か り 等 られ て いて 攻撃 する 隙 が な いこ と を 表す 
し Le ぴ か た 

すっ = ルル s あの ゴー ルキ ー パ ー の 守備 は 堅い 。 

こう げき 。 そ な ま も か た 。 し ろ っ < 
* 攻撃 に 備え て 、 守 り が 堅い 城 が 作ら れ た 。 

か た ほん と う は な 

8 ・ ガード が 堅く て な か な か 本 当 の こと を 話し て くれ な い 。 
か ん けい : 
関係 が し っ か り し て いる | 
solid (relationship, unity) 年 名 な 引 呈 人 ズ 甘 系 皿 密 


物 と 物 と が し っ か りく っ つい て いる よう に 、 人 と 人 と が し っ か り 結 び つ いて いる こと 


けっ そく か た 
e この チー ム の 結束 は 固い 。 
せい こう か た だ ん けつ ひつ よう 
この プロ ジェ クト の 成功 に は 固い 団結 が 必要 だ 。 


| certain, definite 時 福引 中 ン 克 人 和 
| @ 形 が 変わ ら ず その まま の よう に 、 


つぼ まん えん か た 
・ こ の 章 な ら 、100 万 円 は 葉 い で す ょ 。 


つぎ せん き ょ と う せん か た 
* 次 の 選挙 で の 当選 は 堅い 。 
ご うか く か た 


か れ いま が くり x< だ い が く : 
* 彼 の 今 の 学力 な ら A 大 学 の 合格 は 堅い 。 


よそ く か く 


予測 が 確実 で ある こと を 表す 
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か た い 
_ か た くち ひら ほか ひと ひ みつ は な は ん た い い み 
暫 口 が 堅い : 口 を 開か な い 、 つ まり 他 の 人 に 秘密 を 話 き ない 。 な お 、 反 対 の 意味 で は 
くち い くち か い 
「 口 が や わら か い 」 と 言わ ず に 「 品 が 軽い ] と 言う 
ひと くち か た し ん らい だ いじ ょ う ぶ で 
例 ) あの 人 は 口 が 堅い か ら 、 信 頼 し て も 大 丈夫 だ 。 
いふ た か ね つか まう 4 ず 
税 財布 の ひも が 固い : あま りお 人 金 を 使い た が ら な い 様 子 
L ょ う ひ し ゃ さい ふ か た けい ざい 
例 ) 消費 者 の 財布 の ひも が 固い の で 、 な か な か 経済 が よく な ら な い 。 


用 法 ノ ー ト グ 「 固 い 」 は 「 ゆ る い 」 の 、「 硬 い ] は 「 や わら か い 」 の 、「 堅 い 」 は 「 も ろ い 」 
は ん た い い み か ん じ か ろ 
の 反対 の 意味 の 漢字 だ が 、「 固 い 」 は 「 硬 い 」 「 聖 い 」 の 代わ り と し て も 広 
つか 
く 使 われ る 。 
きつ い (p116)、 た し か [な ] (p187)、 つ よい (p208)、 や わら か い (p271) 
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し げき 


刺激 で 天 が 熱く な る よう 
な 味 


きけ あじ っ よ 
酒 の 味 が 強い 


ひょう 


態度 ・ 評 価 が 厳し い 


し げき し た あぁ つ LE 
本 紳 激 で 舌 が 熱く な る よう な 味 
spicy hot (Havor) 本 2 涯 販 剤 逢 億 忌 足 條 革 肝 %! 中 天 玲 被 刺激 得 丈 平 平 的 那 和 味道 


・ この カレ ー は スパ イス が 効い て いて 半 い 。 
か ら 

・ 半 い 詩子 を 食べ た ら 、 苦 が ひりひり し た 。 

。 わ さび が 辛く て 泣き そう だ 。 


し お あじ つよ 
必 還 塩味 が 強い 
salty / 社 忠 9] 分 叶 叶 ノ 成 味 入 重 


し お あじ 


《) 塩味 も 辛 さと 同じ よう に 、 刺 激 が ある か ら 


み そし る か ら の 
* この 味噌 汁 は 辛く て 飲め な い 。 
お か ら 
。 塩 を か け す ぎ て 辛い 。 
し せん 0 ょ 5 『 か ら ゆう めい 
四川 料理 は 神 い こと で 有名 だ 。 
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さけ あじ っ よ 
酒 の 味 が 強い 
dry (alcoholic beverage) 土 基 9| 作 計 中 酒 味 提 注 


つよ 


か ら し げき 区 し げき きけ あじ = 
@ 辛 さ の 刺激 の よう に 、 強 い 刺 激 の ある 酒 の 味 。 ド ライ 


に ほん し ゅ か ら 
この 日 本 酒 は 辛い 。 
さき か ら 
e この ワイ ン は 先ほど の ワイ ン よ り 辛 い 。 
さけ あま か ら す 
お 酒 は 甘い の より 辛い ほう が 好き だ 。 


た い ど 03 か きび 
態度 ・ 評 価 が 厳し い 
tough/stinging (attitude, evaluation, etc.) / 恒 評 ・ 選 2 ト 泊 寺 中 プ 恋 度 彦 亡 、 詳 件 導 格 


Ds う か せい し ん て き 


@ 笠 さ が 、 利 溢 が 強く て 知 に 痛み が ある よう に 、 態 度 ・ 評 価 が 厳し く て 精神 的 な 痛み を 
与え る こと を 表す 


せん せい さい て ん が から 
* あの 先生 の 採点 は いつ も 辛い 。 
が っ か い は っ の ょ う 。 か ら 0 ょ 5 か う 
* 学会 で の 発表 で 辛い 評価 を 受け た 。 
か の じ ょ くち か ら 
* 彼女 は 口 が 辛い 。 
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関連 語句 


か らく ち は な な いよ う きび ひ は ん て き 
軒 辛 口 回 : 話す 内 容 が 厳し く 、 批 判 的 宮 還 
ひと か らく ち ひ 0 ょ う わる ぎ 
例 ) あの 人 は いつ も 辛口 の 批評 を する が 、 悪 気 が あ る わけ で は な い 。 


し お か ら し お あじ の よ ば あい か ら ひょう げん っ か 、 
塩辛 い 肉 : 塩味 が 強い 場合 の 辛 さ を 表現 する と き に 使う 
し お か ら は ん いっ し ょ た 
例 ) これ は 塩辛 い の で 、 ご 飯 と 一 緒 じ ゃ な いと 食べ られ な い 。 


化 ノー トノ 日本 語 の 「 辛い 」 は 、 唐辛子 の よう な スパ イス だ け で な く 、 塩 や わき さび 、 
『 す だ いこ ん は な し げき つよ あじ ひろ ね れ 
大 根 お ろ し な ど 、 算 に ツン と くる 刺 汰 が 強い 味 を 広く 実 す 。 


あま い p47) 
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か る 
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い 


じゅ うり ょ う 


が あま りな い 


軽い 


2 
て いと ちい 
程度 が 小さ い 


3 


ぶた ん すく 
負担 が 少な い 


びょう せい し ん て き 


病気 ・ け が ・( 精 神 的 
な ) 傷 の 程度 が 小さ い 


ぜ い き ん すく 
税金 が 少な い 


ば っ 。 て い ど 


罪 ・ 宮 の 程度 が 
小さ い 


深刻 で な い 


動か し や すい 


競技 で 攻略 され 
や すい 


還 の うり ょ う 


重量 が あま りな い 
tight (weight) 時 刈 條 和 中 ン 不 太 重 


に も っ か る ちく 
* 荷物 が 軽い の で 楽 だ 。 
た いし じゅ うぅ か る うさ は や 
* 体重 が 軽く な る と 、 動 き が 速く な る 。 
うつ ( え か る ひと り は こ 
* この 机 は 軽い の で 、 一 人 で 運べ る 。 


mm の 5 だ ぶ ぶん か る か ん 3 
| 体 (の 部 分 ) が 軽く 感じ る 
tightrehieved (feeling in the body) / 呈 ( 9 半 ) a] 外 肖 中丸 己 下 中 身体 (一 部 分 ) 感 色 視 絶 


9 。 の ずつ う な お あ た ま か る 

・ 楽 を 飲ん だ ら 頭 痛 が 治っ て 頭 が 軽く な っ た 。 
か ぜ な お が 5 だ か る 

* 風邪 が 治っ て 体 が 軽く な っ た 。 
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か る い 


CD ちい 
程度 が 小さ い 
shight, light (degree) "エイ 千 財 / 程 度 経 、 経 松 


@ 軽く て 小さ い 物 の よう に 、 程 度 が 小さ いこ と を 表す 


a 。 廊下 で すれ 違っ て 軽く 会 釈 し た 。 


・ 喘 画 飯 で 隣 の 人 と 韓 く 肩 が 航 れ た 。 
。 食 後に 軽い 運動 を し た 。 


| うき せい し ん て き きず 。 て い ど ちい 

[2a] 病気 ・ け が ・( 精 神 的 な ) 傷 の 程度 が 小さ い 
slight/minor (illncss, injury, emotional pain, etc.) / 半 ・ 早 合 ・( る 3 祝 用 中 ) 合 下 引 エフ | 中 引 中 / 病 
情 不 重 、 伯 得 不 房 害 、( 精 神 上 ) 伯 害 不 重 


| と く ひょう き て し し だ ちい ゅ 5 わ 
特に 病気 や けが の 程度 が 小さ いこ と を 表す 


4 < 病気 に か か っ た が 、 軽 か っ た の で すぐ 治っ て よかっ た 。 
Pk ) dt か る ふく さよ う 
VF) s この 薬 に は 軽い 副作用 が ある 。 


ぶた ん すく 
負担 が 少な い 
light (burden) / 早 呈 9| 放 叶 グズ 負 担 少 


いし ん て き 


6 軽い 物 は 体 へ の 負担 が 少な いよ うに 、 精 神 的 ・ 


。 あ れ で は 、 事 故 の 加害 者 に し て は 走 任 が 軽 すぎ る 。 
が くせ い せき に ん か る けん り すく 
・ 学 生 の うち は 貴 任 も 軽い が 権利 も 少な い 。 
か る ほう て きど きん ちょ う けっ か だ 
e 軽い プレ ッ シ ャ ー が ある 方 が 適度 に 緊張 し て 、 い い 結 果 を 出 
せる こと も ある 。 


106 


か る い 


ーーーー 
税金 が 少な い 
small/low (taxes) / 矯 言っ ] 玉 中 税金 少 | 


@ 小さ < て 軽い 物 の よう に 、 税金 が 少な く て 負担 が みな いと と を 表す | 


ぜ い き ん か る 
D 税金 が 可 く な の ける 
か ん ぜ い 


・ 関 税 を 軽く する と 久 易 が : 夏 ん に な る 。 


し 9 うに 9 う 


・ 収 入 が 減れ ば 税金 も 軽く な る 。 


i 


[35| 発 ・ 視 の 程度 が 小さ い 


| light (punishment) 〆 ョ 到 ・ 財 引 | 呼 店 中 プ 罪 情 不 重 、 久 別 再 | 
\ ちい か る も の つみ ば っ て い ど ちい あら わ | 
(2】 小さ く て 軽い 物 の よう に 、 罪 ・ 久 の 程度 が 小さ いこ と を 表す | 


か れ か ね ぬ す いう が く 。 し ょ は ん か る ば っ きん す 
彼 は お 金 を 應 ん だ が 、 少 額 で 初 犯 だ っ た の で 、 軽 い 浪 金 で 済 
ん だ 。 
こと ば 。 あい て きず つみ か る 
言葉 で 相手 を 傷つけ る 罪 は 軽く は な い 。 

いん し ゅ うん て ん いぜん つみ か る 、。 
・ 飲 酒 運 転 は 、 以 前 は 罪 が 軽 す ぎ た が 、 今 は 厳 凡 を 受け る 。 


刻 で な い 
not serious / 利伸 計 2| 紅 叶 ノ 経 快 、 経 松 


泌 
半 
“A 
* 
= 
(y 
店 
| 叶 
RS 
へ 
計 | 
CG 
ON 
に 3 
My 


さい きん か る に 
表 * 最近 は 軽い も の し か 読ん で いな い 。 
か る 


< 軽い 音楽 を 聞き な が ら ド ライ ブ す る 。 
み あ か る は な し な に ご と わか 
ーー 人 ・ お 見 合い を し た が 、 継 い 談 を し て 何事 も な く 別 れ た 。 


簡単 で すぐ で きる | 
easy 社寺 部 人 省 釣 芝 年 約 叶 ノ 衛 単 容易 | 


【?) 中指 が 少な い の で 、 容易 に で きる か ら _ | 


の こん な 仕事 、 私 に と っ て は 軽い で す よ 。 
。 難問 と 思わ れ た が 、 頭 の よい 彼 は 軽く 片付け た 。 
ら わ ざ か る か の じ ょ 
。 あ ん な 荒業 も 軽く や っ て の ける と は 、 彼 女 は た いし た も の だ 。 
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か る い 


95 は や 
動き が 速い 
light-footed, nimble / 飼 用 計 | 叶 豆 中 / 効 作 経 快 


《 軽く < て 動き や すい 物 の よう に 、 動 き ・ 進 度 が 速い こと を 表す 


は せい こう か れ か る あし ど か え 
・ プロ ジェ クト も 成功 し て 、 彼 は 軽い 足取り で うち に 帰っ て 
た 8 
ね こ み か る 
* 猫 の よう に 身 が 軽い 。 
み か る つき っ つぎ 。 て き 6 
* 身 の こ な し が 軽く て 、 次 々 に 敵 を か わし て ドリ ブル し て いく 。 


| [48] 動か し や すい 


easy to move / 音 介 引 2| 用 中 プ 容易 効 


| @ 軽い 物 の よう に 、 動 か し や すい か ら 


じ て ん し ゃ か る 
自転車 の ペダ ル が 軽い 。 
か る 5 な 
。 ドア が 軽く て ちょ っ と 押し た だ け で 、 す っ と 開い た 。 
。 この 車 は パワ ステ な の で ハン ドル が 軽く て いい 。 


ーー B 
[5] 北 投 で 攻略 され や すい 
weak STE in sports) プイ 2| 引 付 剛 は 引 2] 逢 叶 プ 比 壮 中 容易 被 吾 敗 


うり * く 


OE< て 動き や すい 物 は 攻略 も し や すい か ら 


・ ぁ の Fn 且 y く て 人 yy 
・ ぁ の 衣 の 久幸 ので 議 て る 。 


う せ ん し ゅ 


* あの 柔道 選手 は ト 半 身 が 軽い の で 、 すぐ ! に 投げ られ て し まう 。 


oll 


[2g] 消化 し ゃ すい 


| light (on the stomach) / グ 本紀 外 ト 者 中 容易 消化 | 
| @ 動き や すく て 変化 し や すい 物 の よう に 、 食 べ 物 が 消化 され や すい と と を 表す | 
5 あま り 食 欲 が な い の で 、 脂 っ こく な い 、 何 か 軽い 物 が 食べ た い 。 

・ 飛行 機 に 乗る 前 に は 、 軽 く 何 か 食べ て お く と いい で す よ 。 


> 大 ・ 何 か 軽い お つま み で も 注文 し まし ょ うか 。 
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か る い 


i を wa MO RY ーーーー 


[4d| 経 束 ・ 軽 藻 だ こ 
thoughtless/frivolous/loose (person) / る 奏 ・ る 避 引 中 ノ / 経 率 、 経 薄 | 
| 幅 く 動き すぎ る の は 慎重 さ に 欠け る こと ら 、 軽薄 に な こと を 表す | 


> 4 ・ あ の 人 は 休 で も 人 に I 
A お ん な 。 お も 
ツ 。 ・ す ぐ 、 謎 い に 馬 る 軽い 女 と 思わ れ た く な い 。 


[ 
TE 


ひと くち か る こま 
例 ) あの 人 は 口 が 軽く て 困っ た も の だ 。 


な や し A ば い 
悩み ・ 心 配 が な い 
lighthearted, carefree / エ 品 ・ 有 侍 9| 測 叶 没有 燃 居 、 舟 松 放心 


《 重い 育 物 が な いよ うに 、 悩み ・ 人 配 事 が な く 、 軽 く 感 じ ら れ 、 晴 れ 晴 れ し た 気持 ち で 
ある こと を 表す 


・ 悦 み を 相談 し た ら 、 心 が 軽く な っ た 。 

。 覚 僅 を 決め た ら か えっ て 気持 ち が 軽く な っ た 。 

。 ア ルコ ー ル は 罪 の 意識 を 軽く する の で 危険 だ 。 

回 軽々 し い 回: 軽 、 思 應 が 足り な い 

例 ) それ は 企業 秘 審 な の だ か ら 、 そ ん な に 軽々 し く 中 に し て は だ めじ ゃ な いか 。 

円 軽々 [と] 較 : 簡単 に 。 身軽 に 例 ) 忍者 は 高い 堺 も 軽々 と 飛び 越え ん る こと が で きた そ 

うだ 。 

四 気軽 回 : 深刻 に 考え ず に すぐ に で きる 

例 そん な に 気軽 に 声 を か けら れる 人 で は な い 。 隊 

申 押 : 側 単に で きる 包 最 近 は 誰 で も 手軽 に バン が 作れ る 方 潜 が ある 。 

回 身 喜 回: 行動 が 表 早 い 0 僕 は 独り 身 で 身軽 で すか ら 、 い つ で も どこ へ で も 転勤 で 
EE 


文化 ノー ト a は よく 泡 え て いな い 幸 は ずみ な 神 を 美 す よ うに た おえ の オメ 
メー ジ の 場合 が 多い 。 その た め [軽率 」 や 「 軽 注 ] な どの 「 軽 ] が つく マ 
イナ ス の 意味 の 語 が 多い 。 


忠 お も い 89) 
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か わい い 


か た 


※「 可 愛 い 」 は 特別 な 読み 方 


か わい い 


[1a-ーーーーーー へ 
動き が 愛らしい 


物 が 小さ く て 


る の あい 
物 が 愛らしい 


< 


じゃ く て ん し っ ぱい 


弱点 ・ 失敗 が 
| か えっ て 愛らしい 


騙 計 人 動物 が 小さ く て 愛らしい 


cute (baby little animal) / 針 詩 ・ 生 堂 9| 千丈 穫 届 会 肖 中 / 人 及 効 物 小 巧 投 玉 


定 の 春 に 、 か わい い 予 狐 が 生ま れ た 。 
。 孫 が か わい く て し ょ う が な い 。 


。 送 の 赤ちゃん は と て も か わい い 。 
の 
7 


が いけ ん ひょう じょう 


必中 外見 ・ 表 情 が 愛らしい 


cute/charming (appearance, facial expression 


) ノ 久 視 剤 ・ 導 9| 村 再 全 当 ロン 外 表 、 表 情 対 人 剖 区 
けん ひょう じょう 


@ 小さ く て 替 い 動物 の よう に 特に 外見 ・ 表 情 が 愛らしい こと を 表す 


・ 彼 7 は クラ ス で 一 番 か わい い 。 
か の じ ょ 
・ 彼女 は 見 た 目 は か わい い が 性 格 は 曹 い 。 


え が お 


。 笑顔 が か か わい い 女 の 子 は 男性 に 人 気 が あ る 。 


か わい い 


ーー 
動き が 愛らしい 
sweetcharming (movements) 型 き 9| 人 ト 再生 習 叶 グ 効 作 対人 喜 欧 


@ 特に 動作 が 小さ < て 府 い 動物 の よう に 炉 ら し いこ と を 表す 


・ ト ム さ きん は 、 恋人 の か わい いし ぐさ に めろめろ だ 。 
奪 ” 司 6 トム きん の 恋人 は 、 トム さん に か わい いし ぐ き で 詩 っ た 。 

° 動物 ロボ ッ ト の か わい い 動 き は 准 や し の 効果 が ある 。 
[Tb | 莉 が 愛らしい 


cute/sweet (voice) / 本 可 2 旬 村 選 呈 / 声 音 対 人 喜作 


こえ い よ うぷ つっ 計 い あら 
と く お わ どう あい _ ゎ 
⑥@ 習 に 声 が 小さ く て 弱い 動物 の よう に 愛らしい こと を 表す 


ね こ 2 き 
< 猫 の か わい い 声 が 聞こ える 。 
は は で ん わ ドリ に 4 で 
3 。 母 は 電話 に 出る と きだ け 、 か わい い 声 を 作る 。 


彼女 は 、 子 供 の よう に か わい く 話 す 。 


も の 、 あ い に 
物 が 愛らしい 
cute/nice (item) / 呈 社 9| 字 凡 中 座 西 好 玩 


《) 小さ く て 愛らしい 動物 の よう に 、 物 が 小さ いこ と ・ 愛 らし いこ と を 表す 


。 こ の 店 の 雑貨 は か わい いで す 。 
ご と し 
。 今 年 は か わい い デ ザイ ン の コー ト が は や っ て いる 。 


(て ん 


匠 弱点 ・ 失 敗 が か えっ て 愛らしい 
adorable (shortcoming, mistake) / 昨 鏡 ・ 包 キト 台本 本 人 ト 詩 全 前 世 列 下 1 革 ノ 明 点 、 失 敗 反 面 招 人 


bw〈《 て ん し っ ぱい あい bw《 て ん 。 し っ ぱい 


@ 小さ い 子 供 が 叶 点 ・ 和 失敗 が あっ て 愛らしい よう に 、 弱 点 ・ 失 敗 が あっ て 愛らしい こと 
あ 5 わ 


。 部 長 は いつ も 厳し いけ ど 、 た ま に 寝 ぐせ が ある の が か わい い 。 
きび か れ 
。 あ の よう に 厳し いこ と を いう 彼 だ けど 、 か わい いと ころ も ある 。 
お と こ 近 a ま 2 め 
。 あ の 男 は 生 真 面目 で 、 か わい いと ころ が 一 つも な い 。 
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か わい い 


関連 語句 


] か わい が る 回 時 : か わい く 思 う 

例 ) 子供 を か わい が る 気持 ち は 分 か る が 、 甘 や か す の は よく な い 。 

] か わい げ 園 : か わい らし い 様 子 。 「 か わい げ が な い 」 と いう 形 で よく 用 いら れる 

0 あの 子 は 把 ら れ て も 平気 な 顔 を し て いて 、 ま っ た く か わい げ ば と いう も の が な い 。 
唱 か わい き 回 : か わい く 思う こと 。 ま た その 程度 

例 あの 子 は いつ も ツン と し て いて 、 か わい き の か けら も な い 。 


ろう 


を 注い で いる 子 に は つら い 普 労 を きせ た ほう が 、 結 局 


あい じょう 
| 


a St 愛 
その 子 の た め ( 
名 pu さ 生 っ て 者 : あま り に 愛情 が 深い と 、 何 か の 
て 深く な る 


に く な み は ず 


子 で 憎しみ も また 並外れ 


0 ょ 5 


文化 ノー ト グ 人 は [か か わい い 」 と 表現 され な い 対 象 に まで 広く か 0 を 拡大 し 
が よ 


て 使用 する 人 が 増え て いる ( 例 、 あ の お じき さん 、 か わい い ! )。 特 に 、 著 
) う ょ せい お お 
い 女性 に 多い 。 


ちい さい (p194) 
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きた な い 


こと ば ふく 


言葉 装 が 乱れ て 


3 ふ か い 
弁 叶 汚れ て いて 不快 だ 
dirty, filthy, polluted | 人 号 村 9 草 選 引 呈 ノ 不 整 済 今 人 誰 受 


ャ / ・ ト イレ が 汚い の で きれ い に し て くだ きい 。 
こう が い ん ば ぱい 
(と / ・ 公 千 で 川 も 准 も 背く な っ て し まう の が 心配 だ 
・ 空気 が 汚い の で 空気 清浄 機 が 必要 だ 。 
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きた な い 


CS 
色 が 濁っ て いる 
faded/unattractive (color) / 記 9] 是 千 中 色彩 混 沖 


よ ご る いろ に ご あか あ 5 わ 
@ 汚れ て いる よう に 、 色 が 濁っ て いる こと ・ 明 る く な いこ と を 表す 


kK いろ ふき 
*・ こん な 汚い 色 の 服 、 着 た く な い 。 


a も か し と し ゃ し ん 。 いろ 。 か きた な 
ロリ 肛 ・ っ た は 公 が 朗 わ り 、 潤 く な っ た 。 
者 みどり へ ん いろ 、 ま きた な いろ 


*・ 緑 に 変 な 色 が 混じっ て 、 汚 い 色 に な っ た 。 


お と 。 す 
音 が 澄ん で いな い 
Poor/garbled (sound) 本 本 2 時 村 叶 声音 混 奈 


お と 。 ふ Le ん ま ev 雪 こ #5 も 
@ 音 に 不純 な も の が 混じっ て いる よう に 、 浴 ん で いな いこ と を 表す 


ーー ・ この オー ケス トラ は トラ ン ペ ッ ト の 音 が 汚い 。 

ーー ピーー 

ミニ ニー ニーー べ を 、 この ラジ ォ は 震 く で 、 汚い 音 し か で な い 。 

テー] 委 季 ) ・ 擬 は バイ オリ ン が まだ 下手 な の で 、 治 い 普 し か 出せ な い 。 


み だ 
乱れ て いる 
sloppy messy / 篤 豆 可 誠 叶 / 奈 乱 到 章 


@ 汚れ て いる よう に 、 基 れ て いる こと ・ 整 っ て いな いこ と を 表す 


・ 役 の 字 は 汚く て 読め な い 。 
きれ い | セリ ・ 服 が 牧 ら か っ て いて 部 屋 が 汚い 。 
< 引き 出し の 中 が 汚く て 、 な か な か 探し た い 物 が 見 つか ら な い 。 


ふく そう 


| ば 
[| 言葉 服装 が 鍋 れ て 下品 だ 
unkempt, foul (language) 司 ・ 革 谷 9| 2| 伸 足 叶 91 苦 時 フト 測 中 用 周 粗 野 、 着 装 不 整 済 、 没有 品 味 


0 物 か 乱れ て いる よう に 、 言葉 や 服装 が 乱れ て 下品 な こと を 表す 


・ 汚い 替 好 を し て 外 に 出る な 。 
* そん な に 乱 い 計 『 葉 を どこ で 覚え て きた ん だ 。 
* 国会 で 汚い 野次 を 飛ば す の は 見 苦し い 。 
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きた な い 


underhanded, dirty (dealings) / 時 所 時 中 ・ 可 用 千 相 没有 道 俺 、 手 法 卑 部 


か た どう と く て き あめ 5 わ 


| 9 物 が 肖 れ て よく な いよ うに 、 行為 ・ 才 え 孝 が 道徳 的 に 下 し く な く て よく な いこ と を 


ほう ほう ご うか く 


。 彼 は カン ニ ング と いう 汚い 方 法 で 試験 に 人 合格 し た らし い 。 
s スポ ー ツ マン は 、 汚い こと を する な 。 

か れ た に 
・ 彼 は ずい ぶん と 汚い や り 方 を する も の だ 。 


関連 語句 


金 に 汚い : お 金 に 貧 欲 で ある 様子 例 ) 金 に 汚い 人 は 媒 わ れる 。 


語 レ ー ト きた ちえ 」 は くだ けた 振 し 詩 業 


うつ くし い (p68)、 き れい な (p124) 
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きつ い 


すき 


間 や 緩み が な い 


2 
きび せい か く きび 


表情 が 厳し い 


7 


口調 ・ 態 度 が 厳し い 


3 
程度 が 強 すぎ て 若 
だ 


つう 
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きつ い 


馬 計 隙 問 や 緩み が な い 


tight (clothing, etc.) / 雪 下 中 没有 同 隙 、 不 宮 松 


ee スカ ー ト が きつ く て は け な い 。 
< 指輪 が きつ く て は ま ら な い 。 
@ ベル ト を きつ く し め る 。 


じ か ん 4 よめ ゆう 
時 間 の 余裕 が な い 
short on time, tight (schedule) 福久 Ql 可 昔 人 オ 抽 時 時 賠 上 提 緊 、 没 有害 裕 


すき ま 


6 隙間 や 緩み が な いよ うに 、 時 間 や 予定 に 余 容 が な いこ と を 表す 


・ 今週 は 予定 が きつ い 。 
に っ て い 
* 日 程 が きつ く て 大 変 が だ 。 
りな まこ ごう 
e 旅行 の スケ ジュ ー ル が きつ く て か な 、 り 疲れ た 。 


愛 選 厳し い ・ つ らい 


hard, severe, demanding / 旨 守 引 上 叶 ・ 妃 司 本 / 刻 格 、 産 亡 、 亡 害 、 進 受 
且 、 す きま 9 る - し ん し ん 。 よ ゆ う きび に $5h 
2 隙間 や 緩み が な いよ うに 、 心 身 に 余裕 が な く 、 厳 し く て つら いこ と を 表す 


ろう ど か ん 


きゅう りょう すく ち 、 は な が Ui ば 
* 給料 は 少な い の に 労働 時 間 が 長く て 、 こ こ は き つい 職場 だ 。 
CO た 
e この 仕事 は きつ い 。 
es マラ ソン は きつ い ス ポー ツ だ 。 


ー 、 せ いか く きび 
性 格 が 厳し い 
harsh (personality) 舎 用 9| 岩 計 時 グ 性格 較 弄 


] 0 や に 作 挫 が な いよ うに 、 性 格 に 余裕 ・ 緩 み が な く て 、 厳 し いこ と を 表す 


。 彼女 は 美人 だ が 性 格 は きつ い 。 
お く うと う ゅ じ 
。 あそこ の 奥さん は 相当 きつ いら し いか ら 、 ご 主人 が か わい そ 
うだ , 
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きつ い 


ひょう じょう 


[25] 半 情 が 厳し い | 
| stern (facial expression) の 芝 9| 国 主 計 中 表情 彦 下 、 産 挟 | 


せい か く りょう じょう 


。 性 格 が 厳し いと 、 表情 が 厳し く な る か ら 


。 彼 女 に きつ い 目 つき で に ら ま れ た 。 
で や) 前 は も っ と や さ し か っ た の に 、 きつ い 顔 つき に 変わ っ て し まっ 
7 きら 


試合 に 負け た チー ム の 選手 は 、 み な きつ い 表 情 の まま 球場 
あと 
後に し た 。 


ーー、 くち 54 う た い ど きび 
[2c] 口調 ・ 態 度 が 厳し い 
sharp-tongued, stern (attitude) 


@ 性 格 が 厳し いと 、 口 調 ・ 態 度 が 厳し く な る か ら 


芋 早 ・ 丁 足 フト 思 衣 詩 叶 所 気 、 恋 度 疾 所 


。 彼 の 態度 に は きつ いも の が ある 。 
せん せい が くせ い く ちょ う し か 
e 先生 が 学生 を きつ い 口 調 で 叱っ た 。 
。 あ ん な に きつ く 言 わな く た っ て いい の に 。 


て い ど つよ ぐつ 3 i 
匠 計 程度 が 強 す ぎ て 苦痛 だ 
too intense, severe ノ 3 正 2 24 財 利 エ 語 全 交 時 グ 程度 高 得 多 人 礁 受 


し ん し ん 。 げん か い く つう 


@ 空間 に 祭 裕 が な く 限界 に 近く な る よう に 、 心身 の 限界 に 達し そう な ほど 、 強 く 苦痛 を 
感じ る こと を 表す 


か ぜ あ 


、 社 内 の 風当たり が 
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ーー ラー ラーーーーー 
味 が 強 す ぎる | 
too strong (taste) 基 9| 24 呈 下剤 な 引 中 味道 太 沖 | 


[2) 苦痛 に 感 じ る ほど 味 が 濃 す ぎる こと を 表す 


° DA 
° この 料理 は 塩味 が きつ い 。 
ロ この 酒 は アル コー ル が きつ すぎ る 。 


[3b] 匂い が 強 す ぎる 
| too strong (smell) 思 介 24 二天 剤 な 引 呈 / グ 気味 太 強 烈 


| @ 苦痛 に 感 じ る ほど 匂い が 強 す ぎる こと を 表す 


・ 女 房 の っ つけ る 香水 の 匂い は きつ い 。 

“ て ・ 体臭 が きつ く て 背 っ て いる ん で す 。 

・ お 見 舞い に 持っ て いく 花 は 、 香 り の きつ いも の は よく あり ま 
せん 。 


けい し ゃ 本 レー きゅう 
[3c] 信任 ・ 角 度 が 旋 だ 
| steep (slope), sharp (curve, angle) / 外 ト ・ 装 9 言 引 下 / 陸 、 益 度 小 


けい し ゃ 


@ 苦痛 に 感 じ る ほ と ど 角度 や 傾 終 が 師 な と と を 表す 


の 傾斜 が きつ い 坂 を 登る の に 葵 労 し た 。 
。 き つい カー プ を 曲がり きれ な い 。 
。 その道 は きつ すぎ る か ら 回 り 道 を し よう 。 


果 ゆる い (p280) 
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急 な 
キュ ウ ( 急 行 )、 い そ ( 急 ぐ ) 


けい し ゃ 


馬 軒 傾 付 が きつ い 


steep (slope) ルト 介 叶 中 陸 央 


さか みち に 24 


・ 急 な 坂道 を 合 
7 か い だ ん き けん 
8 | > 0 
と 5 ょ う U ょ う ちか し ゃ めん a 


。 項 上 に 近づく に つれ て 斜面 が どん どん 急 に な っ て いく 。 


6 を ま 
鋭く 曲がる 
sharp (curve) 介 計 2 理 相 24 中 倫 度 入 小 


けい し 


6) 傾斜 が きつ いよ うに 、 カ ー ブ が きつ く 、 鋭 く 曲がっ て いる こと を 表す 


き 0 う C。 こ お お 
* この カー ブ は 急 だ か ら 、 事 故 が 多い 、。 
きゅう ま か ど き @ う 
e 人 急 な 曲がり 角 で 急 プ レー キ を か ける と スリ ッ プ し て し まう 。 
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流れ が 速い 


| rapid/strong (current) 寺 言 | 叫 豆 中 流速 快 
(@ 傾斜 が きつ い 所 を 流れ る と 、 流 れ が 速く な る か ら 


か わ な が #03 
* この 月 ! は 流れ が 候 Ne 


し ゃ うち 6 う ご 


・ 集中 豪雨 で あま り に 水 の 勢 い が 急 な の で 怖く な っ た 。 
。 こ の あたり で は 、 急 な 潮流 に 巻き 込ま れる 事故 が よく 起き て 
いる 。 


とつぜん U ょ う 


| 2 ーー ーー ] 


sudden 宇久 2] 但 21 叶 ・ 人 韻 選 中 突 秋 、 釣 然 | 
と つ ぜ ん お も | 


| 流れ が 遂 い よう に 、 事 態 の 始ま りや 動き が 速く で 予想 で き な いこ と ・ 笑 然 で 思い がけ 
な いこ と を 婁 す | 


・ 急 に 南 が 隆 り 出し た 。 
= ee き * う ちい き v( いそ が 
イヤ 拓夫 が あっ て 工 し く な っ た 。 
> き e う 。 よう じ り ょ こ う 
| ・ 急 な 用 事 が で き て 旅行 を キャ ン セ ル し た 。 


さっ きゅう そう きゅう 


回 量 乃 ノ 早急 園 : 急ぐ 様子 。 早く する こと い 。 
例 政府 お よび 自治 体 に は 、 岩 災後 の 復旧 の た め の 早 急 な 対応 が 望ま れる 。 


7 ゆる や か な (p283) 
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きよ い 


せい けつ きよ きよ 
セイ (清潔 )、 き よ ( 清 まる 、 清 め る ) 


ER す 
本 呈 潤 り が な く て 澄ん で いる 
clear, clean き 司 | 登 エ 革 本 / 不 混 涼 、 清 激 児 庶 


きよ いずみ も り な か 1 

清 い 泉 が 森 の 中 に ある そう だ 。 

きょう つき きよ ぎん いろ ひか 

今日 の 月 は 清く 、 銀 色 に 光っ て いた 。 
むら きよ お が わ な が 

e 村 に は 清 い 小川 が 流れ て いる 。 


Pe) 

心 が 澄ん で いて 純真 だ 
Pure (heart) / 相 合 9l 時 外 玉 計 叶 心 穫 郊 革 、 重 真 

@ 物 に 漁り が な いよ うに 、 心 や 気持 ち に 濁り が な く 、 純 粋 な ご 


* 彼ら は 清 い 愛 で 結ば れ て いる 。 
・ 私 の 娯 は 消 い 心 の まま で 成長 し た 。 
ho * どん な に 稚 乏 で も 清 い 心 を 忘れ て は いけ な い 。 
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きよ い 


どう と く て き 


[mE 徳 釣 だ 


| morally upright / 互 紀 2 引 中 有 道 俺 、 公 正 、 光 明和 項 落 
どう と く て き 
@ © 潮 い 心 に よる 行為 は 道徳 的 に も 正 kk 


。 72 入れ て くだ きい 。 * 清き 
いっ びょう 
一 時 の 叶 き 」 は 「 潮 い 」 の 古語 [ 清 し 」 か ら 。 

・ 彼 と 私 は 消 い 交際 を 続け て いる 。 


きよ た だ せん き ょ せ ん た た か = 
* 清く 正しい 選挙 選 を 戦 お う 。 


な に 
| 居 何 も な く て さっ ぱり する 
EDO MR (break with the past, etc.) 9 ト 早 婦 呈 2| 雷 叶 旬 包 へ 圭司 ノ 生 千 浄 準 


| 物 に 濁り が な いよ うに 、 心 に 嫌 な こと な ど が な く 、 さ っ ぱり し て いる こと を 表す 


会 の NN) ・ い や な こと は 清く さっ ぱり 忘れ て し まお う 。 
> 9 


| Pe お RS ニット ーー シ シ | 


ED 水 が あま NEAR は 魚 は 住む こと が で き な い と い 
スス 党 過 ぎる と 、 他 の 人 と う < で 280 が MO A 
例 ) そん な 理想 論 ば か り で は 誰 も つい て 来 な い ぞ 。 水 消 け れ ば 魚 棲 ま ず だ よ 、 若 。 


用 法 ノ ー ト グ 名 詞 の 前 で は 「 き よい + 名詞] より も 「 き よら か な + 名詞] の ほう が 多く 
使わ れる 。 


中 きた な い (p1113)、 き れい な (p124) 


123 


きれ いな 


な に 


何 も 覚え て いな い 


動き に 乱れ ・ 無 駄 が 
な い 


軌跡 に 乱れ が な い 
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きれ いな 


本庄 見 た 目 が 美しい 


Pretty/lovely (appearance) 侍 君 剤 人 合計 中 プ 好 看 


すす 。 耳 科 の ころ 、 僕 は 隣 の 家 の き れい な お 箱 き ん が 好き だ っ た 。 
ゎ た し へ や け し き み 

・ 私 の 部 屋 か らき れい な 景 公 が 見 えま す 。 
か た ち ほ 

es 形 が きれ いな か ば ん が 欲し いで す 。 


う 9〈 


色 が 美しい 
beautiful (color) / 裂 窒 o] 9[ 叶 本 時 色彩 漂 亮 


| 特に 色 が 美しく て 、 他 の 色 が 混ざっ て いな いこ と を 表す 


。 ヨ ッ ト の 帆 が まっ 自 で きれ いで す 。 

。 ク リス マス に な る と 、 き れい な イル ミネ ーション が 見 られ る 。 
い ふく 

。 きれ いな 色 の 服 を 着 て いる 。 


音 が 澄ん で いる 
]ovely/crisp (sound, voice) / 全 本 2 時 中 声音 清 過 
@ 1 色 が 混ざっ て し 0 ^ て 浴 ん で し に っ よう な 音 が 混ざっ xk に 2 ^ て 油 ん で し 2 と 2 は 3 | 


あ に ニニ ニー ・ こ の オー ケス トラ は バイ オリ シ の 音 が きれ い だ 。 
Pile ぼく か の じ ょ た か こえ 。 だ いす 
ド 2 僕 は 彼女 の 高い きれ いな 声 が 大 好き だ 。 


むら じ e う か ね 。 ね 0 
* 村 中 に きれ いな 鐘 の 音 が 響き わた っ た 。 


叫 汚れ が な い 
clean 相本 各 9] 包 本 / 干 浄 
| 、 ょ こ 2 55 わ 
' 9 汚れ が な い の で 美しい こと を 表す 


て ・ こ の ビル の トイ レ は きれ いで 使い や すい 。 
いな か くう き 
* 田舎 の 空気 は きれ いで お いし い 。 
(@W/ | (の LN ek 
の 9 す “ プー ル に 人 入る 前 は 、 き れい に 体 を 洗っ て くだ さい 。 
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きれ いな 


[2a| 何 も 覚 えて いな い 
| completely (forget) の 9[ 革 思 エ 2 引け ス | 滞 叶 / 忘 得 一 千 二 汐 
よ ご 何 も き お く の こ 
⑲ 汚れ が な いよ うに 、 同 も 記憶 に 残っ て いな いこ と を 表す 


= きのう な ら 


きのう きょう 。 昨 日 習っ た こと を きれ い に 記 5 れ て し まっ た 。 


Ce A 


けっ ぱく 


[EE 


| Pure, untainted / 用 肖 計 時 / 清 白 


| @ や に 汚れ が な く て 潔白 な と と を 表す 


。 彼 は 嘘 を つか な いき れい な 心 を も っ て いる 。 
。 き れい ご と だ け で は 生き て いけ な い 。 
。 彼 と 私 は きれ いな 関係 で す 。 隠す よう な こと は 何 も あ り ま せん 。 


乱れ が な い 


tidy, neat, nice / 坪 選 可 人 9| 羽 司 / 整 双 


@ 乱れ が な く て 美しい こと を 表す 


® ok si eT 
か れ 
= * 彼 の 歯並び は と て も きれ い だ 。 


うこ みた だ む だ 
| は al 動き に 乱れ ・ 無 駄 が な い 
crisp/smooth (movement) / ズ 豆 千 中 を 尾 可 人 9| 羽 9] 合 吾 詩 叶 / 郊 作 紫 湊 , 狼 多 不 乱 


| @ 特に 動き に 乱れ が な く て 無駄 が な いこ と を 表す 


届 レン ーー あの 選手 は フォ ー ム が きれ いで 速い 。 
あい て か れ き し あい 3 
a ・ 相 手 に 彼 の パン チ が きれ い に 決 まり 、 試 合 は 終わ っ た 。 


ある か た 
ゃ * あの モデ ル は 歩き 方 が きれ い だ 。 
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きれ いな 


軌跡 に 乱れ が な い 
nice (trajectory etc.),without splintering プ 刑 入 引 下層 9| 鹿 叶 筆舌 整 謀 不 乱 
| し た 乱れ の な い 動き の 結果 と し て の 軌跡 に も 乱れ が な いか ら 


mm 


My * バッ ト の 世 で と ら え た ボー ル は きれ いな 弧 を 描い て 飛ん で 
O 
つが 
・ 強烈 な 衝撃 で 、 も の の 見 事 に きれ いな 久 像 が ガラ ス に 入っ た 
強烈 な 衝撃 で 、 6 < な ウ 改 信 内 た 。 
* 衝 は きれ い に 二 つ に 割れ た 。 


の 燃 2 を aarse 「 き れい 女の子 に は [か も いい 」 ほほ 人 9 
と が 多い が 、 近 頃 は 何 に で も 「 か わい い ] を 使う 傾向 が ある 。 


うつ くし い (p68)、 き た な い (p113) 
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くど い 


何 度 も 言う の で 不快 だ 
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ふ か い 


と だ わり すぎ て 不快 


だ 
NE 


馬 ーー ニー 


味 が 濃 す ぎる 


Ne 9 


mw 


模様 が 多 す ぎ て 派手 


だ 


ーー 


色 が 濃 す ぎ て 派手 だ 


Me 2 


4D に ーー ニー 


よう し 
容姿 が は っ きり 


| し すぎ る 


くど い 


m 何 度 も 言う の で 不快 だ 


wordy saying over and over / 召 人 起 健 司 並 al 引 9 泊 登 天 詩 叶 ./ 悦 条 喝 呈 。 信 人 不快 


RD * くど い ょ う で す が ti ト を 必ず 持参 し て くだ さい 。 


の ° 先生 の 説明 は く 本 4 く て 長い 。 

⑧⑨ の < 質問 の 意味 が 分 か ら な く て 、 く どい ほど 何 度 も 開き 返し て し 
まっ た 。 

属 還 行為 が し つこ い 


| annoying / 羽 章 外 逢 合 叶 中 行 旬 拠 失 


。 く どい 男 は 嫌 わ れ ま す よ 。 
。 あ ん な くど い 性 格 の 人 は 初め て 見 た 。 
。 や る こと な すこ と が 、 全 て くど く て うん ざり する 。 


ふ が かい 
肥 選 に だ わり すぎ て 不快 だ 
too elaborate / 過 | 分 ら 足 斗 倍 林 ] 合 村 圭 叶 ノ 対 手 名 絡 帯 。 芝 人 不 痛快 


| 


9 泊り 返し 言い 過ぎ る よう に 、 細 か いと ころ に と だ わり 過ぎ て 不快 だ 


。 く どい 演技 が わざ と らし い 。 
えん L ゅ う し ろう と 
。 演 出 が くど く て 素人 っ ぱい 。 
びょう し ゃ 
< 描写 が くど く て し つこ く 感 じ ら れる 。 


あじ こ 

味 が 濃 す ぎる 

too rich/heavy (taste) 基 9| 日 寺 客 計 叶 プ 味道 液 厚 、 油 肛 
度 が すぎ る よう に 、 味 が 濃 す ぎる 


Sp の 。 こ の 料理 は 味付け が くど い 。 
セー ナ s この ソー ス は くど く な く て あっ きり し て いる 。 


。 味 が くど いも の を 食べ すぎ て 気分 が 悪く な っ た 。 
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くど い 


も よう お お ば で ミ 
民 罰 模様 が 多 すぎ て 派手 だ 
gaudy (pattern) / 早 当 2 オ | 司 9 引 昔 人 習 中 花 公 叉 多 叉 李 


《《 繰り 返し 言い すぎ る よう に 、 模様 が 多 す ぎる 


。 あ の 服 は 柄 が くど く て 、 目 が ちか ちか する 。 
が らち す 
。 チ ェ ッ ク 柄 は 好き だ が 、 こ れ は くど すぎ る 。 
か べ が み よう ぶん うる 
。 如 紙 の 模様 が くど く て 、 気 分 が 唱 く な る 。 


rs 
[4a| 色 が 濃 す ぎ て 派手 だ 
| loud (color) 決 窒 9] 寺下 叶 2 礼 邊 中 ズ 色彩 叉 湾 叉 的 
6 模様 が 多 す ぎる よう に 、 色 が 濃 す ぎる 
お な みどり いろ ' いみ げ ひん 3 
< 同じ 緑色 で も 、 こ うい うく どい 色 は 下品 だ 。 
ふく いろ いん し ょ う わる 
・ 服 の 色 が くど く て 、 印 象 が 悪い 。 
。 よく あ ん な くど い 色 の 服 を 着 られ た も の だ 。 


[4b] 容姿 が は っ きり し すぎ る 


too intense/vivid (in appearance) 人 8 名 剤 人 包 財 秘 旬 作 村長 得 不 清 秀 、 相 抽 


@ 度 が すぎ る よう に 、 人 の 見 た 目 が は っ きり し 過ぎ て いる こと を 表す 


・ 小杉 さん は 、 目 も 日 も 大 きく 、 ま ゆ 毛 も 太く て 、 ち ょ っ と く 
どい 顔 を し て いる 。 


関連 語句 


暫く どく ど し い 回 : 「 く どい 」 を 強調 し た 表現 作 くど くど し く 言い 訳 を し た 。 


文化 ノー トク 長い 説明 や 話 は よく な いと 考え られ て いる た め 、「 く どい 」 は よく な い 意 
み つか 
味 で 使わ れる 。 
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3aj 
ふ あん し ん ぱい 
不正 ・ 不安 ・ 心 配 が 


いん き 


元気 が な く 、 陰 気 だ 


ら 


わる あん じ 
悪い こと を 暗示 する 


ひか り じゅ うぶ ん 


要因 が 十分 に な い 
dark (absence of light) 青 9] 早 徐 桂 中 ノ 光 袋 不足 


へ や で ん き くら 
る この 部 屋 の 電気 は 暗い 
み くら ひか り は っ 
。 あ の 星 は か ろう じ て 見 える くら い の 、 暗 い 光 を 発し て いる 。 


いろ あざ 
蛋 還 色 が 鮮やか で な い 
dark/dull (color) 所 a] 神村 邊 | 登 叶 グ 顔 色 不 鮮 相 


@ 光 が 十 分 に 当たっ て いな いよ うに 、 色 が は っ きり し な いこ と を 表す 


。 彼 は 暗い 色 の 服 ば か り 着 て いる 。 
1 いろ ち 。 いろ + 
。 明 るい 色 よ り も 暗い 色 の ほう が 好き だ 。 
ト くち ちゃ いろ そ 
。 髪 を 暗い 茶色 に 染め る 。 


ひか り み 
要因 光 が な く て よく 見 えな い 
dimly hit dusky 思 9| 鹿 ] 谷 計 呈 1 中 / 光 八 暗 得 看 不 清 


ひじ ゅ うぶ 


@ 光 が 十 分 に な い の で 、 よ く 見 えな い 


・ 部屋 の 中 が 暗く て よく 見 えな い 。 
。 曳 明 が 少な い の で 暗く て ボー ル が よく 見 えな い 。 


し 
諾 四 よく 知ら な い 
not knowledgeable / 盆 豆 呈 本 / 不 符 枯 、 生 跳 
@ よく 見 えな いと よく 分 か ら な いよ うに 、 物 事 を よく 知ら な いこ と を 表す 


* 私 は この 辺 0 の 地理 | = 賠 い 。 
せん も ん 


り 専門 分 野 が 進 う の で 私 は その 詩 題 に は 暗い で すね 。 
* 入社 し た ば か り で 、 会 社 の 事情 に 暗い 。 


* 要因 の 用 法 で は 、「 一 に 賠 い 」 と いう 形 で 使わ れる 。 史 「 あ 
か る い 」 
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ET 
[al 不正 ・ 不 安 ・ 心 配 が ある 
gloomy, dismal ./ 呈 る ・ 昔 ・ 放 9] 沢 外 / 不 正当 、 不 明朗 、 今 人 不安 


@ は っ き り 見 えな いと よく 分 か ら な いよ うに 、 隠 され た 悪い こと や 不安 ・ 心 配 が ある こ 


< 最近 暗い ニュ ー ス が 多い 。 

。 暗い 話 を 聞い た あと は 気 が め いる 。 

・ あん な 暗い 経験 は 二度と し た く な い 。 
|[ 85 拘 玉 に 希望 が 持て な い 

| dim (future,prospects) す 避 引 本 叶 9| 羽村 / 対 将来 不 抱 番 望 、 前 途 暗 溢 


| 給 く て 前 が 見 えな いよ うに 、 将 来 が 暗く て 希望 が 持て な いこ と を 表す 


e この 成績 で は 先行 き が 暗い 。 
けい か くみ と お くら 
この 計画 の 見 通し は 暗い 。 
くら し ょ うら ちい ひ か ん じ さっ ひと 
* 暗い 将来 を 悲観 し て 自殺 する 人 が 増え て いる 。 


げん き いん き 
元気 が な く 、 陰 気 だ 
melancholy, depressed 人 82|2 ト 鹿 工 簡 含 計 中 ノ 元 精 打 来 、 選 郁 低 泊 

9 暗く て は っ きり し な いよ うに 、 気持 ちや 紛 囲 気 が 陰気 で 元気 が な いこ と を 実 す 


せん せい お こ き ぶん くら 

* 先生 に 怒ら れ て 気分 が 暗く な っ た 。 
か れ ひと せい か が く くら 

* 條 は いい 人 だ カ ヵ * 性 格 が 暗い 。 

さい きん し Le( だ い 


・ 最近 和 宿題 が 多い の で 、 ク ラス の 究 囲 気 が 賠 いで す 。 
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くら い 


わる ぁ ん じ 
悪い こと を 暗示 する 
dark (secret) HF 等 飼 引合 堂 條 計時 プ 不 洋之 感 


(3 暗い 所 に あっ て よく 見 えな いよ うに 、 は っ きり は し な い が 上 悪 いこ と の 存在 を 感じ させ 
あら 5 わ 
る こと を 表す 


・ 彼 に は 弄 務 所 に いた と いう 嗜 い 過 去 が ある 。 
いち ど と か いし ゃ くち 

・ 一 度 で も ニュ ー ス で 取り ざた され た 会 社 に は 暗い イメ ー ジ が 
つき また と ②3 
か れ か ご くら か げ 

* 彼 の 過去 に は 暗い 影 が ある 。 


関連 語句 


きき ま くら し ょ うら い 


[真っ 暗 較 : ま っ た く 何 も 見 えな い ほ ど 暗 いこ と 。「 お 完 真 っ 暗 だ ] は 、 将 来 の 希望 が まっ 
た く な いと いう こと 
ま くら な か て さ ぐ すす 
例 ) 真っ 暗 な 中 を 手探り で 進む 。 


あか る い (p25) 
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くる くる 


、 く る (苦しむ 、 苦し め る )、 に が ( 菩 い ) 


し ん ば い ご と 


心配 事 が あっ て 
つら い 


服 な ど が きつ く て つ 
らい 


いん 
| 


説明 が 強引 で 無理 が 


ある 


が 5 ま くっ 5 か 4 
体 に 苦痛 を 感じ て つら い 
painful (physically) 理 引 馬 号 舎 久 本 詩 叶 身体 感 到 痛 苦 、 礁 受 


いき を ぎ むね くる 
・ 息切れ が する し 、 胸 も 苦し い 。 
びょう き 


< 病気 の 母 は 息 を する の も 昔 し そう だ 。 
SA < 
。 食べ 過 ぎ て お な か が 苦し い 。 
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くる し い 


[0a] 服 な ど が きつ く て つら い 
too tight (clothing, etc.) プ 和 を 9| 昔 下 9 二 斉 中 衣服 等 紫 得 礁 受 


 @ 特に 身 に つけ る 物 が きつ く て 、 息 を する の が つら いか ら 


* の 02 の 0 チオ ズ が 合 1 が 00 知 し い 。 
* 和服 は 着 尼 れ な いと 帯 が 苦 し い 。 

た くる 
e 食べ すぎ て ズボン が きつ く て 苦し い 。 


し ん ば い ご 


軒 還 心配 事 が あっ て つら い 
tormented (emotionally) 作る 2 本 紋 ] 症 斉 中 放 不 下心 来 、 視 痛 苦 


@ きつ く て つら いよ うに 、 心 に 苦痛 を 感じ て つら いこ と を 表す 


・ 彼女 に 全 の 人 気持 ち が 伝わら な は く て 普 し い 。 
< 。 志 い 切 っ て 、 彼 女 に 苦し い 胸 の 内 を 話し て みよ う 。 


こん な ん に 
困難 が あっ て つら い 
dificult, trying / 民 革 99] 9 本 恋 中 礁 、 人 か 得 不得 了 


@ きつ く て つら いよ うに 、 困難 が あっ て つら いこ と を 表す 


A 。 こ の 仕事 は 給料 は 安い の に 、 足 任 は 重く て 、 普 し い 。 
で ・ 人 生 は 前 し いこ と ば か り で は な い 。 
。 中間 管 理 職 は 上 か ら 攻 め ら れ 、 下 か ら 和 突き 上 げ ら れ 、 い つも 
千 し い 立 場 だ 。 
| [2al お 金 が な く て つら い 


hard up (for money),impowerished 中 9| 所 9] 二 理 叶 / 手 欺 捕 握 、 困 苦 
 @ 特に お 金 が な い の で つら いこ と を 表す 
生活 が 昔 し いた め 学費 を 払う こと が で き な い 。 
. 金 鐘 的 に し い の で 、 ど うに か 助け て ほし い 。 
。 普 し い 家計 を アル バイ ト で 支え て いる 。 
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くる し い 


せつ めい ご うい ん 


| 革 説明 が 強引 で 無理 が ある 
lame/awkward (explanation) 委員 9| 級 人 1 人 当時 解 聞 得 卒 強 附 会 、 不 自然 


しょ う 


| 9 残 引 に 説明 する と 無理 が 生じ 、 つ らく 感じ られ る か ら 


いぬ 。 か ちっ くる い 。 ゎ け 
・ 犬 に 噛ま れ て 遅刻 し た な ん て 、 苦 し い 言 い 訳 を する ん じゃ な 
い 1 
ろ る ん ぶ ん 。 ろ ん り て き 。 むり せつ めい くる 
* この 論文 は 論理 的 に 無理 が あっ て 説明 が 苦し い 。 
けつ ろ ん と うと っ l し て ん か い くる 
* 粘 論 が 唐突 すぎ て 、 話 の 展開 が 苦し い の で は な いか 。 


例 お 聞き 苦し いと ころ が あり まし た ら 、 お 許し くだ さい 。 

目 見 告 し い 一 : 見 た く な い 。 見 る と 気分 が 悪く な る よう な 
い お い ん 

例 相手 を 落と し 人 れる よう な 見 苦し いこ と は する な 。 
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くろ い 


黒い 


コク (黒板 )、 く ろ ( 県 帯 ) 


肌 の 色 が 濃い 


まく 5 や か 、 の る 
騙 久 真っ暗 間 の よう な 色 
black / 宇 答 入 9] 厨 征 せ 名 包 グ 漆黒 般 的 顔色 


くろ き み _ わ る 
* カラ ス は 黒く て 気味 が 悪い 。 
か の じ ょ くろ ひと み いん し ょ う て き 
e 彼女 は 黒い 瞳 が と て も 印象 的 で し た 。 
くろ な が か み か の じ ょ じ まん 
。 黒く て 長い 髪 が 彼女 の 自慢 で す 。 
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くろ い 


は だ 


男 肌 の 色 が 濃い 
suntanned/dark (complexion) と 羽 早 叶 9| 玉村 中 プ 臓 色 入 深 


@ 肌 の 色 が 濃い こと を 黒 で 表す 。 こ の 場合 の 黒 ・ 白 は 濃い ・ 薄 い の 意味 


。 夏 に 日 焼け し て 黒く な っ た 。 
な ん ご くし ゅ っ し ん か れ ひと いろ くろ み 

。 責 国 出身 の 彼 は 、 人 より 色 が 黒く て た くま し く 見 える 。 
は だ くろ ひ や 

。 朋 を 黒く する た め の 昌 焼け サロ ン と いう も の が ある 。 


dark (absence of light) / 可 香 叶 暗黒 
OO を くる 。 ちか いろ = 
⑫@ 光 が 当たら な いと 黒 に 近い 色 に な る か ら 


じ め ん た で も の < る か げ の 
* 地面 に 建物 の 黒い 影 が 伸び て いる 。 

くろ うみ ちい よね いっ せき う 

黒い 海 に 、 小 さき な 船 が 一 隻 浮い て いる 。 
へ や 。 お ぉ < < くろ や み な か な に d 
部 屋 の 奥 の 黒 い 間 の 中 に 何 か い る みた い だ 。 


dark (splotches, stain, etc.) 外相 ・ 思 介 本 | 2 人 4 呈 叶 中 プ 変 原 多 黒 , 肝 今 今 
計 あっ へ ん LU の 対 4。 いろ 
6 量化 し て 変色 する と 、 黒 ずん だ 汚い 色 に な る か ら 


。 バナ ナ が 傷ん で 無く な っ た 。 
最近 不足 で 日 の < 黒い くま が で き て し まっ た 。 
・ 雨 に 濡れ て 、 草 靴 に 黒い し み が で き て し まっ た 。 


ーー 
[3a| 悪 ・ 不 正 が あり そう だ 
dark (rumor), sinister, guilty /°} 等 包 当 ・ 生 名 健生 旬 邊 叶 グ 有 干 事 的 嫌疑 , 非 法 勾当 


《 回 化し て 色 が 黒く 変わ っ た よう に 、 悪い こと を 表す 。 


か れ 
* 彼 に は 黒い う わ さ が ある 。 
か いし ゃ くろ ぎ わく の に 
* あの 会 社 に は 黒い 疑惑 が 渦巻 いて いる 
くろ ぜったい じ けん は ん に ん a お も 
s あい つ は 黒 だ 。 絶 対 に この 事件 の 犯人 だ と 思う 。 
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くろ い 


品 腹 早い 回 : よく な い 考え を 持っ て いる 
いっ ぱん も の ご と 
回: 条 道 や 空手 で 技術 が 居れ て いる 人 が 締め て いる 黒い 各 の こと 。 一 般 に 物事 
が 上 手 で ある と いう 意味 も 表す 自 答 叶 [し ろ い ] 関連 語 人 


包 ロシア の ブー チン 元 大 統領 は 秒 道 時 の 有 削 だ 。 


くろ まく 


口 黒幕 回 : 表 に は 出 て こない 悪者 


め < る い が 奈 し め くる ぜったい ゆる 
向 目 が 黒い うち : 生き て いる 間 例 ) 私 の 目 が 黒い うち は 絶対 に 許さ な い 。 


呂 くら い (p131)、 し ろ い (p162) 
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けっ こう な 


よそ うし 


配 基準 ・ 予想 以上 で よい 
excellent,wonderful 2| 江 ・ 引 分 9 分ら 足 等 叶 ノ 概 其 人 秀 


あ けっ こう つぼ 
kk 

< テル の 部 屋 か ら の 眺め は た い へ ん 結構 な も の だ っ た 。 
と た な か くん か こん ど え けっ こう 

田中 知 の 描い た 今度 の 絵 は 結構 な で き ば え だ 。 


ひっ よう いし 33 ん 
必要 以上 あっ て 十分 だ 
more than necessary - 当 8_ 9| 盆 ら 足 以 9] 圭 号 中 中 充分 足 能 、 可 以 


じん き た い い じょう 


・ 期 待 以 上 ある の で 、 こ れ 以 上 は 必要 な く 、 十 分 だ 


・ A : コー ヒー の お か わり は いか が で すか ? 
B : いえ 、 も う 結構 で す 。 

* これ 以上 の お 礼 は 結構 で す 。 

・ お礼 の 挨拶 な ん て 結構 で す よ 。 
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民 軒 ある 程度 ・ ま ず ま ず 


quite る 正 呈 ・ コ 24 一 定 程 度 、 錠 算 好 


お で く 


@ 十分 で は な い が 、 期 待 や 予測 を 少し 上 回 っ て いる こと を 表す 


* 最近 の の カ ッ プ ラー メ ン は 結構 お いし い 。 
に 素人 の 落語 で も 結構 お も し ろか っ だ 。 
。 知 い パ ソコ ン で も 結構 役に立つ 。 


acceptable 引合 司 吾 邊 財 / 在 容 洗 落 園 之 内 
(9 ほん の 少し だ が 、 基 準 を 上 回 っ て いる の で 許容 で きる こと を 表す 


。 カ ジュ アル な 服装 で も 結構 で す よ 。 ど う ぞ お 入り くだ さい 。 
いん か ん も けっ こう 

・ 印 氏 を お 持ち で な けれ ば 、 サ イン で 結構 で す 。 

。 だ いぶ よく な っ た の で も う 退 院 し て も 結構 で す よ 。 


関連 語句 


生 結構 で す : ある 事柄 に 満足 し て いる と いっ た 背 定 的 な 意味 ( ウ 画 了 ) に も 、 誘 いや 勧 
た い や わ こと われ ひ て いて き い み も ち 
に 対す る 柔らか い 断 り と いっ た 人 否 定 的 な 意味 (w 還 罰 に も 用 いら れる 
けっ こ て まえ さ どう ちゃ の お あと さ ほう い か ん し ゃ トマ? 者 
和 結構 な お 点 前 で : 茶道 で お 茶 を 飲み 終わ っ た 後に 、 作 法 を ほめ て 言う 、 感 謝 の 言葉 


用 法 ノ ー ト グ 本 叶 古 胃 了 本 の 用 法 を 比較 する と 、 以 下 の 図 の よう な 関係 に な る 。 


叶 うつ くし い (p68)、 き れい な (p.124)、 す ご い (p169) 
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ア 
うた が う よ か の う せ い 
疑い が 強い ・ 可 能 性 
が 高い 
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いろ 


配信 色 の 濃度 が 高い 


dark/deep (color) 名 名 を 王 2 ト 衝 中 顔色 深 


。 濃い 色 の 服 ば か り 持っ て いる 。 
うす し 
。 注い と 読め な い の で 、 も っ と 濃く 名 前 を 書い て くだ さい 。 
ま みどり 
。 だ ん だ ん 山 の 緑 が 濃 く な っ て きた 。 


き た い ど た か 
還 気 休 ・ 却 の 濃度 が 高い 
thick/dense (gas, fog, etc.) | 剤 ・ ト 2 引 丘 ト 知 中 気体 和 愛 気 大洲 


きり じょう 


(@ 色 の 濃度 が 高い よう に 、 気 体 ・ 却 状 の も の の 濃度 ・ 密 度 が 高い こと を 表す 


こう じょう えん と つ 本 こ け も り oS の ば 

* 工場 の 煙突 か ら 濃 い 煙 が 立ち 上 っ て いる 。 
きり まえ み 

* 濃い 霧 の た め に 、 前 が よく 見 えな い 。 


あじ つよ 
味 が 強い 
rich/strong (taste) 中 9| 介 計 中 味道 大 洲 


@ 色 が 濃い 方 が 味 も 強い か ら 


・ 薄い コー ヒー より 濃い コー ヒー の ほう が 好き だ 。 
に 。 。 搾り た て の 牛乳 は 、 スー パー の 牛乳 より 濃く て お いし い 。 


] 勿 い が 工 い 
| strong (smell) 紀州 外 な 千 同 気味 太 強 烈 
@ 味 が 列 い 方 が 匂い も 強い か ら 
DA NO バラ の 濃い 香り が する 。 
*。 OE ね だ ん た か 
> ・ 国産 の まつたけ は 香り は 渡 い が 、 値 段 は と て も 高い 。 
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| け おぉ おぉ 
匠 還 も が 多い 
thick (hair) 邊 9| 壁 中 / 毛 六 多 


6 も が 多い と 色 も 濃い か ら 


も た し あ に か み け こ 
* 私 の 兄 は 髪の毛 が 濃い 。 
ひと ひげ x に ち か い そ 
と) (の あの 人 は 表 が 濃い の で 、 1 日 に 2 回 も 剃る そう だ 。 
か れ か み は 3 う で あし け こ 


彼 は 髪の毛 だ け で は な く て 、 腕 や 足 の 毛 も 濃い 。 


ド が じょう 。 け ( ょ 5 は 
| 民 罰 過剰 な 化粧 で 派手 だ 
] heavy (makeup) / 千 9] 24 叶 剤 8 叶 全 衣 叶 ン 注 枚 失 古 


けり しょう 


| @ 化粧 を し すぎ る と 、 化 粧 の 色 が 濃く な り 、 派 手 に 見 える か ら 


・ 彼 女 は いつ も 化粧 が 濾 い 。 

・ 今 日 は 化粧 が 彼 す ぎ て 別人 の よう うだ 。 
ち べ 

。 口紅 が 濃 す ぎ て 、 あ まり に 不 自然 だ 。 


へ 


な いよ う Ue3 じ っ 
内 容 が 充実 し て いる 
full of content, meaty ブ 細 合 9| 寺 人 叶 叶 グ 内 容 充 笑 


物 の 密度 が 高く て 色 が 濃い よう に 、 内 容 の 密度 が 高く 、 充実 し て いる と と を 実 す 


・ 出 田 さ ん の 計 論文 は 内 容 が 渡 い 。 


い が く いん じゅ きょう 


・ 大 学院 の 授業 は 内 容 が 渡 い の で 難し い 。 


は うば ん ぐみ 


・ も っ と 中 身 が 濃い 情報 番組 を 放送 し て ほし い 。 


いん し ょ う 


販 計 感じ 方 ・ 印 象 が 強い 
strong (impression, feeling) プー 色 ・ 中 分 9| す 村 中 感 常 、 印 象 強烈 


し ょ う 


]e 色 の 濃 さ の 度合 い が 強 いよ うに 、 感 じ 方 ・ 印 象 の 度合 い が 強い こと を 表す 


の @) ・ 印 象 が 濃かっ た の で 、 あ の 人 を 忘れ る こと が で き な い 。 
1 0 し ん せろ ひと = は E04 ち が 
NL 。 た だ 親切 な 人 と 情 が 濃い 人 は 、 ち ょ っ と 違う 。 
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3 っ ょ か の う せい た か 
疑い が 強い ・ 可 能 性 が 高い 
strong (suspicion,probabihity) / グ な 詩 引 人 9| 下 ・2 ト を す 9| ヨ 叶 ン 有 嫌疑 、 可 能 性 邊 大 


(@ 色 が 濃く て 明らか で ある よう に 、 疑 いや 可能 性 が 明らか に ある こと を 表す 


。 こ れ は 、 信 酒 運転 の 疑い が 濃い 。 
ひと は ん に ん うた が ンプ 
・ あの 人 が 犯人 で ある 疑い が 濃い 。 
。 私 た ちの チー ム が 勝つ 見 込み が 濃く な っ た 。 


関連 語句 


暫 血 が 濃い : 血液 の 濃度 で は な く 、 血 縁 関係 が 強い と いう 意味 
い し て い ど お お よう す あ 5 れ ひ ろう いろ トス く の う いろ S 
師 この 色 が 濃い : 一 の 程度 が 大 きい 様子 を 表す 全 疲 労 の 色 が 濃い 。 爺 普 悩 の 色 が 濃い 。 
は いし ょ く に ま ま か の う せ い た か 
条 敗色 が 濃い : 負け そう だ 、 負 ける 可能 性 が 高い 


LM 、 ぁ 。 設 な お お Nd せい よう じん て き 
文化 ノー ト み 目 、 算 、 口 が 大 きく は っ きり し て いて 、 西 洋 

か お い 
い 顔 」 と 言う 。 


うす い (p60) 
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こと こまかい 


細か い 


サイ (詳細 )、 こ ま ( 細 か )、 ほ そ ( 細 い 、 細 る ) 


3 

ちい ち 5% う い 
小さ な こと に 注意 
する 


ちい も の 
騙 計 小さい 物 が た くさ ん ある 
tiny, fine (pattern, etc.) ズ 千 包 闘 誠 ト 司 9| 紋 司 グ 舞 小 的 奈 西 祖 多 


・ 海 辺 の 砂 は 細か い 。 
りゅう し こま み 

。 粒子 が 細か く て よく 見 えな い 。 
ふく も よう 

< 服 に 細か い 模 様 が ある 。 


条 自 が 細か い : 網 の 隙間 が 小さ い ぐ 目 が 粗い 
例 ) 目 が 細か い 網 を 使わ な いと 、 魚 が 逃げ ちゃ う よ 。 
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こま か い 


が く ちい 
慎司 額 が 小さ い 
small (change) / 誤 9] 中 / 数 領 小 


@ 小さ い 物 の よう に 、 額 が 小さ いこ と を 表す 


GO ③)  ・ 粗 か い お 金 し か な い 。 
いき Ee 
⑦) = ・ 細かい お 釣り が ほし い 。 
いち まん えん こま 
⑩〈⑩ 。 一 万 円 を 細か くし て いた だ け ま すか 。 


じゅ う よ う 
己 重要 で な い 


minor trivial 圭 全 村人 | 合 叶 不 重要 


@ 小さ い 物 は 大 きい 物 よ り 重 要 で な いこ と が 多い か ら 


* 細か いこ と を 気 に する 。 
ed, も ん だ い き 
。 細 か い 韻 題 は 気 に する な 。 
の ほう 
。 そ ん な 組 か いこ と 、 放 っ て お け ば 。 


ちい ー 593 い 
諾 習 小さ な こと に 注意 する 
detailed,close (cxamination, etc.) / 和 久本 入所 可 所 引合 | 合 引 中 グ 注 重 小 帯 、 苑 致 


@ 小さ い 物 の よう に 、 事柄 の 細部 に まで 気 を 使う 


こ て し っ ぱい 9 うい 
細か く 指 摘 し て 失敗 し な いよ うに 注意 する 
り ょ か ん ここ ろ 2 づか こま 
e この 旅館 は 心遣い が 細か い 。 
ほか ひと き か れ げ い 
他 の 人 が 気 に し な いこ と まで 、 き ちん と し て いて 、 彼 の 芸 は 
に er 】 
細か い 。 
か ね = ] 
。 あ いつ は お 人 金 に 細か いか ら ね 。 
か ね る か ね か ん ちい き 
*「 お 金 に 細か い 」 = お 金 に 関し て 小さ な こと まで 気 に す る 
よう す い わる い なみ つか お お 
こと 。 け ちな 様子 を 言い 、 悪 い 意味 で 使わ れる こと が 多い 。 
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小刻み に 繰り 返す 

| small/slight (repetitive movements) 愉 記 社 計 9 豆 周 号 相 叶 反 算 、 疾 臣 

ちい 。 ゃ の ちい うこ 。 な ん て 5 の 
LL: 小さ い 物 が た くさ ん ある よう に 、 小 さい 動き を 何 度 も 繰り 返す こと を 表す 


な びに 、 細か 振動 が 伝わっ て くる 。 
が 細 


か く 艇 えて いた 。 


月 細か 回 : 細か いこ と 


人 あら い (p53) 
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さっ ぱり [と ] 


さっ ぱり [と ] 


の 


よけい 


余計 な 物 が な く て 
すっ きり する 


味 が すっ きり し て 
お いし い 


経 で き な い 


和え が 
すっ きり し て いる 


よけい も の 
配置 余計 な 物 が な く て すっ きり する 
neat, uncluttered グ 評 テト 選 9| 客 号 千本 / 正 好 、 整 済 、 利 落 


Re rN 
本 計 な 飾り を 取り 外し て 、 さっ ぱり し た 展示 に SEs 
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さっ ぱり [と ] 


i ri em" 
嫌 な 物 が な く て 気持 ちい い 
refreshed, relieved / 宙 名 久 9] 劉 9] 刀 晶 等 中 ンプ 不 対 戻 、 痛 快 


⑥@ 余計 な 物 が な く て すっ きり し て 気持 ちがい いよ うに 、 嫌 な も の が な く て 気持 ちい いとこ 


。 シ ャ ワー を 浴び て きっ ぱり と し た 。 
。 背 の 毛 を 切っ て さっ ぱり と し まし た 。 
ひる ね つか 
。 昼 寝 を し た ら 、 疲 れ が と れ て さっ ぱり し た 。 


og ーー 
[Ob] 味 が すっ きり し て お いし い 
lightly seasoned 人 癌 公 9| 釣 旬 結 可 中 須 中 味道 清 淡 可 口 


]@ 余計 な 物 が な く て すっ きり し て 気持 ちい いよ うに 、 余 計 な 味 が な い の で 、 す っ きり し | 
て いて お いし いこ と を 表す _ | 


* 景 い 時 は 、 さっ ぱり し て いる そば が いい 。 
・ この 店 の 味付け は きっ ぱり と し て いる 。 


ちか ご ろ に ん き 


* 近頃 は 甘み も 少な く 、 きっ ぱり と し た 飲み 物 が 人 気 だ 。 


Rt 
格 ・ 考 え 方 が すっ きり し て いる 
frank, openhearted 舎 引 ・ 鹿 伸 9] 人 岩 全 肖 叶 性 格 、 想 法 爽 快 、 干 脆 


いか く か ん が 


特に 性 格 ・ 考え 方 が すっ きり し て いる 


・ 申 邊 さん は 人 柏 橋 が さっ ぱり し て いる 。 
) ・ ね ち ね ち し な い 、 さ っ ぱり と し た 人 柄 が 好ま れる 。 
ワリ ひと か ん が Pp た っ ぱい 
人 4 8 ・ あの 人 は さっ ぱり と し た 考え 方 を する 人 で 、 失 敗 し て も すぐ 


な お 


に 立ち 直る 。 
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さっ ぱり [と ] 


に 
何 も 残 ら な い 
completely (gone) 9T 早 2 主 紀 2| 和合 中 完全 御 底 


よけい あと 


6) 余計 な 物 が 全部 な く な っ て 、 後 に 何 も 残 ら な いこ と を 表す 


-⑱-  ・ 寺 が 、 と け て きれ いさ っ ぱり な く な っ た 。 
し ー \ だ 0 
(の 。 出 され た も の を きれ いさ っ ぱり 食べ て し まっ た 。 


まえ か れ し えん き ce た に ん 
(cS ・ i の 第 誠 と は きれ いさ っ ぱり 線 を 切っ た の で 、 も う 他 だ 。 
* 軒 還 の 用 法 で は 「 き れい さっ ぱり の 形 で 用 いる 。 


ぜん ぜん じ つ げ ん 


[a] 全然 実現 し な い | 


not (happen) at all / 衝 太 枯 怪 司 | 登 叶 完全 笑 現 不了 
後に 残る 物 が まっ た く な いよ うに 、 期 待 し た こと が まっ た く 実 現し な いこ と を 表す 


きょう つ 
e 今日 は さっ ぱり 釣れ な い 。 
あたら う 
e この 新しい ビー ル は さっ ぱり 売れ な い 。 


・ 政府 の 期待 に 反し て 、 景 気 が さ っ ぱり よく な ら な い 。 


全て を 忘れ る ・ あ きら め る 
completely (forgetgive up) / 言 科 本 只 村 ・ 革 2| 村 中 プ 全 誠 了 , 死 心 、 放 送 澤 

(@ 殺 分 な こと を な くし 、 き れい に し て 、 すっ きり する よう に 、 記憶 か ら 消し た り (消え 

た り )、 あ きら め た り し て 、 す っ きり する こと を 表す 


x し 9《 だ い わす 
1} UI 。 和 宿題 の こと を きれ いさ っ ぱり 忘れ て いた 。 
ニー タグ 。 き れい さっ ぱり あき ら め よ う 。 


分 同 の こと は 謀る か ら 、 き れい きっ ぱり 水 に 流し て ほし い 。 
みず な が みず な が 
*「 水 に 流す 」 = 水 に 流し て し まっ て な く な る よう に 「 忘 れる 」。 


ピリ 
0 


* 要因 の 用 法 で は 「 き れい さっ ぱり 」 の 形 で 用 いる 。 
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さっ ぱり [と ] 


[2a| 全然 思い 出せ な い 
| not (recall) at al / 妨 選 思 寺 9] L は 財 ノ グー 点 也 想 不 起 来 


| すべ わす な に お も だ な に か 4 が だ $5 
‘© 全て 忘れ て し まっ た よう に 、 何 も 思 い 出せ な いこ と ・ 何 も 考え 出せ な いこ と を 表す 


た 5 き かく 。 お も 
* 新しい 企画 が きっ ぱり 思い つか な い 。 
あお た 5 う 
* 新しい アイ デア が さっ ぱり 浮か ば な い 
ころ お だ 
・ あ の 頃 の こと が きっ ぱり 思い 出せ な い 。 


ぜん ぜん り か い 


[2p] 人 鉄 理解 で き な い 


| not (understand) at all / 社 局 一 H 娠 中 一 容 不 通 


| 
| @ 全て を 忘れ て し まっ た よう に 、 ま っ た く 理 解 で き な い こと を 表す 


。 問題 の 答え が さっ ぱり わか ら な い 。 
ひと が が か た ts 
・ あ の 人 の 考え 方 が さっ ぱり 理解 で き な い 。 
。 論 理 が 支 離 滅 独 で 、 何 を 言い た い の か さっ ぱり 分 か ら な い 。 


] 関連 語句 


せん ぜん や く た WE 
[| さっ ぱり だ : 全然 役に立た な い 。 全然 だ め だ 
例 ) この コン ピュ ー タ ー は さっ ぱり で す 。 


路 すっ きり [と ] (p171) 
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さ お むい 


き お ん 


気温 が 低い 


な ん と な く 閑 し い 
悲し い 


お も し ろく な い 


本庄 気温 が 低い 


cold (air temperature) 2] 名 | 其 叶 気温 低 


年 の を は と て も 失い 。 

さ で 

人間 は 楽 く て 、 布団 か ら な か な か 出 ら れ な か っ た 。 
。 こ こ は 寒 く て 体 が 凍え そう だ 。 


さむ お い 


きょう ふ 
男 肛 股 怖 で ぞっと する 
shiver with fear / そ 至 登 に 対 ® 久 恒久 証 ノ 中 得 史 喋 


お そ さむ ーー 5 た ぶる 1 
@ 麗 ろ し いと き に は 、 寒 いと き の よ うに 体 が 震え る か ら 


お そ せ すじ さむ 
。 堪 みろ し さ で 背筋 が 案 く な っ た 。 
忌 :『 ご ま > か ん が 
。 事 故に 巻き 込ま れ て いた か も し れ な いと 思う と 、 考 えた だ け 
せ すじ 
1 
月 


H ま く び す じ きち 
* 演 の 藻 を 開い て 、 真夏 な の に 首筋 が 寒く な っ た 。 


せ すじ く び す じ 


よう ほう きむ た 5 つか 
* の 用 法 で は 、「 背 筋 ズ 首筋 が 寒く な る 」 と いう 形 で 使う 。 


さび > な 
計 記 な ん と な く 寂 し い ・ 悲 し い 
]onely sad / 謀 | 引 理 叶 ・ ii oes 悲 伏 
@ 気温 が 低い と き に 体 が 准 える よう に 、 寂しい ・ 悲 し いと き に 心 が 冷え る よう に 感じ る 
こと を 表す 


きむ 。 へ や ひと り が 5 だ = ころ きむ 
寒い 部 屋 に 一 人 で いる と 、 体 だ け で な く 、 心 まで 寒く な っ て 
し まい ます 。 

せい か つ 


独身 生 滞 は 心 が 楽 く な る 。 
・ 浴 酷 な 言葉 を 開い て 心 が 守 く な っ た 。 


|[2a] 申 身 が 少な く て 貧弱 だ 


inadequate, poor / 引き 曲 9| 劉 9| 四 9 邊 中 内 装 的 赤西 少 。 盆 乏 、 実 夏 


1@ 抽 身 が 十分 に な く て 貧 器 だ と 、 心 が 寂し く な る か ら 


MG 


っ けん き ぐ すく けん き % う じ ょ 。 よ きむ 。 ts う 
・ 実験 器具 が 少な く 、 研 究 所 と 呼ぶ に は 、 あ まり に お 寒い 状況 だ 。 
せい ふ 


。 政府 の お 寒い 政策 に は あき れる 。 


よう ほう さむ か が たち 。 つか ひ は ん 。 ひな ん いみ 

* [2al の 用 法 で は 、「 お 寒 い 」 の 形 で 使わ れ 、 批 判 ・ 非 難 の 意味 
と も な 

を 伴う 。 


名 に し 0E 持っ て いる お 金 が 少 MA 
例 ) 給料 日 前 で 懐 が 案 く 6 飲み < 行け な い 。 
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さむ い 


お も し ろく な い 
not amusing / 刑 可 応 中 没有 意思 


さむ うど に は ん の う 
(@ 窪 いと 動け な く な る よう に 、 お も し ろく な いと 反応 し よう が な いか ら 


げ い に ん さむ 
es あの 芸人 の コン ト は 寒い 。 
さむ い 
* そん な 寒い こと を 言わ な いで よ 。 つ ま ら な いな あ 。 


関連 語句 


_ さむ お さむ か ん わた し さむ じ ぶん つか 
寒 が る : 寒く 感じ る 。「 私 は 寒 が っ て いる 」 の よう に 自分 に は 使え な い 。 
る の ま ど 
例 子供 が 寒 が っ て いる か ら 窓 を 閉め て 。 
さむ ほか ひと さむ つよ か ん ひと 
楽 が り 回 : 他 の 人 より も 案 さ を 強く 感じ る 人 
な ん ご くし ゅ っ さむ 
仰 あの 人 は 南国 出身 な ん だ か ら 、 寒 が りな の も し か た な いよ 。 


噂 あたたか い (p31)、 あ つい (p37) 
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し ず か な 


静か な 


じょう みゃく 


セイ (静止 )、 ジ ョ ウ ( 静 脈 )、 し ず ( 静 けさ 、 静 まる 、 和 静め る ) 


1 
動き が 少な い 


せい か く 


性 格 が 穏やか だ ・ 
温厚 だ 


お と ちい 575 
札 叶 音 が 小さ い ・ 音 が な い 
quiet silent / 全 本 2 ト 條 中 ・ 人 本 トト 呈 中 声音 小 、 没 声音 


つま ね お と た し ず と 
・ 美 が 門 て いた の で 、 音 を 立て ず に 静か に 仕事 を し た 。 
。 授業 が 始ま る と 学生 は 静か に な っ た 。 
・ 欧 か な 編 邊 を 立て て 疲 て いる 娘 を 見 て いる と 率 せ を 感じ る 。 


お お ど お いっ ぱん な が か し ず 
・ 大 通り か ら 一 本 中 ( に 入っ た 通 きり は 、 人 も 少 少 な く 、 と で て も 静か だ 。 


ーー 
[0a] 時 間 が 穏やか に 感じ られ る 
| tranquil (passage of time) / 人 | 社 9| 羽 合 店 | 三 列 人 | 中 時 同 辻 得 入 平 静 


© 購 が し く な い 場 所 に いる と 、 ゆ っ た り と し た 笑 や か な 気分 に な る か ら _ 


・ 静 か な 和 夜 に 本 を 読む の が 好き だ 。 

。 贅 か な 昼下がり に コー ヒー を 飲み な が ら 読 午 を する 。 

。 田舎 に 帰る と 、 そ こ で は 静か に 時 間 が 流れ て いる よう な 感じ 
が する 。 
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し ず か な 


PP すく 
動き が 少な い 
gentle (movement) / き 代 9| 條 叶 / 効 作 少 面 


@ 動き が 少な いと 、 生 じ る 音 も 小さ いか ら 


。 風 も な く 、 木 の 葉 が 静か に 散っ て いる 。 
し ず 
前 か に ゆっ た り A 
* 目 の 前 に は 、 和 浅 で 前 か 2 な 海 が / 広がっ て いる 。 


il 邊 評 た な い 
quiet, inconspicuous / 下 引 可 2| 沼 叶 グ 経 経 地 、 情 情 地 


あま り 動か な い 物 の よう に 、 変化 あま りな い の で 、 自生 た ず 、 ゆっ くり し て いる こと を 表す 


* 老化 は 気 付か な いう ち に 租 か | に 進む も の で す よ 。 

® 新しい ダイ エッ ト 食品 が 静か な ブー ム に な っ て いる 。 
き づ し ず し ん こう 

* 気付 か な いう ち に が ん が 静か に 進行 する 。 


が ん Py2 た い ど ひょう じょう 


棄 感情 ・ 態 度 ・ 表 情 が 穏やか だ 
gentle/peaceful (emotion, attitude, expression) / 社 ・ 避 己 ・ 基 9| 名 枯 引 ロン 感情 、 砲 度 、 表情 温和 


(@ 普 や 動き が な いよ うに 、 感 情 や 態度 の 変化 が あま りな く 、 穏 や か で 落ち 着い て いる 
彼女 は いつ も 静か に ほほ 笑 ん で いる 。 


RA 赤ちゃん の 静か な 近作 を 見 る と は っ と し ます 。 
- ・ 定職 し た 後 は 、 区 か に 余生 を 送る つも り で す 。 


| 回 性 格 が 績 や か だ ・ 油 恒 だ 
| quiet/calm (disposition) 有用] 各 引 引 叶 ・ 字 名 引 叶 ノ ズ 性 格 文 静 、 温厚 


か ん じょう た い ど 


OW 態度 が 租 や か な よう に 、 性 格 が 組 や か だ ・ 温 屋 だ 


s あの 祭 は 作 が 導 か で 妹 が に ぎ や か で 、 性 
° あの 方 は 静か で 気品 の ある 女性 で すね 。 


も の し ず くち か ず すく は な 

物静か 訪 : 口数 が 少な く 、 あ まり 話さ な い 
た し も の し ず だ ん せい Na 

例 ) 私 は 物静か な 男性 が 好き で す 。 


嘱 うる さい (p72) 
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し っ か り 「[ と ] 


し っ か り [ と 」 


③ 


構造 が 強く Kd 
安定 し て いる 


あん て い 
本 計 固く 安定 する 
firm, stable / 計 丸和 引 列 久本 谷 枯 中 グ 稔 固 、 希 笑 


メラ を E 脚 に し っ か り 固定 し て くだ さい 。 
0 と し て いる 。 
は 海辺 の 崖 に も る しっかり 根 を 張っ て 生き て いる 。 


0 


159 


し っ か り [と] 


つよ 。 むす ミア 
強く 結び 付い て いる 
tight, secure 4 引 九 婦 環 司 紋 中 紫 上 相 途 


か た むす っ 


@ 物 が 固く 安定 し て いる よう に 、 物 と 物 が 強く 固く 結び 付い て いる 


。 し っ か り と 抱き 含 う 。 
も すめ ちち で に ぎ 
e 娘 は 父 の 手 を し っ か り 所 っ た 。 
と ぎん し ゃ て きゅう な が か わ わた 
e 登山 者 た ち は し っ か り と 手 を つない で 、 急 な 流れ の 川 を 渡っ 
7 だ ら 
みね くい むす 3 
e 船 の ロー プ を 杭 に し っ か り 結 び つ ける 。 


| こう そう つよ あん て い 
[1a] 構造 が 強く て 安定 し て いる 
solid/reliable (organization,system, etc.) ゲイ 取 7 号 呈 計 エ エ 叶 用 本 9] 駅 財 / 持 枚 堅 固 


と く か ん けい 」 こう ぞう つよ あん て い あら わ 
特に 関係 ・ 構 造 が 強く て 安定 し て いる こと を 表す 


< 組織 が し っ か り と し て いる 。 
じ っ せ き し ん よう か いし ゃ し e う しょ ( 
。 実績 と 信用 の ある し っ か り と し た 会 社 に 就職 し た い 。 
あん つか 
。 し っ か り と し た シス テム な の で 秋 心 し て 使え る 。 


けん じ つ 


が 。 た い ど = 
考え や 態度 が 堅実 だ 
sound (thinking。 attitude) 介 介 9] 呈 純 王 2 妊 生 上 / 想 法 旧 寄 、 赤 度 踏 人 


けん じ つ 


@ 物 が 固く 安定 し て いる よう に 、 考 え や 態度 が 堅実 で 安定 し て いる こと を 表す 


。 あ の 子 、 一 人 で 買い 物 で きる な ん て 、 し っ か り し て る わ ね 。 

。 あ の 会 社 は 経営 者 が し っ か り し て いる か ら 、 大 丈夫 だ 。 

。 そん な こと じゃ 、 社 会 で や っ て いけ な い ぞ 。 も っ と し っ か り 
し な きい 。 
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し っ か り [と] 


ぎじ ゅ 2 の うり ょ く し ん らい 


技術 ・ 能 力 が 信頼 で きる 
solid (technology; skill) /2] 査 ・ を 引 9] 和 避 2 ト フト 叶 プ 技 木 、 能 力 茎 得 住 


あん て い ぎし じゅう の うり ょ く 〈 か くじ つ 


3 物 が 固く 安定 し て いる よう に 、 技 術 ・ 能 力 が 確実 で 信頼 で きる こと を 実 す 


。 バレ エ で は 、 小 さい うち に し っ か り と し た 基礎 を 身 に 付け て 
だ い じ 
お く こ と が 大 事 だ 。 
と うし ゃ F じゅ フ た し ゃ と 
< 当社 に は し っ か り と し た 技術 が ある の で 、 他 社 に 引け を 取り 
ませ ん 。 
きこ そ か た じゅ けん や く < だ 
。 しっかり と し た 基礎 を 固め て お け ば 、 受 験 で も 役立つ 。 


Me3 ぶ ん 
匠 時 十分 に こす る 
thorough きせ せき | - 計 叶 充分 地 、 友 笑 地 一 


Ue, 


の 十分 に こす る と 確か な も の に な っ て 恋 定 する か ら 


まい に ち 


毎日 、 朝 ご は ん を し っ か り 食べ て いま す 。 
そ な べ ベ ん きょう 
* テス ト に 備え て し っ か り 勉 強 する 。 
よ 
。 レ ポー ト を し っ か り 読 ん で お いて くだ さい 。 


fully (satisfying) プ 号 叶 91 性 圭 全 当 叶 十分 満 意 
< 


| 十分 に ある の で 満足 で きる か ら 


。 こ の 回 は し っ か り と し た 質感 が あり ます ね 。 
あき た いな に は 
。 秋 田 の 稲庭 う どん は 歯ごたえ が し っ か り し て いて お いし い 。 


関連 語句 


も の けん じ つ 。 ひと 
し っ か り 者 回 : 堅実 な 人 守正 
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し ろ い 


は くじ ん く び w〈 


白 )、 し ら ( 特 壁 )、 


)、 ビ ャ ク ( 黒 


i> °° な る と この 辺り は 白い 雪 で 首 わ れる 。 
ーー 。 先 に 自 い 法 が た さん 浮か ん で いる 。 

8 る 4 < ん 

い mml e 寒い と 息 が 円 く な る 。 
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し ろ ( 真 っ 白 ) 


し ろ い 


は だ 。 いろ 


| 1 | 肌 の 色 が 薄い 


jight (complexion) 選 早 膨 9| 時 中 プ 肛 色 息 淡 


くろ し ろ こ ウ 


@ 肌 の 色 が 薄い こと を 白 で 表す 。 こ の 場合 の 黒 ・ 白 は 濃い ・ 薄 い の 意 


・ 僕 の 彼女 は 色 が 自 く て きれ い だ 。 
か の じ ょ "で し ろ は そ 
。 彼女 の 手 は 自 く て 細い 。 
は だ し ろ け し ょ う ひ ん う 
・ 肌 を 自 く する た め の 化粧 品 が た くさ ん 売れ て いる そう だ 。 


@ 
1 


ほん らい 
匠 時 も の 本 来 の 色 が な く な 
white/gray (hair) 見 芋 可 引 財 9| 投 引 31 中 毛 負 失 夫 本 色 


ほん らい 


@ 日 本 人 の 毛 の 色 は 黒 だ が 、 本 来 の 色 を な くす と 白く な る か ら 


は は 妖 ま し ろ め だ Ee 
* 母 の 頭 に 白い も の が 目立つ よう に な っ た 。 
し ん ば ぱ ばい 


・ 心 配 が 重なっ て 、 頭 が すっ か り 白 く な っ て し まっ た 。 
年 な と っ で 髪 も ひげ も 白く な F つ た 。 


光 が 当 た っ て 明る い 
brightly lit グ 明 9| 屋 9 ト 時 時 グ 有 交 袋 、 明 亮 
@ 光 が 当 た っ て 、 反射 し て いる と き 白っぽく 見 える か ら 


うみ 。 ひ 09 は ん し ゃ し ろ か が や 

* 海 が 日 の 光 を 反射 し て 白く 輝い て いる 。 
つき 。 し ろ つめ ひか 

* 月 が 白く 冷た く 光 っ て いる 。 

つき あ 


ぬ みち し ろ て 
・ 月 明か り が 、 濡 れ た 道 を 白く 照ら し て いる 。 


な に か 
民 罰 何 も 書 か れ て いな い 
blank | 早 外 中 t 久 可 久 叶 / 空 白 


@ 紙 に 何 も 書か れ て いな いと 、 紙 は 白い まま だ か ら 
し ろ ポポ 人 ち ず は あん な いり ぉ う か ん せい 
| 用 HE 日 い 部 分 に 地図 を 貼れ ば 、 WC 


b> 回 * ° 白い と こ ろ が な く な る は ぶ 、 ノー ルト に 単語 書い た 。 
う あ ん よう 
5 - * 客 案 用 紙 を 白い まま 出し た 。 


Na 
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し ろ い 


し ろ お び か ら て 


昌 括 回 : 柔道 や 先手 を 始め た ば か り の 人 が 締め る 自 い 常 の こと 。 @ 量 帯 叶 「< 
ろ い 」 関連 語 


文化 ノー ト グ 人 首 疾 い 競 、 粒 ( 寺 ヘビ) な どの プラ ス の ィ イ 
メー ジ が ある 。 


時 あお い (p22)、 く ろ い (p138) 


164 


すき な 


好き な 


コウ (好物 )、 こ の (好む お )、 す ( 好 く ) 


上 人 に 導い 簡 で を 有 
=, 


好ま し く て 心 が ひ か れる 


制約 が な く て 自由 だ 


この =c2 
騙 時 好ましく て 心 が ひ か れる 
favorite, (things) one jikes / ( 可 加 当 引 財 可 オ 9] ) 中 舎 引 言 叶 プ 信人 満 意 、 迷 上 


・ 私 は ソフ トク リー ム が 好き で す 。 

・ カラ オケ が 好き で 、 よ く 行 きま す 。 

・ 休み の 日 は 、 読 書 を し た り 映 画 を 見 た りす る の が 好き で す 。 
。 ど ん な タイ プ の 男性 が 好き で すか 。 


enjoy/love (a pastime, etc.) / 婁 寺村 中 / 抽 中 王 


(@ や が 強く ひか れる と 熱中 する か ら 


な) ⑯)  。・ ぁ の 手 、 ま た ゲー ム や っ て る よ 。 ほ ん と に 好き ね 。 
(>・ す みっ か れん そく つ 

論 1 ・ 好 きだ な あ 。 三 日 連 続 で 釣り と は 。 

NPG まい し ゅ う で す 
[に * 毎週 プル フ に 出かけ る な ん て 、 好 き で すね ぇ え 。 
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すき な 


[1a] 異性 に 強い 関心 を 持つ | 
| love (romantically) 引 人 中 2 オ 往 玉 釣 島 英 叶 プ 対 昇 性 非常 感 迷 趣 , 好色 | 
| と く い せい つよ に きょう み か ん し ん も あら わ 
@ 特に 異性 に 強 す ぎる 興味 ・ 関 心 を 持つ こと を 表す 
ポ 3 bE すず に ちか よ に 

。 あの 部 長 は 女性 が 好き だ か ら 、 近 寄ら な い ほ うがい いで す よ 。 

き す 
・ 気 を つけ ろ よ 。 好 きだ か ら な 、 あ いつ は 。 


せい や く じ ゆう よ 
制約 が な く て 自由 だ 
freely, of ones choosing / 刻 9fo] 9] 人 生音 中 プ 随 便 、 随 心 所 欲 、 邊 自由 

< sc を じ ゆう せい や く < あら も 
(@ 心 が ひ か れる まま に 行う の で 、 自 由 で 制約 が な いこ と を 表す 


で す ひ 。 す ね 
。 休 み の 日 は 好き な だ け 寝 られ る 。 
と あ き 
。 い つ で も 好き な 時 に 遊び に 来 て くだ さい 。 
ト せき に す い 
。 彼 は 無責任 に 、 好 きなこ と を 言っ て いる 。 


関連 語句 


[ 口 好 き 好 ん で ~ な い : 本 当 は し た く な いこ と を する 
便 ) 何 も 好 き 好 ん で こん な 仕事 を し て いる の で は な い 。 
田野 きす る 「 女 ] : 一 般 に 男性 に 好ま れる 女性 
品 男 好き の [ 女 ] : 男性 に 強い 関心 を 持つ 女性 
口 安 好 き 回 : 女性 に 強い 関心 を 持つ 男性 。 
品物 好き 回 : 普通 は 好ま れ な いも の が 好き で 、 少 し 変わ っ て いる 人 
例 ) 誰 も が 嫌がっ た あの 仕事 を 引き 受け る と は 、 若 も 相当 の 物好き だ ね 。 
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すく な い 
少な い 


ショ ウ ( 少 数 )、 す こ (少し ) 
数 ・ 量 が あま りな い 割合 が 小さ い 


2 


頻度 が 低い 


か ず りょう 
生還 数 ・ 量 が あま りな い 
few /〒・9Fo] 湯 至 羽 本 ノ ズ 数 量 不 多 


"| Im 。 秋葉原 上 下行 うし ゃ て ん ご く 
剛 剛 間 HH 火 葉 原 の 歩 4 者 天国 は 人 が 少 な か っ た 。 
ロロ 


VO っ ・ 最近 、 東 京 も 緑 が 多 く な っ た が 、 ロ ンド ン に 比べ る と まだ 少 
7 RN な い 。 
* 二 つ を 比べ て 多少 に つい て 言う 場合 、 数 


・ 量 が で も 「 
回 っ て いれ ば 「 少 な いい | と 言え る 。 よ っ て 、 0 
数 ・ 量 が 多い 場合 で あっ て も 、 比 較 し て 下回っ て いれ ば 「 少 


い 
な い 」 と 言え る 。 
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すく な い 


わり あい 


慎司 割合 が 小さ い 


fewer, minority / ( 屯 村 ) 引合 9| 英 叶 比率 小 


か ず りょう お お ぜん た い な か し わり あい ちい て 
6 数 ・ 量 が 多く な い の で 、 全 体 の 中 で 占め る 割合 も 小さ いか ら 


か いし ゃ き 


さい きん つえ ぇ ん し ゃ ほう さく 
* 最近 、 う ちの 会 社 も 喫煙 者 の 方 が 少な く な っ た 。 
に ほん 0903 がく せい お うべ い 
* 日 本 に は た くさ ん の 留学 生 が いる が 、 欧 米 や アフ リカ か ら の 
93 がく せい 。 わり あい すく 
留学 生 の 割合 は 少な い 。 


ひん ど ひ 
頻度 が 低い 
infrequent エト 忌 中 頻 率 低 


か いす 


すう り 』3 還 
@ 数 ・ 量 が あま りな いよ うに 、 回 数 ・ 


こう き て ん し ん さ う = じき: しき こう っ うじ こ すく 
* この 交差 点 で は 、 信 号 を 時 差 式 に し て か ら 交 通 事故 が 少な く 
Vira 
こん げ つ 。 あめ ひ すず < 
* 今月 は 雨 の 日 が 少な か っ た 。 
ず すこ きけ 。 の か いす う すく 
* も う 少 し お 漂 を 飲む 回 数 を 少な くし な いと いけ な い 。 


呂 お お い (p77)、 ち いさ い (p.194) 
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※「 凄 い | は 特別 な 読み 方 


セイ (凄惨 ) 


て い ど お お ふ つう 
参 程 度 が 大 きく て 普通 で な い 
incredible, very 人 エト ヨ エ 上 品 呈 9| 9 ト H 叶 程度 入 高 、 不 一 般 


。 こ の 店 の 料理 は ボリ ュー ム が すご い 。 
; 牧 が すご い の で 前 が 見 えな い 。 
。 試験 に 合格 し て すご くう れ し い で す 。 


[0a| 音 が と て も 大 きい 


very loud / 全 可 2 理 旬 ヨプ 声 音 及 大 


| @ 特に 音 が と て も 大 きく て 普通 で な いこ と を 家 す 


お 画 s ラジ オ か ら す ご いき が 開 こ える 。 
(PAN ょ うい 。 す ご い 声 で 圧 親 に 怒鳴 られ た 。 
(もら ず ざ ウ MC 
らら 人 () -* す 


・ 事故 で も あっ た の か 、 外 か ら す ご い 普 が 聞こ えた 。 
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すご い 


ちか 5 いじ ょ う つよ 


同 罰 カ が 異常 に 強い 


incredibly powerful / 怪 9l 信司 可 剤 中 カカ 量 大 得 悦 人 


と く ちか ら 5 い じょう つよ ふ つう あら 5 わ 
@ 特に が 異常 に 強く 普通 で な いこ と を 表す 


か れ 9 いっ ぱっ 。 あい 

。 彼 の パン チカ は すご く て 、 一 発 で 相手 を ノッ クダ ウン させ た 。 
じ ょ せ い な ぁみ だ お ぉ とこ 

e 女性 の 涙 の パワ ー は すご いも の が あっ て 、 男 は これ に と て も 
よわ 


弱い 。 
まえ し ゅ Lk う つぎ つぎ か いか く な と せい じ か 

* 前 の 首相 は 次 か ら 次 へ と 改革 を 成し遂げ る 、 す ご い 政 治 家 だ っ 
た 。 


訪 己 程度 が 普通 で な く て 恐ろし い 
dreadful / 介 | 中 半 弄 中 全 富 引 陸 外 人 オ 香 呈 // 和 自己 有 甘 系 的 隊 子 不 大 
(@ 程度 が 大 きす ぎ た り 強 す ぎ た り し て 普通 で な いと 、 恐 ろ し く 感じ る か ら 


9 に ) ・ 吉谷 前 の 選手 は すご い 日 で 相手 を に らん だ 。 
。 あの 村 は 大 雨 で すご い 披 害 を 受け た の で 、 も う 誰 も 住め な く 
7 舞 ) 


な っ 6 
" れ す が た あら わ の 
第 が すご い 姿 で 現れ た の で 子供 た ち は お び え た 。 


関連 語句 


た い 


すご お そ ぶ き み ょ うす た い ど の 
口 凄み 回 : 恐ろし く て 不気味 な 様子 や 態度 、 言 動 


すこ き あぁ いて いあ ぁ っ いか お そ た い ど あい て 82 まく 
困 凄み を 利 か す : 相手 を 威圧 する よう な 態度 で せま る 。 恐 ろ し い 態 度 で 相手 を 協 迫 する 
5 すこ * 
例 ) うち の 部 長 は 、 い つも 凄み を 利 か みせ て いる の で 、 み ん な ビク ビク し て いる 。 


文化 ノー トク 古 講 で 「 す ご い 」 は 、「 お そろ し い 」 「 ぞ っ と する ほど 寂し い ] と いう 意味 
だ っ た が 、 現 代 語 で は プラ ス 評 価 の 意味 が 中 心 に な っ た 。 し か し 、 皮肉 っ 
ぽく マイ ナス 評価 に な る こと も ある 。 
似 恥ず か し げ も な く 、 あん な こと を 言え る な ん て すご い 人 だ ね 。 普通 の 人 
だ っ た ら も う 少 し 遠慮 する だ ろう に 。 


叶 お そろ し い p87) 
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すっ きり [と ] 


すっ きり [と ] 


副 有 スル | ③ 


よ ご |2a| > た 
汚れ が な く て きれ い に 片 付い て 
きれ い だ いる 


ふ か いか ん 


不快 感 が な く て 
し 気持 ちい い 


し ん ば い 
心配 が な い 


5 
簡潔 で 分 か りや すい 
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すっ きり [と ] 


ET きる 
基 余分 な 物 が な く て 気持 ちい い 
refreshingly simple 下記 9 | 足 圭 中 未 西 不 多 不 少 、 条 暫 


* すき り と し た デザ イン の 上 思 時 計 が 好き で す 。 
* 梅雨 に 入っ て すっ さき り し な い 空 が 続い て いる 。 
Zv か で ぐ で ちょ う ど ひん いろ は い ち 
* 部 屋 の 家具 や 調度 品 の 色 や 配置 が すっ きり し て いる 。 


よ ぶん あじ ら 
余分 な 味 が な く て お いし い 
refreshing/crisp (taste) / 基 9| 委 吾 叶 91 基 誠 中 / 味 道造 中 
と どく よぶ あじ 
(@ 特に 余分 な 味 が な く て いい 


* JC すっ き り だ 江 充 飲み 口 の 日 本 酒 が 好き で す 。 
* 外 は 冷た い 表 茶 の すっ きり し た お いし さ が う れ し い 。 


ょ ご 
汚れ が な く て きれ い だ 
squeaky clean,neat / 本 司 各 塵 9 列 英 叶 中 / 整 革 干 谷 


よ ぷん 


(@ 余分 な 物 で ある 汚れ が な い の で 、 き れい だ 


て ・ 洗 濯 し た ら 、 汚 れ が すっ きり 落ち て きれ い に な っ た 。 
| $5 あら な が し ょ っ き あら よう えき た いせ ん ざい は つば い 
J * 油 も すっ きり 洗い 流す 、 食 器 洗 い 用 液体 洗剤 が 発売 され まし 
の 3 


[2a] きれ い に 凸 付い て いる 


tidy / 列 天 9| 許可 司 叶 収拾 得 入 整 電 


| @ 汚れ や 計れ が な く 、 き れい に 憩 付 いて いる こと を 表す 


< 掃除 を し て 部 屋 が すっ きり し まし た 。 

・ す べ て の 書 舌 が ファ イル に すっ きり 収まっ た 。 

。 すっ きり 諸 付 いた と 思っ た の も つか の 間 、 ま た すぐ に 机 の 上 
が 書類 だ ら け に な っ た 。 


すっ きり [と ] 


ふ か いか ん 隊 
不快 感 が な く て 気持 ちい い 
refreshcd (feeling) / 登 弄 谷 応 9| 2| 草 委 中 / 痛 快 、 経 松 
よさ ん も の いや きも た と 。 ぱぁ い , き も #5b 
奈 分 な 物 を 嫌 な 気持 ち に 例え た 場合 で 、 そ れ が な い の で 気持 ちい いこ と を 表す 


D は を 浴び た ら す っ き し まま し た 。 


いち に ち じ ゅ う 


・ 章 すっ きり 目覚 め る と 、 一 日 中 気 人 か が いい 。 
* 科す ぎ て 、 頭 が ! まう っ と し て すっ きり し な い 。 


し ん ば ぱい 
心配 が な い 
free of worry / 人 | 羽 叶 / 不 担 心 


し ん ば ぱい ご と 


@ 余分 な 心配 事 ・ 悩 みな ど が な く な っ て 気分 が よく な る こと を 表す 


AN ・ 友 だ ち ( < 悩み を 打ち 明け て すっ き り し た 。 


9⑳ 人 9 だ 3 上 とう 分 が すっ きり し な い 。 
0 の Va 
匠 軒 往 潔 で 分 か りや すい 


concise, easy to understand 社 計 馬 営 2| 幸村 人 筒 清 通 順 


(@ 余計 な 説明 な ど が な い の で 、 分 か りや すい 。 簡潔 で ある 


3⑳ ・ 加 層 さ ん の 説明 は すっ きり し て いて 分 か りや すか っ た 。 


2 ' すっ きり まとめ る こと が で き て 、 プレ ゼン が 成功 し た 。 
マ (CROD すこ か ん た ん せつ めい 4 り か い 
* ・ も う 少 し 簡単 で すっ きり し た 説明 を し な いと 誰 も 理解 で き な 


いよ 。 


嘱 さっ ぱり [と ] (p150) 
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する どい 


名 い 


エイ (鋭敏) 


か く ど 


度 が 小さ い 


きょう れつ 


痛み が 強烈 だ 


動き が すばやく 、 
し 強い 
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[9 ニー ニー 
視線 が 厳し く て 
| 痛い ほど だ 


[3b トー 
音 ・ 声 が 強烈 で 痛い 


こう げき た いり つ し れつ 
攻撃 ・ 対 立 が 圧 烈 だ 


する どい 


せん た ん と が 
騙 計 先端 が 失っ て いる 
sharp, pointed / 合 | 号 旭 音 叶 プ 共 失 


ク ・ ォ オカ ミ は 鋭い 爪 で 獲物 を 捕まえ た 。 
は ん に ん する ど は も の は い ご さ 
SW アク ・ 犯 人 は 鋭い 刃物 で 背後 か ら 剤 し た 。 
し 


。 ラ イオ キン は 名 い 汗 を 持っ て いる 。 


か くど ちい 
角度 が 小さ い 
acute (angle), sharp (curve) / 介 9| 和合 叶 角度 小 


@ 突っ て いる 物 は その 角度 が 小さ いか ら 


っ ・ く ちば し の 鋭い 鳥 が 魚 を 狙っ て いる 。 
て へ ・ あ の 教会 の 屋根 は 鋭い 由 芽 形 で ある 。 
し つて ~~ 
よく 切れ る 


sharp (blade)  ( 社 を 91 ) 内 言 中 ( 刀 子 ) 算 利 。 快 
と が は も の き に 
@ 内 っ て いる 刃物 は よく 切れ る か ら 


と が を 。 き あじ すす 2 ど 
QA ・ この 用 は 切れ 味 が 鋭い 。 
* あ ウ / か み は し すけ 8 と ど 。 は も の 有 が a ko 2 
2 AA ・ 紙 の 端 で も 鋭い 刃物 の よう に 、 有 皮膚 を 切っ て し まう こと が あ 
§ る 。 


痛み が 強烈 だ 
sharp/stabbing (pain) / 区 号 ol 4 習 引 呈 / グ 疾 得 亡 害 
《) 鋭利 な 物 で 突き 刺さ れる よう な 、 強 く て 激しい 痛み を 感じ る こと を 表す 


と つ ぜ ん する ど いた せ な か は し 
< 突然 、 鋭 い 痛み が 背中 に 走っ た 。 
ゆび する と いた と げ 
< 指 に 鋭い 痛み が あっ た の で 、 よ く 見 た ら 鞍 が 刺さ きっ て いた 。 
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する どい 


[8a] 視線 が 厳し く て 痛い ほど だ 

| sharp/steely (gaze) 人 | 視 9| dl 療 人 正 足 中 舎 叶 ノ 視 鐵 舌 利 、 畑 畑 有 神 

@ 件 な 物 が 深く 突き 弄 さ っ て 痛み を 感じ る よう に 、 乱 し い 視線 が 体 に 突き 弟 さ る よう 
| に 感じ る と と を 表す 


。 後ろ か ら の 鋭い 視線 を 感じ た 。 
いれ が ん こう する と 
。 彼 の 眼光 は と て も 鋭い 。 
か れ め する 4 ど きん ちょ う 
。 彼 は 目 つき が 鋭い の で 、 滴 良し て し まう 。 


[3b] 音 ・ 声 が 強烈 で 痛い ほど だ 
| sharp/piercing (sound, voice) プ 全 可 ・ 舎 紋 9| オ 習 引 9 オフト 中 療 4 王 中 声音 括 利得 刺 耳 | 
| @ 鋭利 な 物 が 深く 突き 刺さ っ て 痛み を 感じ る よう に 、 音 ・ 声 が 強烈 で 心 に 深く 突き 刺さ | 
か ん あぁ 5 わ 
る よう に 感じ る こと を 表す 


に 美 は 鋭い 声 で 夫 を ど な WR 
* 鋭い 悲鳴 が 外 か ら 聞こ て る た ぃ 


か ん せい 


匠 時 感覚 ・ 感 性 が 敏感 だ 


keen (sense,sensitivity) / 社 千 ・ 宇 名 9] 引 相 寺 中 プ 感 党 、 司 性徴 倍 


の うり ょ く 


@ 鋭い 物 が 深く 第 さ る よう に 、 普 通 の 人 が 感じ な いこ と まで 感じ る 優れ た 能力 が ある こ 
と を 表す 


(4 ( ・ 大 は 人 則 ょ 9 も 中 党 が 使い 。 
2 り ) @ この 子 は 感受 性 が 結い 。 
/ と 


ノノ ク ング = ・ あ の 人 人 の 芸術 に 対す る 感性 の 鋭さ は 親 議 り だ 。 
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する どい 


"どう さ つ り く 


回 鍋 察 力 が ある _ 


perceptive, astute / 富 香 過 9| 中 具有 洞察 


どう さ つ の うり ょ く 


@ 鋭い 物 が 深く 刺さ る よう に 、 普通 の 人 が 理解 し な いこ と まで 洞察 する 能力 が ある こと 
| を 表す 


. 指導 教員 の 負い 指 に 際 惑 し た 。 
* 部 長 の 状況 分 析 は 鏡 い の で 、 時 っ た と き は 相談 し た らい い 。 
* 新作 映画 に 対す る 鋭い 批評 が 、 今月 の 映画 雑誌 に の っ た 。 


う ご 5 か 5 つよ 
動き が すばやく 、 力 強い 
jightning fast, strong 千代 9| 時 前 村 エ 習 9| 史 中 プ 敏 提 机 宮 , 力 大 


@ 鋭利 な 物 が すっ と 刺さ る よう に 、 動 き が すばやく 、 強 いこ と を 表す 


。 狂い パン チ で チャ ン ピ オ ン は 挑戦 者 を 倒し た 。 
する > 
。 銘 い 動 き で パス を つない で シュ ー ト し な た 。 
みぎ し た する ど き 
。 ゴ ー ル の 右 下 に 鋭い シュ ー ト を 決め た 。 


た いり っ 
[5a] 攻撃 対立 が 租 烈 だ 
| sharp (attack, opposition) プ ず 放 ・ 可 習 9] 諸 清 引 下 〆 理 誰 、 批 準 、 対 立 得 入 人 挫 鋭 
| 和 き が 速く て 強い よう に 、 攻撃 ・ . 対立 が 多 別 な こと を 表す 
みん し ゅ じ みん と う 
* 民 王 党 と 自民 党 が 全く 対立 し て いる 。 
すき 。 み 4& こう げき くわ 
* 少し で も 隙 を 見 せれ ば 、 相手 は すぐ きま 鋭い 攻撃 を 加え て で てく 
る に 違い な い 。 


< 相手 の 論理 の 矛盾 を 鋭く 突く こと で 、 相 手 を 言い 負かし た 。 


関連 語句 


| するどい! : 相手 の 発言 が も っ と も で ある こ と に 対す る 、 感 嘩 と 称 准 を 含 ん だ あい づ 
ち * 日 語 
例 ) A : これ 、 本 当 は 彼 の アイ デア で し ょ う ? 
B : す る どい ! 実は を うな の 。 


中 に ぶ い (p221) 
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せま い 


狭い 


キョ ウ ( 狭 小 ) 、 せ ば (狭まる 、 狭 め る ) 


めん せき ち 


面積 が 小さ い 


か ん けい 


自分 と 関係 する 人 の 
範囲 が 限ら れる 


考え 方 が 貧弱 


記 面積 が 小さ い 


small (area) / 吾 放 9] 斗 叶 面 税 狭小 


。 うち の 庭 は 狭い で す 。 


へ ノヽ な に ほん こく ど せま 
回生 | 筆 独 ・ 日 本 の 国土 は 狭い 。 
アビ ア に 抽 夫 CV REED が AA* 財 る 
< デモン * 子供 が どん どん 増え て 家 が 狭く 感じ られ る よう に な っ た 。 
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せま い 


は ば 
出 呈 帆 が あま りな い 
narrow (width) 〆 引 テト 舎 叶 ノ 不 太 害 、 容 


めん せき ちい き 、 は ば あ 5 わ 
(@ 面積 が 小さ いよ うに 、 幅 が あま りな いこ と を 表す 


の 党 


の 道 は 狭く て 通 に くい 。 
NT 人 
< 入り口 が 狭く て 入れ な い 。 


あぁ り せま すき ま へ や な か は い こ 
* 剛 は どん な 狭い 隙間 か ら で も 部 屋 の 中 に 入り 込む 。 


せま 。 も ん に 6 う 2 がく Leu( 0 が し ん や くせ いし ょ まく いん し ょ 
句 多き : 人 学 学 = や 就職 が 茸 し い 。 新約 誤 書 マ タイ 福音 書か ら 
人 1 革 の 日 本 の 大 学 は どこ も 狭き門 だ っ た 。 


せい いき 


[EE 声域 の 幅 が な い 


narrow (sound/vocal range) / 代 引 ・ 付 引 9] 符 中 音域 不 害 


の 空間 の 幅 が 狭い よう に 、 音 ・ 声 の 高低 の 幅 が あま りな いこ と を 表す 

. 私 は 音域 が 導 い の で で あの 歌 は 欧 え ませ ん 。 

< 歌手 で も 年 を 取る と 声 の 帆 i が 疾 く な る らし い 。 

< 声帯 の 手術 を し て か ら 、 特 に 高い 声 の 幅 が 狭く な っ た 。 


ぷん や は ん い か ぎ は 
販 還 分野 範囲 が 限ら れ て いる 
Himited (scope) 号 9F・ 財 章介 土 放 選 9] 纏 叶 領域 、 薄 還 狭 容 


(@ 面積 が 小さ いよ うに 、 分 野 ・ 範 囲 が 広く な く て 限ら れ て いる こと を 表す 


A 。 


う 。 
ざい せい こ ども て あて し きゅう た いし ょ う ね ん れい As 

* 財政 苑 の た め 了 供 手当 の 支給 対象 年 齢 が 当初 の 予定 より も 
狭く な な っ た 。 


今回 の 試験 は 才 が 狼 い の で 勉強 が 栄 で す 。 
誤差 を ある 程度 認め な いと 、 話 容 範囲 が 狭く な りす ぎ て し ま 


せま い 


El 自分 と 関係 する 人 の 範囲 が 隈 られ る 
small (circle of acquaintances) 人 2| 時 辻 剤 誠 記 旬 則 名 再 当 人 オ 香 叶 プ 和 自己 有 茨 系 的 圏 子 不 大 


@ 知っ て いる 人 の 秀 周 が 刻 く な く て 限ら れ て いる こと を 表す 
次 区 人 ポ 


。 彼 は 付き 合い が 狭い の で 、 友 だ ちゃ 少 な い 。 
。 世間 は 狭い も の で 、 よ く 知 り 合い ! < 出会う 。 


せま し ゃ か い し も の い 
※ 。 狭 い 社会 し か 知ら な い 者 は 「 井 の 中 の 星 」 と 呼ば れる 。 


か ん が か た 


[ 郭 ] 舌 識 ・ 考え 労 が 殴 弱 だ 
| limited (knowledge, thinking) 人 信 ・ 億 人 オ 9| 申 祭 軒 叶 プ 知 辺 、 想 法 狭 隆 


か ん が LA4 ふ じゅ うぶ ん 


@ 考え 方 の 範囲 が 広く な く て 貧 胃 : 不 十分 で ある こと を 表す 


の こい 飼う の 訂 いっ 。 

か れ し や せま けい えい は ん だ ん ま ち が 

。 彼 は 視野 が 狭かっ た の で 、 経 営 判断 を 間違っ た 。 

せま けん し き も あ も 
。 狭い 見 識 し か 持ち 合わ せ て いな い の に 、 知 っ た か ぶり を する 。 


げん て い 


| 意味 ・ 概 念 が 限定 され る 


narrow/strict (meaning, sense) / 引 ロ | ・ 紋 忌 9| 圭司 中 プ 狭 叉 
が いね ん 


| @ 意味 ・ 概 念 の 指す 範囲 が 主 に 中 心 的 な も の だ け に 限ら れる こと を 表す 
トン は ん せま い み は くま い = い 
%%2 べ 8 を 「 ご 飯 」 は 所 い 意味 で は 「 白 米 」 の こと を 指す 。 いっ ぱん に 
eX (SR ・ お 好み 焼き は 狭い 定義 で は 和食 に は 人 ら な い が 、 一 般 に は 日 
ほん し ょ 《( 
食 と 言っ て いい だ ろう 。 
。 狭い 解釈 で は 、 そ の 作品 の 持つ 豊か な 内 容 を 理解 する こと は 
(が SUQ8 
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せま い 


き ょ よ う ど りょう 
販 計 許容 で きる 度量 が な い 
narrow-minded 時 9 告 当 正幸 | 羽 同 / 度 草 小 , 心 胸 狭 窪 


て ころ 


《 詩 積 が 小さ く 限ら れ て いる よう に 、 心 ・ 度 量 が 小さ く て 、 他 人 を 理解 し た り 許し た り 
で き な い こと を 表す 


。 あ の 人 は 心 が 狭く て 友だち が 少な い 。 
あか ぼう ひ こう き な か な ひ な ん 9 ょ うけ ん せま 

< 赤ん坊 が 飛行 機 の 中 で 泣く の を 非難 する な ん て 、 了 見 が 狭い 。 
か れ な は せま ひと お も 

。 彼 は 心 が 狭 く て 、 人 の こと を 思い や る こと が で き な い 。 


関連 語句 


せま くる せま よ か い 
日 狭 苦 し い  : 狭く て 不快 で ある 
せま くる き の う て き 


か い が い き ひと 。 に ほん いえ か ん ば あい か ん 
例 ) 海外 か ら 来 た 人 は 日 本 の 家 を 狭 昔 し く 感 じ る 場合 と 、 機 能 的 で コン パク ト だ と 感 
ば あい 
じ る 場合 が ある よう だ 。 


条 肩身 が 狭い : 自分 の こと を 恥ず か し く 思 っ た り 、 劣 等 感 を 持っ た りす る こと 。 そ うい 
か ら だ ちい まる 
う 気 持ち の と き は 体 を 小さ く 丸 め る こと か ら 
し ょ 〈 うし か た み せま お も 
例 リス トラ で 職 を 失っ て 肩身 が 狭い 思い を する 。 


中 すく な い (p167)、 ち いさ い (p194)、 ひ ろ い (p236)、 ふ と い (p245)、 ほ そい (p251) 
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た か い 


高い 


うり あげ だ か た か 


コウ (高温 ) 、 た か (売上 高 、 高 まる 


2 
前 に 突き 出 て いる 
3 


み ぶん うえ 


地位 ・ 身 分 が 上 だ 


4a| 
わり あい お お 
割合 が 大 きい 


5 
価値 ・ 質 が 優れ て 力 ・ 技 術 が 優れ て 
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た か い 


要因 上 の 方 に ある 


high (height) グ 語 涯 相沢 下 / 在 上 方 


-@- いま いち ば ん た か 
OR ・ 今 の 時 間 が 日 が 一 番 高 い 。 
ご と も いぶ ぷん た いま み 
子供 の ころ は 屋根 が 随分 高く 見 2 だ の 今見 る と で れ ほ ど で 


な い 。 
・ 天井 が 高い 部 屋 は 実際 より 広く 感じ ます 。 


O 
(©) 
の 


せん た ん うえ ほう 
販 罰 先端 が 上 の 方 に ある 
tall (stature) / 登 時 是 9| 約 梨 可 中 項 端 在 上 方 
せん た ん 


6 特に 先端 に 注目 し て 、 先 端 の 位置 が 上 の 方 に ある こと を 表す 


た か や ま 、 と お み a 
* 高い 山 が 遠く に 見 える 。 
し ん Lt な が 。 ST 
* 新宿 に は 高い ビル が 立ち 並ん で いる 。 
・ 彼 は 背 が 高い の で 、 バ パス ケット ボー ル の 選手 に な っ た 。 


こん な ん し ょ うがい 


一 解決 が 困難 な 障害 が ある 
high (hurdle) / 羽 姓 引 2] 引 避 荘 す 引 2 史 叶 プ 困 稚 多 , 礁 以 克服 


くさ 


ri 


が い も ん だ い 


@ 放牧 は 越え る の が 難 し いよ うに 、 障害 ・ 問 題 ・ 課 題 が あっ て 、 解 決 ・ 
難し いこ と を 表す 


ドー 
に "Pe 


所 する の が 


3 倫 か の じ ょ けっ こん ちち お や の AS 
の ・ 彼女 と の 結婚 に は 父親 と いう 高い 壁 が ある 。 


CE set きま 。 よう き 9 う た か 3 
* お 竹 様 の 要求 が 高 すき て 応じ きれ な い 。 


か ・ 成功 まで に は 高い ハー ドル が いく つも ある 。 


し き い た か し きい で ん と う て き に ほん か お く げん か ん 

殺 敷居 が 高い : 敷居 は 伝統 的 な 日 本 家屋 の 玄 聞 こ あ る 横 に な っ た 
末 の こと 。 それ が 高い こ と か ら 、 比 際 的 に 、 入 り に くい 、 近 
づき が た いこ と を 表す 
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た か い 


EE A 
前 に 突き 出 て いる 
protruding, prominent “計ら 呈 時 1 財 外 久本 / 往 前 突出 


うえ ほう っ ココ まえ ビン で あらわ 
細 上 の 方 に 突き 出 て いる よう に 、 前 に 突き 出 て いる こと を 表す 


へ 


お うべ いじ ん に ほん じん は な た か 
* 欧米 人 は 日 本 人 より 邊 が 高い 。 
ほお ぼ ね た か き に ん 
e 燃 骨 が 高い の を 気 に す る な ん て 変 だ 。 
か べべ ぬ た か けず な め 
e 歴 に 塗っ た ペン キ の 高い と ころ を 削っ て 滑ら か に する 。 


ュ ニ 


条 算 が 高い : 自慢 で きる 。 反 対 の 意味 で 「 鼻 が 低い 」 と は 言わ 
な い 
爺 自分 の 息子 が 一 流 企業 に 入社 し た の で 鼻 が 高い 。 


ち い み ぶん うえ ご 
地位 ・ 身 分 が 上 だ 
high (position,status) 人 肝 : 品 王 品 中 色 引 多 中 地位 、 第 高 


@ 物 が 上 に ある よう に 、 地 位 ・ 身 分 が 上 に ある こと を 表す 


< 会 社内 で の 競争 に 勝っ て 、 商い 地位 に 谷 まり つめ た 。 
ロロ た か 
Apnl ・ 向い 役職 に つい て いる 人 ほど 人 人格 が 知れ で いる と は 限ら な い a 
ga °° e 音 。 信介 は 上 分 が 高い 人 し か 身 に 着け る こと が で き な い 高貴 


りょう お お 


4 数 ・ 量 が 多い 


high (number), large (amount) プ キ ・ 層 9| 壁 了 プ 数量 多 
人 9 物 を た くさ ん 積み 上 げ る と 高く な る か ら 


c) いち ば ん き お 


30 * 1 年 の 中 で 8 月 が 一 番 気温 が 高い 。 
A ° この クラ ス は 、 テス ト の 平均 点 が 他 の クラ ス よ り 高 い 
けつ あつ 


0 ETTTTTTTT @ 血圧 が 高い の で 、 気 を つけ な いと いけ な い 。 
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た か い 


[4a] 割合 が 大 きい 
high (rate, proportion) / ( 千 針 引 号 ) 引 仏 9| 笠 呈 比率 大 
| @ 数 が 多い よう に 割合 が 大 きい こと を 表す 

6 の " 内 、 いく りつ た か 

2E と 。 た ば こ を 吸う と が ん に な る 確率 が 高く な る 。 

きん り た か げん きん D9@ う つう りょう へ 
。 金利 を 高く すれ ば 現金 の 流通 量 が 減る 。 
* 

[4b|] 高価 だ 
| expensive / 誤 9] 引 外 中 プ 作 格 品 距 
@ お 金 を 積み 重ね る と 高く な る こと か ら 、 高 価 な こと を 表す 


Price 


1000 = © あの 店 の ハン バー ガー は すご く 高 い 。 
se ・ 不況 で 値段 の 高い 物 が 売れ な く な な り ま し た 。 
ーー と ® 日 本 は 必ず し も 物価 が 高い わけ で は あり ませ ん 。 


価値 ・ 質 が 優れ て いる 
superb (value, quality) ブフ トス | ・ 逢 9| 鹿 対 財 叶 / 作 値 高 、 原 晶 低 秀 
@ 物 が 積ま れ 、 十 分 に 積み 重なっ て 高 さ が 増す よう に 、 価 値 ・ 質 が 十分 に ある こと を 表 


ひん し つ 。 は し:3 
品質 が 保証 され て いま す 。 


@ この か ば ん は 高い 
A すこ < た か も の うく きす も も の の) 
の ・ 少 し で も 質 が 高い 物 を 作り た いと いう 気持 ち を 持ち 続け た い 。 
・ あの 監督 の 作品 は レベ ル が 高い 。 


、 の うり ょ ( ぎじ 5 
能力 ・ 技術 が 優れ て いる 
superb (skill, technique) ぞ ・2| 査 9| 憶 引 中 能力 、 技 林 出 人 


符 質 が 優れ て いる よう に 、 能 力 ・ 技 術 が 優れ て いる と と を 表す 


・ 陶 鞭 家 と し て 放 功 する に - は 高い 技術 と セン ス が 必要 だ 。 
大 が く ほん ら 


* 大 学 は 本 来 高い 教養 を 身 に 付け る と こ で あの くき だら 
* イル カ は 高い コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 を 持っ て いる と と 言わ れ 


る 。 
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た か い 
の うり ょ 1( は ん た い 


条 自 が 高い : いい も の と 悪い も の を 見 分 ける 能力 が ある 。 反 対 
の 意味 で [月 が 紅い 」 と は 言わ な い 
例 ) 安く て いい 物 を 買う の は 日 が 高 いい 証拠 だ 。 


a em 

[5b] 意識 ・ 理 想 が 優れ て いる 

| lofty (goal, ideal), strong (pride) / 引 2 信 ・9| 分 9| 土司 / 意 刀 強 、 理 想 高 
り そう 


@ ら 件 質 が 優れ て いる よう に 、 意識 ・ 理想 が 優れ て いる こと を 表す 


の 届 


お ん て い 


販 計 音程 が 上 だ 


high-pitched 人 千 9| 等 叶 グ 声音 咽 欧 


が ん ば 


高い 目標 を 設定 し て 甘 張る 。 
じ ぶん た か あやま 
・ 自 分 が 悪い の に 、 プ ライ ド が 高 すぎ て 謝 ろ うと し な い 。 
た か り そう どり ょ く か き けっ か げん ざい せい こう 
* 高い 理想 を か か げ て 努力 を 重ね た 結果 が 現在 の 成功 に つ な 
が っ Sg 


お ん て い 


も の 。 いち うえ の うえ 55 わ 
9 物 の 位置 が 上 で ある よう に 、 音 程 が 上 で ある こと を 表す 
ちか ら い た か お と ~ で 
> - な か に 力 を 入れ る と 、 潤 い 痢 が きれ い に 出 る 。 
か 4 た か た ん と う 
s 声 が 高い の で ソプラ ノ を 担当 する こと に な っ た 。 
た か お ん いき 2 
。 高 い 普 域 まで きれ い に 出 せる スピ ー カ ー が は ほしい 。 


関連 語句 


殺 悪名 が 高い : 及 間 に 避 い 評判 が 広く 知ら れる こ と 
か いし た か 

件 あの 会 社 は 人 金 の た め な ら 何で も や る の で 、 和 悪名 が 高い 。 

か お た か か お か お た か あき た すぎ いえ た 
殺 香り 高い : いい 奉り が する 印 奉り 高い 秋田 杉 で 家 を 建て た 。 

ひょう ば ん た か ひょう ば ん た か し ん せい ひん は や か 
思 評判 が 高い : 世間 に 広く 知ら れ て 評判 が いい 例 ) 評判 が 高い あの 新 製品 を 早く 買い 

な だい 。 


呂 ひく い (p228) 
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た し か な 


た し か [な] 52 rui. $5 


き お く まち が 
記憶 に 間違い が 


少な い 


うた が 
馬 順 疑い が な い 
firm/conclusive (evidence, etc.) / 引 信司 久 外 羽 司 / 意 元 疑 同 、 砂 切 、 克 実 


人 ® 犯人 に つなが る る 確か な 証拠 が ある 。 
な 催 か 4 数 値 の 裏づけ が な いと 、 論文 と し て は 認め られ な い 。 
* 彼 の 主張 に は 確か な 根拠 が ある 。 


た し か な 


か くじ つ 


1 行為 が 確実 だ 


certain / 羽 豆 9] 圭 多 引 下 / 克 定 、 克 切 


と く 3 うた が あぁ ら 5 ゎ 
@ 特に 、 す る か し な いか に つい て 疑い が な いこ と を 表す 


きのう 


。 昨日 確か "に 番 類 を 受 受け 取り まし た 。 
; この 文 は 確か に 私 が 書い た も の で す 。 
Ss 「5 時 に 行 く 」 と 確か に 彼 は 言っ た 。 


ちゃ くじ つ せい ちょ う 


屋 凡 着実 に 成長 ・ 進 歩 する 


steady (growth, progress) / 舎人 入 | 信人 せ ・ 呈 計 叶 脚 踏 家 地 地 成 代 、 交 歩 


せい ちょ う し ん ぼ 


(@ 成長 ・ 進 歩 に 疑い が な く て 着実 だ 


、 < 我 が 福 の 業績 は 、 毎 年 確か な 成長 を 続け て いま す 。 
a が くり ょ ( こう 『 ょ う た し あら 去 く は じ 
| e 学力 の 向上 を 確か な も の に する た め の 新 た な 取り 組み が 始 
まっ た 。 
か ん きょう ほ ご ひと り ひ と り た し ど り ょ r〈 っ あ だ いじ 
s 環境 保護 の た め に は 、 一 人 一 人 の 確か な 努力 の 積み 上 げ が 大 事 だ 。 


) 
の 


し ん らい 
信頼 で きる 
reliable 誠司 旬 オ 中 グ 可 儲 、 信 得 赴 
うた が ま ち が し ん らい ぁ 5 わ 
@ 疑い ・ 間 違い が な い の で 信頼 で きる こと を 表す 


て ん けん 


。 確 か な 品質 を 保持 する た め に 、 常 に 点検 し て いま す 。 


に 
( マ ア た し すじ じょう は ほう に 93 し ゅ 
6 ・ 確か な 筋 か ら 情 報 を 入手 する 。 
み も と 。 た し あん し ん さい よう 
* 身元 が 確か な の で 安心 し て 採用 で きる 。 


の うり ょ く 


能力 が 優れ て いる 


reliable/solid (skill) プ せ 避 9| 前 引 呈 時 地道 、 準 秦 
| の うり ょ く すぐ らい 5 わ 
(@ 能力 が 優れ て いる の で 信頼 で きる こと を 表す 


< 弊社 に は 確か な 技術 と 実績 が あり ます 。 
し ょ (に ん う で まえ た し ひと ブ あ わる 
。 あ の 職人 は 、 腕 前 は 確か だ が 、 人 付き 合い が 悪い 。 
た や が くり ょ く み た いせ つ 
e 確か な 学力 を 身 に つけ る こと が 大 切 だ 。 
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た し か な 


[3b] 関係 が 強い 


strong (relationship) / 芝 相 邊 オ 邊 呈 ズ 美 系 年 葉 
| か ん けい つよ し ん らい あ 5 わ 
| 関係 が 強い の で 信頼 で きる こと を 表す 
ふた り あい だ た し きず な い 
* 二 人 の 間 に は 確か な 絆 が ある 。 


らい か ん けい 。 きず 


・ 長 い 時 間 か け て 確か な 信頼 関係 を 穫 い た 。 


せい し ん て た は な た が 
。 精神 的 に 確か な つなが り が あれ ば 、 離れ て 暮らし て いて も 表 
ささ 
い に 支 え に な る 。 


し ん た い き の う せい し ん じょう た い せい 33 
身体 機能 ・ 精 神 状態 が 正常 だ 
sound (physical faculty mind) / 舎 列 2 を ・ る 4 分 本 盆 9] 中 身体 机 能 、 精 神 状 灰 入 正常 


し ん た い き の う せい し ん じょう た い うた が 


(@ 身体 の 機能 ・ 精 神 の 状態 に 疑い が な く て 正常 だ 


と し あし こし た も ュ 
* 年 は と っ て も 、 足 腰 は まだ 確か だ 。 
め だ し 
* これ で も まだ 目 は 確か だ 。 
た か (4 ま < に き た し 
* あん な 高い 車 を 買う な ん て 、 気 は 確か な の ? 


ぇ bh く も 5 が が 
記憶 に 間違い が 少な い 
ぜ my memory serves me correctly ブフ | 引 引 告 選 9| 劉 可 大 概 、 也 交 、 佑 寺 
- き お く すい て い うた が すく 
6 記憶 が ある の で 、 推 定 に 疑い が 少な い 


きょう た し て いき ゅ 5 び に き 
* 今日 は 確か 定休 日 だ っ た 気 が す る 。 
は ん に ん た し 


< 犯人 は 確か 男 だ っ た 。 
た し ね ん まえ 
< 確か あれ は 3 年 前 の こと だ 。 


* 還 居 の 用 法 で は 、 副 詞 と し て 使わ れる 。 
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た だ し い 


正しい 


こ レ いしい | 計 約 、 シ ョ ッ ( 包 )、 た だ ( 演 す )、 まき ( 芋 し く ) 


ち が 


間 っ て いな い 


ま ち が 
医 計 部 違 っ て いな い 
correct 千本 2| 深 呈 / 没 筐 、 正 克 


・ この 計算 の 答え は 正しい で す 。 
= を は いび" る だ 2 で ん を 
oo 杖 し き お く た だ 、 やま も と せん せい ね ん まえ 。 て いね ん た いし ( 
・ 私 の 記憶 が 正しけれ ば 、 山 本 先生 は 6 年 前 に 定年 退職 され た 
は ず だ 。 


き は ん 


医 上 規則 ・ 規 範 に 合う 
proper right, regular / 十 下 ・ 二 届 可 英 叶 ン 有 規 央 、 符 合 規 薄 


6) 間違っ て いな いと いう こと は 、 規 則 ・ 規 範 に 合っ て いる こと だ か ら 


WV * 符 を 正 し く 持て な いと 恥ず か し いで す よ 。 
SE\ * 正しい 生活 を 送る 


< 状況 に 応じ て で 和 業 を 正 し く 使 い 2 分 ける 。 


190 


た だ し い 


どう と く 。 りん り 


| a 道徳 ・ 倫理 に 合 合う 
| just/right (morally, ethically) プ 互 紀 ・ 合 本 9 甘 中 符合 他 理 道徳 


EE 規 賠 に 合っ て いる こと は 、 道徳 ・ 倫理 に 合っ て いる こと だ か ら 


。 人 と し て 正しい 行動 を する 。 


& っ RN お 金 を 拾っ だ た 区 ーー じい 行い だ 。 
> ・ 人 の 罪 を 正しく 我 く こと は 簡単 で は な い 。 


リ そう て き 


| [| 前 な 形 に な っ て いる 
| correctright/good (posture, form, etc.) | 盆 計 l 憧 列 引 中 プ 理想 的 方 式 


@ 規則 規範 に 人 っ て いる と 理想 の 形 に な る か ら 


・ 面 接 の と き は 、 正しい 次 勢 で 座り な さい 。 
* 武道 で は 正 し い 構 え が 大 切 だ 。 


す じょう か けい 


上 当 素性 ・ 家 系 が 優れ て いる 
good/honorable (lineage, origin, etc.) 圭介 ・7 ト 是 9| 笠 号 叶 叶 ン 素 康 好 、 血 秋 人 秀 


す じょう 3 か けい 


6) 特に 素性 ・ 家 系 に 間違い が な く て 優れ て いる こと を 表す 


・ 彼 の 家 は 由 条 正しい 家柄 だ 。 

. あれ は 血統 正しい 名 馬 だ 。 

。 値段 が 高く て も 出自 の 正しい 食材 を 買い た いと いう 消費 者 が 
増え て いる 。 


関連 語句 


口 斑 す 回 : 誤り や 乱れ な ど を 直し て 正しく する 
ま ち が た だ せい た だ 
例 間違い を 正す 。 例 姿勢 を 正す 。 


叶 よい (p286)、 わ る い (p303) 
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た っ ぷり [と ] 


た っ ぷり [と ] 


② 


0 1 
た くさ ん 食べ る ・ 
た くさ ん 入っ て いる 人 


2 


時 間 が た くさ ん ある 

3 |3a」 

程度 ・ 度 合い が 十分 に あっ て 余裕 が 
大 きい ある 


KA | 


filled with, full of / 避 9| 言 引 兄 叶 ンプ 装 得 満 満 的 


< 野菜 が た っ ぷり 入っ た スー プ を 作る 。 
ゆ な か た た 

。 た っ ぷり の お 湯 の 中 で ゆっ くり 温まる 。 

e コー ヒー に ミル ク を た っ ぷり 入れ る 。 


た くさ ん 食べ る ・ 飲 む 
(eat/drink) a lot 屋 9| 本 相 ・ 村 條 中 プ 嘱 得 多 、 喝 得 多 
入れ 物 に た くさ ん 入っ て いる よう に 、 胃 に 食べ 物 を た くさ ん 入れ る と と か ら 、 た くさ 
ん 食べ る こと を 表す 


。 朝食 に 野 業 を た っ ぷり 食べ る 。 
ぬ 
。 パ ン に バタ ー を た っ ぷり 塗っ て 食べ る 。 
。 昨夜 は お 祝い で 、 お 酒 を た っ ぷり いた だ いた 。 
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た っ ぷり [と ] 


時 間 が た くさ ん ある 
lots of time, for a long tme 人 | 人 9| 司 叶 有 息 多 時 同 
(@ 入れ 物 に 物 が た くさ ん 入っ て いる よう に 、 時 間 が た くさ ん ある こと を 表す 


國 〇 - 〇 [ 国 ・ 日 曜日 な の で ひさ し ぶり に た っ ぷり 寝 た 。 
・ た っ ぷり 時 間 を か け て 料理 を つく っ た 。 
あさ 3 ひる > か ん 
・。 ま だ 朝 の 9 時 だ 。 お 昼 ま で 時 間 は た っ ぷり ある 。 


程度 ・ 度 合い が 大 きい 
much,lots of る 互 ヨロ 程度 高 、 比 率 大 
@ 入れ 物 に 物 が た くさ ん 入っ て いて 大 きい よう に 、 程 度 が 大 きい こと を 表す 


 。。 才 は 親 の 愛情 を た っ ぷり 受け て 育っ た 。 
せん せい が くも ん きび お も ち 
あの 先生 の も と で 、 学 問 の 厳し さき さ を た っ ぷり と 思い 知ら され 


© MA 
た いよ う 0 が 0 あぁ だ 
。 太陽 の 光 を た っ ぷり 浴び て 育っ た ぶどう か ら は いい ワイ ン が 
で きる 。 


Ea 十分 に あっ て 余裕 が ある 


lenty, abundant / 守 量 引 9 引 馬 介 絢 プ 覚 貧 、 午 短 有 余 
plenty, 


| @ 程度 が 大 きい よう に 、 十 分 あっ て 、 償 裕 ・ ゆ と り が ある こと を 表す 


。 この 服 は た っ ぷり し て いる か ら 、 も し 後 で 太っ て も 着る こと 
けい ざい て き 
が で き て 、 経 済 的 だ 。 
か れ じ し ん い けん 人 
e 彼 は 自信 た っ ぷり に 意見 を 言っ た 。 


に ほん ご の うり ょ 《 し けん すう じ つ か れ よめ う 
・ 日 本 語 能 力 試 験 まで 数 日 し か な い の に 、 な ぜ か 彼 は 余裕 た っ 
ぷり だ 。 
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ちい さい 


小さ い 
ちい さい | し 。。。 (小学 校 )、 こ (小鳥 )、 お ( 小 州 
⑤ 


0 
し た まわ か ずり ょ 3 すく 
サイ ズ が 下回っ て いる 数 ・ 量 が 少な い 


な か 


が 少な い 
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ちい さい 


本 固 サイ ズ が 下回っ て いる 


small/little (size, area) プ ヨ 2|2 ト 時 号 兄 可 后 詩 叶 尺 十 備 小 


けい じ どう し ゃ 


・ 小 さい 車 は 軽 自動 車 と 呼ば れる 。 


ち ほう 
ば ・ イギリス の 潮 


地方 に は 、 小 きい けれ どき れい な 湖 が 吉 在 す 
る 。 


* 小さ い 字 と で 何 か た く さん 書い て ある 紙 を 手渡 され た 。 


か ず 945 すく 
数 ・ 量 が 少な い 
small (number amount) /〒・ Fo] 下 中 数 量 少 


も の か ず りょう すく ぜん た い ちい a 
@ 物 の 数 ・ 量 が 少な いと 全体 の サイ ズ が 小さ く な る か ら 


。 3 は 8 より 小さ い 


・1 2 牧人 き い お 和 に 測 和 する 。 
は い き りょう うし ゃ 


< 排気 量 が 660cc より 小さ い 車 は 、 皿 自動 車 と 呼ば れる 。 


し ょ う き ぼ 


小 規 模 だ 


small (scale) / サ 号外 千 叶 / 規 模 小 


©@ 物 の サイ ズ が 小さ いよ うに 、 出来 事 の 規模 が 小さ いこ と を 表す 


1 


uh 週末 ! < 小 きい コ Im ト が 開か れ た 。 

UI) じ も と お こ な ちい た いか い 
人 この マラ ソン 大 会 は 、 地 元 で 行わ れる 小さ い 大 会 で す 。 
8 上 


お ん リ ょ 本 
隊 倍 重 が 少な い 
low/soft (sound) / 合 寺 9] 舎 叶 グ 声音 小 
6 ィ zykoen ょ っ 音量 が あま りな いこ と を 表す 
。 スピ ー カ ー の ポリ ュー ム が 小さ い 。 
6 ス ど ちい こえ 
・ 小 さい 戸 で ささ ゃ く 。 
お と ちい き 
* ラジ オ の 音 を 小さ くし て 聞く 。 
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ちい さい 


中 身 が 少な い 
small (capacity) / 村 合理] 人 中 内 義 物 品 少 
@ 入れ 物 が 大 きく な い の で 、 そ の 中 身 が 多く な いこ と を 表す 


* 小さき い ジ ヨッ ツ キ を 飲み 干す 。 
ちい た 
まず は 小さ きい どん ぶり か ら 食 べ て し まお う 。 
ちい の か われ 
小さき い ボ トル を 飲ん で も 、 の どの 渦 き は お さま ら な か っ た 。 


ell 
(0 


に に ん や うー すぐ 
組織 の 人 数 が 少な い 
| smal(organization) 和 人 引く 1 習 | 記 叶 ズ 租 作成 人 員 少 | 
9) 入れ 物 が 小さ いと 中 身 が 少な いよ うに 、 組 織 が 小さ く て 構成 員 が 少な いこ と を 表す 
せい さん りょう ね ん し ょ 3 きょう か い J じ e う ぎょ うい ん に ん 
・ ここ は 、 生 産 量 と 年 商 は 業界 トッ プ だ が 、 従 業 員 が 20 人 そこ 
ちい か いし ゃ 
そこ の 小 きい 会 社 だ 。 
ちい どう せん 
・ 小 さい チー ム 同 士 の リー グ 戦 を や っ て いる 。 
が っ か い か し ちい いま お お ぜ い 
・ あの 学会 も 普 は 小さ か っ た が 、 今 で は 大 勢 の 
だ 。 


か いい ん 


会 員 が いる そう 


て い ど よわ か る 
程度 が 弱く 、 軽 い 
minor light / 信 エ フト 絆 計 中 , 人 オ 肖 中 程度 綴 、 層 小 
@ サイ ズ が 小さ いよ うに 、 程 度 が 下回っ て いる こと を 表す 


。 新 し い 家 は 地震 の 梓 害 が 小さ か っ た 。 
た だ し せい ある に の ふ か ちい 

。 正しい 姿勢 で 歩く と , 腰 に か か る 負荷 が 小さ く な る 。 
ちい し ょ うがい か いけ つ 

。 小 さい 障害 は あっ た が 、 す ぐに 解決 で きた 。 
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ちい さい 


ね ん れい ひ せい ちょ う 
販 還 年齢 が 低く 、 成 長 し て いな い 
young, little (child) / 習 翌 9| 叶 エ 可 人 千村 中 / 年 齢 低 、 細 小 


ね ん れい 


6) 年 齢 が 低い と 成長 し て いな く て 、 体 も 小さ いか ら 


・ 小 さか っ た 頃 も か わい か っ た し 、 今 も きれ い だ 。 
(8 @⑯ 。 小 さか っ た と き は 、 バ パス の 運転 手 に な り た か っ た 。 
MM い や せい どう ぶつ ちい お け 
< 野性 の 動物 は 小さ きい うち は か わい く て も 大 きく な る と 危険 だ 。 


どり ょ 3 きた い 
度量 ・ 期 待 が あま りな い 
small/limited (spirit, expectations, etc.) 丘 寺 9| 千 財 ・2] 可 外 法 本 / 度 量 小 、 理 想 低 


@ 物 が 小さ いよ うに 、 度量 ・ 希 望 ・ 期 待 な ど が あま りな いこ と を 表す 
⑩ 。 気 が 小さ く て 自分 の 意見 を は っ きり 言え な い 
0 に ニ 選 、 つ 語 】 o 
。 夢 が 小さ くし ぼん で し まっ た 。 
ちい ぼう Ep】 
|/s 。 小 さい 希望 を ずっ と 持ち 続け て いる 。 


ちい めい し まえ ちい は こ 。 ちい は こ 9+5 う ほう 。 が た ち かのう 、 ちい 
日 小さ な 圏 : 名 詞 の 前 で は 「 小 さい 箱 ] [小さな 箱 ] の 両方 の 形 が 可能 。 た だ し 、「 小 さ 
けい よう し れん た い し は こ 。 ちい い ぃ 
な 」 は ナ 形 容 詞 で は な く 、 連 体 詞 な の で 「 箱 が 小さ だ 」 と は 言わ な い 。 ぐ 大きな 


文化 ノー トノ 「 小 きい 」 に は マイ ナス の イメ ー ジ が ある 。 へ りく だ る と き に [「 小 」 を つけ て 、 
し L ょ 3 し ゃ か ち か いし ゃ つか か た 
[ 小 社 」 (= わた し の あま り 価 値 の な い 会 社 ) と する な どの 使い 方 が ある 。 


お お きい (p.79)、 す く な い (p167)、 せ まい (p178)、 ひ くい (p228) 
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ちか い 


0 
ある 場所 か ら 離 れ て 現在 か ら の 時 間 が 
いな い 短い 
|0a| 
で き ご と た 。 じ か ん 
た が は < 
互い に 離れ て いな い ee 


2a 
基準 の 程度 と ほぼ 
同じ だ 


対象 に 似 て いる ニニ つが 似 て いる 


けつ えん か ん けい は な 


親しい 。 事情 に 血縁 関係 が 離れ て い 
詳し い な い 
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ちか い 


要因 ある 場所 か ら 離 れ て いな い 


near/close (proximity to some place) / 可 四谷 全 引 対 湯本 寺村 人 尺 人 | 登 叶 ノ 与 某 企 協 所 高 得 不 近 


人 合 田中 さん の 家 よ り 私 の 家 の ほ う が 会 社 に 近い 。 
時 ー RB 家 か か ら 空 港 まで 近い の で 便利 だ 。 
す 
全 Y ・ 住む な ら 、 海 に 近い と こ ろ が いい 。 
し ん か ん せん ば あい セ っ ゥ っ 
* 新幹線 が で きた の で 、 東京 が 近く な っ た 。 * こ の 場合 、 実 
際 の 由 離 は 変わ ら な い が 、 移 動 に か か る 時 間 が 短く な っ た こ 
と を 表す 。 
[Ea] 互い に 離れ て いな い 


| 
| near/close to each other スト 9] ト 思え | 登 叶 相互 高 得 不 近 
| 


© 特に 二 つ の 場所 が 互い に 離れ て いな いこ と を 表す 


ん 回 回 町 | 失 。 ・A 社 と B 社 は 近い で す 。 

理 し 症 [ 図 b ・ に この 路線 は 駅 と 駅 の 間隔 が 近い 
「 ゴー  ・ 電 要 で 45 分 な の で 、 委 外 近い 。 
出 還 現在 の ら の 時 間 が 短い 


near (in time) 羽 2 剤 足早 可 記 司 叶 プ 高 現在 的 時 同 入 短 


ば し ょ 


6 場所 が 離れ て いな いよ うに 、 時 間 的 に 現在 か ら 離れ て いな いこ と を 表す 


? に < 近い 将来 、 あの 山 は 噴火 する と 言 生 わ れ て いま す 。 


山側 無し 。、 t い うち に 加給 し ます 。 


200! >olo 20xx ee クリ スマ ス が 近く な る と 、 町 の あちこち で クリ スマ スッ ツリ ー 
を 見 か ける 。 
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ちか い 


[1a| 終わ り まで の 時 間 が 短い | 
near (completion, end) / 合 | 可 | 避 中 ン 南 完了 的 映 同 邊 短 | 
6) 現在 と ある 出来 事 が 終わ る まで の 時 間 が 離れ て いな いこ と を 表す 
か ん せい ちか 
* あの ビル は も う 和 完成 に 近い 。 


絶 減 に 近い 動物 を 保護 する 。 
人 の 仲 は も う 終 わり に 近い 。 


と 44 びん か | 
[1b] 出来 事 の 間 の 時 間 が 短い | 
close to cach other (two cvents) プ 重 詩人 社 引 人 祝 祝 有 9| 至 叶 〆 両 件 事情 秋生 同 隔 的 肘 周 入 短 | 


(@ 特に 三 つ の 出来 事 が 時 間 的 に 離れ て いな いこ と を 表す 


。 私 と 林 き ん は 誕生 日 が 近い 。 
ちか 


。 交 と 母 が に く な っ た 時 期 は 近かっ た 。 


じ か ん 


旬 トイ レ が 近い : 頻繁 に トイ レ に 行く 。 ト イレ に 行く 間 の 時 間 が 
短い こと か ら 
例 ) 年 を 取る と トイ レ が 近く な る 。 


すう り ょ 


き Uk 3 ーー 
基準 の 数 量 と ほぼ 同じ だ 
nearly, almost (a certain quantity) 2] 仔 対外 主 忌 斗 有 | 引 谷中 和 基 准 的 数 量 九 平 相 等 


き じ w ん 


《⑰ ある 場所 が 基準 と な る 場所 か ら あま り 離 れ て いな いよ うに 、 数量 が 基準 か ら あ まり 区 
れ て いな いこ と を 表す 


りき ち 1 た いし $ う 
。 あ の 力士 は 200 キロ 近い 体重 が ある 。 
まん に ん ちか 


。 コンサート に 2 万 人 近い 客 が 集まっ た 。 
ん て ん ちか せい せき 
。 満点 に 近い 成績 が 取れ て うれ し か っ た 。 
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ちか い 


[2a] 基準 の 程度 と ほぼ 同じ だ 

| nearly, almost (a certain level) / フ 2] 位 9] 局 王 名 豆 針 旭 引 中 / 与 基準 的 程度 所 平 相同 | 

@ 数 量 が 他 の 基準 か ら 天 きく 離れ て いな い の で 違い が 少な いよ うに 、 程 度 が 基準 か ら 天 | 
きく 離れ て いな いこ と を 表す | 


共生 が 完璧 に 近い 演技 を し た 。 
ラッ ン で 自己 ベス ト に 近い 記録 を 出し た 。 


りつ 


・ 日 本 の 食料 自給 率 は 先進 国 の 中 で も 最低 に 近い 。 


た いし ょ 3 に に 

対象 に 似 て いる 
similar, almost the same (comparing with a certain subject) プ 引 豆 本 分 斗 由 坪 計 中 与 比 粒 対象 入 相 
似 


@ ある 場所 が 他 の 場所 か ら 離 れ て な いよ うに 、 ある 性 質 が 他 の 性 質 と か け 離 れ て いな い 


7 ・ サ ル は 人 則 に 輝い 。 


ーー ・ 医 鳴 に 近 Ee br2, 
M0 っ > 人 


* 彼 は 天才 と いう よ り 変人 に 近い 。 


[3a] っ が 似 て いる | 


similar, almost the same (comparing two people/things) プ 童 9| 可 会 引 司 / 缶 者 相似 


| @ つの 場所 が 営 い に 離 れ て いな いよ うに 、 ニニ つ の 性 質 が 互い に 違わ な く て 、 似 て いる 


ね ん れい ちか 


F 齢 が 近い 友達 同 で 集まる 。 


ゎ た し 


・ 私 と 彼 は 考え 方 が 近 Fu 


ひと 


。 人 は 自分 と 近い も の を 持っ て いる 人 に 惹か れる も の だ 。 


人 さき 
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ちか い 


し た CN5 くわ 
親しい 。 事 情 に 詳し い 
close (association, familiarity) / 入村 叶 , 人 ト 笠 引 時 時 ンプ 革 系 砂 近 、 熟 指 情 況 
ひと の と は な た が し た くね A 
9 人 と 人 と が 離れ な いで いる と 、 互 い に 親しく 、 詳 し く な る か ら 


し ゅ し ょ う に ゅ うし 


・ 音 相 に 近い 筋 か ら 情報 を 入手 し た 。 
・ 若 じゃ 語 に な ら な い 。 社 藤 か 社長 に 近い 人 と 話 を させ て よ 。 
・ これ は あの 組織 に 近い ぃ 人 か ら の 情報 な の で 、 信 用 で きる 。 


|ー けつ えん か ん けい 
[24a] 押 線 関係 が 離れ て いな い 
| close (blood relationship) 骨 講 斗 列 フト オオ 得 叶 プ 血 祭 茨 系 高 得 不 近 


か ん けい けつ えん か ん けい 


@X 人 と 大 と の 関係 で 特に 血 線 関係 に お いて 離れ て いな いこ と を 表す 


ご く 近 い 考 だ け で 祖父 の 開 供 を 行っ た 。 
まで あふ ぽ ぼ ちか し ん い 

。 採 、 祖 父母 の ほか 、 い と こま で は 近い 親 大 と 言え る だ ろう 。 
ちか けつ えん けっ こん さき 

* 近い 血 線 と の 結婚 を 避け る 。 


関連 語句 


同和 近く 1 :「 家 の 近く の コン ビニ 」 「 家 は 駅 の 近く だ ノ に に ある 」 の よう な 形 で 使う 。 
お 
に 対し て 「 近 い 」 は [近い の [一 近い だ 」 と は 言え な い 。 る 疲 く 
近づく 回 : 接近 する 。 親しく な る 例 ) うち の 娘 に 二度と 近づか な いで も らい た い 。 


室 と お い (p212) 
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き じ w ん よ そう 


数 が 基準 や 予想 と 同 じ で 
ずれ て いな い 


時 間 が ずれ て いな い 


か ず 。 きじ WA 、 よそ う お な 
馬 順 数 が 基準 や 予想 と 同じ で ずれ て いな い 
exactly (quantity) / 〒 語 9| 2] 和 a] 財 中 分 斗 負 天 店 中 数 量 与 基 准 及 預 測 的 相同 , 没有 


。 ちょ うど = : つ ある の で 、 3 人 で か け よ う 。 
* ちょ うど 10 人 来 た の で 定員 に な っ た 。 
ゃ チケ ッ ト が ちょ うど 2 枚 ある 。 
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ちょ うど 


必 罰 時 間 が ずれ て いな い 


exactly (time) | 社 9] 号 其 叶 時 同 没 有 出 入 
か ず じ か ん き Cw4 ぁ 5 わ 
@ 数 に ずれ が な いよ うに 、 時 間 が 基準 か ら ず れ て いな いこ と を 表す 


。 ちょ うど 12 時 だ 。 
い し Le っ ぱっ 
・ 7 時 ちょ うど に 出発 する 。 
。 あと 10 秒 で ちょ うど 1 分 経過 する 。 


= だ SU 
|1a| 同時 
right when (simultaneous occurrences) / 社 委 可 正 好 、 愉 好 


 @ 特に ご つの 出来 事 の 時 間 が ずれ て いな く て 、 科 じ 詩 に 起こ る こと を 守 す 


< 事故 が あっ た と き 、 そ の 現場 を ちょ うど 通り か か っ た 。 
お っ と き た く と き め う は ん 

。 夫 が 帰宅 し た 時 、 ち ょ うど 夕飯 が で き あ が っ た 。 
じ し ん と ふ ろ は い 

。 地震 の 時 、 ち ょ うど お 風呂 に 入っ て いた 。 


mbROD ん 51 で し ご 


[1b] 直前 ・ 直 後 


just before/after 人 億 ・ ヌ 2 キン 隊 、 賠 岡 


じ か ん で と ちょ く ぜ ん 


@ つの 出来 事 の 時 間 の ずれ が あま りな いこ と 、 つ まり 出来 事 の 直前 また は 直後 の こと 


・ 帰宅 し た と き 、 ち ょ うど 電話 が 鳴っ た 。 
。 ち ょ うど レポ ー ト を 書き 始め た と ころ だ っ た 。 
。 コ ン サ ー ト が ちょ うど 始ま っ た と ころ だ 。 


金額 が 合っ て いる 


exactly (monetary amount) グ 語 所 9l 近東 計 中 金額 相同 


@ 数 に ずれ が な いよ うに 、 お 金 に ずれ が な いこ と を 表す 


< 1320 円 ちょ うど いた だ きま す 。 
えん D 
。 3000 円 ちょ うど の プレ ゼン ト を 買う 。 
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ちょ うど 


い ふく あ 
衣服 な どの サイ ズ が 合う 
just right (size of clothing, etc.) / 英 富 引 和え キト 喘 叶 ノ 衣 服 等 尽 寸 正 哲 合 


@ 衣服 な ど と 体 の サイ ズ の ずれ が な く 、 合 っ て いる こと を 表す 


る ・ お客様 に は 、 こ の サイ ズ が ちょ うど で すね 。 
本 ・ こ の 靴 の サイ ズ は ちょ うど いい 。 


。 ち ょ うど ぴっ た り の 服 と いう の は な か な か 見 つか ら な いね 。 


この ぁ = 
好み に 合う 
just right (preference, taste) ョ 刊 主 引 舌 叶 プ 正 舌 合 自己 的 斉 愛 
た い Uk う と に $5 
(2 対象 が 好み か ら ず れ て いな く て 、 好 み に 合っ て いる こと を 表す 


\ ろ わた し 
Nu 。 わ ー、 う れ し い | この 色 な ら 私 に ちょ 
ーー か れ に あ お く 
6 * 彼 に は ちょ うど 似合い の 奥さん だ 。 


Sr 
( マ 
ys 
ド に ST/ 
ゞ 


。 この 枝 は 枯 に する の に ちょ うど いい ね 。 


に 
似 て いる 
just like (similarity) / 引 寺 計 サ プ 相 似 


@ つ に ずれ ・ 違 い が な いこ と か ら 、 似 て いる こと を 表す 


の 。 あ の 山 は 、 ち ょ うど お 枕 を 伏せ た よう な 形 を し て いる 。 
7 や ま に ! ふも きん 
OS 。 あ の 山 は ちょ うど 日 本 の 富士 山 の よ う で す 。 


6 。 桜 が 散っ て ちょ うど 雪 の よう に 見 える 。 


叶 ぴっ た り [と] (p233) 
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つま ら な い 


つま ら な い 


回 ⑤ 


興味 や 関心 が 持て な い 


残念 だ 。 悔 や まれ る 


きょう み し ん 


本 咽 異 味 や 関心 が 持て な い 
boring ぐる き 可 呈 音信 9| オス 深 千 グ 引 不 起 炎 趣 、 没 趣 


・ 今 日 の サッ カー の 試合 は つま ら な いな あ 。 
i 人 R 介 0 の テレ ビ は どれ も つま ら な いか ら 、 映 画 で も 見 に 行こ う 


で 5 な い 授 業 を 開く の は 苦痛 だ 。 


か ち いみ 
古 旧 価値 や 意味 が な い 
worthless, meaningless グフ ト 対 財 引 可 人 オ 浪 叶 / 没 伯 値 、 没 意 又 


きょう み か ん 


@ 興味 ・ 関 心 が 持 て な い の で 価値 や 意味 が な いこ と を 表す 


。 自 分 に 不利 に な る つま ら な いこ と を 人 に 話し て は いけ な い 。 


M 還 | = 用 ・ こん な つま ら な い 論 交 は 評価 され な い 。 
か れ す 
@@ (D0 ・ 後 3 っ ま ら な い プ ライ ド を 捨て る べき だ 。 
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つま ら な い 


IN な いみ 
| [1a| 小さ く て 無 意 味 だ 
| trifling 人 ト 全 村 早 引 可 慎 中 // 没 意思 、 元 陸 


@ と て も 小さ いこ と な の で 、 あ まり 意味 が な い 


・ テ スト で つま ら な い 間 違い を し て し まっ た 。 

・ 自分 が 好き な こと は 、 ど ん な に つま ら な いこ と に も こだわ り 
を 持っ て いる 。 

。 最近 仕 事 で つま ら な い ミ ス が 増え て いる 。 


unfortunate, disappointing だ 引 簡 革 ・ 呈 計 叶 不足 道 的 小 事 、 元 周 


[5] 壮 閉 た 。 悔やま れる | 
雷 意味 の な いこ と が 起こ っ て 、 残念 で 悔やま れる こと を 表す 


大 事 な 試合 の 前 に 、 つ ま ら な いこ と で けが を し て し まっ た 。 
・ あ の 2 人 の の 弟 さ ん は 、 つま ら な い 死 に 方 を し て し まっ た 。 
こん 

変 た こと を 話し て 、 社 長 に 嫌 わ れ た ら つ ま ら な い 。 


関連 語句 


口 つま り ませ ん : 「 つ ま ら な い 」 は も と は 、「 つ まる + な い ( 知 定 )」 な の で 、 丁 寧 な 形 は 
「 つ まり ませ ん 」 と な る 。 し か し 、「 つ ま ら な いで す 」 も 一 般 に 使わ れる 。「 つ ま ら な い 」 
の 反対 は 「 つ まる 」 と は 言わ な い 。「 つ ま ら な く な い 」 と 言う 。 ち な み に 、「 と ん で も 
な い ] の 丁寧 形 は 「 と ん で も な いこ と で す 」 で 、[ と ん で も あり ませ ん 」 で は な い 。 


文化 ノー トク 贈り 物 を する と き に は 、「[ つ ま ら な ょ いい も の で す が 、 ど う ぞ 」 と いう 決ま り 
cie Od Rien es 、 謙 選 の 気持 

ち を 表す 。 、 贈り 物 を も ちっ た 人 も 「 け っ こう な 物 を どう も あり が と 
330 ほめ る の が 礼儀 。 
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つよ い 


強い 


キョ ウ ( 強 弱 )、 ゴウ ( 強 : 


‘ん 
| 


)、 し (強い る )、 つよ (強まる 、 強め る ) 


ちか 5 お お 


加わ る カカ が 大 きい 


5 5a| 
固 緩 5 ない きび 
固く て 絆 み が な し 


つよ い 


本則 カ が ある 


strong (physically) < 9| 刈 財 / グ 有効 人 


・ 腕力 が 強い の で 、 重 い 荷 物 も 軽々 持ち 上 げ ら れる 。 
か れ た いか く ちか ら つよ 
・ 彼 は 体格 が よく て 、 力 が 強い 。 


ちか ら 


正本 加わ る 力 が 大 きい 
strong/powerful (force) / ト 恒 卵 琶 昼 9| ヨ 叶 用 カカ 大 


@ カ が ある と 、 物 に 対し て 加わ る 力 が 大 きい か ら 


= * 選 風 機 の 風 が 強く て 気 気持 ちい い 。 
に 痢 く 押 され て 倒れ そう に な っ た 。 


人 =~ * 玄関 の ドア を 強く た た いた 。 


て いこ うり 
本 抵抗 カ が ある 
strong (resistance) / 人 登 紀 9| 約 可 / 有 畠 抗 力 、 有 耐力 


て いこ うり ょ く 


(@ 特に 、 耐え る 力 ・ 抵 抗力 が ある こと を 表す 


ほう りつ じ し ん 


つよ た 
・ 日 本 は 地震 が 多い の で 、 法 律 で 地震 に 強い ビル を 建て る 決ま 
り に な っ て ( さ いる 。 
し : ょ (ぶつ ね っ た い げ ん さん あつ つよ 
* この 植物 は 熱帯 原産 な の で 暑 さ に 強い 。 
か れ つよ た いし つ 
s 彼 は アル コー ル に 強い 体質 だ 。 


ちか ら 5 。 て いこ う 


上 

| 

| 

| durable, tough / 昌 時 引 生 ノ 強壮 筐 容 

| る カ ・ 32yeaovk 


|@ 前 える 
(9) この 生地 は 強い 繊維 で 作っ て ある の で 丈夫 で す 。 


て ・ 靴 謀 が 強い 蓄 が ほし いで す 。 


3 き うど うみ つつ ポ 。 が 5 だ の く 
7 a * 運動 で 強い 体 を 作る 。 
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つよ い 


くつ 。 せい し ん り 


ME 人 必 の 生 神 カ が ある 


strong (emotionally) 琶 倍 引 る 名 可 9] 紋 中 有 不 屈 不 飲 的 精神 
せい し ん て き 


@ 特に 、 柄 神 的 に 耐え る カ が あり 、 気持 ちや 意志 が し っ か り し て いる こと を 表す 


彼女 は 見 か け に よら ず 、 プ レッ シャ ー に 強い 。 
し < せい し ん り ょ く こん な ん の ご 

強い 精神 力 で 困難 を 乗り 越え る 。 

か れ が い げ ん ち が し ん つよ 

彼 は 外見 と 違っ て 、 芯 が 強く し っ か り し て いる 。 


lgl 頑固 だ 


strong-minded, stubborn / 詐 計 中 好 昧 、 意 志 昔 強 


で いこ うり ょ まく 


@ 拓 拉 的 な 拓 計 か 給 す き て で 、 妥協 で きず 、 協調 性 に 欠け る こと を 表す | 


た に ん 


* 彼 は 我 が 強く 他人 の 意見 を 聞か な い 。 
* 彼女 は 美人 だ が 気 が 強い の で 、 た いて い の 男 の 人 は 彼女 を 散 
直し て し まう 。 


程度 が 大 きい 
strong/heavy (intensity) 互 2 フト ヨロ 程度 亡 害 
@ カ が た くさ ん ある よう に 程度 が 大 きい こと を 表す 


* 中 荘 料 理 は 、 火 を 前 く し て ー - 気 に 加熱 する の が 基本 だ 。 


a 。 富 風 の た め 、 強 い 測 が 何時 間 も 隆 り 続い た 。 


。 北国 の 冬 は 強い 風 が 吹い て 、 当 は 横 か ら 降 る よう に 見 える 。 


アル コー ル ・ 匂 い が き つい 


strong (liquor, smell) プ 堂 馬 飼 ・ 思 剤 2 ト 作 計 中 プ 酒 凶 、 気 味 刺 具 
@ 特に 、 アル コー ル ・ 匂い の 程度 が 強い こと を 表す 


さけ 


この お 消 は 強い 。 アル コー ル 度 数 60% と 書い て ある 。 

し ょ うど く え き 

sa LL ・ 消 毒液 は 強い 匂い が する 。 
| | (Leo)} 
ニー ジッ 
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の うり ょ 《 。 た か 


展 罰 能力 が 高い 


superb/strong (abihty) 。 引 9| 登 叶 / ズ 能力 強 、 摘 世 手 
た か 


@ 人 に 力 が ある よう に 、 8 が 高く て 優れ て いる こと を 表す 


か の し じ ょ り けい すう が く つよ ょ 

彼女 は 理系 な の で 数 学 に 強い 。 

か れ し ょ う ぎ っ つよ し ょ うら ちい 

彼 は 将棋 が 強い の で 、 将 来 プ ロ に 


か た ゆる 
司 還 園 く て 緩み が な いよ うに する 
tight (grip, knot, etc.) プ 己 在 計 2| 誤 2| 忌避 司 引 中 グズ 緊 得 不 易 松 電 


ちか ら 


6) 大 き な 力 を 加え る と 、 固 く 、 緩 み が な く な る か ら 


・ 新 聞 の 東 を 強く 縛っ た 。 
開 | ・ 靴 の ひも を 史 く 結ぶ 。 
< 彼女 の 手 を 強く 操り 締め た 。 


[| 央 し い 


| strong (tone, opposition, etc.) プ 販 村 呈 弾 烈 


ちか 5 。 くわ 


せん し ゅ っ よ れん Li3 
あの 選手 は 強い 。 こ れ で 10 連勝 だ 。 


な る つも り だ 。 


@ 力 を 加え て 緩み を な くす る よう に 、 厳し く し て 間違い を 正す こと を 表す 


ー 人 4 のり) ・ 列 中 調 で 美 に 責め られ た 。 
あい て つよ ひ な ん 
・ 相手 を 強く 非難 する 。 


。 湊 洪 建 設 は 住民 の 強い 反対 に 遺 い 、 


えい きょう いん し ょ うぷ か 


販 財 影響 が 大 きい ・ 印 象 深い 


だ ん ね ん 
断念 され た 。 


strong/dccp (impression,influence) / 記 二 9| ヨ 叶 ・1 分 3 中 プ 影 陣 大 、 印 象 深 


ちか ら 


@ 大 き な カ が ある よう に 、 影響 が 大 きく て 、 強 く 記憶 に 残る こと を 表す 


一 。 こ の 絵 は イ ン パ クト が 強い 。 

ce めん せつ めん せつ か ん つよ いん し ょ う の こ ひつ よう 

< M ・ 面接 で は 、 画 接 和 に 色 い 印象 を 残す 必要 が ある 。 
NKK  。 生 人 E い 導い z。 


つよ い 
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と お い 


|1a| 
現在 か ら 時 間 が 離れ 終わ り まで の 時 間 が 


な が 


な 


た が 


い に 離 れ て いる 


対象 に 似 て いな い 互い に 似 て いな い 


4 
けつ えん か ん けい は な 

8 が 

親しく な い ER 


5 


き 


よく 聞こ えな い 
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と お い 


本 2 ある 場所 か ら 離 れ て いる 


distant/far (proximity to some place) 相思 せ 4 本 dl 習 司 四 相 24 届 中 グ 高 某 企 協 所 有一 定 距 高 


私 の 家 よ り 旧 中 きん の 家 の ほう が 会 社 か ら 回 い 。 
* 家 か ら 全 港 まで 宮 息 い の で 不便 だ 。 
* 彼女 は 遠 きく 離れ た 所 に 行っ て し まっ た 。 


| た が は な 
[0a| 互い に 離れ て いる 
| distant/far from each other / 旬 9] 外 習 叶 / ズ 相互 分 弁 


上 と く ふた ば し ょ た が は な あぁ 5 わ 
'@ 特に 二 つ の 場所 が 互い に 離れ て いる こと を 表す 


| 。 ・A 社 と B 社 は 税 い の で 、 行 き 来 に 時 間 が か か る 。 
$] [9 ・ こ の 路線 は 駅 と 駅 の 間隔 が 遠い 。 

あき は ば ら と お 
[1「  ・ 秋 葉 原 と つく ば は 遠い が 、 


エク スプ レス を 使え ば 45 分 だ 。 


けん ざい 。 じ か 4 は な 
古 罰 現在 か ら 時 間 が 離れ て いる 
distant (in time) 料 剤 足早 村 東 社 9| 司 9| 丸 財 財 / 高 現在 近 有 


* 段 対 周 
(@ 場所 が 離れ て いる よう に 、 時 間 的 に 現在 か ら 離 れ て いる こと を 表す 
< 5 あの 山 が 叶 炎 し な いと も 限ら な い 。 


卓 、 風 字 学 試験 は まだ 遠い 先 の こと だ と 思 ほっ て いる か も し れ な い が 、 
っ ol2  xo5o ーー 1 る ぞ 。 


じ けん 上 と お も か し いま お ば 2 ひと 
あの 事件 は も う 遠 い 昔 の こと と な り 、 今 で は 覚え て いる 人 も 
すく 
少な い だ ろ う 。 
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と お い 

Em ーー 
[1a] 終わ り ま で の 時 間 が 長い 

| far (from completion/end) 豊和 相 外 | | 社 9| 登 9| 京 中高 完 了 久 有 信長 時 同 

| @) 特に 現在 と 出来 事 が 終わ る まで の 時 間 が 離れ て いる こと を 表す 


こつ 。 あ の ビル の 完成 は まだ まだ 遠い 。 

* H ! し きん ぶ そく 『 Le2 じ つ よ う か と お 

m9 。 資 例 不 足 の た め 、 こ の 技術 の 実用 化 は ます ます 遠く な っ て し 
まっ た 。 


けい ざい て あ 


経済 的 に 混迷 する あの 国 の 夜明け は 遠い 。 * [夜明け 」 は 
何 か が 好転 する こと の 例え 。 


き Uw ん すう りょう 


必 罰 基準 の 数 量 と 大 きく 異な る 


far (from a certain quantity) 2| 鈴 東 引 主幹 斗 ヨ 革 豆 中 ンプ 和 甘 準 的 数 量 差 得 視 大 


うり ょ う 


場所 が 他 の 基準 と な る 所 か ら 離 れ て いる よう に 、 数 量 が 基準 に 達せ ず 、 基 準 か ら 大 き 
く 離れ て いる こと を 表す 


。 ダ タイ エット は し た も の の 、 目 標 の 50 キロ は まだ 渡 い 。 
まん に ん あつ よ て い き で ( ず と お 
。 2 万 人 を 集め る 予定 だ っ た が 、 和 客 の 数 は それ に は 遠い ちの だ っ 


の 
。 満 直 を 取る と 言っ て いた の に 、 実 際 の 成績 は それ に 遠く 及ば 
な か っ た 。 


| きじ mw ん A て い ど お お と 
基準 の 程度 と 大 きく 異な る 
far (from a certain level) /2] 多 9] 本 忘 正中 ヨ 中 王 和 基準 的 程度 差 得 入 大 


すう りょう き Ue ん 


@ 数 量 が 基準 か ら 離 れ て いる よう に 、 程 度 が 基準 か ら 大 きく 離れ て いる こと を 表す 


5 di 。 あ の 選手 の 演技 は 完璧 に は ほど 遼 い 。 
! 。 こ の 前 の マラ ソン で は 、 自 己 ベ スト の 記録 に は 遠く 及ば な か っ 
As 
。 経済 が や や 持ち 直し た と は いう も の の 、 政 府 の 掲げ る 目標 に 
は まだ 遠い 。 
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と お い 


た ぃ Lz う に 
対象 に 似 て いな い 
far removed from (comparing with a certain subject) / 避 豆 本谷 斗 本 王 中 < 与 比 較 対 象 不 相 似 


ば し ょ ば し ょ 


8 ある 場所 が 他 の 場所 か ら 離 れ て いる よう に 、 ある 性 質 が 他 の 性 質 と か け 離 れ て いる の 
で 似 て いな いこ と を 表す 


か の じ ょ 


・ 彼女 の 研究 テー マ は 先生 の テー マ か ら は 遠い も の だ っ た の で 、 
あま り 指導 が 受け られ な か っ た 。 
印 ・ バ スク 語 は スペ イ ン 語 や フラ ンス 語 か ら は 培い 言語 だ 。 
・ 彼 の 主張 は 当時 の 一 般 的 な 考え 方 か ら は 速かっ た せい で 、 ま っ 
た く 受 け 入 れ ら れ な か っ た 。 


[8a | 写 い に 似 て いな い 


far apart, far from (comparing two people/things) < 祭 呈 叶 早 上村 / 互 相 不 相似 | 


「 oo つの 人 性質 が 互い に 違っ て いて 、 似 て いな い 
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こと を 表す 


915 ・ 三 人 の 考え は 剖 く 隅 た っ て いる 。 
の Gl * 私 と 彼 と は こ の 住 事 に か ける ! 思い が 遠く か け 離 れ て し まっ た 。 


し た 
親しく な い 
stant (association) 乱 村 | 壁 叶 グ 不 泰 近 、 不 泰 密 


じっさい 


2 人 が 実際 に 互い に 離れ て いる よう に 、 気 持ち が 離れ て いて 親しく な い 


[人 の 。 か つて は 距離 的 に は 近く て も 、 気 持ち の 上 で 貴 い 国 と 言わ れ 
@Q © 2 


こい びと と も だ ら と お ひと い 
恋人 どこ ろか 、 友 達 よ り も 遠い 人 と 言わ れ て し まっ た 。 

か れ か れ  #9 う と お そん ざい 

彼 と けん か し て か ら 、 彼 が 急 に 遠い 存在 に な っ て し まっ た 。 
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し 上 上 上 上 上 ンー SS ンー ss NN ニニ ーー ニニ 
e ® 


と お い 


- けつ えん か ん けい _ は な 


[aa] 関係 が 離れ て いる 
| distant (blood relationship) 鍵 詩 辻 骨 叶 拓 像 甘 系 視 近 


か ん けい けつ えん か ん 


@ と 大 と の 関係 で 、 特に 舞 係 に お いて 離れ て いる こと を 表す | 


お こ 


・ 党 い 親戚 も 集まっ て 、 祖母 の 葬儀 を 行っ た 。 
。 あ の 映画 スタ ー と 音 相 は 違い 親 戚 らし 


き 
よく 聞こ えな い 
hard of hearing 鶴 言 可 中 所 不 清 弟 、 耳 育 


(@ 中 く か ら 聞 こえ て くる 音 の よう に 、 よ く 聞 こえ な いこ と を 表す 


タテ の へ ・ ちの お ば あちゃ ん は 、 この ご ろ 耳 が 遠く な っ た 。 
で ん ば よわ で ん わ と お な に い わ 
SI 。 秋 波 が 衣 い の か 、 意 話 が 邊 く て 何 を 言っ て いる の か よく 分 か 


ら な い 。 


関連 語句 


口 遠く 回 団 : ら 近く 

と お も り 計る 回 者 と お ぉ お ば し ょ も り 、 い み いえ 。 と お も り 
・[ 遼 く の 森 」 と 言え る が 、「 家 か ら 遠 い 場所 に ある 森 ] と いう 意味 で 、「 家 の 遠く の 森 」 

い いえ ちか も り い 

と は 言え な い 。 た だ し 「 家 の 近く の 森 」 は 言え る 。 

も り いえ ちか い も る 『 い と お い 
・[ 森 は 家 の 近 くだ 」 と は 言え る が 、「 森 は 家 の 遠 くだ 」 と は 言え な い 。 

と お と お と お い と お と お と 
・「 濾 く 」 は 、 [遠く の 一 」 「 一 遺 くだ 」 と 言え る が 、 「 遼 い 」 は 「 遼 い の 一 ] [一 遮 い だ ] 
と は 言え な い 。 


得 気 が 品 く な る : 区 いた り し て 、 意 識 が な く な る 感じ が する 
ぶ が ちょ う い し さと お お お 
爺 部 長 か ら 言わ れ た 仕事 が あま り に も 多 す ぎ て 、 気 が 遠く な り そ う だ っ た 。 


叶 ちか い (p198) 
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な が い 


話 が 続く 


そう どう 


は し | は し き ょ り 
馬 計 敵 か ら 敵 まで の 距離 が 相当 ある 
long (physical 1ength) 理 引 社 有 9] 冒 叶 プ 讐 一 玲 到 男 一 共有 相当 的 距 商 


。 あ の 女性 は いつ も 長い スカ ー ト を は いて いる 。 
けん こう な が き ょ り ある 

* 健康 の た め に 、 長 い 距 離 を ゆっ くり 歩く の が いい 。 
な つ な が か み き 

* 夏 な の で 長い 憂 を ば っ さり 切っ た 。 


じ か ん き か ん そう と うつ づ 
恒 旧 時 間 ・ 期 間 が 相当 続く 
long (temporal length) 人 l 社 ・2| 守 6] 引 24 考 可 中 ンプ 持 猿 相当 一 自 時 同 


きよ ょ り そう けい ぞ く 


(@ 空間 的 な 距離 が 相当 ある よう に 、 時 間 が 長く 継続 する 


SS の に 3 じゅ みょう 。 に ん げん じゅ みょう な が ty 

ーー * ゾウ ガメ の 寿命 は 人 間 の 寿命 より 長い と 言わ れ て いる 。 
。 な が 。 が だ ま 
・ 長い 間 お 待た せな し て すみ ませ ん で し た 。 
) 


* これ か ら 長 い 冬 に な る の で 、 ちょ っ と 気 が 減 入 る 。 
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な が い 


サー か ん か く 。 そう と う 

間隔 が 相当 ある 

far apart (frequency intervals) 和合 社 用 9| 召 叶 / 同 隔 有 相当 距 高 

9 時 間 の 中 で 、 特 に 周期 的 に 繰り 返さ れる 間隔 が 相当 ある こと を 表す 


半 園 : 彫 : ・ 余 涯 の 起き る 周期 が だ ん だ ん 長く な っ て き て いる 。 
、 2 


か ん か く な が う 
い まだ 陣痛 の 間隔 が 長い の で 、 し ば らく は 生ま れ な い だ ろ う 。 
半 園 園 * 痛 の 間隔 く な ら | 


long (text) 言 中 闘 圭 9| 壁 叶 グ 文章 長 
くう か ん て き 。 きよ り そう と う 


6) 空間 的 な 距離 が 相当 ある よう に 、 書 いた 物 が 多い こと を 表す 


oo * 久 し ぶ り に 長い 手紙 を 書い た 。 
に ほん ご な が ぶん し ょ う か 
e 日 本 語 で も 長い 文章 が 書け る よう に な っ た 。 


さ 


し いう せっ な が お 
。 この 小説 は すご く 長 く て 、 な か な か 読み 終わ ら な い 。 


は な し 


話 が 続く 
long (speech) / 電 ol 刑 舎 中 中 / 知 藤 

@ 文 が 多い よう に 、 話 が 多く て 、 相 当 の 間 続く こと を 表す 
こう ちょう せん せい 」 は な し な が いや 

e 校長 先生 の 話 は いつ も 長く て 、 嫌 に な る 。 
せつ めい な が 

e 説明 は 長け れ ば いい と いう も の で は な い 。 
な が 5 

。 長 い ス ピー チ は 嫌 わ れる 。 


包 息 が 長い : 長期 間 、 人 気 や 流行 が 続く 例 ) 彼 は 邊 の 長い 作家 だ 。 
殺気 が 長い : の ん びり し て いる ぐ 気 が 短 い 
例 彼 は 慎重 な の か 、 気 が 長い の か 分 か ら な い が 、 ど う も 仕事 が 遅く て 困る 。 


辱 み じ か い (p267) 
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に が い 


、 く る ( 若 し い 、 苦し む 、 苦しめ る ) 


$y 


薬 や 胃液 の よう な 味 が 
する 


KA 


本 咽 薬 や 胃液 の よう な 味 が する 


bitter (taste) / 持 9| 中 色 暗 谷 人 中 9] 計 村 / 像 菊 品 以 及 胃液 一 般 的 味道 


* ビ ー ル は 若い の で 、 嫌い で す 。 
・ 普 い 楽 は よく 効く と 言わ れ て いる 。 
に この コー ヒー は 若い 。 


いや か ん 
出 罰 つら く 、 嫌 な 感じ が する 

bitter/painful (experience, feeling) / 選 理 エエ 促 革 | 中 グ 感 到 痛 茜 、 対 大 
「 嫌 な 苦み が ある よう に 、 つ らく て 嫌 な 感じ が する こと を 表す 


さい きん か れ 


・ 最 近 、 彼 は 失恋 は と い う 、 こ れ ま で の 人 人 生 で 一 - 番 昔 い 経験 を し た 。 


2 じ だ い 


学生 時 代 の 普 い 経験 を 思い 出 す 。 
* あれ は 思い 出し た く ヵ な い ほ どの 苦い 失敗 だ っ 5 
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に が い 


に ーー ト OEDy う さあ らき (7 な っ 

[1a] 表情 が 不機嫌 そう だ 

| displeased/sour (facial expression) プ 芋 9| 計 番 叶 プ 不 痛快 、 苦 淀 的 表情 
@ つら く 嫌 な と き に は 表情 が 不 機 識 そう に な る か ら 


友人 か ら の 借金 を 彼 は 普 い 表情 で 断っ た 。 

若い 顔 で トム きん は 友達 に 自分 の 失敗 を 語っ た 

HRS TC Se RM SE ー は 苦い 顔 
A 


品番 装い 正忠 : や か ら 喜 べ な いと き に 見 せる 、 少 し 困っ た よう 
0 ひょう じょう 。 と も な わら く し ょ う 
な 表情 を 伴う 笑い = 苦笑 
to ン グ で 失格 に な り 、 彼 は 線 り 上 げ で メ 


ダル を も ら え る こと に た の で 、 蘭 笑い を 浮か べた 。 


[1b] 話し 方 ・ 内 容 が 厳し い 


| stern (tone of voice,words) / 呈 早 ・ 山 合 9| 衣 桂 叶 グ 和 前 方 式 、 現 的 内 容 赴 人 礁 受 
| と くい や か ん きび ge #5 

@ 特に 嫌 な 感じ の する 、 炭 し い 話 の こと を 表す 

・ 前 い 口 調 で 先生 は 学 生 を 叱っ た 。 


こい びと 


® 父 は 苦し 戸 で 娘 の 恋人 と 話 Se 


口 ほろ 苦い 園 : 少し 苦い 。 少し つら い 
例 鮎 の は ら わ た は ほろ 苦く て 区 ら な く お い し い 。 
例 ) この 曲 を 聴く と 、 い つも 、 は ほろ苦 い 失 恋 の 思い 出 が 蘇る 。 


りょう や く に が 


和 良 業 は 口 に 苦し :「 体 に 効く 良い 楽 は 背 い 」 と いう こ と か ら 、 自分 の た め に な る 助言 
聞き 入れ る の が つら い 


文化 ノー ト グ [甘い 」 は 一 般 に は マイ ナス イメ ー ジ の 語 で ある 。 し か し 、 ビ ー ル や ゴー ヤ ( ウ 
か し ょ (ぶつ に が うり に が に が 
り 科 の 植物 。 若 瓜 ) は 苦い が 、 そ の 苦 さ が むし ろ お いし さ に な っ て いる 。 
呂 あま い (p47)、 か らい (p.101)、 ま ずい (p257) 
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に ぶ い 


SY どん か ん に ぶ 
に ぶ い ドン (鈍感 )、 に ぶ ( 鈍 る ) 


回 


は ん の う お そ 


反応 が 遅く 、 
よく 機能 し な い 


変化 が は っ きり 
し な い 


光 ・ 輝 き が は っ きり 
し な い 


低く て 重い 感じ の 音 
が する 


する ど き 
馬 因 鋭く な く て よく 切れ な い 
dull (blade) / 司 介 言 | 将 ト 補 知 本 中 ンプ 不 算 利 、 切 不 苑 


ほう ちょ う き あじ に ぶ つか 
。・ こ の 包丁 は 切れ 味 が 鈍く て 使い に くい 。 
ね い 


・ 刀 は 丁寧 に 手入れ を し な いと 、 刃 が 鈍く な る 。 
・ ナ イフ の 切れ が 鈍い と か えっ て けが を し ゃ すい 。 
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に ぶ い 


3 お る 
動き が 遅い 
slow (movement) を 舎 9| 上 本 中 / 効 作 辺 肥 


85 わ 


@ よく 切れ な い 刃 物 の よう に 、 本 来 の 動き が 衰え て 遅い こと を 表す 


。 私 も 年 を と っ た な あ 。 ど う も 動き が 鈍く な っ た 
た いふ う いき お に ぶ 
台風 の 勢い が 鈍く な る 。 
(る # ふる か いて ん に ぶ 
es この 車 は 古い の で エン ジン の 回 転 が 人 鈍い 。 


ーー ィ sgー ョ ーーー 征 ーーーーーー 
[1a] 反応 が 遅く 、 よ く 機 能 し な い 
ミエ , | を | 由 9124 中 反 度 退 穂 、 功 能 不能 正常 炎 控 | 


slow (reflexes), tepid (responsiveness) / 世 9 


| 甘 
@! 動き が 遅い よう に 、 反応 が 遅く て よく 機能 し な いと と を 表す 


(8 ・ 酔う と 画 の 働き が 鈍く な を 。 

> Fa こ ども うん どう し ん けい 

( +| 6 策 。 ・ 子 代 の ころ か ら 運 動 神経 が 鈍く て 、 ス ポー ッ が 音 手 だ 。 
る Pet が くせ い 。 は ん の う に 
ra A ・ 授業 の 内 容 が 難し いと き は クラ ス の 学生 の 反応 が 鈍い 。 


[1b] 変化 が は っ きり し な い 
| stunted/stagnant (growth, change) / 中 膨 2| 中 同村 2| 恒 叶 変化 不 量 著 


@ 見 が 憶 い よ うに 変化 が 遅く て は っ きり し な いこ と を 表す 


さい きん ふ けい き 


° 最近 、 不 撤 気 商品 の 売り 上 げ の 伸び が 鈍い 。 
。 天候 不良 で 作物 の 成長 が 鈍い 。 

99 in.Weeio) こう らく ち きゃ で こぶ 
。 せ っ か く の 連 休 も 可 天 候 で 、 行 楽 地 へ の 客 の 出足 が 犯 い 


i oo 
] 光 ・ 汐 き が は っ きり し な い 
| dim (Highting), dull (luster) 水 9| き 翌 村 中 グ 光 人 亮 、 敬 度 不 弾 烈 、 暗 深 


ほん らし い 。 0 ひかり 


@ * 拉 の 生き が 峡 え る よう に 、 本 来 の 光 ・ 畑 き が な く て 笛 い こと を 表す 


街灯 の 錠 い 明か り が 通 i り を ぼん や り と 照ら す 。 
堂 の 問 か ら 鈍 い 月 の 光 が さ し て いる 。 

ぎん うつ うわ ん より 登り だ な が な か に ぶ か が は な 
< 銀 の 器 が 食器 棚 の 中 で 、 鈍 い 輝 き を 放っ て いた 。 


に ぶ い 


Sc 
[1d| 低く て 重い 感 OT 

| dull/thudding (sound) / 甘 エ 定 を 填 全 本 2 時 時 グ 声音 激 賠 

|@ 重い の で 動き の 遅い 物 が ぶつ か る よ うな 、 低く こも っ た 音 が する こと を 表す 


つか っ た 。 
< か いて ん お ん 
es パソ コ ン か ら 何 か 鈍い 回 転 音 が * す る 。 
。 エレベータ ー が 動く と き 、 鈍 い 喰 り 音 が する 。 


* | ドン | と 鈍い 音 が し で 、 後ろ の の トラ ッ ク が 前 の トラ ッ ク ! る が 


お も か ん いた 
重い 研 じ の 痛み が ある 
dull (pain) / 党 者 寸 引 音 含 と 列 中 圧痛 


(@ 物 で 切っ た よう な 鋭い 痛み で は な い 、 ず し り と 重 さ を 感じ る よう な 痛み が ある こと 


ご し 。 Ry 8 か ん 
*・ 腰 に 鈍い 痛み を 感じ る 。 


弟 み を 感じ た 。 
き ぶん お も 
* 鈍い 頭痛 が し て 、 気分 が 思わ し く な い 。 


あき な か た こぶ 
。 朝 、 ベ ッ ド か ら 起 き 上 が ろう と し た と き 、 肩 に 舘 い 、 い や な 


嘱 する どい (p174) 
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は っ きり [と] 


は っ きり [と ] 


色 が 濃い 


よく 聞こ える 


ーー ュー ニー ニーーーーー 


ーー 


\ お く 
わ あき 0 識 ・ 3 考え ・ 態度 が 
・ 明 ら だ 
ルリ スル し っ か り し て いる 


に 


が 明らか に な る 
ペッ 


み 
本 因 よく 見 える 
clcar/distinct (visibility) / 窒 呈 9| 叶 / 看 得 清 逢 
POR yo I 
> の 4 人 ° 今日 は 滞 士 山 が し きり 見 えま す 。 
生 コ * 目 が 悪く な っ て 、 字 が は っ きり と 見 えな く な coy et 
9) @ は ん に ん か お 
1 こ ・ 犯人 の 上 顔 を 


ょ っ きり と 見 る こ と が で き な か っ た 。 
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は っ きり [と] 


= ーーーーー 

[0a] よく 聞こ える 

| clear/distinct (sound) 盆 MM 所 得 清 着 
めい り 


めい りょう き あら わ 


@ 昌 W に 見 える よう に 、 月 に 聞こ える こと を 表す 
ジリ ・ 肖 し た ラジオ か ら き な は っ きり を し た 簡 に え で きた 


き 
il ee は っ きり と し た 声 で 、 借 金 を 断っ た 。 
@ ・ は っ きり と し た 鐘 の 音 が 村 中 に 響い た 。 


き お お に < い 
は っ きり 聞こ えな い の で 、 大 き な 声 で 言っ て くだ さい 。 


に ーー 
[Ob] 分 か る ・ 明 ら か だ 
| clear (anderstanding) 堂 中 ・ 思 待 寺 中 ンプ 明 秦 、 明 白 、 明 了 


めい りょう 


9 明 了 に 見 える よう に 、 明らか に 分 か る こと を 表す 

e トム きん の 好き な 人 が は っ きり 分 か っ 7 

e リ ー ダ ー の 考え が は っ きり し な い の で 、 メ ン バ ー は どう し た 
NN 迷っ て し まっ た 。 

・ 大学 に は 入っ た も の の 、 将来 、 自分 が 何 が し た い の か まだ は っ 
きり 分 か ら な い 。 


vivid (color) 過 9| 天 中 色 正 
妹 ち あき み = いろ 。 こ あき 
⑥@ 形 が 明らか で よく 見 える よう に 、 色 が 濃く 、 明 ら か な ご 


。 彼女 は は っ きり と し た 人 色 を 好む 。 
か の じ ょ NN だ 

< 彼女 の シャ ツ は 、 は っ きり と し た 赤色 な の で 目立っ て いる 。 
2 だ ル りゅう こう し ょ く ぁみ どり いろ 

。 今 年 の 流行 色 は は っ きり し た 緑色 だ 。 


NN ま 4 す 7 ブ 
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は っ きり [と] 


く ぎ ち が あき = 3 
屋 唐 区 切り ・ 違 い が 明らか だ 
clear/distinct (demarcation, difference) ゲ 〒 症 ・ 守 |2 ト 詩 入 詩 叶 区 分 、 圧 得 入 明 量 


めい りょう 


6) 形 が 明瞭 に 見 える よう に 、 区 切り や 違い が 明らか だ 


いい 7 


@ ・ 意 見 を 聞い た ら 、 男 性 と 女性 で は っ きり 分 か れ まし た 。 
A R 9 EC 8 ・ こ の 部 活 は 、 上 下関 係 が は っ きり と し て いる 。 
ノラ で ヽ 、 ・ 経 会 な ら 、 公 私 の 区 別 を は っ きり つけ る べき だ 。 
・ 作 業 に 必要 と きれ る 、 は っ きり と し た 日 数 を 教 を ん て くだ さい 、。 


販 罰 意識 ・ 記 憶 が 明らか だ 


clear/vivid (consciousness,memory) / 引 2 信 ・2 引 9| 量 青 填 中 意 拓 、j 履 清 針 


か た ち あき a に い し き き お く あき ェ あぁ あらわ 
@ 形 が 明らか な よう に 、 意識 ・ 記 憶 が 明らか な こと を 表す 


品 。 こ の 患者 は 意識 が は っ きり し て いま す 。 

- きけ の き ぶん 

/ ) * 酒 を 飲み す ぎ た の か 、 気分 が は っ きり と し な い 。 
ト 。 昨日 の こと を は っ きり 覚え て いな い 。 


[3a| 考え ・ 態 度 が し っ つか り し て いる 
clear-cut/frank (thinking, attitude) / 但 舎 ・ 純 所 | 9F 千 | 中 想法 、 恋 度 明 秦 、 不 遮 遮 搬 杭 | 
| @ 意識 が 明らか な よう に 、 考え や 態度 が 明らか で 、 し っ か り し て いる こと を 表す 
ほう も ん は ん ば い 
* 訪問 販売 に は 、 「 い ら な い ]」 と は っ きり 言い ま は 
・ 彼 女 は 将来 の 目標 を は っ き り と 決め て いる 。 
も くる 
近頃 の 若者 は は っ きり と し た 将来 の ビジ ョ ン を 持て ず に 普 し 
ん で ゆる よ ② う だ 。 
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は っ きり [と ] 


し ん そう あき 

民 罰 真相 が 明らか に な る 
evident/certain (truth) 神 盆 9| 是 居 人 | 時 プ 真相 大 和 白 

(@ 形 が 明らか に な る よう に 、 今 まで 分 か ら な か っ た こと が 明らか に な る こと を 表す 


< 証拠 が 多数 集め られ 、 彼 の 有罪 が は っ きり し た 。 
じ けん し ん そう 

< 事件 の 真相 が は っ きり し た 。 
きい じっけん けっ 


。 再 実験 の 結果 、 デ ー タ が 改ざん され た こと を は っ きり 示す こ 
の CeeS 


すっ きり [と] (p171)、 ぼ ん や り [と ] (p254) 
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ひく い 
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低い 


テイ (低迷 ) 、 ひ く (低め る 、 低 まる ) 


下 の 方 に ある 


せん た ん 


先端 が 下 の 方 に ある 


前 に 突き 出 て いな い 
3 
地位 ・ 身 分 が 下 だ 


4 


りょう 


数 ・ 量 が 少 


か ち し つ お と 
価値 ・ 質 が 劣っ て 
いる 


6 


お ん て い 


音程 が 下 だ 


き し ょ うがい 
決ま りな どの 障害 が 
少な い 


わり あい ちい 
割合 が 小さ い 


ね だ ん やす 
値段 が 安い 


ひく い 


し た ほう 
騙 計 下 の 方 に ある 
low (height) 9 相 等 中 8 中 プ 在 下方 


oA 。 飛行 機 が 低く 飛ん で いた の で 、 落 ちな いか 心配 し た 。 
くも ひく た な まり いろ あき た うみ ふゆ りょう さい 
る ・ 室 が 低く 垂れ 込め た 鉛 色 の 秋田 の 海 で 、 入 の ハタ ハタ 漁 が 最 
せい き むか 
盛 期 を 迎え る 。 
包 腰 が 低い : 他人 に 対し て 態度 が 謙虚 で ある 
と し ゃ ちょ う & ひく も か し 
例 あの 人 は 社長 に な っ て も 腰 が 低い の は 普 の まま だ 。 


せん た ん 。 し た ほう 
財 還 先端 が 下 の 方 に ある 
short/low (stature) 闘 時 芝 9| 9 ト 避 答 g 約 時 グ 頂 端 在 下方 


せん た ん 95 も く 


《) 物 の 中 の 特に 先端 に 注目 し て 、 先 端 が 下 の 方 に ある こと を 表す 


た か お きん ふ じ さ ん ひく 
* 高尾 山 は 富士 山 よ り 低い で す 。 


NL ・ 私 は 兄弟 の 中 で 一 番 青 が 低い 。 
0 


。 志 が 低く て 外 か ら 家 の 中 が 弥 見 え だ 。 


天 a 。 し ょ うがい すく 
[a] 決ま りな どの 障害 が 少な い 
| low (hurdle) / 刻 叶 号 相 人 引 肝 中 没有 件 隊 電 可以 妨 太 出 決定 


ob * 決ま りな ど が 厳し く な く て 、 それ ほど 剛 に | 
| な ら な いこ と を 表す | 


さ 上 


。 う ちの 学会 は 敷居 が 低い の で 、 誰 で も 参加 で きま す 。 

・ ボラ ンティア の 理念 は 立派 で も 、 ハ ー ド ル を 低く し な いと 誰 
も つい て 来 ら れ な い 。 

・ 意図 的 に 合格 の レベ ル を 低く し て 、 大 量 の 合格 者 を 出し た 。 


※「 戦 居 が 低い 」 「 ハ ー ド ル が 低い 」 は 比 隊 的 ・ 尼 用 的 。 戦 居 は 


伝統 前 な 日 本 家屋 の 刻 関 に ある 横 に な っ た 木 の こ と 。 そ れ を 
また いで 中 に 入る 。 


229 


ひく い 


前 に 突き 出 て いな い 
flat/not protruding プ 堂 ら 豆 是 引 中 半 流 2| 登 叶 / 不 朝 前 突出 
2 上 の 方 に あま り 突き 出 て いな いよ うに 、 前 の 方 に あま り 突 き 出 て いな いこ と を 表す 


al! か の じ ょ じ ぶ ん は な ひく < > き 

が ・ 第 災 は 自 委 の 濾 が 低い こと を 気 に し て いる 。 
せい けい し ゅ U92 ほお ぼ ね ひく 

に ・ 整形 手術 で 類 骨 を 低く し た 。 


ちい み ぶ ん し た 
地位 ・ 身 分 が 下 だ 
low (position, status) 人 章 ・ 旬 十 9| 品 号 引 枯 引 中 地位 低 、 身 傍 低 農 


@ 物 が 下 に ある よう に 、 地 位 ・ 身 分 が 下 に ある こと を 表す 


。 灯 は 入社 し た ば か りな の で 、 ま だ 地位 が 低い 。 
りか し み ぶん ひく も の きょう いく う じ よ 

。 和音 は 身分 が 低い 者 は 教育 が 受け られ ず 、 字 が 読め な か っ た 。 
Lo し it だ い が く た か ひく か ん けい 

・ 就職 に 大 学 の ラン ク が 高い と か 低い と か は 関係 な い は ず だ 。 


か ず り z う ずく 
民 軒 数 ・ 量 が 少な い 
low (number),small (amount) / キ ・ 層 9| 邊 時 数 量 少 


@ 積み 上 げ る 物 が 少な いと 、 低 いこ と か ら 


・ 分 日 は 気温 が 低い で す 。 

ト を 低く 抑え て くれ 。 [ 
得 が 低い 場合 、 税 金 の 挫 除 を 受け られ る 可能 性 が ある の で 、 
請 し て みた ら ど うか 。 


1 


ee 
王 s 当 日 
貞本 へ 2 Os 


三山 
0 


ー _ 、 わ りあ い ちい 
[4a] 割合 が 小さ い 
low (rate, proportion) プ 由 合 9| 千 司 比率 小 


@ 数 が 少な いよ うに 割合 が 小さ いこ と を 表す 


な いか く じじ り の いち ど お ひく 
09 。 内 閣 の 支持 率 は 一 度 落ち て か ら 、 そ の 後 、 低 いま まだ 。 


きつ えん し ゃ 。 わり あい ひく 《 
= 喫煙 者 の 割合 は 低く な っ て いる 。 


。 あ の 国 は 年 々 出生 率 が 低く な っ て いる 。 
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ひく い 
| な 
ME 値段 が 安い 

| inexpensive / 将 9] 外相 ノ / 倫 格 便宜 

@ 数 が 少な いよ うに 、 価 農 が 安い こ に と を 表す 


・ こ の 仕事 は 、 貸金 が 低い の に 業務 量 が 多く て きつ い 。 

・ 単価 が 低い の で 、 た くさ ん 売っ て も 利益 は 少な い 。 

・ この 業界 は 競争 が 激しい の で 、 定 価 を 低く 抑え な いと 製品 が 
売れ な い 。 


匠 計 価値 ・ 質 が 劣っ て いる 
inferior (value, quality) プイ オ 天 ・ 入 9| 財 相 2 中谷 債 低 、 質 暗 閥 
@ 物 が 十分 に 積み 重なっ て いな いよ うに 、 人 人 価値 ・ 質 が 十分 で な く て 優れ て いな いこ と を 


ほう せき お ね お きず か ち ひく 
* この 宝石 は 大 きい けど 、 傷 が ある の で 価値 が 低い 。 
し もつ ひく 092 た く 。 や す けっ き ぇ ( う の こ 
・ 質 の 低い 住宅 は 安く て も 結局 売れ 残る 。 
か れ え か し か ち ひく 
*・ 彼 の 絵 は 昔 は 価値 が 低かっ た 。 


の うり 』 く 技術 ーー ーー nr TP 


5a 
[5a] 能力 ・ 投 術 が 苦 る 
inferior (skill, technique) / 壮 習 ・2] 窒 9] 連 引 21 叶 能力 不 廊 、 技 森 水 平 差 


の うり ょ 〈 ぎ Us っ 


@ 価値 質 が 優れ て いな いよ うに 、 能力 ・ 技術 が 優れ て いな いこ と を 表す 


人 。 人 間 の 物 を 吊 ぎ 分 ける 力 は 、 犬 に 比べ て と て も 低い 。 
= を の あい ) か の じ ょ に ほん ご の うり ょ く 、 り く 

“アイ 中 ・ 彼 女 の 日 本 語 能力 は まだ 低い 。 

ご 4 


ちの う た か ちの う 0< こども 。 ゎ 
* 知能 が 高い 、 知 能 が 低い と 子供 を 分 け て は いけ な い 。 
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ひく い 


り そう 


] 意識 ・ 理想 が 劣る 


low/deficient (awareness, ideal) / 引 信 ・9] 分 9| 味 中 / 意 寺 差 、 理 想 低 


に 価値 ・ 賀 が 優れ て いな いよ うに 、 意 識 ・ 理 想 が 優れ て いな いこ と を 表す 


・ 道 道 に ご み を 捨て て は いけ な いと いう 基本 的 和み 
まだ まだ 多い 。 

® 話し て いる 内 容 を 聞け ば 、 VD レベ ル の 低 さ が 労 か る 。 

* 将来 の 夢 が 無事 に 定年 を 迎え る こ と と いう の は 志 が 低い の 
で は な い だ ろ うか 。 


お ん て い 


居 音程 が 下 だ 
low-pitched / 舎 9| 喘 中 プ 夫 音 小 


(@ 物 の 位置 が 下 で ある よう に 、 音程 が で ある こと を 表す 


・ あ の パリ トン 歌 考 の 低い 声 は 、 張り が あっ て よく 響く 。 
・ 先 年 は 、 低い 青 『 で ゆっ くり 話し た 。 
・ 犯 人 は 低い 声 で 人 質 を 逢 し た 。 


中 あさ い (p28)、 た か い (p.182)、 ふ か い (240)、 や すい (p270) 
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びっ た り 【[ と ] 


ち w〈 


補 


すき ま 
し て いて 隙間 が な い 


本 密着 し て いて 隙間 が な い 


Gght clinging / 選 千本 49] 間 香 9| 滝 中 紫 貼 着 、 没有 空 際 施 先 、 密 


5 


土 が ぴったり 寄り 添っ て いる 。 
ふく か 5 だ き も わる 
れ て 、 服 が 体 に ぴっ た り と くっ つい て 気持 ち が 悪 い 。 


ぬ 
* 雨 に 濡 


きん えん 


。 森 灯 マ ー ク の シー ル を ドア に ぴっ た り と は が れ な いよ うに 貼 


びと ど 


さだ 


る 。 
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びっ た り [と] 


お お ぁ 
大 き さ が ちょ うと 合う 
just right (size) プ ヨ |2 ト 号 自 呈 大 小 正 含 


し ょ う 


ふた も の お お ぁ よぶ ん すきま #5b 
ニニ つの 物 の 大 き さ が ちょ うど 合う の で 、 余 分 な 隙間 が 生じ な いこ と を 表す 


・ びっ た り 合 i ス を 組み 合わ せる 。 
e 体 ( に ぴっ た り 合 人 の な を 見 つけ た 。 
。 も ら っ た 靴 の サイ ズ が ぴっ た り だ 。 


| Ha] ふさ わし い ・ 適 切 だ 


perfect/just right (for some situation) 引合 可 村 ・2 鐘 計時 ノ 合造 、 股 配 
つ 


@ 炎 き さ が ち ょ うど 全う よう に 、 条 傘 に 合っ て いて 衣 還 で ある と と ・ ふ さわ し いこ と を | 


あら 5 わ 


表す 


か の じ 


* 彼女 の 服 ( リゾート に ぴ が っ だ り 合 きっ て いる 。 
ば 
・「 せ つない 」 と いう 言葉 が 、 今 の 私 の 気持 ち に ぴっ た り だ 。 
だ い め い きょく ふん い き 
*・ この 題名 は 曲 の 雰囲気 に ぴっ た り だ 。 


[1b] ちょ うど いい 数 に な る 


exactly (number) 年 尊 9| 許す 引 叶 / 数 字 正 好 


| お お に に 、 あ 
9 大 き さ が ちょ うど 合う よ うに 、 ちょ うど いい 数 に な る こと を 表す 


・ みん な が 持っ て いる お 人 金 を 合わ せ た ら の り だ っ た 。 
A D 50 枚 ぴ っ た り コ ピー し て くだ さい 。 


© 。 パーティー に 来 た 人 を 数 えた ら 、 ぴ っ た り 100 人 だ っ た 。 


ーー | 小学 くに Ss 和 0 に ー ド ー コ 
[1c| 考え ・ 予 測 が 合う 
exactly matching (thinking), accurate (prediction) 人 8 介 ・ 引 者 9| 其 中 舎 計 対 、 希 中 
#5 


@ ニ つ の 大 き さ が ちょ う ど 合 う よう に 、 考え : 予測 が 実際 と ちょ うど 合う こと を 表す 


8 占い 師 の 予言 びっ た 0 上 た っ で 替 い な 


じっけん 


・ 突 験 の 結 梨 が 仮 識 に に ぴっ た り と 当て は まる 。 
・ 長い 則 、 二 人 で 映画 を 制作 し て いた が 、 い つも 意見 が ぴっ た 
り 合 っ て いた わけ で は な い 。 
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びっ た り [と ] 


じ か ん 
時 間 の ずれ が な い 
exactly (time, iming) 介入] 号 碁 叶 時 同 没 和 差 


いた > か ん て き 


《 つの 物 の 間 の 隙間 が な いよ うに 、 つの 出来 事 の 間 に 時 間 的 な 隔たり が な いこ と を 


けん きゅう し 


* 2 時 びっ た り に 索 の 研究 補 を 訪ね た 。 

。 あ の 放 子 は 話す タイ ミン グ が ぴったり 合 合う 。 
か ん じん 。 で ん し ゃ じ か ん に 

* 肝心 の 電車 が 時 間 ぴ っ た り に 来 な い 。 


[2a] すぐ に 完全 に 止む 


completely (stop, come to an end) / 岩 社 対 引 SA 中 ノ ー 下 子 完全 停止 
ん て き で きこ と 


9 時 間 的 な 耳 た り が な く 、 出来 事 が すぐ に 完全 に 止ま る と と を 表す 


2 と 。 この 薬 を 飲ん だ ら 、 鼻 水 が ぴ っ た り 止 まっ た 。 
い らい か れ で ん わ 
(⑫ sk 。 そ の 日 以来 彼 か ら の 電話 は ぴっ た り と な く な っ た 。 


(1 


関連 語句 


名 びっ た り 選 が 合う : 複数 の 人 が 同じ よう に する こと が で きる 
例 ) あの 人 は びっ た り 邊 が 合 っ て いて 仕事 の 効率 が いい 。 
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ひろ い 


こう だ い 


コウ (広大 )、 ひ ろ ( 広 が る 、 広 げ る 、 広 まる 、 広 め る ) 


0 
が きい の 拉 が 


き ょ よ う ど 9 りょう 
で 


許容 で きる 度量 が 
ある 


が いね ん 


意味 ・ 概 念 が 広い 


騙 計 面積 が 大 きい 


large (area) / 四 條 9| ヨ 叶 面 邊 大 


いえ に わ ひろ 
・ あの 家 の 庭 は 広い で すね 。 
A | NC と どう ふ けん な か は っ か い ど う 、 い ちば ん ひろ 
入 理香 ・ 都 道府県 の 中 で 、 北 海道 が 一 番 広い 。 
て ひろ 


て ん きよ は ほう あし た は ん い あめ い 
ETE/  。 笑 所 予報 で 、 明 日 は 広い 範 義 で 雨 に な る で し ょ うっ て 言っ て 


UE Pe 3 
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ひろ い 


Pe うぶ ん 


必 還 蛋 が 十分 に ある 


wide (width) / 引 人 ヨ 中 十分 定 


めん せき は は 


6 箇 積 が 大 きい よう に 、 幅 が 相当 ある こと を 実 す 


< 広い 道路 は 車 が スム ー ー ズ に 流れ 、 渋 滞 に な り に くい 。 
いれ た は ば 
。 彼 は 肩幅 が 広く て 、 た くま し い 。 
WM5 を も ん ひろ り っ ば か ま の う か 
< 茨城 に は 門 が 広く 、 立 派 な 構え の 農家 が た くさ ん ある 。 


せい いき 。 は ば 


普 域 ・ 束 域 の 幅 が ある _ 


| wide (sound/vocal range) / 侍 引 ・ 記 引 9| 同時 音域 害 


@ 
お と は ば そう と う 


@: 空間 の 幅 が 相当 ある よう に 、 「・ 声 の 高低 の 幅 が 相当 ある こと を 表す 


@g= 4 典 < あの 歌手 は 声域 が 広い 。 


・ ビ アノ で 出せ る 音域 は か な り 広 い 。 
ぐ ⑥) B= * 着い う ち は 声 の 幅 が 広かっ た が 、 年 を 取る に つれ て だ ん だ ん 


狭く et 


ぷん や は ん い ひろ 
販 罰 分野 ・ 範 囲 が 広い 
wide (scope) / 革 o ト ・ 情 対外 司 中 プ 賃 域 、 薄 同 大 


ほん し 


《6) 面積 が 大 きい よう に 、 分 野 ・ 範 囲 が 広い こと を 表す 


・ 田中 さん は 部 味 が と て も 広い 。 
・ 不利 動 車 の 市 場 は 広 に い の で 、 こ れ か ら も 販売 表 が 伸び る と 
予想 され る 。 


きん ね ん けい た いで ん よう と 


。 近 年 、 携 帯電 話 の 用 途 は ます ます 広く な っ て いる 。 
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ひろ い 


RE 
知り 合い が 多い 
large (circle of acquaintances) 9[ 革 人 ト 喧 9| 司 叶 入居 人 多 、 交 陣 


| 人 @ 知っ て いる 人 人 の 範囲 が 広い こと を 表す 


ww か れ 。 こう ゆう か ん けい ひろ いり 王寺 2 。 a 
OOO * 彼 は 交友 関係 が 広く て 、 い ろ い ろ な 知り 合い が いる 。 
わか に ん げん か ん けい ひろ ほう 
tl * 若い うち に 人 間 関 係 を 広く し て お いた 方 が いい 。 
こう きい は ん い ひろ だ a し で と 。 1 
| 人 X * 交際 範囲 が 広い ほう が 仕事 に 役立つ だ ろう 。 


ち し き を が が 。 ほう ふ 
[2b] 知識 ・ 考 え が 豊 富 だ 
extensive (knowledge, thinking) 2 人 ・ 介 人 9| 若 早 計時 / 知 拓 、 想 法 手 富 
| ち し き が か 。 は ん い ひろ ほう ふ あわ 
@ 知識 ・ 考 え の 範囲 が 広く 、 豊 富 な こと を 表す 
か れ 4 うい く けい ざい せい じ い が く は ば ひろ ち し き も 
* 彼 は 、 教 育 、 経 済 、 政 治 、 医 学 な ど 幅 広い 知識 を 持っ て いる 。 
か れ し や ひろ も の こと Ue うな ん た いし ょ 
* 彼 は 視野 が 広く 、 物 事 に 和 務 軟 に 対処 で きる 。 
まう よう 


だ い が く ひろ み も と 
。 大学 で は 教 差 を 広く 身 に つけ る こと が 求め られ る 。 


い み 。。 が いね ん ひろ 
[2c| 意味 ・ 概 念 が 広い 
| broad (meaning, sense) / 引 可 ・ 政司 9| 言 中 プア 又 


意味 概念 の 指す 範囲 が 広い こと を 表す 


| 


し て っ に コー 「 て 
ドー デ ey 


せま 。 いみ は くま い & 02 。 いみ 
の ヽ 、 ・「 ご は ん 」 は 狭い 意味 で は 白米 の こと を 指し ます が 、 広 い 意味 
し ょ ( じ さ 

1 > で は 食事 の こと を 指し ます 。 
ヽ Ne の ② a 。 02 いみ ん が くき く ひ ん 

= ンー・ マ ン ガ が も 広い 意味 で は 文学 作品 だ 。 

ニー ニー ニー ニー ご の う 9:( が くり ょ ( ひろ が いね ん 
・ 能力 と いう の は 学力 より も 広い 概念 だ 。 


ペニー ニー 
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ひろ い 


き ょ よ う E03 
許容 で きる 度量 が ある 
broad-minded 性 引 告 久 豆 巡 9] 中 プ 宮 宏 大 量 


めん せき お お よ ゆう 5 ひろ た に ん り か い ゆる 
面積 が 大 きく 余裕 が ある よう に 、 心 が 広く て 、 他 人 を 理解 し た り 許 し た り で きる こと 


いや お こ か れ 。 = ころ 2 ひろ に ん げん 

* 嫌 な こと が あっ て も 把 ら な いな ん て 、 彼 は 心 が 広い 人 間 だ 。 
と し 。 かき 2 ひろ お ん わ 

* 年 を 重ね て 心 が 広 く な っ て 、 温 和 に な っ た 。 
ス 519 。 ど 0 ょ 3 お お =:2 0 ろ ぶ か し た 

・ うち の 部 長 は 度量 が 大 きく て 心 が 広 い の で 、 部 下 に 慕 われ 、 


し ん らい 


信頼 きれ て いる 。 


[ 広げ る 還 』 : ① 展 開 す る 例 ) 包み 紙 を 広げ る 。 
ひろ 


@ 撤 大 する 例 ) 領土 を 広げ る 。 


か お ひろ こう きい は ん いり ひろ し 。 」 あ お お は ん た いい み か お せま 
条 顔 が 広い : 交際 範囲 が 広く て 、 知 り 合 い が 多 いこ と 。 な お 反対 の 意味 で 「 顔 が 狭い 」 
と は 言わ な い 
ひと か お ひろ CE 
例 ) あの 人 は 上 顔 が 広い の で 知り 合い に な っ て お く と いい よ 。 


お お い (p.77)、 お お きい (p79)、 せ まい (p178)、 ふ と い (p245) 
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ふ ぶ ふかい 


そい きよ り な が 


まで の 距離 が 長い 


ーー 


じゅ うぶ ん か ん が 


よく 分 か ら な い が 


だ し 


| 大 事 だ 


4 
濃度 ・ 密 度 が 高い 色 が 濃い 


関係 が 濃く て 密接 だ 
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ふか が かい 


そこ き ょ り な が 
本 罰 話 ま で の 距離 が 長い 
deep (vertical depth) 叶 呈 外人 本 2 周 叶 プ 高 診 部 的 距 高 長 


あな ふか き 
* この 穴 は と て も 深い の で 、 気 を つけ て くだ さい 。 
た ぎわ こ に ほん いち ば ん ふか が うみ 
* 田沢 湖 は 日 本 で 一 番 深い 湖 で す 。 


あ た や ま き 》 う た に そう と うふ か 
* この 辺り は 、 山 も 急 で 、 谷 も 相当 深い 。 


お く き ょ り な が 
奥 ま で の 距離 が 長い 
deep (in the woods, etc.), far back / 笠 外 久光 本 介 崇 中 人 外面 到 里 面 的 中 次長 


ば あい お く 


た て あな ば あい を る き ょ り た い よこ あな き ょ り 
2 縦 穴 の 場合 は 底 ま で の 距離 で も る の に 対し て 、 横 穴 の 場合 は 奥 ま で の 距離 が ある こと 


どう くつ ふか お く そう と うき ょ り < い し 
・ この 洞窟 は 深く て 奥 ま で 相当 距離 が あり そう だ 。 


sk うと 。 まち や づく よ も あま なく 
・ 京都 の 町 屋 造り と 呼ば れる 家 は 、 入 り 口 は 狭い が 奥 が と て も 
ふか 


深い 。 
も り お く ふ か わ い と つ ぜ ん が うみ の め まえ 
* 森 の 奥深 くに 分 け 入 っ て いく と 、 突 然 、 大 き な 湖 が 目 の 前 に 
ひろ 
広がっ PA 


ほ ふか は な 。 まゆ 。 ポポ ん た か か お あり 
名 彫り が 深い : 鼻 や 眉 の 部 分 が 高い 顔 の こと を 表す 
か れ ほ ふか か お だ 
例 ) 彼 は 彫り が 深い 顔立ち を し て いる 。 


あき 9 ふ 
秋 ら し い ・ 夜 が 更け る 
well into (the fall/night) ブイ 含有 刊 2| 別人 4 中 ・ 革 9] 妨 9] 時 グ 秋 意 流 、 夜 深 
《) 深い 所 に ある よう に 、 時 間 が 経っ て 、 秋 が 盛り に な る こと ・ 夜 が 更け る こと を 表す 


あき ふか が ま の の も か 

* 秋 も 深く な っ て 紅葉 も 見 ご ろ を 迎え た 。 
よ 。 ょ か まわ いえ 。 で ん き き 

・ 夜 も 深く な っ て 周り の 家 の 電 気 も 消え た 。 
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ふ ぶ ふかい 


ZOO お お も 
程度 が 大 きく 、 重 い 
deep/strong (degree) エト ヨ エ 舎 計 中 程度 深 、 深 深 地 


2 大 きく て 重い も の が 深く 沈 お よう に 、 程 度 が 大 きい こと を 表す 


な に な や さい きん か れ ふか いき 
e 何 か 悩 かみ が あ る の か 、 最 近 の 彼 は 深い た め 息 ば か りつ いて い 
の も 
ふか い と 
。 ゆ っ くり と 深く 息 を し て 止め て くだ さい 。 
よく ふか ひと か ね か せ まん ぞ く 
。 欲 が 深い 人 は 、 い くら お 人 金 を 稼い で も 満足 し な い 。 


Up32 ぶん か 4 が 


[Ba 十分 に 党 え 、 理 解す る 
deep (thinking, understanding) / 秋 地引 人 3 介 村 9] 弄 計 充分 考 虐 、 加 深 理解 


置く て 深く 沈ん だ も の を 見 る よう に 、 よ く 考え 、 理 解す る こと を 家 す | 


電 きょう も ん 


県 境 問 題 に つ "て 深く る させ られ た 。 
* 深く 理解 し て 初め て 自分 の も の に な る 。 
か れ が いこ くじ ん ュ に ほん れき し ぞう けい ふか 
* 彼 は 外国 人 だ が 、 日 本 の 歴史 に 造語 が 深い 。 


[8b] 黒い ・ 感 情 の 程度 が 強い 

| deep/strong (feeling) / こ ・ サ 9 る 下 外 な 邊 中 ズ 思 想 、 感 情 的 程度 不 小 
(9 感情 ・ 思 いか 強い と 、 心 の 深い 所 に まで 届く よう に 感じ る か 

* 寺 o 計 cG 拉 っ いた 。 

・ あ の 事件 の こと は 、 部 象 に 浴 く 残っ て いる 。 
・ 深く お 詫び 申し 上 げ ま す 。 
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ふ ぶ ふかい 


[3c] よく 分 か ら な い が 大 事 だ 
| profound (significance) / 替 名 豆 豆 2| 叶 そ を & 生 叶 / 閲 不 清 理由 但 入 重要 


9 重く て 深く 沈ん だ も の の よう に よく 分 か ら な い が 、 大 事 で ある こと を 表す | 


る ざ ) ・ 要ら な いも の だ が 、 深 い 思い 入れ が あっ て 、 な か な か 捨て ら 


@⑯) ぐ ⑥)* れ な いも の が 多い 。 


0 0 ・ 彼 の 言葉 に は きっ と 深い 意味 が ある 。 
い ふか わけ 
。 そん な こと を し た の は 、 誰 に も 言え を な いよ うな 深い 訳 が あっ 
て の こと な の だ ろう 。 


和典 が 深い : 分 か り に くい が 重 妥 な 意味 が ある 
例 ) この 物語 は 実は 奥 が 深い 。 


みつ ど 


匠 濃度 ・ 密 度 が 高い 
dense, thick プ き 互選 エト 年 中 プ 液 度 、 密 度 高 


6) 深い 所 に ある と よく 見 えな いよ うに 、 濃 度 ・ 密 度 が 高い と よく 見 えな いか ら 


あな し た 、 ふか や み お お 
* 穴 の 下 の ほ う は 深い 痢 に 和 首 わ れ て いる 。 

き し げ ふか もり わ い 
e 木 が うっ そう と 茂っ た 深い 森 に 分 け 入 っ た 。 

ふか きり あ た お お な に ーー 
* 深い 霧 が 辺り を 杖 っ て いて 、 何 も 見 えな く な っ て いた 。 


[4a| 色 が 濃い | 
| dark/deep (color) / 堂 9| 社 中 プ 色 洲 | 


の う ど 


@ 色 の 濃度 ・ 志度 が 高い と 色 が 濃く きる がら 


・ 深い 緑色 の 着物 は 、 和幸 で すれ 
e この ウイ ン は 色 が 深く て 、 奉り も 重厚 だ 。 
仙 * 5 月 に な る と 山 の 緑 も 一 - 層 深く な る 
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ふか い 


[4b] 関係 が 濃く て 密接 だ 
| deep/close (relationship) 蘭 剤 人 る 習作 引 叶 / 甘 系 此 密 、 第 切 


の う ど 


@- 一 度 が 高い よう に 、 関係 が 濃く て 密接 で ある こと を 表す 


rr A 社 と B 六 は 音 『 か ら 深 い 関係 が ある 。 
。 私 と 彼ら と の 間 に は 、 深 い 縁 が ある 。 
か れ じ けん ふか か ん よ 
A 回 回 *  ・ 彼 は この 事件 に 深く 関 呈し て いる は ず だ 。 


関連 語句 


めい し ふか めい し うし つっ て いむ お お 要衝 あら 
「 ] 名 詞 十 深い : 名 詞 の 後ろ に 付い て 、 程 度 が と て も 大 きい 様子 を 表わす 。 
け ぶ か 


つみ ぶ か 3 お く ぶ か を ん り ょ ぶ か 59 う い ぶ か うた や か よく ぶ か 
例 ) 罪深い 、 毛 深い 、 興 深い 、 遠 慮 深い 、 注 意 深い 、 疑 り 深 い 、 欲 深い 、 な ど 
ふか よ ひつ よう し ょ う が が の だ ま と は ず = に 
[ | 深 読 み : 必要 以上 に 考え すぎ て 、 か えっ て 的 外れ に な る こと 


ど りょう 


旬 懐 が 深い : 定 容 だ 。 度 量 が 大 きい 


嘱 あさ い (p28)、 こ い (p143)、 た か い (p.182) 
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ふと い 


タイ (大 陽 )、 タ (丸太 )、 ふ と (太る ) 


せい し ん て き つよ 
精神 的 に 強い 


か ん けい 


関係 が 強い 


も の ちょ っ けい 


記 長い 物 の 直径 が 大 きい 
thick/big/fat (diameter of something long) プイ | 一列 中 4] 言 9| ヨ 中 胡 状 物 的 灰 西 頁 径 大 


・ 洪水 で 太い 木 も 流さ され で きた 。 


。 大 仏典 の 柱 は と て も 太い 。 
か う 
。 彼 は 毎日 ジム で 鍛え て いる の で 、 腕 が 大 い 。 
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Ys) 


は ば 


た い も ろ 
平ら な 物 の 幅 が 広い 


thick/wide/bold (width of something flat) 羽 翌 電 昌 科 名 昌 可 外史 呈 ノ 平 状 物 的 奈 西 視 寛 


6 特に 平ら で 長い 物 の 幅 が 広い こと を 表す 


た と か じ ょ 
* 太く 書い た 字 の ほう が 読み や すく て いい 。 
きん そく かぎ ふと に 
た 大 * 金属 の 飾り が た くさ ん つい た 太い ベル ト が 、 若 者 の 間 で 流行 
ヽ 
= し て いる 。 
ゆ げ ふと 
・ あ の お じい さん の 眉毛 は いや に 太い 。 
せい し ん て き つよ 
精神 的 に 強い 
strong (emotionally) る 視 記 足 オ 引 中 / 心 寛 、 精 神 上 暇 強 


し ん けい 


@ 神経 が 太い こと で 、 精 神 的 に 強く 、 落 ち 着い て いる こと を 表す 


S9_ の 、 あ か し ん けい ふと b 記 が 3 : さ へ い き ね 
SS 。 まだ 赤ちゃん な の に 、 神 経 が 太く 、 犬 の 鳴き 声 に も 平気 で 寝 
0 だ 5 て いる 。 
ひと きも ふと し ょ うし ょ う どう 
OE 。 あの 人 は 、 肝 が 太く 、 少 々 の こと に は 動じ な い 。 


。 あ まり 神経 が 太く な る の も よく な い 。 


か ん けい 


っ よ 
関係 が 強い 
strong (ties) 二名 フト す 叶 中 グ 美 系 入 好 


@ 太い 物 で つなが っ て いる よう に 、 関 係 が 強い こと を 表す 


A B し ゃ し ゃ ふと じょう ほう 0 き きか に 
* A 社 と B 社 は パイ プ が 太く 、 情 報 の 行き 来 も 盛ん だ 。 
ooo ooo し ゃ か い きず が 。 ふと せっ き ょ ( て き ひと か か 
nnn 同 っ っ Innl ・ 社会 と の 絆 を 太く し て 、 積 極 的 に 人 と 関わ っ て いき た い 。 
Goa| は て laan 
に に 
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ふと い 


こえ ぇ お と 
革 声音 が 低く て 重く 聞 
deep (voice, sound) 舎人 本 2 忌 玉 早 玉 社 | 叶 声音 低 面 粗 


ふと 。 げん か ん 0 


@ 太い 弦 ・ 管 か ら 出る 昔 ! ee 重い 感じ が する か ら 


。 隣 の 部 屋 か ら 部 長 の 太く て 怖 そ うな 声 が 聞こ える 。 
ふと ゅ 3 こう お と し 
コン トラ バス は 、 太 く て 重厚 な 音 を 出す 。 
ふと し た も せい ゆう に ん き 
。 大 く て 渋み の ある 声 を 持っ た 声優 きん が 人 気 が あ る 。 


か 5 だ ぜ 


ロ ネ る 回 体 の 一 部 に つい て は 「 太 い 」 を 使う 。 体 全体 に つい て は 「 太 っ て いる 」 を 使う 。 
例 ) 彼 は や せ て いる の に 腕 だ け 太い 。 
例 私 の 多 は と て も 太っ て いま す 。 


叶 あつ い (p40)、 ひ ろ い (p236)、 ほ そい (p251) 
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ふる い 


古い 


コ (古典 )、 ふ る ( 吉 す ) 


0 
長い 時 間 が 経っ て いる 


変わ ら ず に 長く 
続い て いる 


3 
ゃ < 。 た 
役に立た な なくなる 


本 2】 長い 時 間 が 経っ て いる 
old (thing) 4 旬 社 9] 下 呈 叶 グ 時 同 辻 了 視 久 


この 建物 は 十 く し で 
京都 に は 吉 い 建物 が た くさ ん ある 。 
。 若 本 屋 で 古い 文献 を 探す 。 

・ 祖父 は よく 古い 話 を する 。 
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ふる い 


食べ 物 ・ 飲 み 物 が 新鮮 で な い 


stale (food, drink) 音信 ・ 師 豆 ト 介 社 計 | 登 叶 食物 、 信 料 不 新鮮 
と く レコ も の F ュ な が じ か ん た し ん せん あ 5 わ 
2 特に 食べ 物 な ど が で き て か ら 長 い 時 間 が 経っ て いる の で 、 新 鮮 で な いこ と を 表す 


や さい ふる た 
* この 野菜 は 古い の で 食べ な い ほ うがい いで す 。 
ぎゅ うに @ う ふる す 
s この 牛乳 は 古い の で 捨て て し まい まし ょ う 。 
ふる 
s この パン 、 古く な っ て カビ が 生え て いま す よ 。 


eK 
変わ ら ず に 長く 続い て いる 
long bar time-honored / 員 叶 | 登 エ エ や 可 2 寺 避 本 弄 照 旧 保 持 着 


で ん と う れき 


《6) 過去 か ら 今 まで 変わ ら ず に 長い 間 続 いて いる 。 特 に 、 伝 統 ・ 歴 史 が ある 


e あの 大 学 は 吉 い 歴史 の ある 名 門 で す 。 
くに ふる * ん と う 
・ この 団 に は 占い 伝統 が ある 。 
。 若い 習慣 は これ か ら も ずっ と 年 っ て いく べき だ 。 


けい いえ が ら 


[2a] 関係 ・ 深 縛 が 長く 続い て いる 


old/long-running (relationship, er 六 列 ・ 外 中 9] 史 可 9]9] 針 / 美 系 、[ 上 第 藤 期 延 八 着 


9 関係 家柄 が 今 まで 変わ ら ず に 、 長 長い 間 続 いて いる こと を 表す 


・ 彼 は 私 の 十 い 友人 で 、 今 で も 年 に 何 回 か 会 いま す 。 
“ いえ よる りっぱ 。 いえ が ら 
* あの 家 は 、 古 く て 立派 な 家柄 だ 。 
か けい ふる 
ーー > ・ あ の 家系 は 苦い 。 
0 
革 役に立た な く な る 
old (beyond usefulness),worn-out / 飼 豆 負 4 中 用 不 上 、 際 旧 
(@ 前 の 状態 の まま 長い 時 間 が 経っ て 、 今 は も う 適当 で な いこ と を 表す 


へ こす 全 誠 * この パソ コン は 古く で 、 動き が 遅い 。 
ンチ) の 、 

ER ・ 直 い 設 備 を 補強 する 必要 が あり ます 。 

eo この ° 吉 い デ ー タ を 更新 し て くだ さい 。 
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ふる い 


[3a] 考え ・ 服 装 が 時 代 遅 れ だ 
| outdated (thinking, clothing) 人 8 介 ・ 革 谷 9| 人 | 四 引 選 時 引 介 時 想法 、 服 装 辻 時 


@ $2. ファ ッ シ ョ ン が 前 の まま で 、 今 は も う 道 当 で な いこ と を 表す | 


MA 人 ・ 彼 女 は 着い の に 5 の 赴く て 流行 遅れ だ 。 
* うち の 交 は 頭 が 古く て 頑固 な ん で す 。 


ーー ニーーーーーー ニ ーー ・ 苦い 考え 方 は 捨て た ほう が いい で す よ 。 
関連 語句 
ひと か ん が か た いま じ 
で 、 今 の 時 


中 あたら し い (p35) 
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ほそ い 


細い 


サイ (細部 )、 こ ま ( 細 か 、 細 か い )、 ほ そ ( 細 る ) 


な が 。 も の ちょ っ けい ちい 
長い 物 の 直径 が 小さ い 


すこ Ke 
少し し か 出 な い 


な が 。 も の 5k2 け い ちい 
馬 長い 物 の 直径 が 小さ い 
slender/thin/fine (diameter of something long) / れ 1 昌利 名 2 舎 | 革 叶 グ 胡 状 物 的 灰 西 衣 径 小 


き 、 わ か を だ ほそ 
この 木 は まだ 若い の で 、 枝 が 細い 。 


ツリ 

N ン か の じ ょ あし く び ほそ 

ON * 彼女 は ウエ スト と 足首 が と て も 細い 。 

| 【 か み け ほそ いた 59 う 5 し ゃ ばり 凍る 
ー テ ーー - ・ 胡 の 毛 より も 細く て 痛く な い 注 射 針 が で きた そう だ 。 
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ほそ い 


2O 、 も の BS SE 
平ら な 物 の 幅 が 狭い 
narrow/thin/fine (width of something flat) / 翌 属 昔 秘 名 中 2| 和音 司 / 平 状 物 的 赤西 寛 度 狭 鶴 
を く たい 。。 と が を の は ば て ま 5 わ 
2 特に 平ら で 長い 物 の 幅 が 狭い こと を 表す 


ほそ 


は |  ・ 字 が 細く て 繊細 な 感じ が する 。 
さき (4 ま と お ほそ や まみ ち テ 
ここ か ら 先 は 車 が 通れ な い 細い 山道 が ある だ け だ 。 
ほそ み か づき る 
い | < 細い 三 目 月 が 出 て いる 。 


< 


や せ て いる 
shim (physique) / 呈 銘 叶 叶 / 痩 小 


か 5 だ ちょ っ けい ち 


9 体 の 直径 が 小さ く て 、 や せ て いる 


か れ お と こ か 5 だ ほそ きゃ し ゃ 
* 彼 は 男 だ が 、 体 つき は 細く て 華 材 だ 。 
か ら 5 だ せん 1 
。 あ の ピッ チャ ー は 体 の 線 が 細い 。 


か ん けい 


よわ 
関係 が 弱い 
weak (ties) 年 呈 時計 中 グ 美 系 入 明 


ほそ も の に か ん けい よわ あら わ 
@ 細い 物 で つなが っ て いる よう に 、 関 係 が 弱い こと を 表す 


A B 。A 福 と の パイ プ は 、 最 近 は 細く な っ て し まっ た 。 
ロロ n ロロ な が 、 は な た が 9 じじ 』 ほそ 
ロロ nn ロ nn| ・ 長く 離れ て いる と 、 互 いし の つなが り る も 徐々 に 細く な っ て し ま 
ooo ロロ う 

| | | Oo 


共和 が か さい 


weak/delicate (voice, sound) / 飼 人 ・ 全 本 | 舎 叶 / 声 音 微 外 


ほそ げん か ん 5 we お と ちい ま 
@ 細い 弦 ・ 管 か ら 出る 音 は 小さ いか ら 


か れ 。 か 。 な IE ちい さあ は い 
* 彼 は 虹 の 鳴く よう な 細く て 小さ い 声 で 話す の で 、 言 っ て いる 
が 
こと が よく 聞き 取れ な い 。 
よ え た か ほそ お を 央 
・ この 笛 は 、 高 く て 細い 音 を 出す 。 
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ほそ い 


oS で 
暫 還 消し し か 出 な い 
small (amount, output) 至言 時 引 呈 ス | 洪 生 / グ 微弱 、 微 少 


っ と お 区 DU ょ 5 | すく あ 5 わ 
⑥@ 細い と ころ を 通っ て くる よう に 、 出 る 量 が 少な いこ と を 表す 


びょう に ん 


・ 病 人 の 息 が 細く な っ た 。 


9 ・ 母親 の 栄 差 が 足り な いと 、 母 乳 の 出 が 細い 。 
条 食 が 細い : 食道 が 細く て あま り 食 べ 物 が 通り な いか の よう に 、 


食事 の 量 が 少な い 。 あ まり 食べ な い 
な つ あつ し ょ 〈 ほそ 
例 夏 は 暑く て 食 が 細く な る 。 


関連 語 避 


] ほそ 


「」 細 る 呈 : 細く な る 。 な お 、 体 全体 に つい て は [細っ て いる 」 で は な く 、「 や せ て いる 」 
を 使う 
と し と きん に く お て あし ほそ 
例 ) 年 を 取っ て 筋肉 が 落ち た の で 、 手 足 が 細っ た 。 


名 視 経 が 舞い: 精神 的 に か 遇 い 例 彼 は 神経 が 細く 、 怒 られ る と すぐ 胃 を 壊す 。 
み き よわ み 
暫 線 が 細い : や せ て いて 、 織 細 そ うに 見 える 。 気 前 に 見 える 
せん ! た で だ ひ 
例 ) あの 人 は どちら か と いう と 線 が 細く て 、 他 人 を リー ド す る よう な 人 で は な い 。 
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ぼん や り [と ] 


ぽん や り [ と ] 


② 


し っ か り 見 な い ・ 表情 が は っ きり 


み 
【 か 4 が 
は っ きり 見 えな い 堂 え な い し な い 


5 記憶 が は っ きり 


は っ きり 聞こ えな い し な い 


は っ きり 分 か ら な い 


ぁ 
本 回 は っ きり 見 えな い 
dim/hazy (visibility) / 包 習 引 旬 呈 9|2| 筆 叶 ノ 看 不 清 末 、 模 和 


。 月 の 明か り が 夜道 を ぼんやり 照 らし て いる 。 


へ 


。 暗く て 部 屋 の 中 が ぼん や り と し か 見 えな い 。 
ゆう が た け 


。 夕 方 に な っ て 景色 が ぼんやり し て きた 。 


“3 
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ぽん や り [と ] 


IOal は っ きり 聞こ えな い 
| indistinct/mufled (sound) 下 民 叶 2 言 司 2| 深 叶 / ズ 呆 不 清 栗 


あぁ 5 わ 


@ 物 が は っ きり 見 えな いよ うに 、 普 が は っ きり 聞こ えな いこ と を 表す | 


。 隣 の 部 屋 か ら 音 楽 が ぼん や り 聞 こえ て くる 。 
は な ん 
・ どこ か ら か 話し 声 が ほん や り と 聞こ える 。 
。 ぼ ん や り し た 鐘 の 音 が 遠く か ら か すか に 装い て くる 。 


[Ob] は っ きり 分 か ら な い 


vague/hazy (understanding) / 谷 豆 中 理解 不了 | 


| @ も の が は っ きり 見 えな いよ うに 、 は っ きり 理解 で き な い こと を 表す 


。 先生 の 説明 を 開い て も 、 ぼ ほん や り と し か 分 か ら な か っ た 。 
トイ こ 。 ほう 

。 今後 の 方 針 は 、 ま だ ば ぼんやり し た まま だ 。 
じ けん ぜ う わ 

< 事件 の 全容 が ぼんやり し て いて よく 分 か ら な い 。 


し っ か り 見 な い ・ 考 えな い 
absent-minded, vacantly / 九 可 時 時 2] 登 叶 ・ 億 人 井 叶 2| 和合 中 ンプ 不 好好 地 去 濁 察 、 去 思考 , 精神 昼 惚 
0 RDNS し っ か り と 意識 し た り 、 考 えた り 、 見 聞き し た り し な 
こと を 表す 


* 授業 に 集中 で きず に 、 ん 9 と 違 知 I こと を 考え て いた 。 

* ぼん や り し で いた ら 、 車 に GC A 気 を つけ ろ 。 

e プール サイ ド に 寝そべっ で 、 完 に 浮か ぶ 雲 ほ を ぼんやり 眺め て 
いた 。 
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ぼん や り [と ] 


[1a| 表情 が は っ きり し な い 
| blank (facial expression) / 下 9] 基 司 引 2| 細 叶 / ズ 表情 審 呆 , 時 呆 的 


@ し っ が なり と 意識 し た り 考え た J ek 表情 が は っ きり な 届か 


® 熱 の せい で 、 ぼん や り し た 目 を し て いる 。 

。 ぼん や り し た 顔つき で 面接 を 受け た ら 、 落 と され る に 決ま っ 
て いる 。 

。 事 政 の 後 、 彼 女 は ば ん や り と し た 表情 を 浮か べ て 、 た だ 立ち 
尽く し て いた 。 


[1b] 記憶 が は っ きり し な い 


vague/hazy (memory) 2| 引 9| 基 習 引 旬 | 当 叶 / 紀 忙 模 穏 


い しき か ん が 


@ 意識 ・ 考 え が は っ きり し な いよ うに 、 記憶 が は っ きり し な いこ と を 表す 


ED ・ 昨 H お 清 を 飲み 通 ぎ た の で 、 記憶 が ほん や り し て いる 。 

よう うち: 天 

* 幼稚 園 開 の 時 の 上 友だち の 順 を ほん や り と 覚え て いる 。 
と うう で 


* 当時 の 思い 出 が 、 ぼん や り 残っ て いる 。 


叶 し っ か り [と] (159)、 た し か [な ] (p187)、 は っ きり [と ] (p224) 
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まず い 


0 1 

と bs や り 方 が 悪い ・ 
\・ お い \ ふ て きせ つ 

味 が 悪い ・ お いし く な し 杯 週 切 だ 


2 
都合 ・ タ イミ ング が 
悪い 


4 


か ん けい わる 


関係 が 悪い 


あじ わる 
騙 計 味 が 悪い ・ お いし く な い 
terrible/awful (taste) / 員 9] 幸人 | 合 叶 ・ 基 留 叶 = 味道 不 好 、 不 好 暑 


。 こ の 料理 は まず く て と て も 食べ られ た も の で は な い 。 

わか ころ か ね す きけ の 

若い 頃 は お 金 が な い の で 、 安 く て まず い 酒 を 飲ん だ も の だ 。 
っ さき て ん 

* この 喫茶 店 の コー ヒー は まず く な っ た 。 
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まず い 


か た わる ふ て きせ つ に 
販 還 や り 方 が 悪い ・ 不 適切 だ 
bad/inappropriate (method) プ 再 財 9| 寺下 ・ 早 邊 知 計 中 人 役 法 不 好 、 不 含 哲 
あじ わる 名 か た わる ふ て きせ つ ぁ ら わ 
@ 味 が 悪い よう に 、 や り 方 が 悪く 、 不 適切 な こと を 表す 


。 あ の 人 は 仕事 の 段取り が まず いか ら 、 効 率 が 上 が ら な い 。 
あ じ ょ せ い ね ん れい き 

s 会 っ た ば か り の 女性 に 年 齢 を 聞く の は まず い 。 
きょう し が くせ い た い は つげ ん 

。 教師 が 学生 に 対し て パワ ハラ と も と られ る 発言 を する の は ま 
ずい 。 


ーー テモ 
[1a| 下手 だ 
bad/poor (skill) 社 千 2| 甘 計 中 // 和 抽 、 驚 脚 
| あじ わる ぎじ ゅ っ 。 わる へ た ぁ 5 わ 
| 味 が 悪い よう に 、 技 術 が 悪く て 、 下 手 な こと を 表す 


。 彼 は 酔う と マイ ク を 撮る が 、 歌 が まず く て 、 と て も 聞い ちゃ 
いら れ な い 。 
。 彼 女 の 演 技 は まず い の で 、 こ の まま で は 、 舞台 に 立て な い 。 


| けっ か ね わる 
[1b] 結果 が 悪い 
bad/undesirable (result) 用 斗 ト 時 加 中 プ 符 局 入 精 
か た わる わる けっ か ご 
© や り 方 が 悪い と 、 悪 い 結果 に な る か ら 


間 沈 員 欠 | ・ 久 がっつい た ら 、 沖 合い に 流さ れ て サメ に 囲ま れ て いる と いう 、 
ス た 4 うき ょ う 
2 な ます い 状況 に な っ た 。 


の 肌 計 き 。 ・ 請 報 が 当 れ て し まう と は 、 ま ずい こと に な っ た 。 
くに けい ぎ い ほう こう む 
・ あ の 較 の 経済 は ます ます まず い 方 向 に 向かっ て いる 。 
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まず い 


っ こぅ と わる 
展 選 都合 ・ タ イミ ング が 悪い 
inconvenient, 辿 -timed 翌週 ・ 逢 2 革 弄 中 グ 不 妙 、 正 不 是 時 候 


6) 味 が 悪い よう に 、 都 合 ・ タ イミ ング が 悪い こと を 表す 


° に < ろ で 美 に 出会っ て し まっ た ! 
* 今 は まず い の で 、 後に し て くれ 。 
* 明日 の 午前 中 は まず い の で 、 午後 に し て も ら え ませ ん か 。 


か お ぶさ き 閑 < 
旋 國 顔 が 不細工 だ 
ugly (face) / 当 言 9] 某氏 2] 呈 / 藤 相互 随 


あじ わる か お わる ま ら わ 
(@ 味 が 悪い よう に 、 顔 か ゆか た ち が 悪 いこ と を 実 す 


< この 希 、 ちょ っ と 顔 が まず いけ と 、 そこ が また か わい いん だ な 。 
p 3 * 彼 は 、 自分 が 結婚 で き な い の は 顔 が まず いか ら だ と 言う が 、 
実は 間 題 は 他 に ある 。 


か ん けい 


匠 関係 が 悪い 
on bad terms with / 六 | 時 弄 中 プ 甘 系 不 好 


か ん けし 


6) 味 が 悪い よう に 、 関 係 が 悪い こと を 表す 


< 最近 、 夫 婦 仲 が まず く な っ て きた 。 
し ゃ っ きん ゆう じん か ん けい 

。 借金 の せい で 友人 と の 関係 が まず く な っ た 。 
りょう こく か ん か ん けい し ん ば い 

。 両国 間 の 関係 が まず く な る こと を 心配 する 。 


関連 語句 


まず い ! : 感動 詞 の よう に も 用 いら れ 、 悪 い 結果 に な る こと に 対す る 焦 り や 不安 を 表す 
例 ) まず い 、 遅 刻 す る 


嘱 うま い (p.70) 
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まだ 


※「 未 だ 」 は 特別 な 読み 方 


き U9 ん A よ そう 


江本 実現 し て いな い 経験 が な い 


3 
変化 量 が 十分 で な い 残り が ある 


4 


ほん の 少し だ け よ い 


き Uwk 。 よそ う た っ 
騙 基準 や 予想 に 達し て いな い 
still (remaining in some state) 2| 外 9] 時 引 谷 | 菜 可 到 叶 没 送 到 基 浴 、 務 想 的 目 酸 


< いぬ 、 ち い 
A 。 この 子犬 は まだ 小さ いね 。 


Hd = つ 、 マ / すこ み せい ね ん きけ の 
§ 7 『 < 息子 は まだ 未成 年 だ か ら 、 お 洒 は 飲め な い 。 
ls Hi し ょ う が く せい お と な か ん が か た り か い 
> ・ ま だ 小学 生 だ か ら 、 大 人 の 考え 方 は 理解 で き な い 。 


必 還 実現 し て いな い 


not yet (has not reached some state) / 入居 呆 | 外 2| | 社 9| 中 和 4 呈 9F 井 中 / 迎 没有 笑 現 


(@ 基準 に 填 し て いな いよ うに 、 開 始 し て いな い ・ 実 現し て いな いこ と を 表す 


。 う ちの 子 は まだ 小学 生じ ゃ あり ませ ん 。 
は じ 


。 ド ラマ は まだ 始ま っ て な いよ 。 
。 待ち合わせ の 時 間 を 過ぎ て も 、 友 だ ち が ま だ 来 な い 。 


まだ 
た けい けん = 
[1a] 経験 が な い 
not yet (has never done some action) / 8 習 9] 亡 叶 没有 公 亡 辻 
た いけ ん けい けん 


©@ 実現 し て いな いこ と は 、 体 験 ・ 経 験 し て いな いか ら 
。 フ ラン ス に は 行っ た こと が ある けど 、 イ タリ ア は まだ で す 。 
ー ぼ 
得 い の 。 い いな あ 。 僕 は まだ キス を し た こと が な いん だ 。 


ニニ デ 


P| ・ 納 写 は まだ 食べ た こと が あり ませ ん 。 


けい ぞ く 


販 罰 継続 し て いる 


still (continuing some action) / 諸 寺 司 丸 駅 呈 / 持 狼 着 


と 、 し 620 ょ 5 こき Cew4 た っ けい ぞ く を 
終了 と いう 基準 に 達し て いな い の で 、 継 続 し て いる か ら 


2 ・ お 入 を 過ぎ て も まだ 寝 て いる 。 

+ ゆ ふ 

交 『 ・ まだ 雪が 降っ て いる 。 
か ん どう ちょ うし 9 う は くし ゅ ふん た 、 な 
が ・ コン サー ト に 感動 し た 聴 擬 の 拍手 が 、5 分 経っ て も まだ 鳴り 


や まな い 。 


へ ん か りょう Ue うぶ ん 
変化 量 が 十分 で な い 
still only (insufficient quantity/progress) “ 由 計 圭 | 圭 呈 叶 2 党 叶 変化 不 大 


か ず りょう し es うぶ ん 


(@ 終点 で ある 基準 に 向け て 既に 変化 し た 数 ・ 量 が 十分 で な いこ と を 表す 


。 トンネル は まだ 3km し か 掘れ て いま せん 。 
は ん ぶん の 
。 ま だ 半分 し か 飲ん で いま せん 。 
きょう で ん し ゃ お く じゅ きょう じ か ん が くせ い 
今日 は 電車 が 遅れ て いる の で 、 授業 時 間 に な っ て も 学生 が ま 
に ん 
だ 3 人 し か いな い 。 
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まだ 


残り が ある 


| 
| still have (a certain quantity remains) プ 慎 9| 沢 司 / 有 刑 余 


か ん せい と 
。 トン ネル 完成 まで 、 ま だ 3km 残っ て いる 。 


¥ 。 ま だ 半分 残っ て いる か ら 、 こ れ は 明日 に と っ て お こう 。 
ーー くう も か ん せい し 9 うか ん 
ーーーーーーー ニ ーー し rom * 工事 の 完成 まで に 、 まだ 2、 3 週間 か か り そ う だ 。 


。 飛行機 の 出発 まで に 、 ま だ 時 間 が ある 。 


すこ 
ほん の 少し だ け よ い 
a little better /o} 子 季 呈 本 叶 中 の 具 要 一 基 就 可以 本 


さい あく き じゅ ん 


@ 最悪 を 基準 と し た 場合 、 そ の 基準 に 達し て いな い の で 、 最悪 より は 少し だ け よ いこ と 


。 どちら に せよ 可能 性 は 低い が 、 今 手術 し た 方 が 、 ま だ 可能 性 

3% が 高い 。 

・ ど っ ちの ビー ル も まず いけ ど 、A 社 の 方 が まだ まし だ 。 

。 私 の 部 屋 は 散ら か っ て いる けど 、 弟 の 部 屋 よ り は まだ きれ い 
だ 。 


する し な いり 


関連 語 避 


[ ロ まだ まだ 団 : 「 ま だ | を 繰り 返し て 、 意 味 を 強調 する 


いち り 9 う けい けん ひつ ょ う 
例 ) 一 流 の シェ フ に な る まで 、 ま だ まだ 経験 が 必要 だ 。 
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だ ん めん 0 ょ うめ ん 7 た ち 


断面 ・ 表 面 の 形 が 円 
の よう だ 


本 順 面 に 角 が な く て 円 の よう だ 


round, circular (surface) 豆 せ 純 2 羽 9] 鍵 豆 呼 信 引 丸 纏 叶 平面 没 角 似 星 岡 状 


みず うつ つき まる あか か が や 
* 水 に 喘 っ た 月 が 丸く 明る < く 輝い て いる 。 
か れ まる か お 
s 彼 は 丸い 顔 を し て いる 。 
。 み ん な で 系 い テ ー ブ プル を 囲ん で 食事 し た 。 


まる い 
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まる い 


断面 ・ 表 面 の 形 が 円 の よう だ 


round, circular (cross section) / 斑 理 ・ 年 理名 憧 相 2 当直 補 叶 断面 、 表 面 的 形状 似 虹 岡 状 


i と く だ ん めん ひょう めん か た ち えん に ば あい 
9 特に 、 断 面 ・ 表 面 の 形 が 円 の よう な 場合 
き くち まる 
* レモ ン の 切り 口 は 丸い 。 
き ゅ ぬう た い だ ん めん まる 
* 球体 の 断面 は 丸い 。 
まる いけ に わ ね 
* 丸い 池 が 庭 に ある 。 


Kk わ SS 
形 が 輪 の よう だ 
ring-shaped / 羽 本 外 号 豆 刃 可 針 谷 叶 形状 似 岡 較 


(@ 輪 は 、 円 の 輪郭 の よう な 形 を し て いる か ら 


ど せい まる わ 
* 土星 に は 丸い 輪 が ある 。 
みな まる わ つく 
こい ・ 向 で 多い 輸 を 作る 。 
まる ま な か あな 
e ドー ナツ が 丸く て 、 真 ん 中 に 穴 が あい て いる の は どう し て だ 
ろう 。 


か た ち 。 きゅう 


形 が 球 の よう だ 
spherical / 憶 纏 2 ト ざ 半 谷中 形状 似 球形 


り っ た い ば 


と く へ い め ん あい 
@ 特に 平面 で な く 立 体 の 場合 


。 紙 を 丸く し て ボー ル の よう に し た 。 
ち き % う たち 
* 地球 は 丸い 形 を し て いる 。 
ゅ うえ ん ち まる ぶっ た い 。 くう 59 う 。 う SL 5 へ や 
。 あの 遊園 地 に は 丸い 物体 が 空中 に 浮い て いる 不思議 な 部 屋 が 
ある 。 
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まる い 

esa 本 
|2al 太っ て いる 
| 館 / 寺 叶 中 用 的 
| 太っ た 体 は 球 の よう だ か ら 

た いじ 9 う ふみ 内 か 5 だ まる 
* 体重 が 増え て 体 が 丸く な っ て きた 。 

に く か お ま 

・ このごろ 、 肉 が つい て 顔 が 丸く な っ た 。 

まる か 5 だ ひと せい か く お ん こう か ん 
・ 丸く ふく よ か な 体つき の 人 は 性 格 が 温厚 な 感じ が する 。 


せん まる の 
線 が 丸み を 帯び て いる 
curved / 伸 9| 号 豆 習 本 量 計 エ 朱 中 プ 全 条 星 岡 線形 


@ 丸い 物 の よう に 曲がっ て いる 線 を 家 す 


せ な か まる し せい わる わか も の め タク i 
・ この ご ろ 痛 中 を 丸く し て 姿勢 が 悪い 若者 が 目 に 付く よう に 
な っ た 。 
いし づく じょう る ん まる じ z う 
この 石造 り の 城門 は 丸い アー チ 状 に な っ て いま す 。 
か れ まる 
* 彼 は 丸い あご を し て いる 。 


た いり っ 
匠 時 対立 が な い 
amicable / 可 習 9] 久司 ノ 元 対立 
えん か ど な め た いり つ か ん けい 
2 円 が 角 が な く て 滑ら か な よう に 、 対 立 が な く て 関係 が よい 


お も きい ご な か な お まる お さき 
。 は じ め は どう な る か と 思っ た が 、 最 後 は 仲直り し て 、 丸 く 収 
まっ て よかっ た 。 
ぎ ろ ん きい ご まる こま 
・ 議論 は いい が 、 最 後 は 刀 く まとめ て も ら わ な いと 困る 。 
と も ん だ い だ 「 る お き 
・ あ の 人 は どん な 問題 で も 間 に 立っ て 丸く 収め て くれ る 。 
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まる い 


ee 
[4a] 性 格 が 穏やか で 和 柔和 だ 
| afEable 作用 9| 人 計 計 中 性 格 温和 、 和 六 、 図 滑 
| @ 性 格 が 竹 や か で 柔和 だ と 対立 が な いか ら 
草 へ 0 か し きび ちち と し まる 
2 ュ =、  ・ 昔 は 厳し か っ た 父 も 、 年 を と っ て 丸く な っ た 。 
ひと た いり つ し 半 と に ん げん 
人 と 対立 ば か り し て いて は 、 仕 事 は で き な い よ 。 人間 、 も う 
すず ご まる 
少し 丸く な ら な いと ね 。 
。 すこ まる せい が かく を プ われ a に 
* いつ も は も う 少 し 丸い 性 格 な ん だ が 、 こ の ご ろ は 我 な が ら ギ 
スギ ス し て いて 嫌 に な る 。 


関連 語句 


品 和 気 め る 名 較 : 丸く する 例 ) 背中 を 丸め る 。 例 ) 賞状 を 丸め る 。 
る ふゆの 3 ま 
志 ま る 回 時: 丸く な る 例 錠 に な る と 、 獲 が こたつ で 丸く な る 。 
えん けい 


まん 丸い 較 ノ まん 丸 闘 : 完全 な 円 形 の 
邊 や か 菩 : 味 が 系 ら か い 人 この カレ ー は 円 や か な 味付け で お いし い 。 


文化 ノー ト み 丸い 形 に は 円 満 、 よ いこ と 、 完 全 で ある こと 、 調 和 が 取れ て いる こと な ど 
の よい イメ ー ジ が ある 。 
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み じ か い 


a ター 


時 間 ・ 期 間 が 間隔 が あま り 


端 か ら 端 まで の 長 さ が 


あま りな い | あい て いな い 


文 が 長く な い 。 gr a 
和合 る が か ない | 革 が すく 終わ る 


続か な い 


は し は は し な が 
馬 時 敵 か ら 端 まで の 長 さ が あま りな い 
short (physical length) / 洋 登 引 社 用 9| 番 村 人 一 基 色 田 一 基 没 多 代 


(A ・ 女性 が 短い スカ ー ト を は いて いる 。 
アバ けん こう 2 か 。 き ょ 『 、 まい に ち る * 
人 ・ 健康 の た め に 、 短 い 距離 で す が 、 毎 日 ジョ ギン グ を し て いま す 。 
| な っ か み か 
| ・ 夏 な の で 、 髪 を 短く し て きっ ぱり し た い 。 


A DA 3 
[| 時 間 ・ 期 間 が 続か な い 
short/brief (temporal length) 人 社 ・2| 社 | 24 舎 選 2 る 


め ら 空間 的 な 長 さ が あま りな いよ うに 、 時 間 が あま り 続 か な いこ と を 表す 


き 中 / 肘 同 不 持 狼 


人 間 の 寿命 合 は ゾウ が ガ メ の 天命 よ り 短い と E 結 わ れ て いる 。 
あの ビル が で き て か ら 、 短 い 年 数 し か 経っ て いな い 。 
今年 の 夏 は 短く て 、 す ぐに 秋 が や っ て 来 た 。 

彼 は 交通 事故 で 、 短 い 生涯 を 終え た 。 


e の 

に 】 

帯 
@ 
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[1a] 間隔 が あま りあ いて いな い 


close together (frequency intervals) / 人 社 社 用 9| 谷中 同 隔 不 太 大 
Le う き て き か ん か く な が 


| @ 時 間 の 中 で 、 特 に 周期 的 に 繰り 返さ れる 間隔 が 長 


く な いこ と を 表す 
きっ か み じ か か ん か < く し ん さく つぎ つぎ は っ ぴょ 3 
伺 口 名 同 、 ・ あ の 作家 は 短い 間隔 で 新作 を 次 々 と 発表 し て いる 。 
ーーー me ーー デー さい きん じ し ん み じ か し ゅ う き お 
オー オー  。 倒 注 、 地 震 が 短い 周期 で 起き て いる 。 
U じん つう か ん か < み じ か 
名 計 > ・ 陣 痛 の 間隔 が だ ん だ ん 短く な っ て いる 。 


ぶん な が ぶん し ょ う すく 
文 が 長く な い 。 文 章 が 少な い 
short (text) / 富 9| 視 2| 壁 中 ・ 是 人 9| 本 中 / 旬 子 不 長 、 文 章 不作 
< ' ) 5 
(@ 特に 、 書 いた 物 が あま り 長 く な いこ と を 表す 


きのう と も だ ち に ほん ご み じ か て が み か 
coo * 昨日 、 友 達 に 日 本 語 で 短い 手紙 を 書い た 。 
ーーー…ー…] に ほん ご べ ん き ょ う は じ ぁみ じ か ぶん に ほん ご か = 
se| 日 本 語 の 勉強 を 始め て 、 短 い 文 な ら 日 本 語 で も 書け る よう に 
の 7 さら 


2 じ か あつ ほん か 
* 短い エッ セー を 集め た 本 を 買い まし た 。 


ーーー 和 mmーーー テ ーー 
2a| 話 が すぐ 終わ る 
short/brief (speech) 嘩 9| 言 恵 王 計 同 / 活 雪上 況 完 


| 文章 が 少な いよ うに 、 話 が 少な く て すぐ に 終わ る 


せん せい は な し 


こん か い み じ か 
先生 の 話 が 今回 は 短く て よかっ た 。 
せつ めい 。 が か か ん けつ 
説明 は 短く 簡潔 に し て くだ きい 。 

bh 
。 ス ピー チ は 短い ほう が いい 。 
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み じ か い 


関連 語句 


を き 。 2 か 、 お こ せい か く た ん き 0 き な が 
条 気 が 短 い : すぐ 怒る 性 格 の こと 。 「 短気 」 と も 言う GS 気 が 長い 


文化 ノー ト グ 「 気 が 短い 」 と いう 意味 の 「 短 気 」 や [欠点 」 を 実 す [竹刀] の よう に 、[ 短 い 」 
な が た い い み も 
こと が [長い 」 こと に 対し て マイ ナス (よく な いこ と ) の 意味 を 持つ こと 
が 多い 。 


時 な が い (p217) 
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や すい 


と りょう か 


人 を 低く 評価 する 


きん が く すく 
本 呈 金額 が 少な い 

inexpensive / 語 9| 2 肝 中 プ 金 額 少 

ね ん まえ くら ずい ぶん や す 
097 回 * 10 年 前 に 比べ で 、 コンピ ュー ター は 随分 放 く な っ た 。 
へ ん ちょ 人 うほ う 
の 同 * この スー パー は 唱 揃 え が 豊 人 富 で 、 し か も 安い の で 、 大 変 重 3 宝 
し て いる 。 


・ い ま ど き 、 そん な 安い 時 給 で は 、 高 校生 だ っ て や ら な いよ 。 
ゃ ギャラ は 安く て も いい の で 、 経験 を 積ま せ て くだ さい 。 


Ox う か 
攻 目 人 を 低く 評価 する 
disparaging (view of a person) 全 選 含 中 剤 羽 2 計時 プ 赴 低 坪 伯 別 人 


ね だ ん 


Q 値段 が 低い 物 を 価値 も 低い と みな す よ うに 、 人 に 対す る 評価 が 低い こと を 表す 


評価 ひと で す ぁみ 
6 。 記 書 き が な いか ら と 言っ て 、 人 を 安く 見 る の は いか が な も の 


Q か 。 
お ん な や す み 
・ 女 だ と いう だ け で 安く 見 られ る の は た ま ら な い 。 


g たかい (p.182)、 ひ くい (p228) 
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や わら か い 


柔らか い 、 軟 ら か い 
>4 うど う に ゅ う わ や わ 
や わら か い | し 人生 ニュ っ ッ 栄和 、 ゃ わ も 餅 ら か 
| ④ 


0 1 


8 が から 。 へ ん けい 


少し の 力 で 変形 し や すい 体 が 曲げ や すい 


考え か た が 柔軟 


は な 


話し 方 ・ 口調 が 


線 が ゆる く 曲 が っ て 
いる 


5 


0 ひ タ り 。 いろ 


が 強 す ぎ な い 音 が 大 きす ぎ な い 


|5b」 
味 が 濃 す ぎ な い 
匂い が きつ すぎ な い 


271 


や わら か い 


誠 ちか 5 へ ん けい 
騙 時 少し の 力 で 変形 し や すい 
soft, tender (texture) / 計 憶 ら 足 挟 腹 州 削 層 避 中 用 少量 力 就 能 変形 


で いぬ 。 け て ぎわ や わ き も 
s うち の 大 の 毛 は 手触り が 柔らか く て 気持 ちい い 。 
や わ 
2 この ボー ル は 軟らか い 。 
ンジ, Dy, は いた きい きん や わ た も の た 
クル ッ ル VC 。 歯 が 痛い の で 、 最 近 軟らか い 食べ 物 ば か り 食べ て いる 。 
き か ん わ す 
。 シ ルク の シャ ツ は 、 着 た 感じ が 柔らか い の で 好き だ 。 


が 5 た ま 
凡 罰 体 が 曲げ や すい 
piant/supple (body) / " 号 9] 生計 軒 時 身 段 柔 球 


し % う 


@ 物 を 曲げ や すい よう に 、 体 に 楽 鞭 性 が あっ て 曲げ や すい こと を 表す 


。 子 ども の 体 は 軟らか い 。 
ロ た っ きゅう bk5 ず ひと て く ぴ や わ 
| s 卓球 の 上 手 な 人 は 、 手 首 が 軟らか いそ うだ 。 
わた し ゆび や わ ま 
s 私 は 指 が 柔らか く て よく 曲がる 。 


rr PR 3 Ta 
[1a|] 動作 が 滑ら か だ 
supple/limber (movement) 震 人 9| 本 婦 当 時 / 効 作 条 球 


| @ 体 が 楽 軟 だ と 、 動 作 も 滑ら か に な る か ら 
つつ 。 獲 は 身 の こ な し が 柔らか い 。 
の ょ う ず や き 9 う せん し ゅ み や わ 
%《) 。 下 手 な 野球 遺 手 は 身 の こ な し が 柔らか い 。 

じ w う どう る うさ や わ あい て ちか らち た く う 

he 。 家 道 で は 、 動 き を 柔らか くす る こと で 、 相 手 の 力 を 巧み に 受 

な が 

け 流 すこ と が で きる 。 
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や わら か い 


か た  Pw う な ん 


が が が 
販 罰 考え 方 が 柔軟 だ 
flexible (thinking) 人 8 本 9| 生計 村 中 グ 共 胸 兄 活 


物 が 変形 し や すい よう に 、 思 考 ・ 革 想 が 変 化し ゃ すく 、 業 級 な と と を 実 す 
に ( 吾 < も っ と 柔らか い 発 坊 が で き な い だ ろ うか 。 
Nr 新しい こと を 発明 する に は 業 ら か い 汰 え 廊 が 必要 だ 。 
6 が ‘ 打 ら か い 思 考 と 灯 湯 な 適応 性 が 求め られ る 和 村 [会 に な っ て きた 。 


名 頭 が 柔らか い : 考え 方 に 条 戦 性 が ある 
わか あ た ま わ つぎ つぎ う 
例 ) 若い う ち は 頭 が 柔らか く て 、 い い ア イ デア が 次 々 に 浮か ん 
8 


0 ょ 33613 た い 
民 計 表情 ・ 態 度 が 厳し く な い 
soft/gentle (facial expression, attitude) / 甘 ・ 純 | 引 村 | 詩 相 ン 表情 、 恋 度 温和 


ょ うじ しょう 。 た い ど 


@ 物 が 園 く な く て 秒 革 な よう に 、 実情 ・ 態度 が 厳し く な く て 優し いこ と を 実 す 


・ ちゃ ん を 抱い て いる と き の お 健 き ん は 、 表情 が 柔らか い 。 
・ 陳 の お ば あさ ん は いつ も 物 放 が 系 ら か い 。 


あの 人 は 地位 が 高く な っ て も 、 人 当たり が 柔らか く て 、 人 翌 
を 集め て いる 。 
| 話し 芳 口調 が 優し い 
soft/gentle (tone of voice) プ 嘩 時 ・ 喧 別人 名馬 結局 法 双 松 、 午 週 温 和 
表情 ・ 疹 度 が 乱 し く な いよ うに 、 話し 方 が 厳し く な く て 優し いこ と を 桂 す 
2 》 ・ 子供 に 昔 し か いけ る と き は 、 柔らか 言 i い 方 を 選ん だ 方 が いい 。 


・ 子供 を 叱る と き で も 、 長生 の 放し は 系 ら か ゝ か っ だ 。 
* 柔らか い 口調 で 話し て ぃ た が 、 その 内 容 は 相 厳し か っ た 。 
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や わら か い 


= な いよ う し た Ee = 
内 容 が 親しみ や すい 
light (subject matter) / 札 す 9] 堂 2| 午 叶 内 容 通 俗 、 好 恒 


9 態度 が 優し く て 親しみ や すい よう に 、 内 容 が 親しみ や すい こと を 表す 


。 小さ い 子 ども に は 、 肉 ら か い 語 を し た ほう が 喜ば れる 。 


es 人 。 こ れ は 学術 論文 に し て は 内 容 が 溢 ら か すぎ る 。 
9 


せん ま 
線 が ゆる く 曲 が っ て いる 
gentle (curve) 名 9 上 ] 斉 理 引 剤 判 124 昼 叶 プ 但 殺 角 組 地 傘 曲 莉 


も の へ ん けい 


@ 物 が 変形 する よう に 、 線 が 変形 し て ゆる く 曲がっ て いる こと を 表す 


え や ま な や わ きせ ん う 2( 
Op * この 絵 は 山並 み の 柔 ら か い 曲 線 が 美しい 。 
や わ せん か 
ーーーーーーーーーー _* 柔らか い 線 で デッサン を 描く 。 
x や わ りん か くせ ん 、 とく ちょう 内 
WWWA へ ・ こ の 総 は 委 ら か 輪郭 線 が 特徴 だ 。 
ひか り いろ 
匠 還 光 ・ 色 が 強 す ぎ な い 
soft (light, color) / 青 ・ 対 ol] 作詩 登 叶 〆 光 館 、 顔 色 柔 和 


し げき 


物 が 業 ら か く て 触っ た と き の 刺 激 が 少な いよ うに 、 光 ・ 色 な どの 刺激 が 強 す ぎ ず 、 目 
に 優し いこ と を 実 す 


へ や な か や わ ざ さき ト 3 る こる 
。 部 屋 の 中 に 和 柔らかい 日 差し が 差し 込ん で いて 、 心 地 い い 。 
みせ や わ し 』 う めい す て き 
* この 店 の 柔らか い 胸 胃 が 索 英 だ 。 
e 今年 の 冬 は 、 柔らか い 色 合い の コー ト が は や っ て いる 。 


お と お お 
音 が 大 きす ぎ な い 
soft (sound) / 全 本 ヨ | 和 叶 志 音 不 太 大 


ひか リ 


 % が 強 す ぎ な いよ うに 、 音 が 大 きす ぎ ず 、 征 に 優し いこ と を 表す 

に が 

4 3 彼女 の 吹く 筐 の 秒 ら か い 音 『 を 聞く と ほっ と する 。 
リン 4 ・ 教 会 か ら 楽 ら か く 妊 く 歌 声 が 聞こ える 。 


"| ? 


274 


や わら か い 


で と 

[Sb| 味 が 濃 す ぎ な い 
| mild (taste) / ズ 中 9] 祝 計 人 | 没 呈 / 味 道 醒 和 

@ 光 が 強 すぎ な いよ うに 、 味 が 濃 す ぎ ず 、 ま ろ や か な こと を 表す 


。 少し 生乳 を 入れ る と 、 ス ー プ の 味 が 柔らか く な る 。 
みせ や わ し お あじ と くち ょ う 
* あの 店 の ラー メン は 、 和 柔らか い 塩 味 が 特徴 だ 。 
ち わ 
。 こ の ワイ ン は 日 当たり が 秒 ら か い 。 


[5c] 匂い が きつ すぎ な い 
mild (smell) / 肖 狼 外 谷地 役 叶 グ 気 味 不 太 刺 見 
@ 光 が 強 すぎ な いよ うに 、 匂 い が き つ す ぎ な いこ と を 実 す 
こう すい やわ か お この 
* 香水 は 朱 ら か い バ ラ の 香り が 好み で す 。 
や わ ふう た いせ つ せん さい 0 ょ 3 り す 
・ 柔らか い 風味 を 大 切 に し た 繊細 な 料理 が 好き で す 。 


関連 語句 


[ ロ 潜 ら か ノ 業 ら か 園 : 科 ら か い 
や つよ お だ さむ ちか ご ろ や わ 

口 和 ら ぐ 鞭 四 : 強く な く な る 。 穏 や か に な る 例 ) 寒 きも 近頃 は だ いぶ 和らい で きた 。 
わ つよ お だ 

唱 和らげ る 回 還 : 強く な くす る 。 租 や か に する 


tt か ぜ 。 5 すみ や 
例 ) この 薬 は つら い 風 邪 の 症状 を 速やか に 和らげ ます 。 


か た い (p96) 
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ゆたか な 


ほう さく 


ホウ (豊作 ) 


1 
ざい さん 


財産 ・ お 金 が 


be うぶ ん 


ぶ ぷん 


(の 部 分 ) が 
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ゆたか な 


配 還 いい 物 が 十分 ある 


abundant/plentiful (something good) 等 包 号 全 人 オ 寺 草 a 登 叶 ン 原 地 好 的 奈 西 入手 富 


か の じ ょ いち ば ん じ 


まん ゆ た くろ か み 
< 彼女 の 一 番 の 自慢 は 、 豊 か な 黒髪 だ 。 
まち め た し ぜん めぐ 
・ わ た し の 町 は 豊か な 自然 に 恵まれ て いる 。 
et み の ゆ た あき むか 
< 今年 も 実り 豊か な 秋 を 迎え る こと が で きた 。 


さい さん か ね be ん 
古 上 財産 ・ お 金 が 十分 ある 
wealthy, a 介 uent / 和 人 社 ・ 下 9] 老 引 嘩 中 / 有 手 富 的 財 彦 和 現 金 


じゅ うぶ , 


人 9 いい 物 の 中 で 、 特 に 財産 ・ お 金 が 十分 に ある こと を 表す 


くに お うさ ま ゆめ た 
。 オ イル マネ ー の お か げ で 、 あ の 国 の 王様 は と て も 豊か だ 。 
ゆ た ざい げん ざさ 
。 あ の サッ カー チー ム は 豊か な 財源 に 支え られ て いる 。 
きん せん て き 


・ 人 金銭 的 に 豊か で も 、 壮 せ と は 限ら な い 。 


ち し き けい けん LUw2 ぶ ん 
知識 ・ 経 験 が 十分 ある 
abundant/extensive (knowledge, experience) 2 信 ・ 憧 | 寺 芋 本 司 時 グ 知 拓 、 多 維 導 富 


けい けん じゅ うぶ ん 


も の な か と く ち し き あ 5 わ 
いい 物 の 中 で 、 特 に 知識 ・ 経 験 が 十分 に ある こと を 表す 


せん ば ぱい 5S ま の ぽ ゆめ た けい け 
RI < 先輩 は 山谷 り の 豊か な 経験 を 持っ て いる 。 
ひと な ん ば ぱ ばい ゆめ た ち し き A せん も ん か 『 3 R 
。 人 の 何 倍 も の 豊か な 知識 が な いと 、 専 門 家 と は 呼べ な い 。 
の ゆ た ご いり k( も 
» ・ パク さ ん は 意 か な 語 柴 力 を 持っ て いる 。 


の うり ょ く Ue うぶ ん 
諾 引 能 カ が 十分 ある 
gifted (talent) を 引 9| 竹早 駅 本 グ オ 能 詩 富 


@ いい 物 の 中 で 、 特 に 能力 が 十分 に ある こと を 表す 


/ で ども ゆ た さい の う めぐ 
。 あ の 子供 は 豊か な 才能 に 恵まれ て いる 。 
さい き き ぎょ う し ゅ うし ょ 〈 ぽう が くせ い ⑩ た 
/ 最近 の 企業 は 就職 を 希望 する 学生 に 豊か な コミ ュ ニ ケー ショ 
の う 9 ょ 〈 も と 
} ン 能力 を 求め て いる 。 


・ た と え 才 能 が 豊か で も 努力 が 伴わ な いと 成功 は し な い 。 
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ゆたか な 


そう ぞう ! り ょ く ゅ うぶ 


E 「3a | 感受 性 ・ 起 像 力 が 十分 ある 


great (sensitivity), fertile (imagination) / 社 寺 針 ・ 対 オ 避 9] 筆 早 結 占 / ズ 感受 性 強 、 想 人 象 力 主 富 
の うり ょ 〈 な か ん じゅ せい そう ぞう り ょ く じ W2 ぶ 


@ の 年 で 特に 感受 性 ・ 想 像 力 が 十 2 * に ある こと を 表す 
。 お も し ろ い SF 小説 を 書く た め に は 、 豊 か な 想像 力 が 必要 だ 。 
2 ・ 着 い 人 ほど 発想 が 豊か な も の だ 。 
。 豊か な 感受 性 を 育て る の が この 学校 の 目 禁 だ 。 


た よう せい U ゅ うぶ ぷん 


匠 還 変化 ・ 多 様 性 が 十分 ある 
rich (diversity) ゲ 思 肝 ・ 叶 合計 9| 芋 早 村 中 富有 変化 及 各 衝 各 欄 


た よう せい Us うぶ ん 


@ 変化 ・ 多 様 性 が 十分 に あっ て 良い こと を 表す 


い が て ほん 


NE 5 


5 だ ぶ ぶん じゅ うぷ ぶん お お 
体 (の 部 分 ) が 十分 大 きい 
ample (body proportions) / 普 (中 相田 時 時 ) 9| 索引 ヨ 叶 〆 身 体 (的 一 部 分 ) 才 満 
か 5 だ か 5 だ た ぶ ぷ ぶん お お 、 じ 0 うぶ ん 大 あぁ 5 わ 
2 体 また は 体 の 部 分 の 大 き さ が 十分 に あっ て 良い こと を 表す 


ゆめ た か 5 だ 


作ら Ri っ 9 実に 豊か な 体 を し で SUG7 を ら 
: 婦 の 豊か な 胸 に つい 朋 が 行っ て し まう 。 
この 彫像 は 腰 の 豊か な 丸み が 女性 らし き を 強調 し て いる 。 


お と こえ じゅ うぶ ん 


音 ・ 声 が 十分 ある 


yersatile (sound/vocal range) 癌 寺 ・ 人 8 計 9| 登 早 計 叶 声音 洪 況 


U3 


(@ 志 ・ 音 が 十分 に あっ て 優れ て いる こと を 表す 


こう きょう きく ゆ た ひび 。 全 了 
・ 交響 曲 の 豊か な 妊 き が 聞こ える 。 
ゆめ た ね いろ いっ 
Ed hha 
D し ゅ 


いり ょ う た 
。 歌手 に な る た め に は 、 志 量 が 豊か で な けれ ば な ら な い 。 
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ゆたか な 
0 _ 下 
[6a] 味 ・ 香 り ・ 色 が 十分 ある 
| rich (taste, aroma), vivid (color) 中 ・ 幸 ・ 介 9] 合 早 村 中 色香 味 十 足 


すぐ 


@ 味 ・ 箸 り ・ 色 が 十分 に あっ て 優れ て いる こと を 表す 


し き さ い か 


。 こ の 絵 は 豊 か な 色彩 で 描か れ て いる 。 
9 ょ う り ふう み ゆ た 
。 こ の 料理 は 風味 が 豊か で 、 と て も お いし い 。 | 
こう すい は る は な はばたけ れん そう あま ゆ 0 た か お と 
と と ・ こ の 香水 は 春の 花畑 を 連想 させ る 甘く て 豊か な 香 り が し ます 。 


叶 お お い (p77)、 こ い (p143)、 た っ ぷり [と] (p192) 
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ゆる い 


緩い 


カン ( 繧 柄 )、 ゆ る (緩む 、 緩 め る 、 緩 や か ) 


0 

すき ま 

隙間 が あっ て し っ か り 
固定 され て いな い 


動き の 勢い が 弱く て 
し っ か り し て いな い 


すき ま こ で い 
騙 計 隙間 が あっ て し っ か り 固定 され て いな い 


loose (not securely fastened) プ 思 詩 9| 串 9| 忌 司 前 相 %2| 登 中 有休 隙 、 固 定 不 住 


s この スカ ー ト は ゆる すぎ る 。 
ゆび わ は ず 

< 指輪 が ゆめ るい の で 、 す ぐに 外れ て し まう 。 
ッシュ メモ リー の キャ ッ プ が ゆる く な っ て 、 す ぐに 外れ 


ラ 
| 貞 に 2) 
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ゆる い 


まき そく きび 
規則 が 厳し く な い 
lax (regulations) “ 症 妊 9| 当店 | 全 叶 規則 不 疾 


すき ま Mi ド さき そく すき ま きび b5b 
(9 隙間 が あっ て 固定 され て いな いよ うに 、 規 則 に 隙間 が あっ て 、 厳 し く な いこ と を 表す 


さき 


し この 学校 は 校則 が ゆ る い 。 
さい きん けい さ 


最近 秋 侍 の 取締 ま M が ゆる い の で 、 犯罪 が 多発 し て いる 。 
ゆる すぎ る 規則 で は 会 社 の 規律 が 乱れ て 関 じ 45 人 


きん 5 ょ うか 


ial 共 斉 葉 が な い 


slow/relaxed (tempo) / 妨 4 社 9l 測 叶 没有 上 累 上 政 感 


ちょ うか 


| きび きん ゆん 
| 9 厳し く な い の で 、 緊 張 感 が な い 


FE 


お ん が く き ねむ 
* ゆるい 音 楽 を 問 さ る 眠く な る 
* 会 議 の ゆる い 裕 を 気 が と きど きい や に な る 。 


と いき お よわ 
動き の 勢い が 弱く て し っ か り し て いな い 
slow/gentle (force) プ 音 婦 引 | 伸 呼 邊 財 / 効 作 勢 水 祖 弱 , 不 強 裂 


《 固定 され て いな いと 、 し っ か り し て いな いよ うに 、 勢い が な い の で 、 動 き が し っ か り 
し な いこ と を 表す 


た ま な 
史 つ て つい 。 ・ ビ ピッチ ャ ー は 、 ゆ る い ぃ 球 を 投げ た 。 
む \ ぜ ふ 
Es ゃ ゆる い 向 か い 風 が 吹い て いる 。 
=o ”"* エー スス トラ イカ ー は 、 ゆ る い パ ス を も ら っ て 、 シ ュー ト し た 。 


[2a] 角度 が あま りな い 


gentle (curve, slope) 人 オ 9| 舎 中 角度 不明 品 
| いき お » く ど 5 
| @ 夢 い が あま りな いよ うに 、 角 度 が あま りな いこ と を 表す 


ve ・ 彼 女 は 、 ゆる い パ ー マ を か け て いる 。 
6 (の / ・ ゆ る い 坂 を 上 っ て 、 学校 < 行く 。 
ご ・ あ そこ の ゆる い カ ー ブ で は よく 事故 が 起き て いる 。 
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ゆる い 


すい ぷん お お か た 
水分 が 多く て 固く な い 
watery loose (bowels) 主 是 9| 幼 叶 下 豆 中 プ 稀 
(@ 画定 で き て いな いよ うに 、 固 まっ て いな いこ と を 表す 


お お あめ よぶ じ めん 
。 大 雨 が 隆 っ た の で 、 地 面 が ゆる く な っ て いる 。 
か べ ん 59 う い 
。 赤 ちゃ ん の 便 が ゆる いと き は 、 注 意 し て くだ さい 。 
ちょ う も と 
。 お な か の 調子 が 悪い 時 は 、 ゆ る い お か ゆ を た べ ま し ょ う 。 


関連 語句 


ゆる お 還 : ゆる く な る 爺 ね じ は 時 間 が 経つ と 自然 に ゆる む 
品 ゆる や か 園 : ゆる い 。 急 で な い 


条 財布 の 紐 が ゆる む お : お 金 を た くさ ん 使う こ 

例 ボー ナス が 出 た あと は 財布 の 紐 が ゆる ん で 、 買 い 物 を する 人 が 増え る 
休 お な か が ゆる い : 便 が ゆる い 守 胃 | 

例 ) 冷た い 物 を 食べ 過ぎ て お な か が ゆる く な っ た 。 


補 か た い (p96)、 き つい (p16) 
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ゆる や か な 


緩やか な 
ゆる や か な | し es( 入 、 入 、 拉 め る ) 


けい し ゃ 


傾斜 が きつ く な い 大 きく 曲がる 


2 


な が お そ 


流れ が 遅い 


けい し ゃ 
本 叶 傾 寺 が さ つ く な い 
gentle (slope) 人 同 計 | 登 中坊 度 懇 慢 


ゆる きか みち の ば 
* 緩やか な 坂道 を 登る 。 
「e ゆめ る こう れい し ゃ や さ 
| § s 緩やか な スロ ー プ は 高齢 者 に 優し い 。 
ひろ 


。 こ の 地方 に は 緩やか な 傾斜 の 牧草 地 が 広がっ て いる 。 
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ゆる や か な 


お お ま 
呈 還 大 きく 曲がる 
gentle (curve) / ヨ 2 告 中 プ 仁 租 地 拐 窒 


(@ 傾斜 が きつ く な く て 登る の が 楽 な よう に 、 カ ー ブ が 大 きい の で 楽に 曲がる こと が で き 
る こと を 表す . 
こう そく どう ろ い ね む うん て ん さき ちょ くせ ん 上 
・ 高速 道路 は 、 居 眠り 運転 を 難 け る た め に 直線 で は な く 、 わ ざ 
と 緩やか に カー ブ さ せ て いる 。 
ーー ・ 緩やか に 曲がっ て いる と ころ だ っ た が 、 路 面 が 濡れ て いて ス 
RS8 


な が お そ 
流れ が 遅い 
gentle (current) 吾 言 9| 本 叶 ノ 流速 的 慢 


6) 傾斜 が ゆる い 所 を 流れ る と 流れ が 遅く な る か ら 


か わ な が め ゆる 
この 川 は 流れ が 緩やか だ 。 


) ' み bs お ゆる み か た き 
z 。 水 の 勢い が 綴 や か に 見 えて も 、 川 を 渡る と き は 気 を つけ な い 
ンク ラグ と いけ な い 。 


と お あさ し お ゆる 「 か いす いよ く きい て き 
* この あたり は 遠浅 で 潮 も 緩やか で 、 海 水浴 に は 最適 だ 。 


ーー タテ ーー 
[2a] 動き が 遅い 
| slow (movement, action) / 生 伸 9| 三 避 叶 グ 効 作 鯖 慢 
@ 流れ が 遅い よう に 、 動 き が 違い こと を 表す 
どう ぶつ み ざ に 
。 ナマ ケモ ノ と いう 動物 は 、 動 き が と て も 緩やか で 鈍い の で 、 
ふ めい よ な まえ 
そう いう 不 名 誉 な 名 前 に な っ た 。 
お と ゆる じょう げ も 
e この メロ ディ ー は 音 が 緩やか に 上 下す る リズ ム を 持っ て いて 、 
い こう か 
癒 や し の 効果 が ある 。 
ね ん りょう ゆる ね ん し ょ うぅ な が も 
s・ この 燃料 は 緩やか に 燃焼 する の で 、 長 く 持 つ 。 
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ゆる や か な 


[55] 事態 の 進展 ・ 変 化 が 遅い 


slow (progression, change) 人 ん [ 引 引 丸久 ・ 朝 慎介 世 可 下 / 事 恋 輝 展 、 変 化 祖 袋 慢 


| @ 流れ が 遅い よう に 、 事 態 の 変化 が 遅い と と を 実 す 


けい ゆる か いふ く 
気 は 緩やか に 回 復 し つつ ある 。 


き 

ズ い 

た い ゆる か くじ っ FS 

態 は 緩やか で は ある が 、 確 実に 動い て いる 。 


けい 
@ 
ュ 
じ 


景 
・ 事 


きび 
厳し く な い 
lax (regulations, etc.) / 当 用 村 | 登 叶 プ 宮 和 松 、 定 大 


@) 傾斜 が きつ く な く て 楽 な よう に 、 制限 が きつ く な く て 楽 な こと を 家 す 


ぼ ば こう きる そ < く る じ し Le じ り つ っ お る こう ふう 
* 母校 は 規則 が 緩やか で 、 自 主 自立 を 重んじ る 校風 で す 。 
し ょ う ぎ きょう か つど う 5 な が 


・ 赴 制 を 緩やか に し て 、 活 発 な 商業 活動 を 促す 。 
に ゅ うかい じょう けん ゆる か いい ん ふ 
・ 会 の 条件 が 弧 や か に な っ た の で 、 会 員 が 増え まし た 。 


に いき りさ 
* 攻 時 の 対義語 は 「 き つい 」 で は な く 、「 厳 し い 」。 


時 きゅう な (p120)、 ゆ る い (p280) 
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よい (いい ) 


※「 好 い 」 は 特別 な 読み 方 


よい (いい ) 


⑤ 


0 
優れ て いて 好ま し い 


し ゃ か いて き りん り て き 


社会 的 ・ 倫 理 的 に 


た だ 


正しい 


好み に 合う 


あい し ょ う 。 か ん けい 


相性 ・ 関 係 が 
好ま し い 
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よい (いい) 


すぐ この 
騙 財 優れ て いて 好ま し い 
good 豆 号 9] 谷 引 主 志 9|91 人 4 吐 大 人 訴 中 ン 出色 


3 
s 


稚 数 の テス ト で いい 点 を と っ た 。 

ち ほう きけ つく 

。 こ の 地方 で は よい お 酒 が た くさ ん 作ら れ て いる 。 
いま 

今 より も る 、 も っ と いい 暮らし が し た い 。 
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よい (いい ) 


か 5 だ 。 ちょ うし すぐ 


必 呈 体 の 調子 が 優れ て いる 
good/robust (health) / 環 信 可 四 品 号 引 盆 引 全巻 引 中 身体 状況 視 好 


か 5 だ Ua うた い ちょ 5 し 


と く に 4 この ぁ 5 わ 
6) 特に 体 の 状態 ・ 調 子 が 優れ て いて 好ま し いこ と を 表す 


。 近頃 、 体 の 調子 が よく て と て も 元気 だ 。 
ある 

・ け が が よく な っ て 、 歩け る よう に な っ た 。 

。 早く 病気 が よく な る と いい で すね 。 


の うり ょ く ぐ 
能力 が 優れ て いる 
good (ability) プ ぞ 紀 9| 明 可 時 中 能力 人 秀 


ひと 。 の うり zt 。 すぐ 


6 特に 人 の 能力 が 優れ て いて 好ま し いこ と を 表す 


ひつ よう 


(②③) ・ わ た し は 目 が いい の で 、 眼鏡 は 必要 な い 。 
こう すい 。 っ < は な 
s いろ いろ な 香水 を 作る た め に は 、 鼻 が よく な けれ ば な ら な い 。 
すか も ん だ い に ひと ほん と う あ た ま 
。 あん な 難し い 間 題 に 答え を られ る な ん て 、 あ の 人 は 本 当 に 頭 が 
いい ね 。 


[2a] 技術 が 優れ て いて 上 手 だ 
good (technique) 2| 査 9| 慌 引 革 エ 符 往 財 / 技 木佐 暴 、 高 超 
@ 能力 が 優れ て いる よう に 、 技術 が 優れ て いる の で 、 上 手 で 好ま し いこ と を 表す 
・ 彼 は スキ ー の 腕 が いい の で 、 ど こ で も 速く 、 上 手 に 沿 れ る 。 
* 「 腕 が いい 」 の 腕 は 技能 を 表す 。 手 を 使う 技能 の 他 、 スキ ー 
の よう に 手 を 使わ な い 技能 で も 言え る 。 
・ 日 本 の も の づく り の 技術 は よく て 、 国 際 的 に も 最高 水準 だ 。 
。 主 の 使い 方 が よく な っ た の で 、 発 音 が よく な り ま し た ね 。 
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よい (いい ) 


を や き ぶ ん すぐ 
気持 ち ・ 気 分 が 優れ る 
Pleasant (feeling), good (mood) | 旦 9| 音 衝 中 等 造 。 心情 好 


ぷん 4 この あら 5 わ 
と く き も き す 
(@ 特に 気持 ち ・ 気 分 が 優れ て いて 好ま し いこ と を 表す 


ま ど は い n ぜ き も 
。 究 か ら 入 っ て くる 風 は と て も 気持 ちがい い 。 
せん せい 


< 先生 に 似 め られ て 気分 が よかっ た 。 
a きょう め ず 5 せん せい き げん 
Na ・ 分 日 は 珍し く 先生 の 機嫌 が いい 。 


[ せい か く この 
性 格 が 好ま し い 
nice (personality) 舎人 9| 居 叶 千早 プ 腫 気 好 


ほか 。 ひと も 


| 性 格 が 優れ て いる の で 、 他 の 人 に 好ま れ 、 他 の 人 の 気持 ち ・ 気 分 も よく する こと を 胡 | 
re | 


。 あ の お じい さん は 人 策 が いい の で 、 み ん な に 好 か れ て いる 。 
せい か く ひと 。 す 
e 性 格 が いい 人 が 好き で す 。 


じ ょ せ い き 


* 女性 は 気 立 て が \U ヽ の が 一 番 だ 、 と 言わ れ た 。 


せい の う 


き の う すぐ 
民 時 機能 ・ 性 能 が 優れ て いる 
good (function, performance) | を ・ 舎 を 9| 馬主 村 グ 功 能 、 性 能 良 好 


@ 特に 、 物 の 機能 ・ 性 能 が 優れ て いて 好ま し いこ と を 家 す 


・ こ の プリ ンタ ー は 人 性能 が よく て 、 と て も 迷 く 印刷 で きる 。 
レー た か うん て ん らく か 

e 少し ぐら い 高 く て も 、 運転 が 楽 な いい 車 を 買い た い 。 
き の う よ ふ か かち つ ね だ ん た か 

* 機能 を 良く し て 付加 価値 を 付け て 、 値 段 を 高く する 。 


この えい ょ う こう か 
匠 人 好ましい 影響 ・ 効 果 が ある 
good for effective 用] 羽 土 ・ 誤 違 外 ト 包 上 / 影 史 好 、 交 果 好 


@ 好ま し いも の が 原因 で 、 好 まし い 影 響 が ある こと を 表す 


° この 野菜 は 健康 に いい 。 

・ あせも に いい 塗り 楽 が あり ます よ 。 

。 お な か が 痛い と き は 、 ぬ る め の 番茶 が いい と お ば あちゃ ん が 
いつ も 言っ て いた 。 
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よい (いい ) 


還 選 美しい 


beautiful 9 呈 呈 時 ン 美 硬 


と < く う 2《 この あ 5 わ 
@ 特に 美しく て 好ま し いこ と を 表す 


て ° 僕 の 恋人 は ス タイ ル が いい 。 
て ロ ここ か ら の 眺め は いい ね 。 


せい 


て (J あの 声優 は すご くい い 戸 を し て いる 。 


き Uw ん り ' そう あ 


基準 ・ 理 想 に 合う 
just right, ideal 2] 答 ・9] 和 4 相対 内 引 叶 / 与 基 准 、 理 想 相 史 合 


き Us ん リ 


と く そう あ この あら も 
@ 特に 基準 ・ 理 想 に 合っ て いる の で 好ま し いこ と を 表す 


を fy_ ・ いい お 湯 だ 。 湯 加 減 も ちょ うど いい 。 


に ここ ン くつ ミキ a に 
AN 。 こ の 靴 は うち の 子ども に ちょ うど いい 。 
ーー 


* ちょ うど いい と ころ に 来 て くれ て あり が た い 。 


ゃ か いて き りん り て き た だ 


社会 的 ・ 倫 理 的 に 正しい 


good (socially morally) 人 選 入 ・ 盆 可 邊 ら 足 叶 号 中文 明 、 有 道 徳 


し ゃ か いて き りん り て き きじ w ん 


| @ 特に 、 社 会 的 ・ 倫 理 的 基準 に 合っ て いる の で 、 正 し く て 好ま し いこ と を 表す 


。 彼 は まじ めで 仕事 に 対す る 態度 が と て も いい 。 
> お こ な 
・ あ いつ は 日 頃 の 行い が よく な い 。 
。 ミ さす が 、 良 家 の お 子 さ ん は マナ ー が いい で すね 。 


| き = この あ 

[rp] 好み に 合う 

| Preferred (choice) 判 二 中 遇 時 プ 造 合 愛好 

| と く じ ぶん この し こう き Ue ん あ この あ 5 わ 

2 特に 自分 の 好み ・ 嗜 好 の 基準 に 合っ て いて 好ま し いこ と を 表す 

も た し = に ほん し ゅ は う ャ ー 

* 私 は ビー ル や 日 本 酒 よ り ワ イン の 方 が いい 。 
に ほん す >) だ ん ぜん きょう と 内 

e 日 本 に 住む な ら 、 断 然 、 京 都 が いい 。 
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よい (いい ) 


し ょ う か ん けい 


| 和夫 ・ 関係 が 好ま し い 


good/strong (relationship) グスト ol] ・ 吾 列 外 乱 村 中 / 甘 系 好 、 配 合 好 


あい し ょ う 


@ 特に 相性 が 合っ て いる の で 相手 と 好ま し い 関 係 で ある る こと を 表す 


* あそこ の 見 弟 は 本 当 に 仲 が いい 。 
。 う ちの 会 社 は 人 間 関 係 が と て も いい 。 
いま ほん と う あい し ょ う 
。 わ た し と 今 の パー トナ ー は 本 当 に 相性 が いい 。 


よう けん よう きゅう 


販 時 要件 ・ 要 求 を 満た し て いる 


SR: (for some requirement) 8& 妨 ・&& 了 〒 ト 圭 著 本 中 符合 要求 、 折 合 需 求 
よう けん よう #93 


(@ 特に 要件 ・ 要 求 を 満た し て いる の で 好ま し いこ と を 表す 


。 もう 準備 は いい で すか 。 そ ろ そ ろ 出 発し ます よ 。 
だ い が く まわ な に べ ん き ょ } う か ん きょう 
・ わ た し の 大 学 は 、 周 り に 何 も な く て 勉強 する に は いい 環境 だ 。 
けん 


* この 件 は これ で いい で し ょ うか ? 


[8a] 許さ れる 


okay, permissible 居合 恒 中 可以 


よう けん よう きゅう 


| @) 要件 ・ 要 求 を 満た し て いる の で 許さ れる こと を 表す 


。 あ な た カ が 忙し か っ た ら 、 代理 の 人 で も いい で す よ 。 


か あ し es くだい に お あ そ 
の * お 母さん 。 和 宿題 も う 終 わっ た か ら 、 遊 びに 行っ て も いい ? 
My 。 よ か っ た ら 、 一 緒 に お 茶 で も 飲み ませ ん か ? 


| けっ か まん ぞ く 
結果 に 満足 する 
good/great (pleasing result) 娠 斗 引 中 圭 填 叶 ン 符 果 満 意 


うけ ん よう き 


| 結果 が 要件 ・ 要求 を 満た し た 結果 好ま し < て 満足 する こ 2 - と を 表す 


が く 


< CE お めで と う 。 
ん 人 しゃ ま あ 
。 あ あ 、 電 車 に 問 に 合っ て よかっ た 。 
を まい > も あん し 
。 最 後に いい 知ら せ が 開 け て 安心 し た よ 。 


291 


よい (いい ) 


かく ご 
記 叶 度胸 ・ 覚 合 が 十分 ある 
strong (courage), fully (prepared) 弄 富 9| 剤 中 ・ 人 オ エ テト 付 中 有 充 分 的 胆 量 和 精神 准 和 


どう か く ご 


(@ 特に 度胸 ・ 覚 悟 が 十分 に あっ て 好ま し いこ と を 表す 


か れ ほん と う ど ま ょ ろ 
へ 。 <。 あん な こと が で きる な ん て 、 彼 は 本 当 に いい 度胸 を し て いる 。 
ここ ろ Ca ん びび か く ご 
。 もう 心 の 準備 は で きた か ? 覚悟 は いい か ? 
お れ か まえ こん じょう 
。 俺 に 逆らう と は 、 お 前 、 い い 根 性 し て いる じゃ な いか 。 


利益 が ある 
profitable,good (pay) |919| 尺 叶 有利 


6 特に 、 利 益 が 得 られ て 好ま し いこ と を 表す 


だ い が く 


・ 天 学 の 近く で 弁当 を 売れ ば いい 商売 に な り ます よ 。 

。 いい 話 に は 裏 が ある か も し れ な いか ら 、 気 を つけ な いと いけ 
な いよ 。 

。 こ の 仕事 は きつ い が 、 い い 稼ぎ に な る 


み ぶん いえ がら 
還 l 身分 ・ 家 柄 が 高い 
high (social status, family background) / 介 是 ・2 ト 時 引 24 状 フ ト 笠 時 有 上 身 傍 、 第 高 


いえ が ら 


6 特に 身分 ・ 家 柄 が 高く て 好ま し いこ と を 表す 


\ れ いえ で き も の ち が 
。 彼 は いい 家 の 出 だ か ら 、 き す が に 着る 物 も 進 う な あ 。 
M けい う し あ ヵ 
。 いい 奈 系 に 生ま れ た か ら と いっ て 、 み ん な が 幸せ に な れる わ 


け で は な い 。 
も か し な ら さい き 

* 昔 は ピア ノ や バイ オリ ン を 習う の は 、 い いう ちの 子 と 決ま っ 
CV 7 


関連 語句 


か っ こい い 回 : 格好 が いい ら か っ こわ る い 


中 わる い (p303) 
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よわ い 


ンジ 


せい し ん り ょ 


が あま りな い 


恥ず か し い 
3a 


3 13a| 
酒 の 度数 が 低い 
て い ど ちい 3 ・ 
が) 
ove に お い が 少 な い 


えい きょう ち 


影響 が 小さ い 
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よわ い 


ちか ら 


本 甘 が ぁ ま りな い 


weak (physically) / 型 a9] 当 豆 羽村 / グ 没 多大 力 気 


ン 


せん ほそ み よわ る ひと 
* 線 が 細く て 見 る か ら に 弱 そ うな 人 だ 。 
お と な <5 


。 天 人 に 比べ て 子ども は 力 が 弱い 。 


販 旧 加わ る カ が 小さ い 
weak (force) 2 オ 訓 和民 引 3 人 オ 合用 カ 小 
@ カ が な いと 、 物 に 対し て 加わ る カカ が 小さ いか ら 


回 の せん ぷう き 。 かぜ よわ せん ぜん すず 
= @Q * 扇風機 の 風 が 弱く て 全然 涼し く な い 。 
つき いん り ょ ( よわ 
・ 月 で は 引力 が 弱く な る 。 


て いこ うり 
服 抵抗 力 が な ない 
vulnerable/weak (resistance) “2 言 引 9| 羽 叶 ノノ 没有 抵抗 力 、 不 耐力 


ちか 5 て いこ うり ょ く 


人 6) 特に 、 耐え る 力 、 抵 抗 カ が あま りな いこ と を 表す 


じしん よわ あぶ 
e 地震 に 紀 い ビル は 危な い 。 
きけ よわ R いっ ぱい よ = 
e 酒 に 弱い の で 、 ビ ー ル 一 杯 で も 酔っ て し まう 。 
ふ ね よわ ふ な よ 
* 船 に 弱く 、 い つも 船 酔い する 。 
き か い みず よわ し っ け ば し ょ し よう さき 
* この 機械 は 水 に 弱い の で 、 湿 気 の あ る 場所 で の 使用 は 避け て 
くだ さい 。 


[2a] 丈夫 で な い 
| fimsy, frail / 臣 王 引 2| 朋 引 上 生 ズ 不 値 容 
| 人 @ 調え る 力 ・ 抵 抗力 が な い の で 、 丈 夫 で な いこ と を 表す 
し ひ ば で ぶ 
s この 生地 は 弱い の で 、 引 っ 張る と すぐ に 破れ て し まい ます 。 
ちい ころ か 5 だ よわ な ん ど に ゅ うい ん 
小さ きい 頃 は 、 体 が 弱く て 何 度 も 入院 し た 。 
と し と あし こし よわ 
s 年 を 取る と 、 ま ず 、 足 腰 か ら 弱く な る 。 
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よわ い 


せい し ん り ょ く 


[2b] 精神 力 が あま りな い 
frail (emotionally) 旬 可 9| 時計 中 精神 上 入 脆 較 
@ 特に 、 精 神 的 に 耐え る 力 が な く 、 気持 ちや 意志 が し っ か り し て いな いこ と を 表す 
か れ よわ 
e 彼 は プレ ッ シ ャ ー に 弱い 。 
わた し い よわ ちゅ う 
。 私 は 意志 が 弱く 、 い つも 途中 で あき ら め て し まう 。 
びょう) き き る も よわ 
< 病気 に な る と 、 気 持ち が 弱く な る 


et 


] 褒 惑 に 負け や すい 


easily (give into temptation) 年 埋 引 周 相 2| 逢 中 容易 受 衣 惑 
せい し ん 0 ょ ( うわ く 


@ き ま ・ 本 人 カ が く て 、 誠に 負け や すい こと を 表す 


。 やり手 の ビジ ネス マン で ある 彼 も 、 美 人 に は 弱い 。 


々 る た も の ゆう わく よわ っ 3 
N/ * 食べ 物 の 誘 鹿 に 弱く 、 ッ ト が 続か な い 。 
[ | し 私 は う まい 話 に 型 く 、 く 騙 され る 。 
[2d| 恥ず か し い 
embarrassing 早 婦 肖 呈 / 害 基 


せい し ん て き 


精 析 的 に 耐え られ な い ほ ど 恥 ず か し いこ と ・ 困っ て し まう こと を 表す 


が くせ し 


・ 和 生 時 代 の 話 を され る と 滑 い 。 
。 あ の 話 を 持ち 出 きれ る と 弱い 。 


て い ど ちい 
程度 が 小さ い 
]ow/weak (intensity) 。 衝 王 2 ト 舎 中 プ 程度 浅 
@ カ が 小さ いよ うに 程度 が 小さ いこ と を 表す 


。 火 を 弱く し て 20 分 煮 ま す 。 


に ちっ て 区 2 前 く な っ た 
あめ よわ 


・ さっ きよ り 雨 が 計 く な っ た 。 
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よわ い 


ど すう 


[3a] 満 の 度数 が 低い ・ に お い が 少 な い 
weak (liquor), mild (smell) / 土 引 キト 世相 ・ 志 2 神 フ ト 民生 羽村 グ 酒精 度数 低 、 気 味 淡 


と く て い ど 信 お あら わ 
@ 特に 、 ア ルコ ー ル ・ に お い の 程 度 が 強く な いこ と を 表す 


J 


・ 憶 い 消 は いく ら 飲ん で も 、 飲ん だ 気 が し な い 。 
て で うっ な っ と う ひと お お どく と く < 
3 EE ・ 綱 豆 の に お い が 嬢 いな 人 が 多い が 、 私 は あの 独特 の に お い が 
ロ よわ か ん 
ex ) に 苦い と お いし いと 和 じ られ な い 。 


の うり ょ く 〈 。 ひく 


民 還 能力 が 低い 


poor (abihity) プ ぞ 紀 9| 鞭 中 能力 低 、 不 岳 長 考 


ひと ちか 5 すく の うり ょ 〈 ひ お と し 
@ 人 に が 少な いよ うに 、 能 力 が 低く て 劣っ つて いる こと を 表す 


硫 し 。 きか い よわ 
* 私 は 機械 に 弱い 。 
徹し せい じ は よわ 
* 私 は 政治 の 話 に も 明 い 。 
が っ こう べ ん き ょ う た か よわ 
e この 学校 は 勉強 の レベ ル は 高い が 、 ス ポー ツ は 弱い 。 


えい きょう 
暫 還 影響 が 小さ い 
weak (impression,infuence) / 羽 笛 避 9] 合 叶 プ 影 遇 小 


えい きょう り ょ く 


@ カ が あま りな いよ うに 、 影響 が あま りな く 、 記 憶 に 残り に くい こと を 表す 


・ こ の 絵 は イ ン バ パク ト が 員 い 。 
・ 面接 で 、 た り 障 り の な いこ と し か 言わ な い 人 は 印象 が 員 く 
て 不利 だ 。 
ゎ も か ひと で お お も の 。 い ひと ぇ い 
。 苦い 人 が どん どん 出 て きた の で 、 大 物 と 言わ れ て いた 人 の 影 
きょう り ょ く よわ 
舞 力 も 弱く な っ た 。 


関連 語句 


よわ よわ et て ん いみ 。 $5 あい て よわ に ぎ っ か 
弱み 回:「 弱 み 」 は 「 能 点 ] と いう 意味 を 表し 、|「 相手 の 弱み を 握る] の よう に 使わ れる 。 


口 


補 つよい (p208) 
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、 た の (楽し い 、 楽 し お ) 


か 5 だ 


体 に 負荷 が か か ら な い 


特に 人 
か け な い 


く ろう 


困難 が な く て 苦労 し 
な い 


か ら 5 た 


馬 財 体 に 負荷 が か かからない 


comfortable (no strain on the body) / 普 9| 刀 呈 千羽 詩人] 合 叶 身体 元 負 荷 、 快 朱 、 快 活 


補 


な っ た ほう が 体 が 楽 だ 。 
MS 
。 和 柔らか い ベ ッ ド より 硬い 布団 の 方 が 腰 が 楽 だ 。 
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らく な 


[0] 物 が 仁氏 を か け な い 


comfortable (something does not put strain on the body) 全社 9| 葵 引 芋 選 旭 含 手 2| 餅 時 物品 没 | 
欠 身 体 増 加 仕 色 負担 


| 2】 物 の 中 で 体 に 負担 を か け な い 物 を 表す 


分 の 家 で は 、 楽 な 服 で くつ ろ い で いる 。 


【 


NM 断然 、 勉 強 が 進 む 。 
メー カー ー の 登山 靴 は 楽 で いい よ 。 


ぜん じ どう で き つか 電 せん だ たく 
* 全 目 動 の 洗濯 機 を 使う よう に な っ て か ら 、 洗 濯 が と て も 
楽に な っ た 。 


* あん な 喘 小 チー ム に は 楽に 勝て る は ず だ 。 
* 2 時 間 も 立ち っ ぱな し は 楽 で な な い 。 


し ん ば いこ と 
販 罰 心配 事 が な い 
carefree / 人 9| 局 時 プン 不 担 心 、 舟 松 
(@ 体 に 負担 が の か か ら な いよ うに 、 心配 事 が な く て 精神 的 


ふ た ん っ 
に 負担 に な ら な 


ぽく まえ らく き も 
。 僕 は テス ト の 前 で も 楽 な 気持 ち で いら れる 。 
は な し き き らく 
。 そ の 話 を 聞い て 、 気 が 楽に な っ た 。 


せい ぶん 


。 こ の ハー ブ の 香り に は 、 気 分 を 楽に し て くれ る 成分 が 入っ て 
いる 。 
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こん な ん く ろう 
話 居 困難 が な く て 苦労 し な い 
without 中 feulty/toil 可 選 音 9| 羽 丸 , 居 言 | 癌 叶 / 元 困 礁 、 不 才 芳 


@ 体 に 負担 が か か ら な いよ うに 、 了 困難 な 課題 ・ 問 題 が な く て 苦労 し な いこ と を 表す 


。 で きる だ け 楽 な 人 生 を 送る の に 越し た こと は な い 。 
し w う し ょ (な ん い く も の 人 らく 

・ 多 職能 と は 言っ て も 、 食 い 物 に 団 る こと は な い の だ か ら 楽 な 
時 代 だ と 言え る 。 


ょ うがっ し いだい 


。 最近 の 小学 校 は 宿題 が 多く て 、 小 学生 も 楽 じ ゃ な いね 。 


ご と 
[8al 仕事 が きつ く な い 
| easy (work) 9| 型 言 2| 登 叶 工作 不 昧 人 
| と く し ご と こん な ん あめ 5 わ 
@ 特に 仕事 で 困難 な こと が な く て 苦労 し な いこ と を 表す 


< は ん こ を 押す だ け だ な ん て 、 社長 の 仕事 は 楽 な 思 
て いる 人 も 多い だ ろう 。 

* 時 給 が 同じ な ら 、 楽 な アル バイ ト の 方 が いい 。 

。 楽 な 商売 な ん て そう そう 無い 。 


きん せん て き 。 こま 
|3b| 金銭 的 に 困ら な い 
well-o 任 (financially) 言 社 人 9 豆 9] 本 香 9] 鹿 叶 プ 手 天 不 捕 所 
と く か ね く ろう あら わ 
@ 特に 、 お 金 が な いこ と に よる 苦労 を し な いこ と を 表す 


し 9 うに 9 う 3 ふ らく いか つ 
。 収入 が 増え て 、 楽 に 生活 で きる よう に な っ た 。 


。 あの 国 は オイ ル マ ネ ー で 潤っ て いる か ら 、 国 民 の 暮らし 向き 
が 楽 な ん だ 。 


< 経済 的 に 楽 だ と し て も 、 精 神 的 に 幸せ と は 限ら な い 。 


呈 きつ い (p116)、 く る し い (p135) 
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わか い 


ろう に ゃ 〈 


ク ( 若 干 )、 ニ ャ ク ( 老 若 )、 も (若しくは ) 


し (ぶつ Le うぶ ん 


植物 が 十分 に 
生長 し て いな い 


2 


ゅ た ら 


組織 が 新しい 


3 


そう た いて き ね ん れい 


H 的 に 年 齢 が 下 だ 元気 が ある 


4 


数 字 が 小さ く Ds けい けん 
bwA ば ん 3 ー 
六 が た 経験 が 浅く て 未熟 だ 


せい ご 。 まき か ん 2 か ね ん れい ひく 
世 誠 生後 の 期間 が 短く 、 年 齢 が 低い 
young (age) 引 可 上 せ ズ | 誠 村 人 4 呈 ス | 符 9 良 翌 9| 味 叶 出生 后 没 辻 多 久 , 年 齢 小 


・ こ の 町 に = は 若い 人 が た くき ん いる 。 

・ 彼 は 大 会 * 社 の 社長 を し て いる が か 、 実は まだ 若い 。 

; この 私 に も 君たち SRR NAR RR 想 
像 つか る な いか な 
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わか い 


し ょ く ぶ ぷ ぶつ じゅ うぶ ん せい ち 
植物 が 十分 に 生長 し て いな い 
young/immature (plant) 公理 9| 寺 呈 中 人 オ 中 | 深 財 / 植 物 涼 没 拉 大 


し w う ぷん ーー せい 5 ょ 3 


2 人 が 生ま れ て か ら の 期間 が 短い よう に 、 植物 が 生え て か ら の 期間 が 短く 、 
し て いな いこ と を 表す 


き わか え だ ほそ 
この 木 は まだ 若い の で 、 枝 も 細い 。 
わか め そ だ ちゅ う い 
若い 芽 が うま A 


El 


* 春 ま だ 早い が 、 に 着い 葉 が 茂っ て いる 。 


そし き あたら 
同軸 組織 が 新しい 
young (organization) ブ 到 人 9| 本 本 入党 同朋 銀 賠 建 立 不 久 
そ しき 


6) 組織 ・ 活 動 が 始ま っ て か ら の 期間 が 短い の で 、 組 織 が まだ 新しい こと を 表す 


わか か いし ゃ か つり :(《 

* 若い 会 に は 活力 が ある 。 
きん は っ て ん こ けい ざい じ ぞ く て き は っ て ん だ い 

* 若い 産 業 を 発展 きせ て いく こと が 、 経 済 の 持続 的 発展 に は 大 

じ 

事 だ 。 

わか くに も も ヨコ た けい きい 0+ く も 
e 若い 国 だ が 、 強 い 経 済 力 を 持っ て いる 。 


そう た いて き ね ん れい 


匠 相対 的 に 年 齢 が 下 だ 
younger than, youngest among / 舎 可 人 9 呈 衣 再 9| 選 中 年 没 相 対 備 下 


っ さい ね ん れい ね ん れい 


(@ 実際 の 年 齢 に 関わ ら ず 、 他 より 年 齢 が 下 で ある こと 、 ま た 、 その よう に 思わ れる こと 


いち ば ん わか 
A a ° 私 は こ の 部 特 の 中 で 一 番 若 い 。 
o 3 SD e 本 よ の イ 3o 
し 2 の) 5 私 る 人 よ 8 3 歳 も た し 。 あ ね ま ち が 
か * 母 は 見 た 目 が と て も 若い の で 、 私 の 姉 か と 間違わ れる 。 
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わか い 


[3a] 元気 が ある 


youthful 2| 多 9] 農 旨 引 呈 グズ 朝 気 逢 郊 


。 年 を と っ て も 気持 ち は 若 く あ り た いも の だ 。 
わか ふう 
。 あん た は 、 い つま で も 若い ね 。 ど う し た ら そ ん な 風 に な れる 
の ? 


[Bb] 経験 が 浅く て 未熟 だ 


inexperienced 用 翌 9| 豆 條 村 馬 可 往 叶 叶 グ 効 稚 、 未 成熟 


| ね ん れい ひく けい けん あさ 。 ひと こみ bw 5 か 
| 年 齢 が 低く て 、 経 験 が 浅い 人 の よう に 未熟 で も る こと を 表す 


GP 、 。 す ぐ か っ と な る な ん て まだ 甘い ん だ よ 、 あ の 人 は 。 
( (を “=> {4? i いく に ん 、 わ か いち に ん まえ : 選 3 
馬 ・ 40、50 と いえ ども 、 職 人 と し て は まだ 若く て 一 人 前 と は 言え 


な い 。 


皿 < 


すう じ ちい beA ば ん きき 
匠 計数 字 が 小さ く て 順番 が 先 だ 
low (number [in terms of order]) 夫人 オ 2| 舎 9| 多 対 オ 笠 9] 中 数 字 小 、 排 列 在 前 


し ゅ 4 ん は ん さき 


ひと ね ん れい ひく と し すく すう じ ちい あら 5 わ 
@ 人 の 年 齢 が 低く て 年 が 少な いよ うに 、 数 字 が 小さ いこ と ・ 順 番 が 先 で ある こと を 表す 


すう じ 


・ 若い 数 字 か ら 順 番 に 並べ て いく 。 
わか ば ん ご う ま じ か ん み じ か 
回 | 回 還 ・ 着 番号 を も ら っ た の で 待ち 時 間 が 短かっ た 。 
き た い し ん じん わか せ ば ん ご う あぁ た 
・ 期待 の 新人 に 若い 背 番号 を 与え る 。 


わか わか わか か ん 

[」 若 々 し い 調 : 若い 感じ が する 
な ん さい げん えき じ と ひと わか わか み 

例 ) 何 蔵 に な っ て も 現役 で 仕事 を し て いる 人 は 若 々 し く 見 える 。 

お さ な わか ね ん れい ひく ちい こ ども た と さい ご ども 
| 幼い 鐘 : 若い] より も も っ と 年 齢 が 低い 。 小 さい 子供 、 例 えば 1 、 2 歳 の 子供 に は 
ね おさな い わか い 
「 効 い 」 と 言い 、「 若 い 」 と は 言わ な い 。 


つ 
~ 


寺 4。 こと も ひこ うき 53 うじ か ん の た い へ ん 
例 ) 幼い 子供 を 連れ て 飛行 機 に 長 時 間 乗る の は 大 変 だ 。 
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わる い 


悪い 


アク (上 直 入 )、 オ (悪寒 


お と 


劣っ て いて 好ま し く な い 


技術 が 劣っ て いて 
下手 だ 


」 
不気味 ・ 不 快 に 
感じ る 


うり ょ く 


お と 
力 が 劣っ て いる 


4 

性 格 が 好ま し く な い 
5 

き の う せい の う 
機能 ・ 性 能 が 
劣っ て いる 


6 
好ま し く な い 影 響 が 


7 


美しく な い 


いし ょ う か ん けい 


・ 関 係 が よく な 
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わる い 


要因 少 っ て いて 好ま し く な い 


bad / 上 早 号 9] 生 名 企 外 91 相 人 琶 叶 寺 人 引 中 視差 


に 3 で を わる 
* うち の 子 は テス ト の 出来 が 悪かっ た 。 
ひょう ば ん わる 
* あの レス トラ ン は 評判 が 悪い 。 
けい き わる じょう た い 3 
ずっ と 景気 の 悪い 状態 が 続い て いる 。 


6 が た 5 ょ うし すぐ 
体 の 調子 が 優れ な い 
bad/poor (health) / 音 合 由 2 ト 書 2| 堂 叶 ノ 身体 状況 不 侍 


か 5 だ 。 じょう た い ちょう し 


@ 体 の 状態 ・ 調 子 が 優れ な い の で 好ま し く な いこ と を 表す 


き ょ わ ん 。 ふゆ 。 か 5 だ わる に 9 う いん 
* 去年 の 冬 に 体 を 悪く し て 入院 し た 。 
きょう た いち ょ う わる み じ か 
e 今日 は 体調 が 悪い の で 、 ジ ョ ギン グ を いつ も より 短め に し て 
お こう 。 
ちょ う し 


。 な ん だ か 胃 の 調子 が 悪く て 食欲 が 出 な い 。 


の うく お と 
匠 能力 が 劣っ て いる 
poor/terrible (ability) / ぞ 習 9l 選 婁 相 24 中 功能 低下 


の うり ょ く 


と く ひと お と この あぁ 5 わ 
(@ 特に 人 の 能力 が 劣っ て いて 好ま し く な いこ と を 表す 


ちか ご ろ め わる み 
RS ・ 学 大 、 自 が 加 く な っ て 、 よ く 見 えな く な っ て きた な た 。 
§ ( - 生 る ひと か ぎ どり ょ く < 
二 G ・ どう せ 僕 は 頭 が 悪い か ら 、 な ん て 言っ て いる 人 に 限っ て 努力 


因 


MT を し て いな い 。 
| ーー ぎじ WO. お と ER 
[2a] 技術 が 劣っ て いて 下手 だ 
| poor/terrible (technique) 2] 規 9| 早 圭 村 エ 英 千 司 / 技 森 差 、 水平 低 
@ 能力 が 劣っ て いる よう に 、 技 術 が 劣っ て いる の で 、 下 手 で 好ま し く な いこ と を 表す 

び よう し う で わる う で ぎ し 92 
* あの 美容 師 は 腕 が 悪い 。 *| 腕 | = 技術 。 

う で 。 。 ふ 。 か た わる の 

* あの ピッ チャ ー は 腕 の 振り 方 が 悪い の で 、 ボ ー ル に 伸び が な 
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わる い 


。 も ぶん すぐ 
諾 店 気持 ち ・ 気 分 が 優れ な い 
sick (feeling),bad (mood) プス | 号 9| 寺 2| 登 叶 心情 欠 佳 、 和 気 気 不 爽 


(@ 特に 、 気 持ち ・ 気 分 が ふだん より も 優れ な く て 好ま し く な いこ と を 表す 


。 バス! に 長 時 間 乗 っ た ら 気 許 ち が 凍 く な っ た 。 


せん せい 


* 先生 ( < 叱 ら れ て 気分 が 悪い 。 
ちち き た く お そ は は き げん わる 
e 父 の 帰宅 が 遅い と 、 母 の 機嫌 が 悪い 。 


| ぶ き み 。 。 ふか い か 4 A 
[3a|] 不気味 ・ 不 快 に 感じ る 
| 号 選 社 和合 包丁 / 共 受 、 不 痛快 


gross, eerie 堅く 年 ・ 暑 


@ ネ 気 味 不 殿 な も の の た め に 気持 ち : 気分 が 優れ な いと と を 表す 


ve が 0 ヤニ ヤ 笑 っ て こっ ち を 見 て いる 。 
3 夜道 は な ん だ か 気味 が 悪い 。 


は ね ば ね ば し て いて 気持ち 悪 いと いう 人 が 多い 。 


補記 
トコ 


回 ば て 
史 8 


せい かく 


匠 性 格 が 好ま し く な い 
bad/mean-spirited (personality) / 言 用 9| 甘 司 証 グ 腸 気 不 好 


43 せい が かく この あら 5 わ 
(3 特に 性 格 が 好ま し く な いこ と を 表す 


・ あの 子 は 性 格 が 悪い 。 弟 に いつ も いじ わる ば か り し て いる 。 
・ 彼 は 意地 が 悪く て 団 っ て いる 。 
・ あ いつ は 性根 が 悪い か ら 気 を つけ ろ と 言わ れ た 。 


せい の う 


匠 計 機能 ・ 性 能 が 劣っ て いる 


poor/bad (fanction, performance) / | を 


も の き の う せい の う お と この あぁ 5 わ 
(@ 特に 物 の 機能 ・ 性 能 が 劣っ て いて 好ま し く な いこ と を 表す 


・ 計 を 9| 周 可 24 中 功能 、 性 能 券 


せい の う わる いん さ つ じ か ん に 
。 こ の プリ ンタ ー は 性 能 が 悪い の で 、 印 刷 に 時 間 が か か る 。 
た 5 うつ わ 
。 こ の テレ ビ は 新しい の に 映り が 悪い 。 
す こ わる その に DO き 0 た 
* 吸い 込み の 悪い 掃除 機 で は 役に立た な い 。 
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わる い 


この えい きょう 
[| 好ま し く な い 影 響 が ある 
bad for 時 る 用 1 当 入 9] 駅 本 / 影 喚 不 好 


えい きょう 


6) 好ま し く な いも の が 原因 で 、 好 まし く な い 影 響 が ある こと を 表す 


けん こう わる す 
es た ば こ は 健 康 に 悪い の で 、 吸 わな い ほ うがい い 。 
とっ: つぶ | | 0 を は だ わる ひ や 。 た いき く 
* 夏 の 強い 日 差し は 肌 に 悪い の で 、 し っ か り 日 焼け 対策 を し て 
くだ さい 。 
みず む だ づか か ん きょう わる き 2 
* 水 の 無駄 使い は 環境 に 悪い の で 気 を つけ まし ょ う 。 


25( 
美しく な い 
ugly unsightly 9 合計 2| 各 叶 プ 不 美 現 、 不 好 思 


と く う 2〈 この あら 5 わ 
特に 美しく な く て 好ま し く な いこ と を 表す 


ちか の DE9 た て で や な が わる 
。 近 くに 工場 が 建っ て 、 部 屋 か ら の 眺め が 患 く な っ た 。 
きい きん か し ゅ る れん わる 
。 最近 、 あ の 歌手 は 声 が 悪く な っ た よう だ 。 
けい た い は で み め わる 
。 こ の 携帯 は 派手 で ご つく て 、 見 た 目 が 悪い 。 


き じゅ ん り そう 


ぁ 
工 罰 基準 ・ 理 想 に 合わ な い 
wrong (not standard/ideal) | 倫 ・9] 入 可 2 蒼 計 2| 登 叶 不 含 酸 准 、 不 理想 


き じゅ ん り 


《6) 基準 ・ 理想 に 合っ て いな い の で 好ま し く な いこ と を 表す 


』 へ た み ゆう わ 
- 。 漢 字 が 下手 に 見 える の は 、 左 有 の バラ ンス が 悪い か ら だ 。 
ゃ か い せい わ い し ゃ か い 
大 | 。 社 会 が 悪い 、 政 治 が 悪い と ぐち を 言っ て ば か り で は 、 社 会 は 

よく な ら な い 。 


。 ラケット の 持ち 方 が 悪い か ら 、 ボ ー ル が まっ すぐ 飛ば な いん 
だ よ 。 
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わる い 


ー し ゃ か いて き りん り て き た 


| [8al 社会 的 ・ 倫理 的 に 下 し く な い 
| wrong (socially morally) 人 ト 居 衝 ・ 合 可 玉 9 品 財 呈 | 合 叶 / 不 文明 、 不 道徳 


と く し ゃ か いて き りん り て きき じゅ ん 


9 特に 、 社 会 前 ・ 倫 理 的 基準 に 合っ て いな い の で 、 正しく な く て 、 好ま し く な いこ と を 表す 


車内 で 足 を を 組ん で 、 し か も 携帯 で 話す な ん て マナ ー ー が 草 す ぎる 。 
< 電車 の Nl を 大 声 で 駅 け 回 る な ん て 、 行 借 が 悪い 。 
この ク ス の 生徒 は 授業 中 の 態度 が 悪い 。 


句 2 8 ひど いこ と を 言う 
ひと ね くち わる ほか ひと す 
例 ) あの 人 は 根 は いい ん で す が 、 口 が 悪い の で 、 他 の 人 に 好 か 
れ な い 。 


あい し ょ う か ん けし 


[8b] 相性 ・ 関係 が よく な い 


bad/unfriendly (relationship) 人 ト | ・ 菩 2 剤 2 圭 2| 登 叶 ンプ 不 投 祭 、 基 系 不 好 


あい し ょ う 


2] 特に 相性 が 合わ な く て 、 相手 と 好ま し く な い 関係 で ある こと を 表す 


震 か ら わ た し た ち 兄 第 は 伸 が 電 い 。 

か いし ゃ に ん げん か ん けい わる な や 

会 社 で の 人 間 関 係 が 悪く て 悩ん で いる 。 
せん し ゅ あたら 5 か ん と く あい し ょ う 、 わ る 

e 選手 と 新しい 監督 と の 相性 が 悪い 。 


関連 語句 
か ね まわ わる し 0 うに 909 う すく か ね た 
名 金 回 り が 悪い : 収入 が 少な く て 、 お 金 が 足り な い 
か ね まわ わ co 
例 ) ここ の と ころ 人 金 回 り が 章 く て 困っ て いる 
だ わる よう し ょ う じ て きせ つ きょう いく う 
名 育ち が 悪い : 幼少 時 に 適切 な 教育 や し つけ を 受け て いな い 
や す < わる ね だ ん や す し な も の ひん し っ せい の う わる * で 0 | い み つか = 
筒 安 か ろ う 、 悪かろ う : [値段 が 安い 品物 は 、 品 質 や 性 能 も 悪い だ ろう 」 と 言う 意味 で 使う 
は な こと ば な に た の まえ お つか 
血 悪い けど : くだ けた 話し 言葉 で 何 か 頼 みごと を する と き の 前 置き と し て 使わ れる 。 す 
お な い み 
み ま せ ん が | と 同じ 意味 
つか い 
例 ) 悪い け ど 、 お 使い に 行っ て くれ る ? 
わる さけ よ ぱら ほか ひと めい わく 
時 知 い 酒 : 酔っ 私 っ た と き に 、 他 の 人 に 迷惑 を か ける 


と も だ ち こい びと 


何 悪い 虫 が つく : 未婚 の 若い 女性 に 、 好ま し く な いり 男 友達 や 恋人 が で き る 


叶 よい (p286) 
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